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  オープニング　《ＳＯＸ》が作りし者


  



  〝こんにちは。お昼のＰピーＭエム配信ニュースの時間です。


  　今け朝さ未明、第一清せい麗れい指定都市内にある東とう都と大学の運動場内に、大量の下着が敷き詰められているのを警備員が発見し、善ぜん導どう課に通報しました。巨大な女性用下半身下着の形になるよう敷き詰められた下着は雑多な種類で構成され、一貫性がなく、複数の人間によるものとみて捜査が進められています。敷き詰められた下着の近くには、およそ二週間前に《エイチ禁止法》の署名成果発表記者会見を妨害したテロ組織《ＳＯＸソツクス》に賛同するという旨むねの犯行声明も残されていたとのことです。善導課ではここ最近全国で多発している不健全雑誌バラまき事件と同様、《ＳＯＸ》による治安破壊行為の悪影響を示す典型例として、犯人の逮たい捕ほに全力を尽くす姿勢を見せています。周辺では以前から「全身が真っ白な人影がうろついている」といった不審者情報が寄せられており、今回のテロ行為になにかしらの関係があるとみて善導課ではさらなる目撃情報を募つのっています──〟


  



  　そのニュースは、鬼おに頭がしら鼓こ修す理りの中で募りに募っていた《ＳＯＸ》への憧あこがれを爆発させるには十分なインパクトを有していた。


  　憧あこがれの《ＳＯＸソツクス》様に触しよく発はつされた人たちがすでに動き出している。ちょうど準備も終わったし、もうじっとしてなんていられない。


  「やっぱり腰抜けのパパなんかより、《ＳＯＸ》様のほうが格好いいんっス！」


  　そう叫んで実家を飛び出した。勢いのまま善ぜん導どう課の詰め所へ飛び込みヨーグルト入り水風船を投げ込んだあげく「汁だくにされた気分はどうっスか!?」と挑ちよう発はつして逃走するという《ＳＯＸ》様をリスペクトした暴挙を敢かん行こうしてから十数日。鼓こ修す理りは苦難の末、第一清せい麗れい指定都市に隣接する街にたどり着いていた。自分を捜して夕ゆう闇やみの中を駆かけ回る善導課を物陰から窺うかがう。


  「隊長。鬼おに頭がしら鼓修理と思われる人物を確保しました。ＰピーＭエムの身分照会をお願いします」


  「またお前か月つき見み草ぐさ！　鬼頭鼓修理は女子中学生だと何度言えばわかる！　お前が連れてきたのは女子中学生の格好をしたちっちゃいおっさんだろうが！　これで五人目だぞ！」


  「しかし、事前に言い渡されたサイドテールという特徴には合がつ致ちします。それに──」


  「私、鬼頭鼓修理！　十三歳！　ピッチピチの女子中学生！　えへっ！」


  　月見草と呼ばれた善導課の若い女性職員に鎖で拘こう束そくされた女子学生服姿の小さなおっさんが、野太い声で女子中学生を名乗った。街中を縦じゆう横おう無む尽じんに駆け回るほかのおっさんに漏もれず、鼓修理がお願いしたとおりに動いて囮おとりとなってくれている。


  「──と、自己申告しております。この方は女子中学生です」
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  「ふざけてる場合じゃないんだぞ！　鬼頭鼓修理は、《ＳＯＸ》からの不健全雑誌貸たい与よで調子づいている四大テロ組織のうち、二つに資金援助している疑いのある鬼おに頭がしら慶けい介すけの一人娘だ。ここで鼓こ修す理りを捕まえられれば、国内のテロ組織の半分以上を一いつ掃そうする足がかりになる！　……いや違うな。決して私たち善ぜん導どう課に尻しつ尾ぽをつかませない鬼頭慶介を叩たたく唯ゆい一いつの材料、と表現したほうが正確だ。街中に溢あふれているダミーに惑わされている場合じゃないんだぞ！」


  「では、二十八分前にもお願いしましたとおり、女子中学生の定義を教えていただきたく」


  「だから、見ればわかるだろう！」


  「……見ればわかる、とは？」


  　月つき見み草ぐさは微笑ほほえんだまま、フリーズした機械のように停止した。


  「くそっ！　錦にしきノの宮みや議員のお墨つきだというから投入したのに、まったくの役立たずじゃないか！　普段ならまだしも、いまの第一清せい麗れい指定都市に逃げ込まれたら、対象の身柄確保は格段に難しくなってしまうんだぞ……っ。もういい！　月見草、お前は邪魔だから捕まえたおっさんたちの処理でもしておけ！」


  「かしこまりました」


  　と、周辺の善導課職員の数が少なくなる。しめた。鼓修理は近くでごついバイクと共に待機していた女子学生服姿のおっさんに「いまがチャンスっスよ！」と無む邪じや気きな笑みを浮かべた。


  「おう、いよいよここまで来たな。連中も嬢ちゃんの役に立てて本望だろうさ」


  「えへへっ、頼りになるおじさんたちっス！　鼓修理、うれしいっスよ！」


  　ニヒルに笑いながら煙草たばこをふかすおっさんの背にわしっとしがみついた鼓修理は「鼓修理のために社会的に死んでくれるなんて、本当に大好きっス」と呟つぶやいてにたりと口こう角かくを吊つり上げた。


  「行くぞ！　しっかりつかまってな、嬢ちゃん！」


  「はいっス！　待っててくださいっス《ＳＯＸソツクス》様！　鼓修理がいま、会いに行きますっス！」


  　おっさんの発進させたバイクに、数台の善導課車両が追つい随ずいしてくる。そのフロントガラスに木工用ボンド入り水風船を投げつけながら、鼓修理はすでに《ＳＯＸ》の一員になったかのような高こう揚よう感に包まれていた。


  



  


  第一章　悪魔が来きたりてホラを吹く


  



  　ギラギラと照りつける夏の太陽を避けるように、植え込みの陰に潜ひそんで三十分。それまでおとなしくしていた華か城じよう綾あや女め先輩が、ごそごそとポケットを漁あさり、おもむろに口を開いた。


  「ハートマークって、亀き頭とうにそっくりよね」


  「静かにしてろ」


  　僕、奥おく間ま狸たぬ吉きちは、ひそひそと耳打ちしてきた華城先輩を乱暴にあしらった。


  　普段なら「ああ……また反射的に辛しん辣らつなツッコミをしてしまった……」なんてうな垂れていただろう場面だけど、今回に限っては華城先輩が全面的に悪いので落ち込んだりしない。


  　なにせ、僕たちはいま下着泥棒を捕まえるため、時とき岡おか学園の陸上部更こう衣い室しつを見張っているのだ。放課後の部活の時間、グラウンドで部活動に勤いそしむ生徒の掛け声や吹すい奏そう楽がく部の断続的な演奏が遠くから微かすかに響いてきて、人けのなさを強調する。


  　下着泥棒は僕たちの見張りを警戒しているだろうから、猥わい談だんなんかしてたらバレてしまう。


  　あと、どうでもいいんだけど、見張りを始めたときに華城先輩が『更衣室って行為室って書くと世界が変わるわよね』とかほざいたせいで妄もう想そうが止まらないんだけど誰か助けて。


  「相変わらずつれないわねえ。大発見よ？　ほら、ハートマークをひっくり返して、下に縦線を二本引いてみて？　そう、それがチンコよ」


  　僕の注意などどこ吹く風で、華か城じよう先輩は構わずくだらない下ネタをまき散らし続けた。


  　全国民にＰピーＭエムという情報端末の装着が義務づけられ、卑ひ猥わいな表現が全面的に禁止された現代日本。本来であれば、禁止単語を言い放った華城先輩はＰＭにその行為を感知され、取り締まり機関であるところの善ぜん導どう課に逮たい捕ほされてしまう。けれど彼女は特別だった。有力政治家だった父親から与えられた携帯電話とかいう骨こつ董とう品ひんからある番号に電話をかけている間、一日三分だけ、ＰＭの監視から解放され、下ネタを喋しやべりまくることができるのだ。携帯電話の操作技術は巧たくみの一言に尽き、僕が気づかないうちに一単語一単語の区切りでＰＭを無効化していたりする。そんなわけで、下ネタテロ組織《ＳＯＸソツクス》のリーダー《雪せつ原げんの青あお》こと華城先輩は今日きようも絶好調だった。


  「漫画とかで、登場人物の目がハートになるわ。あれはきっとチンコが欲しいのよ。ほら、お金に目が眩くらんだときの表現で目が＄になるのと一緒よ。メールの語尾につけるハートも『あなたのチンコが欲しいです』って隠いん喩ゆね」


  「暴論もいいとこですね！　男の目がハートになることもあるじゃないですか」


  「それは『あなたのチンコが欲しい』じゃなくて『俺おれのチンコはいまこんなだぜ。うへへ』って意味ね。ほら、目のハートって脈打ってたりするでしょう？　あれは拍はく動どうじゃなくて、亀き頭とうの膨ぼう張ちよう収しゆう縮しゆくを示しているのよ」


  　そろそろ黙ってくれないかなあ、この先輩。


  「あれから一か月経たちましたけど、華城先輩の卑猥な冗談、加速しっぱなしですよね」


  　うんざりしたものになってしまう僕の口く調ちように、華城先輩は眼鏡めがねの奥の瞳ひとみを挑ちよう発はつ的に細め、


  「もっと先へ──加速したくはないか、少年（しこしこ）」


  　軽く握った拳こぶしをへその下でピストン運動させやがった。おいやめろ。


  　時とき岡おか学園のＰＴＡ会長、ソフィア・錦にしきノの宮みやが先せん導どうした強制署名運動の成果発表記者会見をぶっ潰つぶし、命からがら逃げ出したあの夜からおよそ一か月。暦はもう七月だ。


  　華城先輩がその残念すぎる頭で錬れん成せいする下ネタは、夏場の雑草のように恐ろしい速度で日々成長を遂とげていた。


  「そりゃあ、四十冊ものエロ本をひたすら読みこめばね。私の敏感なピンク色の脳のう細さい胞ぼうは痙けい攣れんを起こすほどにいい刺激を受けたわ！」


  「脳細胞が痙攣するかよ！」


  「いやねぇ、狸たぬ吉きち。ピンク色の脳細胞っていうのはもちろん膣ちつの粘ねんまｋ」


  「聞くに堪たえねえ！　四大テロ組織ども、よくもこんな危険人物に大量の不健全雑誌を寄き贈ぞうしてくれやがって！」


  　この一か月、華城先輩は四つの巨大下ネタテロ組織──《震しん激げきの尻いさらい》《絶対領域》《捕ほ乳にゆう類》《ベーコンレタス母の会》に接触し、谷や津つヶが森もりで入手した二十冊のエロ本の一部を分け与えていた。見返りとして各テロ組織からは珠しゆ玉ぎよくのエロ本が複数冊奉ほう納のうされ、気づけばエロ本の数が以前の倍近くにふくれあがっていたという次第なのだ。


  「ふふふっ。しかもいただいたエロ本の数々、過激さじゃあ谷や津つヶが森もりのそれに大きく劣おとるけれど、マニアックさや多様性はさすがのラインアップだったわよ！　とても勉強になったわ。特に《ベーコンレタス母の会》からもらった『森しん羅ら万ばん象しようぶっ掛け算』を読んだときの衝しよう撃げきといったら……せっかくたくさんあるんだから、狸たぬ吉きちも読めばいいのに。エロ本の隠し場所から戻ってきた狸吉の下半身から異い臭しゆうが漂ただよっても、気づかないフリしてあげるわよ？」


  「残酷な優しさは凶器！　つーか、誰が読むかあんなもん！」


  　僕は一か月前から相も変わらずエロ本から目を逸そらし、華か城じよう先輩の下ネタに手荒いツッコミを繰り返していた。華城先輩はああやってにやにやしているけど、いつ僕に愛あい想そを尽かすか。長年自分を偽いつわってきた代だい償しようは思いのほか大きく、僕の下ネタ嫌いはなかなか改善しないのだった。


  「四大下ネタテロ組織は私たちに刺激されて全国で大々的に性知識流る布ふを展開し始めているし、私たちは望ぼう外がいに大量の性知識を入手できて万ばん々ばん歳ざい。圧あつ性せいからの解放を目指す私たち《ＳＯＸソツクス》にとって、とても素敵な流れね！　たとえ翼をもがれても、チンコがもげない限り人はどこまでも飛べるわ！」


  「女性らしさが微み塵じんも感じられねえ発言だな！　……いまさらでしたね。まあ、いい流れっていうのは賛成ですよ。この下着泥棒騒ぎさえ除けば、の話ですけど」


  　ここ二週間ほど、この第一清せい麗れい指定都市では下着泥棒で逮たい捕ほされる人間が急増していた。


  　たちの悪いことにこの下着泥棒たち、どうやら不特定多数の人間が徒と党とうを組んで組織的に犯行に及んでいるらしく、広い情報網を共有し様々な方法で下着を盗んでいく。しかも構成員の数が多いということは、狙ねらわれる下着の種類も多た岐きにわたるということで、盗まれる下着は持ち主の性別を問わず種類を問わず、直接素す肌はだに触れる衣類なら手当たり次第というありさまだった。ベタなところでは女性用パンティーから、マニアックすぎるものでおっさんの靴くつ下したなど、あまりに的が多すぎて、守り手がどこに重点を置いて警戒すればいいのかわからないほどだ。


  「何十本もの男の手に一斉に体中責められて、性せい感かん帯たいをガードしきれず陥かん落らくする生き娘むすめとして図ず示しするとわかりやすいわね！　早さ乙おと女め先輩に早速イラスト化してもらわなくっちゃ！」


  「はいはい無視無視！」


  　善ぜん導どう課が犯人検挙のための体制強化と、被害縮小のための広報活動に全力をあげているけれど、一体どれだけの人間が下着泥棒集団の構成員となっているのか、被害は一向に減らない。


  　性知識に疎うとい世代は下着を盗まれることに対する嫌けん悪お感が著いちじるしく低く、自主警戒がまるでなっていないということも、被害が減らず下着泥棒集団が増長する原因になっているのだろう。


  　ちなみにこの下着泥棒集団、組織名は《群むれた布地》といい、構成員のほとんどは大学生を中心とした二十代の若者……いわゆる《中間世代》だとされている。大人たちほど性知識への造ぞう詣けいが深くなく、僕たちの世代ほど漂白されていない、不安定な世代。


  「ＰピーＭエム装着が義務化された十年前に第二次性せい徴ちようを迎えたり、ヤりたい盛りだったりした人たちだもの。爆発するのも当然よね。股こ間かんの時限爆弾が一斉に起爆したってところかしら」


  「さっきから話の腰を折るんじゃねえ！」


  「そうね。腰は折るのではなく、振るもの」


  「この野や郎ろう……下着泥棒の横おう行こうを一番危き惧ぐしてるのは、華か城じよう先輩でしょうが……」


  　ここ数日に至っては、時とき岡おか学園内でも下着泥棒の被害がうなぎ登りだ。それはつまり時岡学園の生徒が《群むれた布地》に関与しているということにほかならなかった。


  　この事態を最も深刻に受けとめていたのは、学園の風紀を取り締まる生徒会やＰＴＡではなく、公こう序じより良よう俗ぞくの破壊を目指す下ネタテロ組織《ＳＯＸソツクス》のリーダーである華城綾あや女め先輩だった。というのも──。


  「……んっ。狸たぬ吉きち、ちょっとその喘あえぎ声抑えてくれる？　はい、シーツの端っこ咥くわえて」


  「誰が！　いつ！　そんな声を上げた！　大体あんたの口が減らねえからこんなことにっ」


  「怪しいやつが来たわよ」


  　それを先に言えよ。僕は華城先輩に従って、植え込みの陰に深く潜ひそみ息を殺した。


  　逆光のせいで顔は見えないが、辺りをきょろきょろと見回す挙きよ動どう不ふ審しんの女子生徒が、甘い香りに誘われる蝶ちようのようにふらふらと更こう衣い室しつに近づいていく。施せ錠じようしてあるはずだが、合い鍵かぎでも入手しているのだろう。難なく侵入していた。入ったのは女子更衣室だ。


  　女子が女子更衣室に侵入して下着泥棒などしないように思えるが、《群れた布地》は横のつながりが強い互ご助じよ組織であるため、同志が好む下着を手に入れる目的で盗みを働く構成員も多い。


  「私が突入するわ。ごめんなさいね狸吉。更衣室の匂においだけでもあとで嗅かがせてあげるから」


  「早く行け！」


  　匂い採取用のビニール袋を持った華城先輩が植え込みから身を躍おどらせ「おとなしくしなさい！」と更衣室に踏み込んだ。


  　僕はなにかあったときのため、ここに待機だ。


  「やっと、二人きりになれましたわね」


  「うあっ!?」


  　突とつ如じよ。湿しめり気を帯びた艶つやっぽい声が、荒々しい吐と息いきに乗って耳を犯した。


  　反射で鳥とり肌はだが立つ間もなく死角に引きずり込まれ、起き伏ふくに富んだ柔らかい体と校舎の壁にサンドイッチされる。股間に膝ひざが差しこまれて体の軸は逸そらせなくなり、足の付け根を太ももで愛あい撫ぶされて全身からガクガクと力が抜ける。両りよう頬ほほをふわりと包み込まれて首の自由が利かなくなった。なにこれ一部の隙すきもない拘こう束そくなんだけどなにこれやめて。


  　そして予想どおりというかなんというか、目の前に子牛を与えられた餓が死し寸前のトラのように危ない眼めをしたアンナ先輩が、僕を見下ろして涎よだれを垂らしていた。


  「な、なんで、アンナ先輩がここに!?　轟ごう力りき先輩と一緒にテニス部の更こう衣い室しつを見張ってたんじゃないんですか！」


  「はぁ、はぁ、テニス部は、はぁ、先ほど、はぁ、早めに部活が終わりまして、はぁ、はぁ、はぁ、轟力先輩は今頃、はぁはぁはぁ、ありもしない書類を資料室で探しているはずですわ」


  　瞳どう孔こうがガン開きになったアンナ先輩の言葉は息が荒すぎて聞きとりにくかったけど、とりあえず僕の救世主である轟力先輩はしばらくここに来られないということだけはわかった。詰んだ。


  「奥おく間ま君は、ひどい方ですわ。わたくしがこんなにも愛いとおしく想おもっているのに、そっけない態度でわたくしの心身をいたぶって。こらえきれず、おかしくなってしまいそうなんですのよ？」


  　とっくにおかしくなってますよ、とは言えなかった。怖くて。


  「あんまり奥間君がわたくしのことを焦じらすからでしょうか……この前までは奥間君にわたくしの愛を食べてもらいたいと望んでいたのが──」


  「ひうっ!?」


  　熱い唾だ液えきで湿しめったアンナ先輩の唇くちびるが僕の耳を包み込み、長い舌がむさぼるように耳の穴に侵入してくる。その過程で髪の毛を束で巻きこんでいるのだけど、アンナ先輩は吐きだすどころかわざと口に含んで髪の毛一本一本をしゃぶってさえいるかのようで、


  「──最近では奥間君自身を、食べてしまいたいと考えるようになってしまっているんですの」


  　ヤバいヤバいヤバいヤバいヤバいヤバいヤバいヤバいヤバい！


  　男としてとか以前に、いつの間にか生物として根源的な恐怖に晒さらされている。


  　ていうか、アンナ先輩、僕が避け続けたこの一か月で危険度が段違いに強化されてないか!?


  　いや、うん、確かにさ、この一か月、僕はアンナ先輩にかなりそっけなかった。華か城じよう先輩が定期的に送ってくれる〝アンナ注意報〟に従って家を空あけるなり下ネタテロ活動に従事するなりしていたし、生徒会業務を含めた学校生活のほとんどはアンナ先輩よけとして轟力先輩を常備していた。もうね、お昼ごはんは元より連れションまでする仲だからね、轟力先輩とは！


  　その間、アンナ先輩は以前にも増して精力的に時とき岡おか学園内の卑ひ猥わいを根こん絶ぜつしようと尽じん力りよくしていて、その忙しさの合間を縫ぬって僕のことを誘いまくってくれていた。正直、断ことわったり避けたりするのはかなり良心が痛んだけれど、かといって受け入れるわけにはいかなかった。


  　アンナ先輩は恋愛感情と性衝しよう動どうの区別がついていない。それはつまり、ただ手近にいただけの僕に折あしく興奮してしまって、刷り込みのようなかたちで〝これは恋だ〟と勘違いしたまま僕を狙ねらい続けている可能性だってあるのだ。そんな状態の人と交わるのはなにか違う気がするし、それは性知識を与えるのとはまったく別の次元で、真にアンナ先輩を汚けがしてしまう気がして僕にはとてもじゃないけどできなかった。


  　けれど、いまのアンナ先輩の尋じん常じようならざる様子を見ていると、〝あなたの言動は卑猥そのものなんですよ〟とはっきり教えるべきなんじゃないかと思えてくる。まあ、懇こん切せつ丁てい寧ねいな性知識講座を開いたところで、いまのアンナ先輩が聞き入れるとは思えないけど。


  　と、そんなことを考えているうちに僕のズボンのベルトが外されていた。え？


  「ちょっ、アンナ先輩、ストップ！　ストップ！」


  「そんな顔をされては、もう止まりませんわ」


  「ぎゃああああああ!?」


  　そういえば華か城じよう先輩も戻ってこないし、これっていろいろな意味で緊急事態じゃないのか。


  　いろんなことがいっぺんに起こりすぎて、思考力がほぼ衰すい退たいしきろうとした、そのときだ。


  「おーい、アンナ会長はいないか──っ！」


  　轟ごう力りき先輩の野太い声が、甘ったるい蜜みつの匂においに満ちたこの淫いん縻びな空間を一撃で破壊した。


  　アンナ先輩は無表情に小さく「ちっ」と舌打ちすると、制服を整えて僕を解放する。


  　アンナ先輩の壊れ具合が本気でマズイ。欲求不満って怖い。


  「おお、会長。こんなところにいたのか。ん？　奥おく間まも一緒か」


  「そこで偶然出くわしたもので。ところで轟力先輩、頼んでおいた資料はどうなりましたの？」


  　いつものように穏やかに微笑ほほえむアンナ先輩だけれど、僕はその後ろでガクガクと情けなく震えることしかできませんでした。


  「おっと、それだ。いくら探してもさっぱりでな、もう一度会長に確認しようと思ったんだ」


  「それは、仕事熱心でよいことですわ。この際ですから、一緒に資料室に行きましょうか」


  「ああ、いや、もし奥間となにか話をしていたのなら、わざわざ来ていただかんでも」


  「いえいえ、わたくしの手違いという可能性もありますし、かまいませんわ。それでは奥間君、ごきげんよう。見張りの続きを、よろしくお願いしますわ」


  「おう奥間！　今日きようの放課後は忙しいという話だったな？　晩飯はまた今度おごってやろう。それじゃあな！」


  「は、はあ。お二人とも、お疲れさまでした」


  　僕は曖あい昧まいな笑え顔がおで二人に挨あい拶さつし、見送った。


  「轟力先輩は、奥間君とずいぶん仲がよろしいんですのねえ」


  「まあな。あいつは俺おれが認めた男だ。暇ひまなときはたいてい一緒にいるぞ。いまだに俺がバナナ嫌いだということを認めていない節ふしがあるのが生意気だがな！」


  「それはそれは。生徒会メンバーの結束が強まるのはとてもよいことですわね……」


  　なんだろう。轟力先輩、資料室で謎なぞの死を遂とげたりしないよね？


  「……で、早さ乙おと女め先輩はいったいなにをしてるんですか？」


  　一難去ったところで、僕は頭上にいつの間にか出現していた早乙女先輩に声をかけた。


  　校舎の壁に備え付けられた雨あま樋どいに足だけで張りつき、口に咥くわえた鉛筆でガリガリとスケッチブックになにか描かいているその姿は、もう人間じゃない。


  「見ての通り、愛しのアンナをスケッチしておったのじゃが？」


  「何度も言ってますけど、助けてくださいよ！　僕は襲おそわれてたんですよ！」


  　スケッチブックを奪ってやろうとジャンプするが、早さ乙おと女め先輩は体をねじって器用に僕の手を回避する。この女、デバガメのためならなんでもできる怪人に成り下がっちまったな。


  　最近、早乙女先輩作のエロイラスト製造が滞とどこおっていたからまたスランプにでも陥おちいったんじゃないかと心配していたのだけど、全然そんなことはなさそうだ。


  「お主ぬしらにはヒワイの奥深さを日々授さずけてもらっておるからたいていの頼みは聞くがな、わしの根底にある創作衝しよう動どうまではどうしようもないの～。これは業ごうじゃ」


  　鉛筆を咥くわえたままでこちらをからかうように笑い、早乙女先輩は「そんなことより」と更こう衣い室しつのほうを指さす。


  「綾あや女めのやつがずっと出てこんが、大丈夫かの？」


  「あっ！」


  　時計を確認する。もう五分は更衣室に動きがない。華か城じよう先輩に限ってまさかとは思うけど、下着泥棒にやられてるなんてことは……。


  「華城先輩！」


  　僕は全力で駆かけだして、陸上部の女子更衣室に飛び込んだ。


  　──そこには、


  「あなたが下着泥棒でないと証明するためよ。いいから、早く出しなさい」


  「堪かん忍にんしてください、勘忍してください」


  　かたや苛いら立だちの混じった仏ぶつ頂ちよう面づらで、かたや亀のように丸まって棒読みの懇こん願がんを繰り返している二人組が目に飛び込んできた。


  　前者はもちろん生徒会モードの華城先輩。後者は同級生の不ふ破わ氷ひよう菓かだった。今日きようも不ふ摂せつ生せいの象徴のような濃いクマにストパーも無効化しそうなワカメ髪だ。なにしてんだこいつは。


  「華城先輩、これは一体……」


  「どうもこうも、この子がロッカーから取り出した何かを懐ふところに隠したまま動こうとしないのよ」


  「え？　いやどうせ不破さんのことですから、僕たちが隠した不健全雑誌のコピーでも回収してたんじゃないですか？」


  　僕はヒソヒソ声で華城先輩に応じた。


  「もうこの学園でエロ本コピーを入手することは難しくないわ。あの不破氷菓が、いまさらこんなにも抵抗するなんておかしいでしょう？　それにこの子、性知識探求のためなら下着泥棒に加担するくらい、やりそうじゃないの」


  「うっ……否定できない」


  　この一か月間で、時とき岡おか学園内にはありとあらゆるバリエーションのエロ本コピーがばらまかれた。先生たちは強制署名が叩たたき潰つぶされた事件の後処理に追われて生徒会主しゆ導どうの持ち物検査をまともに実施できなくなり、エロ本コピーを持ち帰るチャンスが大幅に増加したのだ。


  　よって、時岡学園、特に高等部に限っては生徒の間にかなりの水準で性知識が浸透しているのだけど、モラルとかそういったものまで身についたかといえば僕たちも自信を持って首しゆ肯こうすることはできなかった。


  　実際、下着泥棒の内ない通つう者しやが学園内にいることは確かだし、まだ性知識を得てない頃の話とはいえ、不ふ破わさんは性知識探求のために妊婦に『妊娠の方法を教えてください』とか訊たずねていたアンポンタンだ。


  　同級生で、しかも先の大規模下ネタテロに一般人として協力してくれた不破さんを疑うのは心苦しいけれど、ここは一つ、厳しめに対応しておくのが無難だろう。


  「む、その声は、奥おく間まさんですね」


  　丸まっていた不破さんが顔を上げる。


  「この眼鏡めがね副会長では話になりません。奥間さんならきっとわかってくれるはずですから、わたしが隠しているものは奥間さんにだけ提示しましょう」


  「「……」」


  　僕と華か城じよう先輩は顔を互いに顔を見合わせて目配せした。


  　生徒会副会長としての華城先輩はろくに性知識を持っておらず、卑ひ猥わいを判定する知識を持った人間は生徒会の中で僕だけというのが表向きの設定だ。


  　いちおう僕だって生徒会という取り締まり側の一員で、不破さんの隠しているものが下着でないにしろ僕たち《ＳＯＸソツクス》が隠したエロ本コピーなら回収せざるをえないんだけどな。まあ、不破さんは風紀ランキング最下層の中学から進学してきた僕になにかしらの温情を期待しているのだろう。さすがに僕が《ＳＯＸ》の一員で、取り締まり側とテロリストを兼任しているなんて事実には気づいていないはずだし。


  　華城先輩が背を向けたのを確認して、僕は不破さんからソレを受け取る。なんだ、やっぱりただの不健全、ざっ、し……。不破さんが隠し持っていたブツの正体に気づいた僕は絶句した。


  「……えーと、どこかにライターないかな……即座に消滅させなきゃいけないぞ、これは」


  「ちょっと奥間さん。なにをする気ですか。いけません」


  　ソレをこの世から滅めつ却きやくするための道具を探していた僕の肩を、不破さんがつかんできた。


  「おい離せ。僕はこの腐った生ゴミを焼却処分しなくちゃいけないんだ」


  「奥間さん。本を燃やす国はいずれ人を燃やすという格言がありましてね」


  「いまの僕なら人も焼き殺せるよ？」


  「酷ひどいです。信じていたのに。奥間さんはわたしたち民衆の味方だと」


  「酷いのはお前だ！」


  　僕はソレの表紙をバシバシと叩たたいた。


  　……もう〝ソレ〟とかぼんやり表現してごまかすのはやめよう。


  　不破さんが華城先輩から必死に守り抜こうとしていたブツ、それは──。


  



  　僕と轟ごう力りき先輩がシャバドゥビタッチガッターイ！　しているガチＢＬ漫画だった。


  



  　吐きそうなんだけど。


  「返してください、返してください」とつま先立ちで手を伸ばしてくる不ふ破わさんを押しのけながら、僕は華か城じよう先輩に「先輩、オリジナルらしき不健全雑誌を没収しました。すぐにでも破棄しましょう」と、生徒会役員として呼びかける。


  　それにしても、一体誰がこんな恐ろしい漫画をこの世に具現化させたんだ。


  「え、ええ、そうね。す、すす、すぐにでも焼しよう却きやく炉ろにブチ込まなきゃいけないわ」


  　目は口ほどにものを言う。華城先輩はだらだらと汗を流し、上下左右に目を泳がせていた。


  「不破さん、ちょっとそこに待機しててくれる？」


  　僕は華城先輩の手を引いて不破さんから距離を置き、ガチＢＬ漫画『僕のバナナまで嫌いにならないでください』（奥おく間ま×轟力）を突きつけた。


  「このタイトルセンス、華城先輩に通じるものがありますね？」


  「い、いやだわ。とんでもない言いがかりね」


  「この漫画、凄すさまじい画力ですよね。画風は変えてありますけど、まるで早さ乙おと女め先輩が描かいたみたいな」


  「え、ええ、そうね。まさか早乙女先輩以外に、ＰピーＭエムに感知されずにこんな絵を描ける人がいるなんて。すぐにでも勧誘したいわ」
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  「華か城じよう先輩、珍しくヒワイな御冗談が控えめですね？　どうかしたんですか？」


  「そ、そんなことないわよ！　ホ●ォ……●モォ……ほらね！」


  「お前かあああああああああああ！」


  　うん、まあ、最初から答えなんてわかってたけどね。


  　ＰピーＭエムの感知システムに抵てい触しよくせずこんな漫画を作製できるのは早さ乙おと女め先輩だけ。法を犯してまで配布するようなパッパラパーはこの辺りに《ＳＯＸソツクス》しかいない。そしてそれを僕が把握していないとなれば、真実は一つである。


  「最後になにか言いたいことはありますか、華城先輩？」


  「ちょっとちょっと狸たぬ吉きちっ。前ぜん戯ぎもなしにいきなりクライマックスなんて、童どう貞てい力りよくＭＡＸマツクスハートビクンドクンね！」


  「おい、調子乗んな」


  「ご、ごめんなさいっ」


  　僕はいま、猛烈に怒っている。


  「……なんでこんなもの作ったんですか」


  「その、《ベーコンレタス母の会》と接触したときに渡されたブツが、そういう類たぐいのアレで」


  　華城先輩がひたすら僕から目を逸そらしつつ供述を始めた。


  「すっかりはまっちゃったところに、一般生徒の『最近の奥おく間ま君と轟ごう力りき先輩を見てるとドキドキする』っていう噂うわさ話ばなしが聞こえてきて。試しに早乙女先輩に話をもっていったら、早乙女先輩も『ふむ。そろそろこういうふぁんたじ～も悪くないな』とか興きようが乗ったらしくて……いざ作製したら一大ムーブメントが起きてしまったの」


  　一大、ムーブメント……っ!?


  「奥間×轟力本は、いまでは十タイトルを超える大人気作に」


  　こんなものがまだほかに九種類もあるってのか!?


  「あ、けど、勘違いしちゃいけないわよ狸吉！　私たちがブームをつくったんじゃあ決してなくて、元々たくさんの女の子が、噂してたのよ！　狸吉と轟力先輩が最近怪しいって！　くっつきすぎだよねって！　絶対デキてるよね、赤ちゃんとか──って！」


  　おい、ウソだろ……？　僕は事実を確認するため、華城先輩をいったん解放して一般生徒代表である不ふ破わさんに向き直った。


  「あ」


  　ロッカーの裏から新たな奥間×轟力本をこそこそ取り出そうとしていた不破さんと目が合う。後ろで華城先輩も「もう少し気を逸そらしておけばよかった」とか小さな声でほざいている。こいつら、まるで反省してねえな。


  「ここかああ！」


  　ロッカーをひっくり返すと、出るわ出るわ。


  〝最新刊！〟と銘めい打うたれた『僕のバナナまで嫌いにならないでください』。


  「ああ……ほかのヒワイなイラストと違って、配布数が著いちじるしく少ない希き少しようなものなのに」


  　不ふ破わさんが無表情のまま、打ちひしがれたように両りよう膝ひざをついた。


  　どうやら不破さんは、下着じゃなくてこの最新ＢＬボーイズラブ本を入手するためにこそこそしていたようだ。配布数が少ないから万が一にでも取り締まり側に見つからないよう慎重に動き、同じくＢＬ愛好なのだろう陸上部女子から鍵かぎを借りてここに出向いたということか。


  　配布数が少ないのは、華か城じよう先輩単独で、しかも僕の目を盗んで配布していたからだろう。早さ乙おと女め先輩の生産力にも限界があるだろうし。もしや、早乙女先輩のエロイラスト作製速度が下がってたのって、このＢＬ本描かいてたからか？　心配して損した。あの女、今度会ったら覚えてろよ。


  「僕は一体これまで、なんのために卑ひ猥わいな知識を流る布ふしてきたんだか」


  　生徒会役員として常備している手動シュレッダーでＢＬ本を裁断しながら僕は愚ぐ痴ちる。


  「大丈夫よ狸たぬ吉きち！　作品にはすべて『この作品はフィクションです。実際に男性同士の友情が高じて子供ができることはありません』って大きく書かれているから！　嘘うその情報を『これは嘘です』って流すことで性知識の歪ゆがみを矯きよう正せいするという、これは新たな性知識流布の方法で」


  「言い訳はあとでじっくり聞いてあげますから、ちょっと黙っててくれます？」


  「うぐっ……狸吉の眼が本気だわ」


  　僕は黙々とＢＬ本を回収する。その工程を、全身から絶望のオーラを発しながら無表情に観察していた不破さんは


  「……たとえソレをすべて回収したところで、わたしたち時とき岡おか学園女子生徒の脳内につくられたフィルターを破壊しない限り、奥おく間まさんと轟ごう力りき先輩の甘美なる逢おう瀬せは不ふ滅めつです。昔の偉い人は素晴らしい格言を残しました。板いた垣がき死すとも自由は死せず」


  　お経きようでも唱えるかのように、無機質に述べるのだった。呪じゆ詛そかよ。


  　アンナ先輩の脅きよう威いを退しりぞけるためという意味もあって轟力先輩と絡んでいたのが、代わりにとんでもない事態を招いてしまった。いくら夏場とはいえ、腐るのが早すぎる。


  　なんとかこの腐の連鎖を断ち切らねば。僕は改めて頭を抱えた。と、そのときだ。


  『出たぞ！　中等部のほうだ！　数が多いぞ気をつけろ！』


  　ＰピーＭエムの拡声機能で増ぞう幅ふくされた轟力先輩の暑苦しい声が、びりびりと鼓こ膜まくを揺ゆらした。


  　真っ先に駆かけ出したのは、華城先輩だった。「ちっ、高等部の警戒を避けて、中等部を狙ねらったわねっ。やっぱり内ない通つう者しやが……」と眼鏡めがねの奥の瞳ひとみをぎらつかせ、弾丸のように更こう衣い室しつを飛び出す。


  　次に動いたのは意外なことに、


  「下着泥棒対策チーム総指揮、不破氷ひよう菓かより通達です。中等部に下着泥棒出現。捕縛部隊は現場へ。補助部隊は取りこぼした犯人を迎げい撃げきできるよう、学園の外周を固めてください」


  　不ふ破わさんがＰピーＭエムを介してなにやら指示を飛ばしていた。


  「不破さん、下着泥棒対策チームって？」


  「文字どおり、一般生徒で構成された、下着泥棒殲せん滅めつ用の殺さつ戮りく部隊の正式名称ですが」


  〝下着泥棒対策チーム〟という字じ面づらにそんな血生ぐさい含がん意いはない。


  「いや、そうじゃなくて、ごめん。そんな組織ができてるなんて知らなくて」


  「無理もありません。学園内での下着泥棒被害が一向に減らないことを危ぶんで、つい昨日きのう発ほつ足そくさせたばかりの組織ですから」


  「うっ……それは生徒会役員として謝る」


  「いえ。谷や津つヶが森もりの件から下げ落らくを続ける時とき岡おか学園の評判への対処に追われて先生たちが取り締まりにまで時間を割さけず、不健全雑誌の回収を一手に引き受ける生徒会に、下着泥棒対策まで任せるのは酷でしょう。まあ、不健全雑誌を楽しみにしているわたしが言うのもなんですが」


  「というか、不破さんって、下着泥棒を捕まえようとしてたんだね。てっきり加担する側かと」


  「わたしに限った話ではありませんよ。他校の生徒と違って、ヒワイの知識を得た時岡学園生徒のほとんどが、下着泥棒には辟へき易えきしています。嫌けん悪お、と呼んでもいいかもしれません。まあなかには協力などする阿あ呆ほうもいるようですがね。わたしとしては〝下着泥棒〟も興味深いサンプルなのですが、実害が出るとなると対処せざるをえません」


  　不破さんの言葉に、華か城じよう先輩の懸け念ねんが的中しつつあることを思い知らされた。


  「というか、立ち話している場合ではありません。行きましょう、奥おく間まさん。大捕り物です」


  「あ、そうだった！」


  　僕と不破さんは、中等部へ向かって走り出した。


  



  『下着泥棒が散開しましたわ！　深追いはせず、必ず複数で対処してくださいまし！』


  　ＰＭで拡声されたアンナ先輩の指示が轟とどろいた。その口ぶりからして、最初から生徒を取り締まり要員としてカウントしていたらしい。生徒会会議ではそんなこと言ってなかったけど……。


  「……奥間さん……アレが……下着泥棒ですかね……？　……うぉぇ」


  　ＰＭを介して生徒に指示を出しながら走っていたせいで、中等部にたどり着くはるか手前で体力が底を尽きかけていた不破さんが指さした先には、縞しまパンをかぶった《ＳＯＸソツクス》のパチモンみたいな男がいた。右手にブラジャーを、左手にキャミソールを装備したザ・変態スタイルで「くそっ、昨日までは生徒会しか取り締まりに参加してなかったってのに！」と勝手な不満をのたまっている。


  　僕たちに気づいて逃げ出したその変態野郎を、さっそく捕まえてやろうと速度を上げた僕はしかし、盛大に転んだ。不破さんがゾンビみたいな有様で僕の足首をつかんでいたのだ。なにすんだ！　という僕の当然の抗議に、不破さんは無表情のまま掠れた声で、


  



  「非ひ力りきなわたしが、轟ごう力りき先輩をやすやすと押し倒しムチャクチャにするほど腕力のある奥おく間まさんを止めるには、この方法が力りき学がく的に最も適した方法だったのです」


  「押し倒したことなんてねえよ！　それはフィクションだ！」


  　なんてバカげたやりとりをしていると、


  「うわっ!?　な、なんだ？　うわあああああああっ！　アッ────！」


  　下着泥棒は死角から放たれた野球ボールによって退路を強制的に変更させられ、待ちかまえていたらしいアメフト部と柔道部のガチムチ混成部隊の肉にく壁へきに呑のみこまれていった。


  「わたしとしては、奥間さんもろともなドンブリ展開を観察してもよかったのですが」


  「……見逃してくれてどうもありがとう。というか、さ。いくら優秀な生徒の集まる時とき岡おか学園だからって、発ほつ足そくから一日でこんな殺さつ傷しよう力りよく……もとい統率力を発揮できるものなの？」


  「集団戦については一いち日じつの長ちようがありますからね。さあ、どんどん捕まえてやりましょう」


  　一般生徒の活躍を見込んだアンナ先輩の指示は、どうやら間違っていないようだった。


  　数十分後、中等部の校庭には、簀す巻まきにされ頭の下着を剥はぎ取られた下着泥棒が二十人近く転がされていた。多くは不ふ破わさん率いるガチムチおしくらまんじゅうに呑みこまれ、ある者は轟力先輩の剛ごう腕わんに叩たたき伏せられ、ある者は笑え顔がおのアンナ先輩に一も二もなく撃げき墜ついされ、またある者は逃走成功間近だったところを華か城じよう先輩が秘密裏りに設置しておいた下着に気を取られて確保された。今日きよういきなり投入された不破部隊の奇襲効果もあり、こちらの戦力は申し分ないものだったのだ。けれど恐ろしいことに、校内に出現した下着泥棒があまりに多すぎたため、僕たちはこれでもかなりの数、少なく見積もって三十人近くを取り逃がしてしまっていた。


  「で、どうしてこんなくだらない真ま似ねをしたのかしら？」


  　下着泥棒たちを前に、華城先輩は三つ編み眼鏡めがねの生徒会モードで絶対零度の尋じん問もんを始めた。華城先輩が下着泥棒に対して抱いだいていた懸け念ねん。アンナ先輩が先生たちを連れてくる前に、それをはっきりさせるためだ。周囲を取り囲む一般生徒たちも息を呑んでそれを見守る。


  「……私たちは、決して貴き様さまらのような偽ぎ善ぜん者しやには屈しないぞ！」


  　と、それまで悔くやしげに押し黙っていた下着泥棒たちが、覚悟を決めたように一斉に喚わめき始めた。絶対零度の視線のまま、華城先輩は仁に王おう立だちでそれを見下ろす。


  「我ら《群むれた布地》は、この抑よく圧あつされた社会に反はん旗きを翻ひるがえした英雄《雪せつ原げんの青あお》および彼女の率いる《ＳＯＸソツクス》に感かん銘めいを受けた正義の集団だ！　我々は下着を奪取することで現日本に抗議し、現状の打破を望む者である！　靴くつ下したレロレロ！」。堂々とした低い声に続き「そうよ！　私たちの活動は、あなたたちを救うためでもあるのよ！　腹巻きペロペロ！」という女性特有の金切り声。「お前らも、《ＳＯＸ》を見習ってこの抗議活動に参加しようぜ！　下着紐ひもチロチロ！」と叫ぶ時岡学園の生徒だったらしい少年の、熱に浮かされたような言葉。アンナ先輩のえげつない一撃を引きずってピクリとも動かない連中を除いて、誰もが一様な主張を繰り返す。


  　と、そのときだ。


  　変態たちの合唱を真正面から受けとめていた華か城じよう先輩の背面、つまりは生徒側から、


  「ホント、迷惑だよな。やっぱり《ＳＯＸソツクス》のせいだったぞ」


  「ああ。これではっきりしたぜ。案の定《ＳＯＸ》はろくでもない連中だったんだ」


  　最も懸け念ねんしていた声が上がった。それは以前からアンナ先輩を信しん奉ぽうし僕らの隠した卑ひ猥わいなブツを集めて先生に献けん上じようするなどしていたやつらから始まり、ざわざわと周囲に伝でん播ぱする。


  「《ＳＯＸ》の影響だったってのは本当だったのか」


  「え。《ＳＯＸ》は悪くないでしょう？　あの人たちのおかげで、私たちは真実を知れたのよ」


  「けど《ＳＯＸ》が起こした騒ぎのせいで、こういう連中が動き始めたのは確かだぞ……」


  「もしかして、《ＳＯＸ》もこいつらと一緒で、本当は好き勝手に暴れたかっただけなんじゃないのかな……結果的に、あたしたちの利益になってただけで、さ」


  　尿によう道どうにカテーテルを挿そう入にゆうされたかのような不快感が胸に満ち、僕は唇くちびるを噛かみしめる。


  「これは、非常にまずい流れですね」


  　不ふ破わさんの淡々とした呟つぶやきに僕が内心頷うなずいたまさにそのとき、畳みかけるようにそれは起きた。


  



  〝ん～、今日きようの白ワインも、よい出来だな。素晴らしい香りだ〟


  



  　校庭に、男の声が響き渡った。いち早く異変を察知したらしい女子生徒が、校舎の壁を指さして「あ、あれ！」と好奇に満ちた叫び声を発する。


  「……？　な、なんだ……なんなんだあいつは……っ!?」


  　時とき岡おか学園中等部校舎の外壁に投影された映像を視認した僕は、数秒の間身動き一つとれなかった。理解を超えた事態に、生まれて初めて絶頂を迎えた少女のごとく頭が真っ白になる。


  　真っ白だったのは、僕の頭だけではなかった。映像の中で優雅に椅い子すに腰かけ、ワイングラスを傾ける男の全身、頭のてっぺんからつま先まで、あますところなく真っ白だった。なぜなら──男はつなぎ合わせた純白のパンティーで、全身をコーティングしていたのだ。


  （変態だあああああああああああああああああああああああああああ！）


  　心の底からの絶叫を、なんとか喉のど元もとで押しとどめる。あぶねえ！　あんな変質者のせいでＰピーＭエムに引っかかるところだった！　つーかよく見たらあの男が揺ゆらしてるワイングラス、水の中に丸めた白パンティーが漬けてあるじゃねえか！　うわああああ!?　飲んだあああ！


  「あれはまさか……最上位の変態ハイクラス……っ!?」


  　華城先輩でさえ愕がく然ぜんとさせるその圧倒的存在感をもって、全身パンツの男は口を開いた。


  〝貴き殿でんらがこの映像を見ているということは、多くの同志が捕まってしまったということだな。残念だ。お初にお目にかかる。吾わが輩はいが《群むれた布地》の頭とう目もくを務める者だ。気軽に《頂いただきの白しろ》とでも呼んでくれたまへ〟


  「……これ以上はダメね……轟ごう力りき先輩！　捕まえた下着泥棒の中に、録画した映像をＰピーＭエムから投影している者がいるわ！　止めるわよ！」


  　華か城じよう先輩が切せつ羽ぱ詰まった様子で指示を出す。けど、


  「なっ、どきなさい！」


  　映像を映し出しているらしい一人を取り囲むようにして、不自由な動きしかとれないはずの下着泥棒たちが全力で抵抗を試みていた。こいつらまさか、一斉に捕まったときはこうやって〝宣伝〟するよう、最初から決めてたのか？　僕と華城先輩、それから轟力先輩が下着泥棒たちを必死にちぎっては投げるが、その間にも変態映像は続く。


  〝もうわかっているであろうが、我々《群むれた布地》は《ＳＯＸソツクス》に賛同し、この窮きゆう屈くつな世界に反はん旗きを翻ひるがえす革命集団だ。この世界を変えたいと願っている。それはきっと君たちも同じだろう？　しかし困ったことに《ＳＯＸ》はなかなかその姿を現してくれない。接触など夢のまた夢。そんな君たちに、吾輩から提案がある。わかるだろう？　そう、《群れた布地》に入り、間接的に《ＳＯＸ》の活動を助ければよいのだ〟


  　ぐい、とワイングラスに満たされた水を飲み干した《頂の白》は、残された白パンツを取りだすと、コーティングを重ねるようにべちゃりと体に張りつけた。


  〝吾輩たちの同志は、常に街中で「抗議活動」に勤いそしんでいる。その気があれば、いつでも声をかけるといい。下着を堪たん能のうできる自由な世界を目指して、共に励もうではないか！〟


  　──ぶつり。映像はそこで途切れ、何百人もが集まる校庭に、異様な沈黙が降りる。


  「……やってくれるじゃないの……変態野や郎ろうが……っ！」


  　華城先輩だけが、爛らん々らんと光るその双そう眸ぼうに敵対心を滾たぎらせ、肉食獣のように牙きばを剥むいていた。


  



  
    ●

  


  



  「大量の白はく濁だく液えきを無理やり胃袋に注ぎこまれたみたいに胸むな糞くそ悪い！　胃袋が妊娠を超えて出産しちゃいそう！　けど《群れた布地》の危険性を早い段階で実感できたのは不幸中の幸いね」


  「どんな状況も卑ひ猥わいな冗談に変えられる華城先輩には不幸中の幸いしかないでしょうよ」


  　アンナ先輩が生徒代表として善ぜん導どう課の事情聴ちよう取しゆを受け、轟力先輩がなぜか再び資料室でありもしない資料を探している間、僕と華城先輩は生徒会室で《ＳＯＸ》として話をしていた。


  「あの頭湧わいてる連中、僕たちの名前を騙かたって、どういうつもりでしょう」


  《群れた布地》は時とき岡おか学園内に限らず、検挙された際などは決まって『自分たちは《ＳＯＸ》の賛同団体で、窃せつ盗とう行為は政府に対する抗議だ』と証言している。それを受けて時岡学園の生徒の間でも《ＳＯＸ》への不信感が高まっていたらしく、今日きようはそれを確かめるためにあえて下着泥棒を喋しやべらせたのだ。それがあんな、うちの親父レベルの化け物を召喚する羽目になるとは。


  「私たちの名前を出すことで泥棒行為に正統性を付ふ与よして、構成員を増やそうって魂こん胆たんなのよ。実際、今日きよう捕まえた時とき岡おか学園生徒は、私たちの名前に釣られた面もあるみたいだし」


  「そのとばっちりで、僕たちは悪者扱いですか」


  「悪者であること自体は、別にいいのよ。だってほら、私たちはエロ本読んでハァハァしたくて、チンコチンコーって叫びたいだけの健全な若者よ？　どこに正義があるっていうのよ」


  「露骨！　っていうか身も蓋ふたもない！　って、それなら別に《群むれた布地》なんて放っておいてもいいんじゃないですか？　どうせ僕たち、最初っからテロリストっていう悪ですし」


  「それは違うわ狸たぬ吉きち。私たち自身が私たちを悪とみなすのと、周囲から悪と認識されるのとでは、日本製Ｌサイズコンドームとロシア製Ｌサイズコンドームくらい違うの！」


  「たとえがなげえ！」


  「ロシア人のチンコも長いのよ！」


  「うまいこと言ったつもりかああ！　いい笑え顔がおしやがって！」


  「狸吉あなた、たとえばソフィア・錦にしきノの宮みやが『日本のコンドームは世界一イイイエアアアアッ！』と主張してたら、信じる？」


  「まずそのシチュエーションが信じられねえ！　っつーかいきなりなんの話だバカヤロウ！」


  「じゃあ逆に、私が『日本のコンドームは世界一の薄さと耐久性を誇るの！　胸を張るのだ日本人！　テントも張るのだ日本人！　いくら張っても破れないのが日本製コンドーム！』とか主張したら、信じる？」


  「華か城じよう先輩の人格は疑いますけど……まあ嘘うそではないんだろうな、とは思います」


  「同じ内容でも、ソフィアの言葉は信じないのに？」


  「……あ。って、いやいや。内容の濃さにかなりの差がありましたけれども」


  「あなたにとってソフィアは悪で、つまりは間違っている人間よ。だからあなたは、ソフィアのセリフを信じない。少なくともすんなりとはね。さて、ここで問題。この問題における〝ソフィア〟が《ＳＯＸソツクス》で〝狸吉〟が性知識皆かい無むの若者たちだとしたら、どうなるかしら？」


  　やっと華城先輩の言いたいことがわかってきた。下ネタをまき散らしたいがためにいちいち回りくどいんだよ、この人は。


  「つまりこのまま《ＳＯＸ》の評判が下がり続けると、性知識の流る布ふに悪影響が出る、と」


  「ええ。時岡学園ではすでにかなり知識が浸透しているからいいけれど、ほかの学校でも同じように悪い感情を持たれると、性知識をぶっかけても着ちやく床しようしなくなってしまうわ。人は自分が正しいと感じた者からの情報しか信じないようにできているもの。そこに理屈は存在しないわ」


  　いまのところ、《群れた布地》が学校の内ない通つう者しやの手引きで敷地内にまで侵入して下着を盗んだのは、性知識が蔓まん延えんしている時岡学園だけだ。どうやら下着の魅力に取り憑つかれた生徒や、さっきの映像からすると《ＳＯＸ》に共感する者を籠ろう絡らくして内通者としているようで、ほかの学校の敷地内では目立った盗難被害は出ていない。なので今日の時岡学園のように学校敷地内で『《ＳＯＸソツクス》の影響を受けて下着泥棒したぺロ！』などと犯人たちの主張が叫ばれるようなことはなく、若者の間に《ＳＯＸ》への悪感情が蔓延することはなんとか食いとめられている。


  　けれど下着泥棒が続く限り、そうなるのは時間の問題だろう。


  「だから、《群むれた布地》は一刻も早く根絶やしにしなくてはならないわ。あの《頂いただきの白しろ》とかいう男の玉も棒もむしり取って、これ以上バカが増殖しないようにねぇ。くくく」


  「痛い痛い痛い！」


  「それに単純な話、ああいう連中が膣ちつに注がれた精せい子しのごとく縦じゆう横おう無む尽じんに動き回ると、白はつ血けつ球きゆうの善ぜん導どう課が増えて、やりづらくなるのよ」


  「それは、僕たちがいろいろバラまいたりしても同じじゃあ……」


  「全然違うわ。私たちの活動は、少なからず民衆の支持を得ていたはずよ。けれど下着泥棒が支持を受けることなんて絶対にない。今日きようの時とき岡おか学園のように、人々が取り締まりの強化を強く望むようになるだけよ。あーあ、無自覚に自分の首を締めるドＭが多くて困っちゃうわ」


  「そういえば、アンナ先輩が取り締まり側の人手不足を解消しようと動いてましたね」


  　それに対して一般生徒から強い反発が起きていた。


  　けれど最近の下着泥棒騒ぎや今日の大捕り物を経へて、生徒の間で風向きが変わってきている。不ふ破わさん率ひきいる一般生徒による取り締まりも効果的だけど、毎度毎度、部活動を中断してまでは実行できない。やっぱりアンナ会長の施せ策さくも必要なんじゃないか、と。


  「怖いのは、その腹案が、アンナ先輩のお父さんの入れ知恵ってとこですね」


  「なにせ、アンナの父親──錦にしきノの宮みや祠まつ影かげといえば、自由に下ネタも言えないこの世界をつくり上げた張本人だもの」


  　華か城じよう先輩の眉まゆ根ねに皺しわが寄る。


  「弁とチンコの勃たつ、十年前に私のお父さんをハメハメした最悪のチンカス野や郎ろうよ。どんないやらしい手で責めてくるか、わかったものじゃないわ」


  　僕も最近、華城先輩がなにをどう下ネタに絡めてくるかわからないよ。


  「アンナ先輩は、その秘策とやらをけっこう前に授さずかったそうですけど、口止めでもされているのか、その内容を生徒会メンバーにまで秘密にしてるっていうのが特に怖いところですね」


  「はっ。まさか、適度に隠せばエロくなるチラリズムを応用して、私たち《ＳＯＸ》を攪かく乱らんしようとする高度に政治的な駆かけ引きを内包した祠影の倒とう錯さくプレイの一環なんじゃあ……っ」


  「妄もう想そう力りよくもそこまでいけば立派な長所ですね。叩たたいたら直りますかね、そのノイズだらけの頭」


  「エロいものは覆おおい隠されることでそのエロさをさらに増す……ねえ、スカートという神秘のベールに類するカツラに包まれたおっさんのハゲ頭って、実は性器なんじゃないかしら？」


  「その気持ち悪い発想力はどう転んでも確実に短所だな！」


  「ほら、あれよ、電動コケシ的な」


  「補足すんな」


  「しかも汗という名の自然由来ローションが勝手に噴き出す、サイフと体に優しい良心仕様！」


  「もういいからそこに土下座してろよ」


  「お待たせしましたわ」


  　と、善ぜん導どう課からの事情聴ちよう取しゆを終えたアンナ先輩が生徒会室に戻ってきた。


  　……轟ごう力りき先輩は、まだ資料室だろうか。


  「お疲れ様。じゃあ早速、行きましょうか」


  　華か城じよう先輩はこのあと息抜きという名目でアンナ先輩を喫茶店に連れていき、新しい取り締まり体制の詳細を聞きだす算段となっている。それまで法律に引っかかる猥わい談だんをしていたような素そ振ぶりも見せずに鞄かばんを手にした華城先輩はそっと僕に近づき、


  「ま、冗談はさておき。祠まつ影かげの取り締まり強化は全容が不明である以上、現段階じゃあ対策は打てない。《群むれた布地》に関しても潰つぶすためには情報が足りないわ。もう少し泳がせないと。どうしようもないのだから、下へ手たに考え込んで《ＳＯＸソツクス》の通常業務をおろそかにするのが一番ダメよね？　というわけで打ち合わせどおりに総ぞう司しヶが岡おか学園の件、頼んだわよ」


  「最初からそれだけ伝えてくれればいいんですよ……」


  「お二人とも……？」


  　ひそひそ話をする僕と華城先輩の首筋に冷たい塊かたまりが押しつけられる。


  　僕は華城先輩から飛びのいて「それでは、お疲れ様でした！」と生徒会室から脱出した。


  「……綾あや女めさん。わたくしがヒワイ根こん絶ぜつに尽じん力りよくしている間、やっぱり奥おく間ま君とよくひっついている気がするんですよねえ」


  「な、き、気のせいよアンナ！　私と奥間君だって、風紀向上のためにいろいろと頑張って」


  「今日きようは息抜きがてら、じっくりお話を聞かせてもらおうと、思っていたんですのよ……？」


  「え、それじゃあ立場が逆に……ちょ、アンナ、息抜き！　息抜きをしましょ嫌ああああああ！」


  　華城先輩に手を合わせ、僕は僕の仕事に従事するため、急いで学校から離れた。決してアンナ先輩が怖いからじゃなくてね？


  



  
    ●

  


  



  　目的地に着いた頃、空はすっかり赤く染まっていた。逢おう魔まヶが時ときというやつだ。


  　僕はいま、時とき岡おか学園から五駅ほど離れた場所にある総司ヶ岡学園の周辺を私服で散策していた。総司ヶ岡学園は第一清せい麗れい指定都市内に立地しているだけあって、時岡学園ほどでないにしろ、風紀優良度ランキングで毎回二十位以内に入る中高一貫の風紀優良校だ。城跡という特殊な立地で、背後には小さな山、三方を堀ほりに囲まれ、校舎の姿は古めかしい石垣と雑ぞう木きに隠されているという、いますぐ戦いくさができそうな佇たたずまいが男心をくすぐる。華城先輩は青あお姦かんに適した学校だとかほざいてたけど、それはそれで男心を（以下略）。


  《ＳＯＸソツクス》の活動は、下ネタテロによる性知識の流る布ふがその主な目的だ。


  　昆こん虫ちゆうの交尾実況という性知識の土台作成法。大量のエロ本とそれを元にしたオリジナルエロイラストを作製する人材。これら性知識流布に必要な手段を僕たち《ＳＯＸ》は手にしている。


  　実際にそれらを用いて時とき岡おか学園をほぼ汚染しきったいま、その活動領域を他校へと広げることが目もつ下かの活動方針となっていた。


  　他校に性知識を蔓まん延えんさせるうえで留意すべきなのは、繰り返し敷地内に侵入しての隠おん密みつ活動が難しいという点だ。昆虫の交尾実況を繰り広げることは比較的容易でも、その後、定期的にエロ本コピーを校内に隠すというのが難しい。今日きようの集団下着泥棒騒ぎのように、すぐ捕まってしまう。内ない通つう者しやをつくろうにも、接触する機会の少ない他校の人間から信頼できる者を選び出すのは厳しいし、下へ手たに仲間を増やせば足がつきやすくなる。


  　そこで、華か城じよう先輩がある手段を提言した。目標となる学校の生徒に内在する性への欲求を昆虫の交尾実況で叩たたき起こし、学校周辺にエロ本コピーが隠されているという〝情報〟だけを、すでに性知識を得た時岡学園の生徒などを通して浸透させるというものだ。これを繰り返していくことで、第一清せい麗れい指定都市内の風紀優良校を加速度的に汚染していこうという算段である。アリの巣ホイホイみたいな発想だ。《群むれた布地》によって《ＳＯＸ》の悪評が広まる前に性知識を流布しなければならないため、噂うわさになりさえすれば一いつ気き呵か成せいに性知識の伝でん播ぱを望めるこの作戦の重要度は高い。というわけで僕はいま、部活動などを通して特に時岡学園と交流のある総ぞう司しヶが岡おか学園周辺に繰り出し、エロ本コピーを隠すのに適した場所はないか、侵入や逃走にはどのルートが適しているか、などといった下調べに従事しているのだった。


  　にしても、華城先輩の発想は相変わらず恐ろしい。さすがは『処しよ女じよ懐かい胎たいによってできた子供は、この世に生を受けると同時に母親の処女を奪うことになるのよ』などといった斜め下の理論を構築する人だ。勝てる気がしない。それに引き換え、


  「僕は相変わらず、華城先輩みたいな力強さとは程遠いんだよなぁ」


  　この一か月、僕は変わらずに華城先輩へ過激なツッコミをしているだけだ。僕も華城先輩と同じで下ネタが大好きだしエロを欲しているのに、それを素直に表現できない。華城先輩には純粋に憧あこがれているし、尊敬している。あんなふうに強く生きたい。けど、僕にはそんな生き方は難しいみたいで。なら少しでも華城先輩に近づけるよう日々の下ネタテロ活動には全力で、という心構えを持つことくらいが、僕にできる精いっぱいのことだった。


  　挙きよ動どう不ふ審しんにならない程度に、なおかつ熱心に辺りを観察する。


  　と、曲がり角にさしかかった、そのときだった。


  「そんな足腰じゃ、夜のペットボトルロケットはちゃんと飛ばせないんじゃないっスかー？　あんまり遅いと、女の子の荒い息が演技だって現実を突きつけられちゃうっスよ？　ほーら悔くやしかったら捕まえてみるっス！　全身真っ白カッピカピ制服の偽ぎ善ぜん者しやめ！」


  　という荒々しい罵ば声せいが聞こえてきて──。


  「バーカ！　血液を一か所に集めすぎて足に酸素が足りてないんじゃないんっスぶっ!?」


  「うおっ!?」


  　人影が突っ込んできて、僕は巻き込まれるように転倒した。


  「いってて……一体なんの騒ぎ……」


  　仰あお向むけに倒れた下腹部に重みを感じて目を開けると、そこには小柄な女の子が乗っかっていた。ショートカットにした癖っ毛の、中学生くらいの女の子。丸っこいパーツの多い可愛らしい顔をしていて、小動物のようにくりっとした両目で僕をじっと見下ろしていた。


  　ふと首を曲げると、必死の形ぎよう相そうをした善ぜん導どう課の職員が数人、こちらに走ってきている。


  「た、助けてくださいっス……っ」


  　女の子はぶわっ、とみるみるうちにその大きな瞳ひとみに涙をため、反射的に抱きしめたくなるような頼りない表情で震える声を漏もらした。


  「善導課の人が、なにも悪いことしてないのに、追いかけてきて……お兄さんは、ここら辺の人っスよね？　どこに逃げればいいかわからないんっス、助けてほしいっス」


  「いや、あの、なんかさっき、とてつもない罵ば詈り雑ぞう言ごんが聞こえた気がしたんだけど……」


  「お兄さんしか、頼りになる人がいないんっス！　で、でも、そうっスよね……迷惑っスよね。言いがかりとはいえ善導課の人に追われるようなやつにいきなり……」


  　女の子は名な残ごり惜しそうに、軽く握っていた僕のシャツから手を離し、泣き顔に無理やり笑え顔がおをつくって頬ほおに流れた涙をぬぐう。憤ふん怒ぬの表情でこちらに迫る善導課職員を振り返って「びくっ」と肩を震わせたあと、生まれたての小こ鹿じかのようなガクガクとした足取りで僕から距離を──、


  「ちょっと待った」


  　僕は女の子の手をつかんで立ち上がっていた。


  「そっちじゃない。こっちに隠れる場所がいっぱいあるよ」


  　こんな様子の女の子を放っておけるわけがない。それに、このシチュエーション。なんとなく、僕が華か城じよう先輩に助けられたあの日を彷ほう彿ふつとさせて、不ふ謹きん慎しんながら僕の胸は躍おどっていた。


  「あ、ありがとうございますっス！」


  　涙のあとを残して笑ったその子の手を引いて、僕は善導課から逃げ出した。


  　女の子が、きゅっと僕の手を強く握り返してきて「お兄さんみたいな優しくて頼りがいのある人に出会えて、よかったっス」なんて聞こえるか聞こえないかの声で呟つぶやいた。


  　うん、さっきの口汚い罵ば倒とうは、きっと空耳かなにかだったんだろう。


  　恐ろしいことに、僕はそのとき、なんの疑いもなくそう自分に言い聞かせてすべての矛む盾じゆんを無視してしまうほど、その子の挙きよ動どうにすっかり魅入られてしまっていた。


  



  「いたか!?　いまはもうサイドテールじゃないぞ！　ショートカットの女子中学生だ！」


  「いえ、ダメです！　くそっ！　こんな隠れ場所の多いところに逃げ込みやがって！」


  「早く増援を呼べ！　今回の件に限っては人員もなにも出し惜しみするなって命令だ」


  「だったらターゲットのＰピーＭエム動向をモニターしてくれりゃあ手っとり早いのに……逮たい捕ほ状、出てるんじゃないんですか!?　手がかり少なすぎでしょう！　せめて写真くらい……」


  「ターゲットがじかにＰＭに引っかかったわけじゃないし、違法行為の証しよう拠こもないからな。逮捕状の発行を止めたり、情報流出を抑えたり、鬼おに頭がしら家けならどこにでも工作は仕込める。現行犯という名目で職員を総動員して、逮捕したという事実を先につくるほかないらしい」


  「あああっ、ただでさえふざけた下着泥棒騒ぎで忙しいってのに……久々の休きゆう暇かが……」


  



  「くそっ、何人いるんだ」


  　咄とつ嗟さに逃げ込んだ細い路地の陰から様子を窺うかがう。ついさっきまで逃走ルートなどにあたりをつけながら散策していたから、まくのは簡単だろうと高たかを括くくっていたのだけど、甘かった。


  　想定していた逃走ルートはことごとく善ぜん導どう課職員がうろついていて、いつの間にかこの細い路地に追い込まれるかたちになってしまっていた。このままじゃジリ貧だ。


  　つーかおかしい！　こんな女の子一人に、なんだってこんなたくさんの善導課職員が出動してるんだ？　いまは下着泥棒への対処で、善導課もいっぱいいっぱいのはずなのに。


  　女の子は再び泣きそうな顔で僕の腕にしがみつき「もし、ダメそうなら……お兄さんだけでも逃げてくださいっス」といまにも消えそうな表情で訴えてくる。


  「バカ！　諦あきらめんな！」


  　シチュエーションに酔っているのか、僕は柄にもなく女の子の両肩に手を置いて力強く励ました。そこでなにやら視線を感じて、路地の奥に首を曲げる。


  「げっ!?」


  　細い路地の陰の中にぽつんと無表情に立っていたのは、白衣を着用した不ふ破わさんだった。


  「中学生……路地裏……連れ込み……」


  　不破さんはぶつぶつ呟くと、やがて合が点てんがいったとばかりにこちらを指さしてきた。


  「奥おく間まさんは、幼おさない女性を愛めでる特質系紳士だったのですね。論理的に考えて」


  「おい、待て」


  「ゆえに轟ごう力りき先輩との逢おう瀬せを描えがいた漫画にも拒否反応を示したと。年上で筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうな男性など、幼おさなく細っこい女性とは真逆ですから。奥間さんが怒るのも、無理はなかったというわけです」


  「違う！　そうじゃない！　こっちの話を聞け！」


  「では一体、どのような経緯で女子中学生に迫るような体勢に？」


  「この子が善導課に理り不ふ尽じんに追われてたから、匿かくまってんだ！　てゆーか、そっちは一体なにを」


  「この辺りは昔、《雪せつ原げんの青あお》が不健全雑誌のコピーを隠していたことがありましたからね。もしかすると今日きよう入手できなかった『僕のバナナまで嫌いにならないでください』が万が一にでも隠されていないかな、と」


  「どんだけ欲しかったんだよ！　あのシリーズは徹底的に取り締まるからな！　覚えてろ！」


  「そんな、殺せつ生しような。あれを読むことにより、実際の妊娠行為に必要のないはずの描写や条件によって人類が興奮するという不ふ可か解かいな現象を考察することができるのですよ。わたしの想像を遥はるかに超えるほど、妊娠は奥が深かったのです」


  「い、い、か、ら。実在の人間に社会的ダメージのある不健全雑誌は諦あきらめろ！」


  「ちょ、ちょっとお兄さんお姉さん……あんまり声が大きいと、気づかれるっスよ？」


  「おい！　そこに誰かいるのか！」


  「「っ！」」


  　僕と女の子は慌あわてて塀へいをよじ登る。


  「不ふ破わさん、お願いだっ。僕たちはどっか適当なところに逃げたって証言してくれっ」


  「……ここで奥おく間まさんを逃がすと、わたしの研究に支障が出る可能性があるんですよね」


  　こいつ、言げん外がいに脅おどす気か。


  「わかった！　あのシリーズに関しては大目に見るから、お願いします！」


  　不破さんが頷うなずいたのを確認して、僕は女の子と塀の裏に飛び降りた。


  　それと入れ替わりに路地裏に駆かけ込んできた善ぜん導どう課職員が「君っ、この辺りで中学生くらいの女の子を連れた卑いやしい顔の少年を見なかったか！」と不破さんに詰め寄る。おい、誰の顔が卑しいって？


  「はあ。それらしき人ならさっき、わたしの胸部を執しつ拗ように触ったあと『まだだ。まだ足りねえぜぐへへへへ。そういえば近くに幼稚園があったな』と涎よだれを垂らしながらこの奥に走っていきました。なんだったんでしょう、あれ」


  　淡々とした不破さんの証言に「た、大変だ……っ！」とうわずった声を出した善導課職員たちはバタバタと路地の奥のほうへ走っていきながら「緊急連絡！　ターゲットは危険人物を連れて近隣の幼稚園を目指しているとの目撃情報あり！」とＰピーＭエムを介して仲間に連絡をとっていた。


  　僕と女の子は再び塀を登り、路地裏に着地する。


  　不破さんが無表情に親指を「ビシッ」と立ててきた。へし折ってやりたかったけど助けられたのは確かなので、お礼の言葉を絞り出してから女の子の手を引き、僕は再び走り出した。


  「──なんとか、まいたみたいだね」


  　駅にも善導課の手が伸びていたので、やむなく二駅分ほど走った末、住宅街から少し離れた公園でようやく一息つくことができた。僕と女の子はすっかり汗だくで、公園の水飲み場でひたすら水分を補給してからベンチにもたれかかる。


  　夕日はすっかり沈んでしまい、申しわけ程度に設置された街灯がぼんやりと公園を照らす。


  　と、女の子が急に僕の胸にすがりついてきた。


  「ちょっ」


  　普段、女の子に密着される機会といえばアンナ先輩に捕食される場合しかないので、反射的に逃げようとしてしまう。


  「怖かったっス」


  　けれど、胸に沁しみ込むようなか細い声に、振り払おうとした腕が止まる。


  「よく知らない街で、なんで追いかけられてるのかわからなくて……けど、こんな頼りになるお兄さんに会えて、本当によかったっス」


  　女の子は顔を上げて、ふわりとはにかんだ。すると女の子はみるみるうちに顔を真っ赤かに染め、ざざざっ、と急に僕から距離を置いてベンチの端っこにちょんと収まる。


  「あ、わわわっご、ごめんなさいっス。ほっとしたら、気が緩ゆるんで……失礼しましたっス」


  　女の子は「え、えへへ」とごまかすように笑いながら、僕から必死に目を逸そらしていた。


  　ぐらり、と。僕の中で、またなにかが揺ゆらいだ。よくよく考えれば怪しいことだらけのこの女の子を、全面的に助けてあげたいという謎なぞの欲求が湧わいてくる。その小さな肩に、勝手に手が伸びようとしている。なんだこれ、まるで悪い魔法にでもかけられたかのような……。


  「あの、ところで」


  「え、うんっ!?　なにかな！」


  　女の子の肩に手が触れそうになったその刹せつ那な、女の子がちらりと僕のほうを見上げてきた。


  「お兄さん、もしかして時とき岡おか学園の、生徒会の人、なんっスか？」


  「えっ、どうして──」


  　──わかったの、と訊きき返しかけてやめた。そりゃあ、不ふ破わさんとあんな会話を繰り広げてればバレるわ。不破さん、白衣の下は時岡学園の制服だったし。


  「実はこの街には、時岡学園に用があってやって来たんっス」


  「え、時岡学園に？」


  「はいっス！　全国有数の健全校の風紀を守るために闘う生徒会に憧あこがれていて、ぜひお話を伺うかがいたいと思ってたんっスよ！」


  　きらきらと、その大きな両目が輝かがやく。


  「こんなふうに出会えるなんて、きっと運命っス！　予想していたとおり、生徒会の方は頼りになってカッコイイ人だったっス！　もう、一生ついていっちゃうっスよ！」


  　これはなにやら、厄やつ介かいな拾い物をしたみたいだった。


  　この子は時岡学園の生徒会に憧あこがれているという。生徒会に所属しながらその実、生徒会の敵対組織である《ＳＯＸソツクス》に身を置いている僕としては非常に肩身が狭い。しかもこの女の子の憧れ具合が、春先の僕とかぶって、無む性しように恥ずかしいんだけど。


  　少しでいいから話題を逸らせないだろうかといろいろ考えてみたところ、そういえば肝心なことを忘れていると気づいた。


  「君、名前は？」


  　よくもまあいままで訊かずに成り立っていたものである。


  「え、えーと、っスね」


  　なぜか女の子は答えに窮きゆうしていた。なにか不都合でもあるのかと様子を窺うかがっていたそのとき。


  「やっと見つけたぜ。鼓こ修す理りの嬢ちゃん」


  　公園の入り口に、ボロボロのメッシュジャケットを着たダンディなおっさんが立っていた。ガタイもしっかりしていて野性味溢あふれる中年なのに、なぜか髪型がサイドテールだ。


  　女の子の気配が、あからさまに固まる。


  「ヒデェじゃねえか。俺は職とバイクを失う覚悟で、嬢ちゃんをこの清せい麗れい指定都市に侵入させてやったってーのによ。善ぜん導どう課に追いつかれた途端に見捨てられるたー、予想外だった」


  「お兄さんっ、あの人、おかしいんっス！　鼓修理のことをずっと追い回してきて、落ち着いて見えるっスけど、妄もう言げん癖へきもあるみたいで……ずっと迷惑してるんっス」


  　女の子──鼓修理というらしい──は切実な表情で訴えてきた。とても嘘うそをついているような態度じゃない。けど、おっさんは鼓修理の言葉を否定するように喚わめく。


  「そんなガキに愛あい想そよくしやがって。嬢ちゃんが《ＳＯＸソツクス》に会いたい、俺のことが一番だっつーから付き合ったんだぜ？　まさか、鬼おに頭がしら家けの一人娘ってのもブラフだったりしねーわな？」


  　は？　生徒会じゃなくて、《ＳＯＸ》に会いたい？　それに、鬼頭家って、まさかあの……？


  　混乱する僕をよそに、鼓修理がふらりと立ち上がり、ゆっくりとした動作で男に近づいていく。あまりに自然な足取りは、「危ない」と呼びかけることさえ躊躇ためらわせるほどだった。


  「ごめんなさいっス、近こん藤どうさん。鼓修理が間違ってたんっス。やっぱり鼓修理には、近藤さんしかいないんっスよ」


  「……ふっ、わかりゃいいんだ。なあに、女に一度や二度裏切られたくらいじゃ──」


  　バチィッ！


  　近藤と呼ばれた中年が鼓修理を抱きしめようと一歩踏み出したそのとき、薄暗い公園に、一瞬だけ青白い光が煌きらめいた。近藤が力なく倒れ、その背中を鼓修理が容よう赦しやなく蹴け飛とばす。


  「ちっ。このオヤジ、善導課から逃げ切るような根性があるんなら、最初から本気出してくれればよかったんっス。余計な手間が増えたじゃないっスか」


  　いましがたまでのいじらしい年下の女の子はどこへやら。


  　目の前には、まるで別人と化した鼓修理が悪魔のように冷酷な表情で立っていた。


  「ちょ、あの、鼓修理……？」


  「おっと、動かないでくださいっス。このスタンガン、テイザー銃としても使えるっスよ？」


  　バチバチバチッ！　と電光を煌めかせる黒い塊かたまりを、鼓修理がこちらにかざす。


  「この豚がバラしちゃったっスねえ。そう、お察しのとおり、鼓修理は鬼頭家の一人娘っス。ここには《ＳＯＸ》様のメンバーにしてもらうためにやって来たっスよ」


  　つまり生徒会の一員であるお兄さんは鼓修理の敵っスね、と挑ちよう発はつ的に笑う。


  「生徒会のくっだらない取り締まりに付き合っていれば《ＳＯＸ》様ともいずれ接触できると踏んでたんっスけど、バレてしまった以上は仕方ないっス。自力でどうにかするので、用なしのお兄さんには、ちょっと記憶が飛んじゃうくらいの電撃をお見舞いしてあげるっスよ」


  　いたぶるように笑いながら、確実に当てるためだろう、鼓こ修す理りがジリジリと距離を詰める。


  「……えーと」


  　なぜか申しわけない気持ちでいっぱいになりながら、僕はおずおずと口を開いた。


  「すぐには信じてもらえないかもしれないんだけど、僕、《ＳＯＸソツクス》のメンバーなんだよね」


  「……え？」


  　鼓修理がきょとんと眼めを見開いた。けれどすぐに冷淡な表情を取り戻し、


  「あはは？　ぱっとしない顔の一庶しよ民みんのくせに、ずいぶん面白いはったりをかますっスねえ。ほんの少しとはいえ、鼓修理を動どう揺ようさせるなんて、大したもんっスよ」


  「いやいや、本当だって。ほら」


  　僕はポケットから不健全雑誌のコピーを取り出し、鼓修理に手渡した。総ぞう司しヶが岡おか学園の周辺を散策中、どうせなら少し隠しておこうと持ち歩いていたものだ。


  「なっ、えっ、なぅ……」


  　抜け目なくこちらを警戒しながらコピーを手にした鼓修理は、妙な呻うめき声を上げ、


  「け、けど、これはただ、《ＳＯＸ》様がバラまいたものを押おう収しゆうしただけじゃないんっスか？　大体、お兄さんは生徒会のメンバーなんっスよね？」


  「うん、そうだよ。取り締まり側にも所属してるから、厳重な取り締まり体制の隙すきをついてテロが起こせる。そうは思わない？」


  　僕は制服の隠しポケットから取り出したパンツを頭にかぶってポーズを決めてみせる。いつでも《ＳＯＸ》のメンバーとして活動できるよう、ひっそり持ち歩いていたのが功を奏した。


  「……」


  　鼓修理は片手で自分の顔面を覆おおって「マジっスか、マジっスか……え？　これマジっスか」と絶望に満ち満ちた呻きを繰り返した後、いきなりスタンガンを地面に投げ捨て、


  「こんなにも劇的な出会いができるなんて、運命にほかならないっス！　こんな頼りになって、意外性に溢あふれていて、ミステリアスなお兄さんが《ＳＯＸ》様のメンバーだったなんて、予想以上に素敵っス！　もう、一生ついていっちゃうっスよ！」


  　人ひと懐なつっこい天てん真しん爛らん漫まんな笑みで僕の手を握り、ぶんぶんと上下に振る。


  　いや、これ、厄やつ介かいな拾い物とかそういうレベルじゃないんですけど……。


  　とりあえずは《ＳＯＸ》の創設者にしてリーダー、怪人《雪せつ原げんの青あお》こと華か城じよう先輩に指示を仰あおぐべく、僕はＰピーＭエムを操作して電話をかけるのだった。
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  「さっさとお家に帰って、パパのチンチンでもしゃぶってなさい」


  「嫌っス！　鼓こ修す理りはもうあんな腰抜けパパは捨てて、《ＳＯＸソツクス》様についていくって決めたんっス！　お願いしますっス《雪せつ原げんの青あお》様！　鼓修理をおそばに置いてくださいっス！」


  　場面は変わって、深夜〇時を回った僕のアパート。


  　室内にはきらきらと目を輝かがやかせた女子中学生、鬼おに頭がしら鼓修理と、三つ編み眼鏡めがねを解いてパンツをかぶり《雪原の青》と化した華か城じよう先輩が向かい合っていた。鼓修理が信用に足る存在かまだわからないため、華城先輩は正体を明かさず、いつもの喫茶店を避けてうちに集合したという流れだ。そして華城先輩は鼓修理に会うなり拒絶の下ネタをぶつけていた。そのためにわざわざ日をまたいだらしい。けれど鼓修理は一向にへこたれる気配がなく、


  「普段からパパはたくさんのテロ組織に協力してて、理り不ふ尽じんな善ぜん導どう課とか政治家とかと闘ってるのが格好よかったのに……谷や津つヶが森もりの騒ぎのとき、ウチに来た善導課にヘコヘコ弱腰で、もう幻げん滅めつしたんっスよ！　それとは真逆な《ＳＯＸ》様のことを、鼓修理はマジで尊敬してるんっス！　あの全国配信された署名運動妨害、もうゾクゾクしっぱなしで頭真っ白だったっス！」


  「ダメじゃない。オナニーはＰピーＭエムのテレビ配信を消してやらなくちゃ。家族の気配がわからなくなるわよ。あ、けど、見つかるかもしれない背はい徳とく感をオカズにしたいなら問題ないのかしら」


  「そうっスね！　あの全身に電流が走ったような衝しよう撃げきはまさにソレっす！　さすが《ＳＯＸ》のリーダー様はヒワイな冗談を交えつつも的確に比ひ喩ゆを使いこなす知性をお持ちで鼓修理は気持ちが増すばかりっス！」


  　この子、まだ中一って話だけど、将来が有望すぎてヤバい。


  「それと、これは腰抜けパパから聞きだしたんっスけど、《ＳＯＸ》様は善導課を出し抜いて、谷津ヶ森から大量の不健全雑誌を回収するっていう前ぜん代だい未み聞もんの偉業まで成し遂とげたらしいじゃないっスか！　鼓修理はもう前評判だけで、《ＳＯＸ》様に骨抜きなんっス！」


  「骨抜き……生きたダッチワイフってことかしら」


  「はいっス！　鼓修理はもうそれくらいあなた様にメロメロのくねくねなんっスよ！」


  　もはや華城先輩が〝ちんこ〟と呟つぶやくだけでもスタンディングオベーションを繰り広げそうな勢いの鼓修理。なにが彼女をここまで突き動かすのか。


  「《ＳＯＸ》様は、本当にすごいっスよ！　影響力もあって、鼓修理だけじゃなくていろいろな人が賛同してるじゃないっスか！　ほら、ええとなんていったっスかね……あ、《群むれた布地》！　ああいうお仲間さんがたっくさん増えてて、テンションあげあげっス！」


  　鼓修理は満面の笑みだ。対照的に辟へき易えきとした表情の華城先輩は僕を部屋の隅すみに誘ゆう導どうすると、


  「この子、やっぱり嫌な感じがするわ。とても危険な匂においよ。エロい意味じゃなくてね？　それに、なんだかこの子と話してると、調子がくるうの。さっさと鬼おに頭がしら家けに送り返すべきよ」


  　華か城じよう先輩はどうやら鼓こ修す理りを《ＳＯＸソツクス》の構成員にするつもりはないらしい。


  「拾っておいて、しかも鬼頭の名前を信用して正体を明かしちゃった僕が言うのもなんですけど、たしかにこの子、ちょっとおかしいですからね。最初に電話で伝えたとおり」


  　二重人格っぽいあの言げん動どうとか。


  「……あの、鼓修理はやっぱり、迷惑でいらない子っスか？」


  　僕らの背中からダメそうな気配を察したのだろう。鼓修理が座りこんだまま顔を伏せ、ぽつりと漏もらした。


  「こ、鼓修理は、すごくお役に立てる自信があるっスよ！　活動資金はいくらでも出せるっスし、善ぜん導どう課を蹴け散ちらして煙けむに巻く便利な道具もたくさん提供できるっス！」


  　鼓修理は泣くのを我慢しているような必死の表情でＰピーＭエムを起動させ電子マネー残高を表示し、どこに隠し持っていたのかエアガンやらスタンガン（さっき公園で捨てたのとは別らしい）を床に広げた。おいおい、電子マネーの残高ヤバいぞ。ケツ穴を提供してもいいくらいの額だ。


  「ほら。早速下ネタテロに関する見解の相違ね。エアガン？　スタンガン？　お金？　下ネタには上下の口があれば十分。そんな無ぶ粋すいなモノは必要ないわ」


  「や、あくまで役に立つ点の一例っス。鼓修理は思想も言げん動どうもあなた様方に全面服従っス！」


  「従順な人間が一番信用できないわ。ひたすら感じまくる女が必ず演技しているようにね！」
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  「そこで声を張り上げんな！　隣の部屋に聞こえるから自じ重ちようしてくださいよ！」


  「大体、なんでこんなにたくさんの武器を持ってるのよ。実は大人のおもちゃだったりするの？　だったら幾つかもらっておきたいけれど。あ、いや、エロい意味じゃなくてね？　観賞用に」


  　華か城じよう先輩が床に広げられた武器の数々を手に取り、どこかにオンオフのスイッチがないか探り始める。大人のおもちゃは銃などと同様に製造や輸入が禁止されているため、手に入れようとすれば密造か密輸をするしかない。エロ本などと違って密造がバレにくいから、裏ルートさえ使えば入手は難しくないらしいけど、まあ希き少しようであることに間違いはない。


  「ああ、それはっスね……」


  　と、鼓こ修す理りの顔がしゅんと曇る。


  「鼓修理、なんだかいっつも空回りしてばかりで、え、えへへっ、情けない話、なぜか人に嫌われちゃうことが多いんっスよ。よく嫌がらせとかされちゃって……パパが心配して、護身用の武器を持たせようとするんっス」


  　そして膝ひざ小こ僧ぞうのあたりで両手をぐっと握り、そこに伏せた顔から滴しずくが垂れる。


  「だから……《ＳＯＸソツクス》様のところに、鼓修理の居場所ができたら、素敵だなって、夢を見て、ここまできちゃったんっスけど、え、へへっ、やっぱりまた、空回りして、迷惑かけちゃったみたいっスね……」


  　ぐらり、と。またあの感覚が僕を襲おそった。悪い魔法にかけられたような、この気持ち。


  「あの、《雪せつ原げんの青あお》。たしかに怪しいですけど、この子、仲間にしてあげませんか？」


  「は？　いきなりなにを言ってるのよ狸たぬ吉きち。アンナと二人きりにするわよ？」


  「それは勘かん弁べんしてほしいですけど……。その、なんていうか、可か哀わい想そうじゃないですか。《ＳＯＸ》にもかなり貢こう献けんしてくれそうですし、少しは考えてみても」


  「ちょっとどうしたの狸吉。さっきまであなたも、この子は危険だって認識だったでしょう？」


  　あれ？　たしかにそうだ。なんで僕はそれを忘れて、矛む盾じゆんするような提案を華城先輩に持ちかけてるんだろう。


  「狸吉、あなたまさか、未成熟のつるつるマ●コに欲情して……」


  「ちげえ！」


  　口元を手のひらで隠してわざとらしくブルブル震え始めた華城先輩に全力でツッコんだ。


  　ピピピピ。


  　と、そのとき。華城先輩のＰピーＭエムが着信の音声を流した。華城先輩はその場で通話に応じる。


  「はい。もしもしこしコンドームはいかが？」


  　電話の相手が下ネタテロの関係者だと一発でわかる。と、最初は親しげに挨あい拶さつがてらの猥わい談だんを交わしていた華城先輩の表情が、急に真剣なものに変わる。


  「……は？　なにそれ、どういうこと？」


  　パンツの穴から覗のぞく華城先輩の鋭するどい視線が、鼓修理を捉とらえる。


  「ええ、ええ。……ええ、いるわ」


  『ホントかい!?　でかした！　いいか、絶対に死守しな！』


  「うら若き乙おと女めの処しよ女じよ膜まくのごとく？」


  『そうだ！』


  　華か城じよう先輩の返答に驚いて声量の調節を失敗したのか、電話の向こうから女性の低いハスキーな声が微かすかに漏もれ聞こえた。


  　華城先輩はうんざりした声で「で、いつまで保護すればいいのかしら」とか、いろいろと確認をとった末、ため息とともに通話を切った。誰からの電話だったのか、僕はすぐさま訊たずねる。


  「私の後見人よ。鬼おに頭がしら鼓こ修す理りを発見次第、速やかに保護するよう通達されたの」


  「え、なんでそんな連絡が？」


  「この子、公務執行妨害と公こう序じより良よう俗ぞく健全育成法違反の容疑で、善ぜん導どう課から追われてるらしいわ」


  　どういうこと？　と華城先輩が責めるように鼓修理を睨にらむ。


  「《ＳＯＸソツクス》様と同じように、この窮きゆう屈くつな世界にぶちかましてやったんっス！　それにこうでもしないとパパの過保護から逃げられなかったので。それくらい鼓修理は本気なんっスよ！」


  「あのねぇ……」


  　ピピピピッ。


  　と、珍しく説教モードっぽい雰ふん囲い気きを醸かもしだした華城先輩の言葉を、鼓修理のＰピーＭエムから発された着信音が邪魔した。


  　鼓修理が渋い顔で電話に出ている間、僕は憂ゆう鬱うつな表情をした華城先輩に声をかける。


  「なんか、マズイことになってるっぽいですね」


  「ええ、非常にマズイわ。自宅で不ふ倫りん中、配偶者がいつもより早く帰ってきたタイミングで膣ちつ痙けい攣れんが起きて身動きできなくなったレベルの緊急事態よ」


  　それはもう試合終了と考えていいんじゃないだろうか。


  「以前、鬼頭慶けい介すけのことは少し説明したわね？」


  　全国各地の下ネタテロ組織を援助している、大財ざい閥ばつの頭とう目もくだったか。


  「もう少し具体的に話すと、鬼頭慶介は日本四大下ネタテロ組織のうち《ベーコンレタス母の会》と《震しん激げきの尻いさらい》の活動資金をすべて賄まかなっていて、それに加えてその他もろもろ有う象ぞう無む象ぞうの組織にも援助を行おこなっている、という噂うわさなの。慎重な男だから具体的な証しよう拠こは皆かい無むだし、たぶんこれ以上にいろいろなところへ出資しているのでしょうけど」


  「それって、もの凄すごい規模なんじゃあ……」


  「ええ。全国の下ネタテロ組織の過半数は鬼頭慶介の傘さん下かにあるって噂よ。そしてそんな男の一人娘が、善導課に追われるような罪を犯した……犯した」


  「なんで二回言った？」


  「大事なことだからよ？　とどのつまり、いま、鬼頭鼓修理は善導課にとって、鬼頭慶介を逮たい捕ほするための重大なキーパーソンとなっているの」


  「じゃあ、もし、鼓こ修す理り捕まったら」


  「下ネタテロ組織の大部分が壊かい滅めつ。現政府への反乱分子は一いつ掃そうされるでしょうね。彼らの保有するまだ見ぬお宝と共に」


  　あ。重要なのはあくまでそこなんだ。


  「じゃあ、保護するしかないってことですか」


  「遺い憾かんだけれどね。本当ならあんな厄やつ介かいな子、鬼おに頭がしら慶けい介すけ傘下の下ネタテロ組織にでも丸投げしてやりたいのだけど──」


  　華か城じよう先輩が電話中の鼓修理をチラ見すると、


  「パパの言うことなんて、絶対に聞かないっス！　《母の会》に保護してもらえ!?　《ＳＯＸソツクス》様は危険だからいますぐ離れろ!?　そんなことするくらいなら自首してやるっス！　腰抜けパパなんて、大っ嫌いっス！　着信拒否を回避してまで電話してきて、キモいっスよ！」


  「──まあ、こうなるわよね。どっちにしろこの子が侵入してきた時点で清せい麗れい指定都市内の外周警備が強化されているでしょうから、いまさら放り投げることは難しいし……仕方ないわね」


  「あ、ええと、じゃあ、その、もしかして、鼓修理を仲間にしてくれるっスか？」


  『大嫌い！』をぶちかまして電話を切った鼓修理が、もにょもにょと口を動かす。


  「不本意ながらね。ちょうど明日あしたから三連休だし、ずっこんばっこん手コキ足コキ使ってあげるから、覚悟してなさい」


  「は、はいっス！　もう全身むちゃくちゃにしてくださいっス！」


  　鼓修理は感激したように表情を輝かがやかせると、仰あお向むけに寝そべって服従のポーズ。犬かよ。


  「では、改めて自己紹介よ。私は《雪せつ原げんの青あお》こと華城綾あや女め！　幼よう女じよの真っ白なお尻しりに咲く、一輪の蒙もう古こ斑はんのような女よ！」


  　びしっ、とポーズを決める華城先輩。ヤケクソなのかノリノリなのか不明だが、鼓修理が熱にあてられたようにぽーっとしているので、自己紹介はとりあえず成功らしい。


  「そしてこっちは、ＢＬ漫画のネタにされ、ロリコン疑惑が降って湧わき、さらには童どう貞ていこじらせて、下ネタ好きを素直に表明できずにいる孤こ高こうの変態紳士、奥おく間ま狸たぬ吉きち！」


  「きゃあああっ！　素敵っス！」


  　こいつは見境なしかよ。


  「ちょっと先輩！　いいんですか？　鼓修理をこき使うって、テロを手伝わせるつもりじゃないでしょうね？　善ぜん導どう課に捕まったら、ヤバいんでしょう？　あと僕の紹介をやり直せ！」


  「だからって、この子は部屋に押し込んでおいてじっとしてるようなタマタマかしら？　変なことをされるくらいなら私の指揮下で動いてもらったほうが安心よ。その過程で、《ＳＯＸ》への間違った認識も矯きよう正せいしてあげなきゃ、この勘違いちゃん、危なっかしくて仕方ないわ。さしあたっては狸たぬ吉きち、あなたには鼓こ修す理りの教育係となってもらうわよ」


  「僕ですか!?　僕なんてまだまだ……華か城じよう先輩が直々に指導するのが一番でしょう」


  　下ネタ好きを素直に表わせない、華城先輩の強さの足元にも及ばない僕なんかには無理だ。けれど華城先輩は僕の戸惑いなんてまるで気にしておらず、


  「なに言ってるの。私が教育係なんてやったら、私の保菌する強力な下ネタウィルスが感染して、この勘違いちゃんが二台目の下ネタ生成兵器になってしまうだけじゃないの。ああ怖い」


  「確かに！」


  　……って、華城先輩みたいなのが二人になるなら、それでいいんじゃないのか？　僕自身がまだそうなれていないからこそ教育係を辞退しようとしているのに。僕が首を傾げていると、


  「それに、狸吉がこの子の世話係になれば、アンナ避けにわざわざ轟ごう力りき先輩を常備する必要がなくなるわよ？」


  　それはとても魅力的な話だった。


  　轟力先輩はとても気持ちのよい先輩（性的な意味では決してなく）で、一緒にいるのはとても楽しいし気楽だ。けれどアンナ先輩避けのためとはいえ四六時中いっしょにいるのは夏の暑さと轟力先輩の暑苦しいビジュアルが相まって辛つらい。なにより今日きようの騒ぎで判明したように、学校中の女子から腐った視線を向けられている状況はなんとしても是ぜ正せいせねばならなかった。鼓修理の教育係として過ごす時間を多くとれば、アンナ先輩避けになるだけじゃなく、ゲイ疑惑も払ふつ拭しよくできる。腐れ女子どもの妄もう想そう力りよくに大打撃を与えることになろう。


  「ま、とにかくそういうわけで、鼓修理の世話は任せたわよ。前にも言ったけれど、あなたはもう立派なペロリスト。教育係くらい、なんなくこなせるはずよ」


  「……うっ……わ、わかりましたよ」


  　にかりと笑いながら放たれた華城先輩の断言に、卑ひ屈くつになっていた少し前の自分が吹き飛ばされた。もしかして僕は自覚に欠けていただけで、ちゃんと理想の存在に、華城先輩に近づけていたのかもしれない。少なくとも、次の世代にその生き様を伝えていけるくらいには。僕はにやける顔を華城先輩から隠す意味も含めて鼓修理の方を向き、


  「え、と。じゃあ改めて。今日から君の教育係になる、《ＳＯＸソツクス》の奥おく間ま狸吉です。よろしく」


  「はい！　よろしくお願いしますっス！」


  　鼓修理は満面の笑みを浮かべると、大きく腰を折ってお辞儀した。


  「そういえばあなたの髪型、なんだか亀の頭みたいね。イカしてるわ」


  「お褒ほめに預かり、光栄っス！」


  「イカれてるの間違いだろ」


  　こうして、僕らの《ＳＯＸ》に新メンバー、鬼おに頭がしら鼓修理が加入することとなった。
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  　翌朝。自室の床で寝ていた僕は、なにかのフラッシュで目を覚ました。寝ぼけた頭で光源に目を向けると、三つ編み眼鏡めがねの華か城じよう先輩が「よ、よりにもよってロリに手を出す性犯罪者がこんな身近に……通報しなくちゃ……っ！」とかほざきながら玄関先でがくがくと震えている。


  「なにを、やってるんですか……」


  「近寄らないで！　それはこっちのセリフよこのロリコン！　私の陰いん毛もうをすべてむしってパイパンにするつもりね!?」


  　僕が目をこすりながら上体を起こしただけで、華城先輩は自みずからの肩を抱きしめて後ずさり、完全に閉められていなかったドアにもたれかかってひっくり返った。やかましい。


  「ん……？」


  　そこで僕は、すぐ隣に温かいなにかがいることに気づいた。もしや……。


  「おい」


  　僕は、隣ですやすやと寝息を立てる鼓こ修す理りをゆすった。


  　こいつ、せっかく寝室のベッドを譲ってやったのに、なんで僕の隣にいるんだ。


  「……ん、あ。お兄ちゃん……？」


  　と、しばらくぽけーっとしていた鼓修理が、いきなり顔を真っ赤かに染める。


  「あ、その、ごめんなさいお兄ちゃん！　鼓修理、その、夜中にお手洗いを借りたあと、急に寂しくなっちゃって、いつの間にかここで、寝てたみたいっス……」


  　しゅん、とうな垂れる鼓修理。なんだかんだで親元を離れ慣れない土地にきて心細かったんだろう、可愛いやつめ。


  「……アンナの誘惑に応じない理性を信じて、鼓修理の潜せん伏ぷく先さきに狸たぬ吉きちの家を選んだのに……とんだ誤算だったわ……狸吉が真性のロリコンだったなんて……え、じゃあまさか、早さ乙おと女め先輩とも関係を……？　た、ただれてるわ！　狸吉の股こ間かんはきっともう、カリ高フラワーに進化してしまっているんだわ！　愛液とチンカスの凝ぎよう固こで真っ白に！」


  　さて、とりあえずはアパートの廊下でぶつぶつ呟つぶやいているあの耳みみ年どし増まの誤解を解くとするか。


  



  　朝一番で華城先輩が僕の家を訪ねてきたのは、一晩で準備してくれた鼓修理用の衣類と化粧品を届けるためだった。資金源は華城先輩の後見人らしい。


  「メイクアップは完了！　ＡＶのパッケージ詐さ欺ぎクラスの見事な仕上がりよ！」


  　寝室で作業を終えた華城先輩が、鼓修理とともにリビングへやってくる。三つ編み眼鏡はすでに解除していて、バリバリの下ネタモードだ。


  「え、えへへ、どうっスかね……？」


  　そこには、見違えるほど可愛らしくなった鼓こ修す理りが立っていた。


  　活動的な明るい色のボーイッシュな服装とうっすら施ほどこされた化粧のおかげで、昨日きのうよりも溌はつ剌らつとした印象が強い。久々に入ったというお風ふ呂ろのおかげか、髪の毛や肌はだの艶つやなども劇的に改善されていた。


  「可愛いじゃん」


  　とまあ、感想はこれに尽きるわけだ。鼓修理は「え、えへへ、綾あや女めさんの手しゆ腕わんっスよ～。照れるっス」ともじもじしていた。


  　と、華か城じよう先輩が僕の肩に手を置き、憐あわれむような声音で、


  「ねえ。さっき着替えのついでに鼓修理のボディーチェックをしたのだけれど、キスマークが一つもなかったわ。もしかして狸たぬ吉きちって、女の子のマ●コにしか興味がないの？」


  「ぶっ飛ばすぞ」


  　マ●コにしか興味がないって、昆こん虫ちゆうだってもっといろんな部位に興味示すわ。


  「だから、なにもなかったって言ってるでしょうに。信用できないなら、僕と鼓修理の血が繋がってるなんて設定はいまからでも消して、華城先輩の家で匿かくまえばいいんです」


  　なんだろう。下ネタ云うん々ぬん以前に、華城先輩が僕と鼓修理の肉体関係をネタとして楽しんでいることで胸に得え体たいのしれないモヤモヤが生まれて、険けんのある声になる。なんだろ、これ。


  「冗談よ、冗談。そりゃまあ、最初はビックリしたけれど……私は狸吉の絶対的な童どう貞てい力りよく五十三万に全ぜん幅ぷくの信頼を置いているから！」


  　それはそれで、グサっとくるけど。


  「とにかく、狸吉が教育係として鼓修理との活動が増える以上、両者の安全のためにも、兄妹設定は必要だわ」


  　アンナ先輩からの嫉しつ妬と対策である。


  　いま、僕とよく行動を共にしていてもギリギリで轟ごう力りき先輩の命があるのは、轟力先輩が男で、僕の恋愛対象とは（一般的な観念において）なりえないからだ。なので鼓修理にも恋愛対象に成りえないポジションである〝奥おく間ま善ぜん十じゆう郎ろうの隠し子〟という設定を与えている。アンナ先輩にあらぬ疑いをかけられたときは、それを言いわけに乗り切る予定だ。


  「そして親戚同士なら下宿先が一緒のほうが自然よね。ホテルなんかはＰピーＭエムによる身分証明が必要で、そもそも利用できないし。大丈夫よ狸吉、あなたがいかがわしいことをしていないってことくらい、わかっているわ。昨晩は《ＳＯＸソツクス》について教えてあげていたのでしょう？　アンナ対策で習慣化してるはずの玄関の施せ錠じようを忘れるくらい、熱心に」


  「うっ」


  　話の流れを無視して不意打ち気味に言い当てられ、咄とつ嗟さの切り返しができなかった。


  　教育係に任命された僕は昨日きのう、華城先輩が帰ったあと、《ＳＯＸ》の活動やその目的について懇こん々こんと鼓修理に説明した。うまく教えられた自信はないけど、施錠を忘れるくらいの熱を持って先輩役をやっていたことはたしかだ。せっかく華か城じよう先輩に成長を認めてもらったのだから、それに応えてしっかり教育係をこなせるようにと必死だったのだ。


  「じゃあちょっと、テストしてみましょうか」


  　華城先輩は鼓こ修す理りをちょいちょいと手招きし、


  「鼓修理。ＳＯＸソツクスの行動理念や活動内容を説明してみなさい。できるだけ淫いん猥わいに」


  「むちゃぶりすんな！」


  「了解っス！」


  　寝ぼけ眼まなこの鼓修理はびしりと敬礼すると、


  「────」


  　僕の不安を吹き飛ばすようにわかりやすく明確に、僕たちがやってきた活動の内容や理由、成果、これからやろうとしているテロの概要や狙ねらいなどを説明してのけた。


  　それは教える側だった僕でさえ改めて聞き入ってしまうほどで、


  「大したものね。下ネタさえ交えていれば、完かん璧ぺきだったわ」


  　華城先輩が一応は下ネタなしで素直に称しよう賛さんするレベルだった。


  「えへへっ。お兄ちゃんの説明が、とっても上じよう手ずだったからっスよ～」


  　僕はなんだか照れくさくて、うつむいてしまう。下ネタを好きだと素直に公言できない僕じゃあ華城先輩のようにあけすけに堂々と説明できなかったけど、ちゃんと伝えられたみたいだ。


  「それに、お兄ちゃんが語ってくれる《雪せつ原げんの青あお》様が素敵で素敵で、鼓修理、みなさんのことがもっと好きになむぐっ!?」


  　と、僕が《雪原の青》＝華城先輩を褒ほめちぎっていた話まで明めい朗ろうに語られそうだったので、慌あわてて鼓修理を拘こう束そくした。おいおとなしくしろ、騒ぐな、ちょっとだけだから。


  「あら、それは聞き捨てならないわね。鼓修理、大きな声で言ってごらん？」


  　綾あや女めさんのご命令ならーっ、と鼓修理の暴れ具合が加速したので、「あっ、先輩！　下着が空を飛んでますよ！」「えっ!?　どこ！」でごまかした。ごまかせるもんだなあ。


  「それじゃあ、二人ともよろしく頼んだわよ。私はアンナの画かく策さくしている取り締まり体制の詳細調査と、総ぞう司しヶが岡おか学園生徒会との会合があるから。くれぐれも善ぜん導どう課とは接触しないように」


  　ひとしきり空飛ぶパンツを探してから、時間の大幅な無駄遣いに気づいた華城先輩は、持ってきた化粧品の袋などを片づけながら、僕と鼓修理にそう忠告した。


  　僕と鼓修理はこれから総司ヶ岡学園周辺で、昨日きのうの散策の続きをする予定となっているのだ。


  「それなんですけど華城先輩。やっぱりこんな変装ともいえない変装じゃあ、不安なんですが」


  　衣装チェンジと薄い化粧だけで、鼓修理は昨日とはかなり印象が変わっている。けど別人になったというほどじゃない。以前、僕と早さ乙おと女め先輩がやったように性別までごっそりごまかすくらいしないと、活動が活発化している善導課の警戒を出し抜くことは難しいだろう。


  「大丈夫よ。鬼おに頭がしら家けの尽じん力りよくで、善導課に出回ってる鼓修理の写真は手のひらで目を隠した風俗仕様に差し替えられてるらしいから」


  「まずなんでそんな写真があるんだよ」


  「鬼おに頭がしら家の人間は写真を撮るとき、ピースの代わりにパーで顔を隠す伝統があるっス！」


  「頭の悪い一族もあったもんだな！　証明写真とかどうしてんだ！」


  「目も当てられないほどぶっさいくなメイクを施ほどこしてから死んだ顔で撮影するっス！」


  　公的な写真で変装すんじゃねえよ。


  「とまあ、鬼頭家はそのくらい普段から慎重なのよ。善ぜん導どう課も当然、そういう先入観を持っているわ。下へ手たに正体を隠すような変装をすれば逆に目をつけられかねない。まる出しが一番よ」


  　まあたしかに、どんな変装をしようがＰピーＭエムの身分証明を求められればアウトだ。なら変装していると気負ってしまわない自然な服装で、僕と兄けい妹まい然としつつ街を散策するのが、一番怪しまれない方策なのかもしれない。


  「じゃ、そういうことで。頑張ってね二人とも。ちんちんっ」


  「おい、そこは〝バイバイ〟とかでいいだろうが」


  「そっちこそ。〝ちんちんっ〟って挨あい拶さつされたら〝まんまんっ〟でしょう？」


  「あんたの常識でものを語るな！」


  　ひとしきりやったあと、華か城じよう先輩はようやく去っていった。


  「ふー。じゃ、行こうか鼓こ修す理り。早速今日きようから任務だ」


  「はいっス！　わくわくするっスね！」


  　僕と鼓修理も準備を整え、総ぞう司しヶが岡おか学園へと向かった。
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  「──昨日きのうはお兄ちゃんの説明が上じよう手ずでぴんとこなかったんっスけど、《ＳＯＸソツクス》の活動って、意外と地味なんっスねえ。鼓修理はもっと、ぱあっと派手なテロをやってみたいっス」


  　総司ヶ岡学園の外周にあたるお堀ほりに沿って、仲のよい兄妹然として腕を組みながら鼓修理と歩き、逃走ルートや不健全雑誌の隠し場所を吟ぎん味みするという任務に就ついてから三十分ほど。


  　僕がおごったジュースをくぴくぴと飲みながら、鼓修理が漏もらした。


  「こういう地味な準備が重要なんだよ。捕まっちゃったら意味ないし、性知識の流る布ふはとても大事だから。派手なテロは、あくまで副産物ってゆーか、特別なときだけだね」


  　僕は苦笑交じりで応じる。


  　華城先輩の尊敬できる生き様を伝えるため、いろいろなエピソードを熱く語りすぎてしまったせいか。実際の活動を体験した鼓修理はなんだか少し拍ひよう子し抜けしたみたいだった。


  　鼓修理のそんな態度は僕が生徒会に勧誘されたときと重なって、やっぱり少し気恥ずかしい。


  　と、まだ少し不満そうだった鼓修理がなにかに思い至ったように「あっ」と声を上げた。


  「あの、《ＳＯＸソツクス》様がバラまいている不健全雑誌のコピーを、見てみたいんっスけど」


  「そういえば、しっかりとは見せてなかったっけ？」


  「はいっス。あ、でも、その、変な意味じゃなくて、純粋に、《ＳＯＸ》様がテロに使っている道具が気になったっていうか、隠し場所の吟ぎん味みにしても、実際にバラまくブツがどんなものかわかってないとイメージが湧わかないっていうか……っス」


  　頬ほおを赤く染めてあわあわしながら、言いわけのように鼓こ修す理りが述べる。その言葉選びに少し引っかかるものがあったのだけど、その正体はわからず、この年下は相変わらず可愛いな、ホントは好きなクセに、とかそんな感想が頭に浮かぶだけだった。


  　なんだかんだ漏らしつつ《ＳＯＸ》の活動にやる気満々らしい鼓修理に「はい、これだよ」と往来を気にしながらエロ本のコピーを手渡す。い、いやらしい意味なんてないんだからね！


  「は～……っ。これが、《ＳＯＸ》様がテロに使う不健全雑誌のコピーなんっスね！　す、凄すごく過激で、感激っス！」


  「そういえば鼓修理って、どのくらいそういう知識があるの？　鬼おに頭がしら慶けい介すけの一人娘だっていうくらいだし、不健全雑誌を読んだこともあるんだよね？」


  「はいっス！　腰抜けパパが何冊も持ってるっスから。けど、知識のほうは、お兄ちゃんや綾あや女めさんに比べれば微々たるものっスね、お恥ずかしながら。隠してるだけかもしれないっスけど、パパが持っている不健全雑誌は《ＳＯＸ》様の所有しているものに比べれば格段に過激さが足りないっスし、鼓修理が読んでよかったのは少女漫画や恋愛小説だけだったっス」


  「少女漫画や、恋愛小説？」


  「かなりの数があって、ひたすら読み漁あさってたっスね～」


  　そういえば、昔の恋愛小説や少女小説はけっこう過激だったみたいで『思春期の少女がそういうものを好んで読んでいると想像しながら嗜たしなむと少女漫画はさらに深みが増すぞ！』なんて、夕食の席で父さんが熱弁して母さんにしばかれてたっけ。少女漫画みたいな方面の不健全雑誌については造ぞう詣けいが深くないのでよくわからないけど、とりあえず鼓修理の性知識はそこまで進んでいないと捉とらえておけばいいのかな？


  「あ、鼓修理。それ隠して」


  　曲がり角から、休日の部活動にでも出向いているのだろう、総ぞう司しヶが岡おか学園の高等部側校門に歩いていく少年が現れた。総司ヶ岡学園は休日の部活動時に限っては私服登校ＯＫだそうで、その少年も私服にスポーツバッグとラフな格好だった。


  「……お兄ちゃん。一つ、提案なんっスけど」


  　ポケットに不健全雑誌のコピーを隠した鼓修理が僕の腕をくいっと引っぱる。


  「ちょっとこの学校の中に、潜せん入にゆうしてきてみてもいいっスかね？」


  「は？　どうしたの、いきなり」


  　突とつ拍ぴよう子しもない申し出に大きな声が出る。けれど鼓修理はさも当然のように


  「効率が悪いと思うっスよねぇ、いまのやり方。生徒会の人とかに取り入って、直接敷地内の情報を得たり、警けい備び網もうを把握するほうが、速いし確実っスよ。《群むれた布地》に対抗するためにも、速さは大事なんっスよね？」


  　そりゃそうだ。けど鼓こ修す理りが提案してるそのやり方は、僕と華か城じよう先輩が時とき岡おか学園の生徒会に所属していたからできたことで、他校を攻めるときはもっと慎重な方法が求められる。スパイをつくろうにも、どの人物を引き込むべきか選定するチャンスさえほとんどないのだ。


  「じゃあちょっと、あの男の子に声かけるだけ許可してくれないっスか？」


  　迷う僕の返事を待たず、鼓修理はさっさと走りだしてしまう。目標は、高等部の校門をいままさにくぐろうとしているさっきの少年だ。呼び戻すにもタイミングが合わず、僕は少年に見つからないよう物陰に身を潜ひそめながら鼓修理を見守る。


  　その間わずか数分。鼓修理は無む邪じや気き極まりない笑え顔がおを振りまき自然なボディータッチを繰り返し、ぱっとこちらに戻ってきた。


  「バカ！　勝手な行動するなって！　怪しまれたらどうすんだ！」


  　無声音で叱しかる。けれど鼓修理はけろりと舌を出し、


  「ごめんなさいっス。でも、お説教は早くしてもらえるとうれしいっスね。あの男の子を、待たせてるっスから」


  「……え？」


  「入学希望の中学生として、見学させてくれるらしいっス。あんまり待たせると不審がられるっスから、早く許可をくださいっス」


  　話の展開が急すぎてついていけない。そんなあっさり潜もぐり込めたっていうのか？　各風紀優良校は、外部から卑ひ猥わいなブツが入ってこないよう、ある程度の警備体制が常に敷かれている。ＰピーＭエムによる出入り検査などがあるわけじゃないけど、先生だけじゃなく生徒の間にも不審者を警戒する習慣がついているはずだ。ましていまは第一清せい麗れい都市全域に、下着泥棒に警戒するよう善ぜん導どう課から通達がなされている。


  「……信用、できるの？　招き入れるふりをして、善導課に通報されたりとか」


  「問題ないっスよ。むしろここまでやって引き下がるほうが危険っス。それに、学校内にいたほうがむしろ、善導課と接触することもないっスから、鼓修理としては安心っス。ささ、お兄ちゃんはお兄ちゃんのお仕事に、どうぞ戻ってくださいっス」


  　畳みかけられる理屈に、僕は頷うなずくしかなかった。鼓修理はすぐに少年のところへ舞い戻ると、あまりにも堂々と総ぞう司しヶが岡おか学園へ入っていく。


  　──そしてこの三連休、鼓修理は毎日その少年と校門前で待ち合わせ、総司ヶ岡学園への侵入を繰り返した。僕？　一人虚むなしく総司ヶ岡学園の周りをぶらぶらしてましたけどなにか？


  　え、なにこれ、ちょっと、おかしいって。おかしいって、これ。


  　華城先輩の言葉でビンビンになっていた僕のやる気は、急速に削そがれることとなった。


  



  
    ●

  


  



  「これが総ぞう司しヶが岡おか学園の見取り図、こっちが警備のシフトとルート。それでこっちは年間の行事スケジュールとその段取りっス！」


  　三連休最終日、月曜の夜。空気が読めないことで好評のマスターが店主を務める喫茶店の個室で、鼓こ修す理りがＰピーＭエムのプロジェクター機能を利用し、各種資料を虚こ空くうに展開させていた。


  　浮かび上がる資料の数々を唖あ然ぜんと眺めていた華か城じよう先輩はしばらくすると、


  「……これは、明日あしたにでも虫の交尾が実況できるわ……」


  　明日、火曜日の朝、総司ヶ岡学園では全校集会が開かれる予定らしい。


  　時とき岡おか学園とは始業時間が異なるらしく、この時間帯にテロを引き起こしてからでも十分に時岡学園の授業開始には間に合うスケジュールだ。


  「じゃあ、いよいよ《ＳＯＸソツクス》様のテロが見られるんっスね！」


  　飛び上がる勢いの鼓修理を、華城先輩が鋭するどい視線で射抜く。


  「この情報、私が総司ヶ岡学園生徒会との会合で漏もれ聞いたものとも合がつ致ちするわ。信しん憑ぴよう性せいはばっちり。この短期間で、一体どうやって入手したのかしら？」


  「総司ヶ岡学園の生徒会に、スパイしてきたっス！」


  「スパイ？　総司ヶ岡学園の深部──たとえるなら、そう、子し宮きゆう口こうまで潜もぐり込んだってこと？」


  「それはもう、奥の奥までぐっちゅぐっちゅに侵入してやったっスよ！」


  「……総司ヶ岡学園の生徒会はこの三日間、鼓修理に関してはなにも言ってなかったし……怪しまれてはいないみたいね。この子もしかして、案外掘り出しものだったりするのかしら」


  　鼓修理の危なっかしい報告に戦せん々せん恐きよう々きようとしていた華城先輩の頬ほおがにたりと緩ゆるんだ。しかして次の瞬間、とてつもなく優しい笑みを浮かべて


  「で、どういうことかしら狸たぬ吉きち？　鼓修理がスパイしてたなんて報告、受けていないのだけど」


  　三つ編み眼鏡めがねを解除しているにもかかわらず、華城先輩は普段の生徒会モードのような威い圧あつ感を放っていた。僕の体が、不意打ちでローターのスイッチを入れられたかのように跳ねる。


  「この三日間、狸吉はなにをしてたの？」


  「総司ヶ岡学園の周辺を、ぶらぶらしていました……」


  「チンコぶらぶら？　三日間チンコぶらぶらし続けていたの？　それはなんて修しゆ行ぎようかしら？」


  「曲解にも限度がある！　あ、すんません」


  　華城先輩の笑え顔がおから珍しく怒ど気きが立ち上っていたので、すぐさま謝った。


  「おやおや、それは、修行の成果が楽しみですな。長さか、太さか、堅さか、どの能力値が成長したことやら」


  　と、外見だけは老紳士という形容の似合う店主がコーヒーとほうじ茶、それからリンゴジュースを運んできてにっこりと微笑ほほえんだ。この人は空気の読めなさ具合で世界を狙ねらえる。


  「マスター」


  　華か城じよう先輩が張り詰めた声で店主を呼びとめる。


  「能力値の候補に、射しや程てい、銃じゆう弾だん密度、装そう填てん数、連射力、排熱量の項目がヌけているわ」


  「それは、失礼いたしました」


  　こいつらはいついかなる状況下でも折れないブレない曲がらない。常に精神勃ぼつ起き状態かよ。


  「まったく、しっかりしてちょうだいよ狸たぬ吉きち。あなたなりに考えがあったのかもしれないけれど、せめて報告くらいはしてもらいたかったわ。こんな先走り汁ダラダラな真ま似ね、もうさせないで。もし正体がバレてたら、それで全部終わってたのよ？」


  「……すみません」


  　考えなんてなかった。毎日のように重要な情報を持ち帰ってくる鼓こ修す理りに、僕なんかよりよっぽど華城先輩の役に立っている鼓修理に、なにも言えなかっただけだ。僕が先走り汁にツッコミを入れないことを怪訝に思ったのか、華城先輩は「やれやれ」とため息を吐くと、


  「今回は結果オーライってことで不問にしておくわ。いまは少しでも早く性知識の輪を広げていきたいし、ありがたくこの情報は使わせてもらうわね。早速明日、テロを仕掛けるわよ」


  「わっ！　本当に明日から動くんっスね!?」


  「ええ。前にも言ったけれど、性知識の流る布ふはできるだけ迅じん速そくに行おこないたいもの。それに、この三連休、鼓修理を捕まえるために善ぜん導どう課職員の数が増えているでしょう？　そのせいか逮たい捕ほされる下着泥棒の数もうなぎ登りなのだけれど、なにか嫌な予感がしてね。登ってきたうなぎが尻しり穴あなをロックオンしたかのような寒けがするの」


  　華城先輩はなにかに焦あせっているかのように、早々に総ぞう司しヶが岡おか学園でのテロを決行した。


  　その焦しよう燥そうが的中するまでに、あまり時間はかからなかった。
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  　鼓修理が入手してきた情報をもとに、総司ヶ岡学園でハエの交尾実況を繰り広げてから数日後。夕食の買い物を終えて鼓修理と帰宅した矢先、その決定的な出来事は起こった。


  「おいお兄ちゃん。鼓修理にアイスを買ってくるっス。さっきスーパーでカゴに入れ忘れたんっスよ。制限時間は三分。よ～い、ドン」


  「オッケー、いますぐ……って、ちょっと待って。おかしい。それは絶対におかしい」


  　天てん真しん爛らん漫まんな鼓修理の声こわ音ねに一瞬騙だまされたけど、いまとんでもないこと命令されたぞ？


  「時間は刻一刻とすぎるっスよ。さっさと買ってくるっス、この役立たずっ、オタンコナスっ」


  「なんで僕が鼓修理のパシリに!?」


  「いやっスね～、お兄ちゃん。パシリじゃないっす。奴ど隷れいっすよ、ド・レ・イ。三分に間に合わなかったら、服を全部脱いで鼓こ修す理りの椅い子すにでもなってもらうっすかね～」


  　どうしてこうなった。


  　鼓修理は僕の部屋のソファーにふんぞり返り、愛あい想その欠片かけらもない表情で「はっ」と笑うと、


  「そんな態度でいいんっスか～？　この数日、鼓修理がどれだけ《ＳＯＸソツクス》様の活動に貢こう献けんしたか覚えてるっス？　鼓修理の隣で金魚みたいにあっぷあっぷしてただけのお兄ちゃん」


  　悪意百パーセントのそのセリフに、僕は押し黙るしかなかった。実際、この数日の僕は先輩らしく振る舞うどころか、鼓修理の圧倒的なスペックに翻ほん弄ろうされてばかりだったからだ。


  　今日きよう学校で不ふ破わさんに聞かされたところによると、ハエの交尾に触しよく発はつされた総ぞう司しヶが岡おか学園の生徒はここ数日、〝何者かによって効率よく流された情報〟に従って学校周辺を一斉に散策し、それこそ大量発生したバッタがその地をハゲ山パイパンにするかのごとく、隠された不健全雑誌コピーを回収しているとのことだった。


  　ついこの間、この街にやってきて下ネタテロに参加したとは思えないスピードで、僕の倍以上の量のエロ本コピーを巧妙に隠した鼓修理の活躍もあり、総司ヶ岡学園生徒の間には順調に性知識が広がっているらしい。華か城じよう先輩は鼓修理について『あの子といると、調子がくるってうまく下ネタが出てこないの』とか日本人らしい過度の謙けん遜そんをしていたけど『その息苦しさを差し引いても、あの高性能には舌を巻くしかないわね』と称しよう賛さんもしていた。


  　鼓修理の活躍はそれこそ八はち面めん六ろつ臂ぴ。そのうえ華城先輩の下ネタにも僕のように厳しくツッコむのではなく楽しげに同調できるその姿勢は、僕なんかよりもよっぽど華城先輩のパートナーにふさわしい気がして、近い気がして、


  「……」


  　小こ生なま意い気きに見下ろしてくる鼓修理の言葉に、僕はグウの音ねも出ないのだった。


  　そしてそこでようやく、僕は悪い魔法から目を覚ました。


  「……前からおかしいと思ってたけど、そっちが本ほん性しようだったってわけか」


  「本性だなんて、誰に口利いてるんっスかね？　身の程を知るっスよ」


  　なんで忘れていたのか、気にせずにいられたのか。


  　善ぜん導どう課に追われていたとき、妙なおっさんをあしらったとき、鼓修理は確かにその悪あく辣らつな面を剥むき出しにしていたのに。


  「総司ヶ岡学園の生徒会にも、こうやって取り入ったのか」


  　正体不明の〝魔法〟を使って。


  「ちっちっち。甘いっスね～。生徒会はしょっぼいお兄ちゃん単体とは違って集団っスから。もう一段階上の方法で侵入したっスよ」


  　鼓修理は「あー、こうやって自慢できる格下が、欲しかったんっス～」なんて陶とう酔すいしたいやらしい笑え顔がおを浮かべつつ、ぴんと指を立てる。不覚にも僕のムスコもぴんっ、となりかけた。いやウソ冗談。あまりにもあんまりな状況に現実逃避しただけである。


  「鼓こ修す理りは総ぞう司しヶが岡おか学園の生徒会を乗っ取ったんっス。それにはまず、組織を破壊する必要があったっス」


  「組織を、破壊？」


  「そうっス。コミュニティを乗っ取るには一度徹底的に人間関係を破壊し、再構築される際にうまく取り入るのが手っとり早いんっス。そしてどんな規模や種類であってもそれが人の集団である限り、破壊するには色恋沙ざ汰たが最も有効な手段となるんっス」


  　鼓修理が語った総司ヶ岡学園生徒会の乗っ取り方法は、恐るべきものだった。


  「総司ヶ岡学園高等部の生徒会は、男子三人女子二人で構成されてたっス。まず、書記と会計の女子二人と、念入りに仲良くなるっス。んで次に、組織のトップである生徒会長・副会長の男子を鼓修理に惚ほれるよう〝仕向けた〟っス」


  「仕向けるって、そんな簡単にいくわけがないだろ」


  　懐かい疑ぎ的な視線を投げかける僕に鼓修理がそっと近づいてきて、僕の指先にちょんと触れる。


  「っ、あっ、ご、ごめんなさいっス……」


  　全身をびくうっ！　と震わせ、顔を真っ赤かにしてうつむいた。そして、こちらの反応を窺うかがうようにちらりと目線をよこしては逸そらす。え、なにこれ、可愛い。


  「──と、まあ、ここまで露骨にやったわけじゃないっスけど、鼓修理にはこういう技術と知識があるっス。鼓修理のことをよ～く知っているはずのお兄ちゃんでさえ、ちょちょいと誘惑できるくらいっスから、恋愛のレの字も知らない男子の本体を騙だますなんて簡単っス」


  　やあおかえり、ダーク鼓修理。てゆうか、僕の本体（金玉）もちょろすぎだろ。


  「で、残った庶しよ務むの男子は露骨じゃない程度に、けど徹底的に無視したっス。これで下ごしらえは万ばん端たん！　二日目はこれをぐっちゃぐちゃにするんっスよ～」


  「三分クッキングじゃねえんだよ」


  「二日目はさっそく、会長・副会長に無自覚に惚ほれていた会計と書記の女が鼓修理に相談をもちかけてきたっス。男子二人に対して湧わいてくる気持ちがなんなのかわからないと。なので鼓修理は二人を全力で応援して『それは恋というものっス！　結婚を申し込むべきっスよ！　大丈夫っス、二人とも可愛いっスから！』と、ぶふっ、けしかけて、ぶふぁっ」


  　説明のためにそのときの情景を思い出したからか、鼓修理が耐え切れなくなったかのように噴き出した。うわ……この笑え顔がお、演技じゃなくてガチだ。こいつ絶対地獄に落ちるだろ。


  「で、二人はもちろん玉ぎよく砕さいっス。理由はもちろん、会長・副会長が鼓修理にメロメロだったからっスね～。と、そうなることは読めてたっスから、バカ女二人が告白してる最中に、鼓修理も告白したっス。ずっと無視してきた、庶務男子に」


  　おいおいおいおいおい……っ！


  「泣きべそをかきながら女二人に謝り倒して、フィニッシュっスね。会長・副会長は完全に自信を失って、しかもそれぞれ鼓修理と付き合うために会計・書記をふった手前、とても気まずい。庶しよ務むはすっかり有う頂ちよう天てん。生徒会内で実質的な下げ剋こく上じようを果たして、けど鼓こ修す理りの命令には絶対服従だったっス。と、いうことで、庶務を通して鼓修理の傀かい儡らい生徒会のできあがりっス☆」


  「お前最悪だ！　一体、どうやってそんな知識や技術を……っ」


  　このクソ女子中学生の性格がねじ曲がってるのはとりあえず置いておいて、気になるのはその悪あく辣らつな思考を実行に移せてしまう恋愛技術だ。実際に僕も仕掛けられたからわかる。鼓修理のこの手しゆ腕わんは、マトモじゃない。それこそ、〝悪い魔法〟と形容して差し支えないレベルに達している。


  「別に、これくらいの人じん心しん掌しよう握あく術じゆつは、鼓修理くらい頭がよければ誰でも習得できるっスよ」


  　いやいや、そんな悪魔みたいな手て管くだ、そうそう会え得とくできるもんじゃないだろ。


  「ただ、鼓修理に+αアルフアがあったことは確かっスね。お兄ちゃんの発泡スチロールみたいにすっかすかの頭で覚えてるっスか？　鼓修理が大量の恋愛小説や少女漫画を読んでたって話」


  「そりゃ覚えてるけど。そんなまさか……漫画や小説なんかから得た知識で……？」


  「ただの情報を舐なめちゃいけないっスよ～？　たとえばカビくさい詐さ欺ぎとして有名なネズミ講や壺つぼ売りだって、知らないというだけで簡単に引っかかっちゃうんっスから。それに、鼓修理は仮にも、魑ち魅み魍もう魎りようの跋ばつ扈こする大だい財ざい閥ばつ、鬼おに頭がしら家けで生きてきた人間っすスらね～。得た知識を実じつ践せんに応用して自分のものにする悪辣な環境が整ってたってわけっス」


  　僕たちの世代の人間が知りえない、本能に訴えかける恋愛方面の知識や技術を核として、悪あつ鬼きはびこる大財閥という闇やみの中で醸じよう成せいされた人心掌握術。


  　それが鼓修理の使っていた魔法の正体だった。


  　なんだこいつ、危険すぎる。


  「それにしても、最初に出会ったのがお兄ちゃんで本当によかったっスよ」


  「えっ……」


  　鼓修理がすり寄ってきてじっと見上げてくる。その仕草や間合いは頭で演技とわかっていてなお分析不能なほど洗練されていて、張り詰めていた警戒心が簡単に解きほぐされてしまう。


  「だって、あれだけ鼓修理の本ほん性しようを目撃してたのに、ころっと籠ろう絡らくできちゃったんっスから。これが綾あや女めさんとかだったら、うまくいかなかったっスね～」


  　けれどやっぱり鼓修理は鼓修理で、悪魔のような笑え顔がおで辛しん辣らつな言葉をぶつけてくる。


  「……鼓修理、君は一体、どういうつもりで《ＳＯＸソツクス》に近づいてきたんだ」


  「だから、鼓修理は《ＳＯＸ》様に憧あこがれてここに来たって、さんざん言ってるじゃないっスか。綾女さんはカリスマ性に溢あふれていて、格好よくて、鼓修理が期待していたとおりのお人だったっス。お兄ちゃんと違って」


  「うっ……」


  　気にしていたことを的確に指摘され、息が詰まった。


  「お兄ちゃんはカリスマ性もなければ覇は気きもなく、実力もなければ自信もない。説明はわかりづらくて聞くに堪たえないし、《ＳＯＸソツクス》のメンバーとしては期待外れもいいとこだったっスよ。なーんでまた、お兄ちゃんみたいな人が綾あや女めさんの直属なのか、理解できなかったっス。けどまあ、それも今日きようまでっス。明日あしたからはお兄ちゃんに代わって、鼓こ修す理りが綾女さんと一緒に世界に喧けん嘩かを売るっスから。お兄ちゃんは鼓修理の奴ど隷れいとして、これから頑張ってくださいっス」


  　なんでこう、この子は僕の気にしていることをズバズバと……。もしやそういう読みの強さも含めて、この子の実力なのだろうか。なんて性質が悪い。口では華か城じよう先輩に従うとか言っているけど、まったく信用できない。えげつない方法で躊ちゆう躇ちよなくコミュニティを破壊するこの子の危険性、早めに華城先輩に伝えておいたほうがよさそうだ。華城先輩はいま、新しい取り締まり体制について探りを入れるためにアンナ先輩と夕食中だから繋がるかわからないけど。


  「ところで確認なんっスけど」


  　ＰピーＭエムに手をかけた僕の動きを制するように、鼓修理が嗜し虐ぎやく的に笑った。やべえ、そろそろＭに目覚めないとやってられない。


  「お兄ちゃんは、お兄ちゃんなんかよりよっぽど《ＳＯＸ》のメンバーとして綾女さんにふさわしい鼓修理のこーんな汚い部分を、綾女さんに告げ口しようだなんて、まさか考えてないっスよね？　惚れてる女にそんな情けない真似、するはずがないっスよね？」


  「……は？」


  　おい、マジでなんなのこいつ。僕が華城先輩に惚ほれてるって？　ハハッ、酷ひどいジョークだ。


  「ちょ、は？　え？　鼓修理は一体なにを言ってんの僕チョー意味わかんないんですけど」


  「あれだけ目を輝かがやかせて《雪せつ原げんの青あお》様の魅力を語っておいて、ごまかせるとでも？」


  　鼓修理が確信に満ちた目で見み据すえてくる。いや、ちょっと待って。僕のこの気持ちは憧あこがれとかそういうので……あれ？　なんか僕、顔がすげえ赤いんだけど。


  「くひひっ、やっぱり図星じゃないっスか」


  　自信満々の鼓修理、動どう悸きと体温上昇の収まらない僕。あれ、ちょっと、これ、マジで僕、華城先輩のこと……？　いやいや違う！　そんなはずない！　いくらなんでもアレはない！　確かに憧れてはいるし尊敬もしているけど、それだけだ！　いや、けど、なんか、顔が熱いし……不ふ倫りん相手とセックスしながら夫に電話をかける団地妻の喘あえぎ声くらいごまかしようのない気持ちが溢あふれて──いやいやいや！　あまりの事態に思考がくるってきたわ！　ないないない！　ありえない！　だって、華城先輩だぞ!?　あんなもんどう考えたって恋愛対象なんぞになるか！　てゆーか、さ。もし万が一僕が華城先輩に惚れてたとしたら、この状況ってアレだな。女子中学生に恋心を自覚させられて悶もだえる男子高校生っていう最悪の羞しゆう恥ちプレイ。……誰か僕をドＭに改造してくれ。と、床でのたうちまわる僕の頭に、ぽふんと鼓修理の足が乗せられた。


  



  「おっと、ずいぶん長話をしてしまったようっスね。三分どころか、もう十分は経たってるっス。あーあー、鼓こ修す理りはアイスをペロペロ舐なめたかったのに。これはペナルティが必要っスね」


  　鼓修理は再びソファーに座って足を組むと、


  「ほら、アイスを舐められなかった鼓修理に詫わびる気持ちをたっぷり込めて、鼓修理の足を舐めるっスよ。奴ど隷れいお兄ちゃん。たしか前に読んだ少女漫画では、服従の証あかしとしてやってたっス」


  　こいつ、僕のことを完全に舐め切ってやがる……。


  　このクソガキいったいどうしてくれようか、とねめつけてみるものの、気にしていたことをがっつり抉えぐられたうえ、なにやら恥ずかしい気持ちにさせられた僕に、抵抗の意思など残っていないのだった。


  



  


  第二章　アンドロイドは電気アンマの夢を見るか？


  



  〝こんばんは。夕方のＰピーＭエム配信ニュースの時間です。この三週間ほど、第一清せい麗れい指定都市内で多発している下着泥棒及び、下着を使った反社会的なオブジェ作成について、善ぜん導どう課は犯人の検挙数が今日きようで二百名に上ったことを正式に発表しました。善導課ではここ数日、近隣から異例の増援を要請しており、二百人に及ぶ検挙者の半数以上はこの数日で新たに逮たい捕ほされたとのことです。善導課では一向に減らない被害件数に頭を悩ませており、特に学生へ、下着泥棒に対する警戒心を持ち、怪しい人物からの誘いに乗らないよう、注意を呼びかけています。また、検挙された二百人のうち三十五名は風紀優良度上位校の敷地内で逮捕されており、各教育機関には不審者に注意するよう通達がなされています。有力党派の錦にしきノの宮みや議員は『まことに遺い憾かん。やはり早急な取り締まり体制の強化が望まれる』と記者会見で述べており──〟


  



  
    ●

  


  



  「うーん」


  　翌朝、僕は寝苦しさを感じて目を覚ました。


  　なにか温かくて柔らかいものがすぐ横で丸くなっているような感触。


  「うわっ!?」


  　そこには、僕の寝ね巻まきに着替えた鼓こ修す理りが穏やかな寝息を立てて寝ころんでいた。エアコンが弱くて暑かったのか、ぶかぶかの寝巻が大胆にはだけている。


  「こいつ……昨日きのうの今日きようでどの面つら下げて」


  　僕と鼓修理は一晩、リビングにあたるこの部屋で並んで寝ていたようだ。


  　鼓修理は昨日の悪魔のような振る舞いなど嘘うそだったかのように、天使と見み紛まがうばかりの可愛らしい寝顔でむにゃむにゃ言っている。


  「これもなにかの計算だったりするんだろうな……ん？」


  　腹にかけていたタオルケットをよけて上体を起こした僕は、そこでふと、床ゆかに影が落ちていることに気づいた。心臓が鷲わしづかみにされたような怖おじ気が走り、覚悟を決めて振り返る。


  「……」


  　血走った眼めでこちらを凝ぎよう視しした制服姿のアンナ先輩が、包丁を振りかぶった状態で立っていた。


  「ぎゃあああああああああああああああああああああっ!?」


  　叫んだ。全力で。


  　なんで!?　どうして!?　昨晩はアンナ注意報なんて出てなかったのに！　まさか華か城じよう先輩、アンナ先輩の動向チェックを忘れてたんじゃあ……っ。


  「奥おく間ま君……」


  　掠かすれた声で、アンナ先輩が呟つぶやく。その目は虚うつろに見開かれたまま、瞬まばたき一つしない。


  「これは、一体、どういうことですの……？」


  　返答を誤ったら、確実に殺される。十じつ中ちゆう八はつ九く、鼓修理もろとも。なにこの超ハード圧迫面接。


  　いや、けど、落ち着け僕。ここまでいきなりかつ危険な接触は想定していなかったとはいえ、僕と鼓修理が長く行動を共にすることをアンナ先輩が見み咎とがめると見越していたからこその、兄妹設定だろう？


  「これはですねアンナ先輩！　数日前からこっちの学校を見学に来てる、僕の妹の鼓修理です！　僕のクソ親父の隠し子だったみたいで、あんまり公にはできないんですけど！」


  「いもう、と……？」


  「はい！　僕なんかよりよっぽど優秀で、ほかの清せい麗れい指定都市にある、全国風紀優良度ランキングで十本の指に入る中学に通ってたりするんですよ！　ははっ。けどやっぱりまだ子供みたいで！　慣れない場所だからって、一人じゃ心細くて寝られなかったみたいです！」


  　人間って追い詰められると湯水のように言いわけが溢あふれてくるんだなぁ。


  「そう、だったんですの。昨晩この家にお邪魔してから、目の前の光景が信じられなくて、ずっとどういうことか考えていたのですが、安心しましたわ。奥間君を失わずにすんで」


  　……昨晩から、ずっと？　包丁持って？　僕、知らない間に綱渡りしてたみたい。しかも落ちたら百パーセント死ぬやつ。あと、〝失わずにすんで〟っていうのは〝ほかの異性に盗とられたんじゃなくてよかった〟って意味だと解釈して僕の精神は事なきを得た。


  「ん、むう。……お兄ひゃん？」


  　僕の声が大きかったせいだろう。鼓こ修す理りが目を覚まし、もぞもぞと動き始めた。そしてそのはだけた寝ね巻まきのまま、猫のように体をすり寄せてくる！


  「んー、お兄ひゃんの隣、やっぱり安心するっス～。昨日きのうはなんだか眠れなくて、お兄ひゃんのところに来ちゃったんっスよ～」


  　寝ぼけているのか、鼓修理は舌っ足らずにもにょもにょ喋しやべりながら僕の太ももに頭を乗っけて二度寝を始めてしまう。


  「……」


  　あの、鼓修理……アンナ様が見てる、超見てるから！


  　もしなにかの計算なら、すぐにやめて、お願い！


  　ズダンッ！


  　事実を受け入れるのに、数秒かかった。


  　鼓修理の頸けい動どう脈みやくを薄皮一枚で掠かする経路で、床ゆかに深々と包丁が突き立てられたのだ。


  「あ、あら嫌ですわ。奥おく間ま君の妹さんに向かって、わたくしったら……手が勝手に動いてしまいましたの」


  [image: ]


  　はにかむアンナ先輩の目は笑っていない。てゆーかさっきから瞬まばたきすらしてない。


  「おかしいですわねえ。妹さんに嫉しつ妬とでこんなことをしてしまうなんて……それほどまでにわたくしの愛が大きいということですわね、これはきっと」


  　ふふふふふっ、とアンナ先輩が肩を揺ゆらして笑う。そこでようやく異変を察知した鼓こ修す理りが目を開け、自分の首筋に突きつけられた刃物に気づいて飛び上がり「お、お兄ちゃん、この人、誰？」と言いながら僕の腕にすがりついた。こればっかりは演技じゃなさそうだ。


  　するとアンナ先輩は起き上がったばかりの鼓修理に一瞬で肉にく薄はくし押し倒すと、流れるような動きでマウントをとった。この間コンマ一秒、反応すらできない。


  　ところで、僕はここである遊びを思い出していた。広げた指と指の間にペンを高速で突き立てまくるあの遊びである。


  「初めまして、鼓修理さん。わたくし、時とき岡おか学園で生徒会長を務めております、アンナ・錦にしきノの宮みやと申します。奥おく間ま君とは、一か月ほど前から、相思相愛の仲なんですのよ？」


  　アンナ先輩は聖母マリアのように柔らかく微笑ほほえんで自己紹介しながら、鼓修理の輪りん郭かくに切り取り線でも描えがくかのように包丁を突き立てまくっていた。残像が出現するほどの速度である。


  「……っ」


  　圧倒的な迫力と暴力に気け圧おされたのか、鼓修理はぴくりとも動かずアンナ先輩の自己紹介を聞き流すだけのようだった。


  　やがて、殺人事件現場で被害者が倒れていた位置を示す白線のような切り取り線が床ゆかに完成した頃、アンナ先輩のＰピーＭエムがピピピッ、とアラームらしき音を鳴らした。


  「ああっ。もうこんな時間ですわっ。月つき見み草ぐささんを早く迎えにいかないと……」


  　アンナ先輩は慌あわてて包丁を台所に戻すと名な残ごり惜しそうに僕の手を握り、


  「本当は、〝風紀委員〟立ち上げの件、奥間君に最初に説明してさしあげるつもりだったんですのよ？　けれどわたくしが早とちりで奥間君の浮気を疑ってしまったばっかりに、こんなみっともないことに……本当に申しわけありませんわ」


  　早口で告げると、アンナ先輩は玄関を飛び出し、走っていってしまった。


  　しばし、いたたまれないほどの沈黙が降りる。


  「な、ななな、なんだったんっスか、あの人……」


  　まだなにが起こったのか受け入れられていない鼓修理が、震えながら漏もらした。あ、いや、おしっこじゃなくて言葉をね、漏らした。


  「し、嫉妬やら、逆恨み対策やらで常備してる武器も、使う暇ひまなかったっスし……」


  　鼓修理が精神安定のためか、どこからか取りだしたエアガンとスタンガンを抱く。


  「もし使ってても……通用したかどうか……」


  　銃じゆう弾だんは包丁で受け流し、電流を食らっても微笑んで突っ込んできそうな気がするな。


  「あ、あんな怪物……本には載ってなかったっス……」


  　アンナ先輩みたいなのに対処しようとすれば、それは恋愛モノではなくホラーを読むべきだったな！　昨晩はさんざんやられたので、ここぞとばかりに反撃する。心の中で。


  「おい、奴ど隷れいお兄ちゃん。なにを不細工な顔で笑ってるんスか」


  　鼓こ修す理りが僕の胸むなぐらをつかみあげてきた。


  「せっかく鼓修理が、昨日きのうの小悪魔的振る舞いとのギャップを狙ねらって〝本当はやっぱり寂しがりの年下〟を演出して、先輩をまた油断させて完全な奴隷にしてやろうという思惑だったのに、あの化け物はどういうことっスか。お兄ちゃんの差し金がねっスか？」


  　どうやらまだ混乱しているらしい。手の内を明かしまくっている。


  　これはいい。性しよう根ねの腐ったクソガキのあわあわした姿をもっと堪たん能のうしてやろ──


  「早く答えないと、お兄ちゃんの下腹部で〝パンパンッ〟しちゃうっスよ？」


  　──うと思ったけど、僕のムスコにエアガンを突きつけた鼓修理の目が据すわっていたので、今日きようは勘かん弁べんしてやることにする。ほら、僕、年上だし？


  「さっきアンナ先輩が自己紹介してたでしょ。時とき岡おか学園の生徒会長だよ」


  「あんなの自己紹介じゃなくて事故紹介……いや、ただの事件っスね……」


  『事後紹介！　互いの名前も知らずに交わった男女が、体の相性から意い気き投とう合ごうして名を明かしあうという爛ただれた文化ね！』。ちょっと華か城じよう先輩、僕の頭の中に勝手に現れないでくれます？


  「というか、お兄ちゃん、あれが、時岡学園の生徒会長っスか？」


  「うん、そうだけど」


  「あんな怪物を相手に、いままでテロをやってたんっスか？」


  「それだけじゃないよ。僕なんてあの人に体と命を狙われてるんだから」


  　狂気以外の何物でもない。貞てい操そうと命を同時に狙われるって、カマキリかよ。


  　鼓修理も戦せん慄りつしたように「な……っ」と表情を凍らせていた。


  　お、これはもしや、僕の名誉を回復するチャンスだろうか。


  「……まさか、綾あや女めさん、そんなにも偉大な人だったとは……」


  　って、あれ。僕じゃなくて、華城先輩？


  「あの怪物を相手にテロをこなしながら、さらにこんな役立たずの命とどうでもいい初めてまで守ってるなんて、さすがは綾女さんっス！」


  「お前はどんだけ僕を貶おとしめる気だ」


  「口の利き方がなってないっスよ！　奴隷お兄ちゃん！　あんな化け物から命と初めてを守るなんて、お兄ちゃんが一人でできるわけないじゃないっスか。どうせ、華城先輩に不要な負担を強いているんっすスね？　それくらい簡単に想像がつくっス」


  　びしりと断定されて、そういえばと考える。


  　華城先輩が出してくれる〝アンナ注意報〟なんて負担の最たるものだし、一か月前はアンナ先輩の僕に対する執着で、下ネタテロに障害を増やした。……いや、いまもたいして変わらない。


  「ほーら、どうしたっスか？　反論できないっスよね？」


  　得意げに胸を張る鼓こ修す理り。昨日きのうに引き続き、マジで自信がなくなってきた。華か城じよう先輩に認められて任せられた教育係もこの通り主従逆転状態だし……いやそもそも、華城先輩が僕を認めてくれた風なあの発言は本音だったのか？　だってやっぱり、おかしいじゃないか。下ネタ好きだと素直に表明できない、華城先輩の強さと程遠い僕が《ＳＯＸソツクス》新メンバーの教育係なんて。もしかして華城先輩は褒ほめて伸ばす作戦で未熟な僕を成長させるため、あえて教育係に任命しただけなんじゃあ……そう考えるとしっくりくる。思考がどんどん負に傾く。と、不意に、


  「のう、奥おく間まよ。お主ぬしはいったい、なにをしておるんじゃ？」


  「うおうっ!?」


  「よう。久々じゃの」


  　むしゃむしゃとポテチをむさぼりながら、私服である藍あい色の作さ務む衣えに身を包んだ早さ乙おと女め先輩が僕の隣に胡坐あぐらをかいていた。おい、それ僕が昨日買ってきたポテチだぞ。


  「ちょっ、お兄ちゃん？　この人どっから湧わいてきたんっスか。てゆーか、誰!?」


  　アンナ先輩との遭そう遇ぐうからまだ立ち直れていないらしい鼓修理が、警戒心を露あらわに訊たずねてくる。


  「前に説明した、早乙女先輩だよ。ほら、卑ひ猥わいなイラストを描かいてる」


  「ああ！　あなたがあの！」


  　鼓修理は早乙女先輩の死角から僕を蹴けり飛ばし、ポテチの袋を舐なめ始めた早乙女先輩ににじり寄る。


  「あの、初めましてっス！　数日前から《ＳＯＸ》の新メンバーになった、鬼おに頭がしら鼓修理という者っス！　お噂うわさはかねがね！」


  「うむ。お主が、綾あや女めの言っておった女子中学生か……ふむぅ？」


  　早乙女先輩が、きらきらと目を輝かがやかせる鼓修理をじろじろと観察し始める。


  「あのっ、早乙女さんは、口で絵を描くことでＰピーＭエムを無効化するらしいっスけど、本当っスか!?」


  「うむ、そうじゃ」


  「うひゃあっ！　ロックっスね！　素敵っス！　少しだけ、描いてみてもらっていいっスか！」


  「興きようが乗らんからなぁ。無理じゃ」


  「ストイックっスね！　痺しびれるっス！」


  　よくもまあすらすらと美び辞じ麗れい句くが飛び出すものだ。


  「おい、奥間よ」


  　と、鼓修理の全身を観察し終えたらしい早乙女先輩が、僕をちょいちょいと手招きした。


  「ここ最近、ずっとお主とそこの小娘を遠目で観察しておったのじゃが」


  「訴えるぞ。つーかお前、どっから湧いた？」


  「アンナがお主ぬしら二人に包丁を振り上げた頃からずっと戸棚にな。あ、そうじゃ。総菜パンを食いつくしてしまったから、次にわしが潜ひそむまでに買い足しておけよ」


  「訴えるぞ!?」


  　買い溜めしておいた食材の減りが妙に早いのは、こいつのせいだったのか。妖精でもいるのかと思ってたら、なんのことはない、デバガメが一匹巣くっていただけである。


  「ま、そんなことはどうでもよくてじゃな。どういうつもりじゃお主。ここ最近あの小娘と、妙に仲がよいではないか。デレデレ鼻の下を伸ばして。あまりフラフラするものではないぞい。綾あや女めとお前をくっつけるというわしの計画が破は綻たんするではないか」


  　くっつけるという単語で昨日きのうの鼓こ修す理りとのやりとりが蘇よみがえり、顔がぼっと熱くなった。


  「って、その話、まだ生きてたんですか!?」


  　すっかり忘れていた。そういえば僕は早さ乙おと女め先輩に以前、手違いで『華か城じよう先輩が好き』と伝えてしまっているのだ。


  「誰がいつ流すと言った？　お主と綾女がくっつけばアンナはフリー。諦あきらめてはおらんよ」


  　散々、僕とアンナ先輩の爛ただれた絡みを望んでたくせに、とかツッコミを入れておきたいことは山ほどあったけど、とりあえず最優先で伝えておかねばならないのは、


  「あの、僕、別にもう華城先輩のこと好きじゃありませんから！」


  　尊敬すべき人ではありますけど、と言い訳のように付け加えた言葉は照れくさくてはっきりと発音できなかった。そんな僕を、早乙女先輩が不可解そうな顔でじっと観察してくる。


  「うむぅ？　……ああ、そういうことか。奥おく間まお主──」


  　ピーンポーン


  「おーい奥間！　起きているんだろー？」


  　早乙女先輩がなにか得心がいったという感じで僕に話しかけようとしたその時、インターホンとともに轟ごう力りき先輩の野太い声が響いてきた。なんであの人がこんな早朝に？　ストーカー？


  「アンナ会長からお前をいますぐ引き摺ずってでも学校に連れて行くよう頼まれたんだがー」


  　なんだか生徒会の用事っぽい。


  　それを察した早乙女先輩は「むふふ」と嫌な含み笑いをしてから慣れた様子で戸棚に隠れた。


  　鼓修理はまあ、アンナ先輩にバレた以上隠す必要はないので、そのままにして玄関に出る。


  「どうしたんですか轟力先輩。こんな朝早くから」


  「ああ。アンナ会長が、お前にいち早くお披ひ露ろ目めしたいものがあるとかでな」


  　そういえばさっき慌あわててここを出ていったとき、アンナ先輩、そんなようなことを……。


  「それにしたって、メールか電話で知らせてくれればちゃんと行きましたよ。わざわざ律りち儀ぎにアンナ先輩の頼みを聞いてわざわざここまで迎えに来ることなかったでしょうに」


  「ああ、いや、直接お前を迎えにきたのは、俺おれの希望でもあるんだ」


  「……え？」


  「ほら、最近お前が忙しいせいで、一緒にいる時間がとれなかっただろう？」


  　おい、なんでこのゴリラはモジモジしてんの？　そして早さ乙おと女め先輩の隠れた戸棚から「カリカリ……」ってなにか邪悪な音が聞こえてくるけど？　わけがわからないよ。


  「ん？　そういえば奥おく間ま、その女の子は誰だ？」


  　と、轟ごう力りき先輩が部屋の奥にいる鼓こ修す理りに気づいた。アンナ先輩の超圧迫面接を耐えきった僕は努めて冷静に「言いづらいことなんですが──」と詰まることなく自然に伝えられた。


  「……つまりここ最近奥間が俺おれの誘いに乗れなかったのは、あの子の相手をしていたから、か」


  　と。轟力先輩の言葉に呼応するように、早乙女先輩の隠れる戸棚からなにやら聞こえてくる。


  「燃え上がる嫉しつ妬と、普段は受けの轟力に宿る、攻めの萌ほう芽が……奥間は妹が近くにいるがゆえに全力で抵抗するも、自みずからの肉体の本来の強きよう靭じんさと下げ剋こく上じようの快楽を知った獣けもの相手には為なすすべなく、支配者から引き摺ずり落とされる快楽に堕おちていき……そして気づく。ずっと支配されることを望んでいたと。くくく、これはよい作品になりそうじゃ。また綾あや女めが喜ぶぞい」


  「轟力先輩、ちょっと待っててくださいね。いま始末……じゃなくて支度をするので」


  　早くすり潰つぶさないと。


  　僕は戸棚に駆かけ寄った。入れ替わりに鼓修理が轟力先輩へ挨あい拶さつにいくが、とりあえず無視。


  「おいコロポックル。なにしてやがる」


  　戸棚を開けると、鉛筆を咥くわえてスケッチブックにがりがりとなにか刻む早乙女先輩。


  「邪魔するでない。いまお主ぬしの排はい泄せつ孔こうに、轟力のビッグフットが侵入しておるとこじゃ」


  「はあ!?」


  「轟力にとっては小さな一歩だが、奥間にとっては偉大な一歩だった──これじゃ！」


  「偉大じゃなくて痛いわ！　いいからやめろ！　実在の人物を傷つけんな！」


  「うがあああっ、やめろおおぉ、スケッチブックを放せ、インスピレーションが逃げるぅぅぅ」


  「てゆーか、前は『実在するモノを見ないと描かけない』とかほざいてただろうが！　なんでファンタジーに手ぇ出してんだ！」


  「ふん、甘いな。わしがこれまで観みておらんかったのは〝人間〟そのもの。じゃがアンナを始めとして、しっかり〝人間〟を観るようになったわしは、ファンタジーにおける〝人間〟を描えがくことも可能となった！　ほれ、褒ほめてもいいんじゃぞ？」


  「なら、とっとと僕と轟力先輩をモデルにする段階をすっ飛ばして、オリジナルのキャラクターなりなんなりで描けるように進化しやがれっ」


  「それはまだ、わしの実力じゃあ無理じゃ」


  「またまたご謙けん遜そんを──」


  　スケッチブックをひったくろうと格闘するが、早乙女先輩は戸棚に足をひっかけていて、びくともせずにおぞましいイラストを描き続ける。もうやだこの妖怪。


  「おい奥間。まだか？」


  　轟ごう力りき先輩が訝いぶかしげに声をかけてきた。「すみません、いま行きます！」と慌あわてて返す。


  「鼓こ修す理りを置いていきますけど、すぐに帰ってくださいね。僕はもう、学校行きますから」


  　身支度をしてノートや教科書を鞄かばんに放り込みながら、戸棚の早さ乙おと女め先輩に声をかけた。


  　ちなみに鼓修理はこのあと、総ぞう司しヶが岡おか学園生徒会と怪しまれずに縁を切るため、再び阿あ鼻び叫きよう喚かんの恋愛模様を繰り広げてくる予定らしい。いつか刺されるぞ。


  「うむ、了解した。ああそうじゃ。待て奥おく間ま。さっき言いそびれたことじゃがな」


  　戸棚の中の早乙女先輩に呼びとめられる。


  「お主ぬし、綾あや女めに憧あこがれとるじゃろ。やめとけ。そんなんじゃ一生、綾女と恋仲になぞなれんぞ」


  　な──っ。


  　僕が言葉に詰まったわずかな間に、早乙女先輩はさらに言葉を重ねてくる。


  「憧れたままでも、実力で対象をねじ伏せられれば問題ないが、お主じゃあ一生かかっても綾女を超えることなぞできんじゃろ。そもそも人間としてのベクトルが違うからなぁ。とっとと綾女の背を追うのを止めるのが、てっとり早くてええぞ」


  「……え？　ちょ、早乙女先輩、それどういう意味で」


  「おい奥間！　もうギリギリだぞ！」


  　早乙女先輩の言葉は聞き捨てならなかったけど、轟力先輩に急せかされて僕は玄関に走った。


  　扉とびらを閉める直前、それまで轟力先輩と和気藹藹と話していた鼓修理が耳元で、


  「鼓修理のことを悪く言ったりしちゃ嫌っスよ？」


  　主従関係を確認するように囁ささやく。


  　くそっ、どいつもこいつも。僕が華か城じよう先輩に並べないとか、そんなこと言われなくたって身に染みてわかっている。けどここまで周囲から念押しされると、開き直って逆にやる気が湧わくだろうが。いまに見てろよ。僕は華城先輩みたいな強い人間に、絶対なってやるんだからな！


  　決意を新たに、僕は早朝の時岡学園へと急いだ。


  



  
    ●

  


  



  「お待ちしておりましたわ」


  　アンナ先輩は、なぜか時とき岡おか学園高等部の講堂で僕を待っていた。


  　始業にはまだかなり早い時間。グラウンドや体育館で運動部が朝練をしている声が聞こえるくらいで、閑かん散さんとしている。轟力先輩は学校到着と同時になぜか生徒会室の掃除を命じられ、健けな気げにも校舎に向かった。まさに忠犬、いや忠猿。


  　二人きりというシチュエーションだというのに、珍しくアンナ先輩は怪しい雰ふん囲い気きを醸かもしていなかった。どういうことだと首を捻ひねりながらも、警戒は解かない。嵐あらしの前のなんとやら。


  「先ほどはバタバタと失礼いたしました。ようやく準備ができたので、奥間君に一番に、お披ひ露ろ目めいたしますわね。月つき見み草ぐささん、こちらへ」


  　ステージ上、下ろされた幕が控えめにめくられ、奥から時とき岡おか学園の女子制服と善ぜん導どう課の真っ白な制服を足して二で割ったような衣服に身を包んだ人物が現れた。


  　大人びた顔の作りをした美人で、湛たたえている穏やかな微笑ほほえみがおっとりした印象を与えてくる。胸辺りまで伸びたストレートの黒髪で、どこか中性的な雰ふん囲い気きを持った人だった。


  　その人はアンナ先輩の隣、僕の前まで無駄の少ない動きで歩いてくると、


  「お初にお目にかかります。このたび善導課より出しゆつ向こうしてまいりました、月見草朧おぼろと申します」


  　右腕を胸の辺りまで曲げ、きっちり四十五度の角度で腰を折る。


  　綺き麗れいなお辞儀をする人だな、などという脳みそお花畑な感想が浮かぶ間もなく心臓が跳ねる。


  「善導課から、出向……？」


  「はい。本日付けで、時岡学園の生徒として生活しつつ、生徒会の下部組織〝風紀委員〟の長を務めることとなりました。まだ十六と若じやく輩はいでありますゆえ、至らぬ部分も多いかと存じますが、なにとぞよろしくお願い申し上げます」


  　微笑みを絶やしていないのに、どこか無機質につらつらと丁てい寧ねいなご挨あい拶さつを述べる月見草さん。流れ込んでくる情報の波に、そしてその破壊力に、思考が停止しそうになる。


  「あ、の、アンナ先輩……これは、いったい……」


  　アンナ先輩が、父親である錦にしきノの宮みや祠まつ影かげに相談して得たという秘策。ソフィア・錦ノ宮の署名運動を相手取ったときとは比べ物にならない焦しよう燥そう感が襲おそいかかってきた。
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  「ふふふ。素晴らしいでしょう、奥おく間ま君」


  　アンナ先輩が、褒ほめて褒めてとばかりに僕の手を握り、満面の笑みで風紀委員について説明を始めた。


  「月つき見み草ぐささんは、お父様が以前からお世話をしていた養護施設出身の方なんですの。ヒワイを根こん絶ぜつするという正義のために様々な教育を施ほどこされたエリート様らしいのです」


  「様々な教育？」


  「はい。取り締まり組織の構築やテロ対策に犯人の捕ほ縛ばく法。そしてなによりヒワイに関する英才教育を受けていて、奥間君と同じように、なにがヒワイかを理解して取り締まる能力がありますの。あ、けれど決して、庶しよ務む見習いの奥間君が必要ないというわけではありませんのよ？」


  　人手は多いほうがいいというだけの話ですわ、とアンナ先輩が慌あわてたように補足する。


  　まさか善ぜん導どう課の人間が直接出向いてくるとは予想外だった。けど、


  「人手っていっても、たった一人じゃあ、あまり変わらないんじゃないですか？」


  　嫌な予感は拭ぬぐい去れない。けれど僕は自分自身を支えるため、なんとかそう絞りだした。


  「問題ありませんわ」


  　アンナ先輩が、最新のおもちゃを自慢する子供のように無む邪じや気きに笑う。そして講堂の壁際に歩いていきパネルを操作した。ステージの幕がブ──ッ、とバイブ音を発して上がる。


  「人手なら、こちらでたっぷり用意しておきましたから」


  　ステージ上にずらりと並んでいたのは、時とき岡おか学園の生徒、およそ五十人。


  「今日きようから月見草朧おぼろさんの指導、指揮の下もと、風紀委員として時岡学園内の健全度回復に貢こう献けんしてくださる方々ですわ！」


  「……っ！」


  　風紀委員と紹介された五十人のうち半分くらいは、前々からアンナ先輩を信しん奉ぽうし、ソフィアの署名運動に賛同して署名し、《群むれた布地》の被害に際して真っ先に《ＳＯＸソツクス》に悪感情を抱いだいたやつらだった。問題は、構成員の残り半数が、下着泥棒被害からくる《ＳＯＸ》の悪評につられたのだろう、この間まで嬉き々きとして不健全雑誌を集めていたはずのやつらで占められていることだった。おい、冗談だろ？　お前ら、あんなにエロ本が好きだったじゃないか……。


  　この人数がこれから、取り締まりに参加するってのか？　善導課──つまりは僕や華か城じよう先輩と同程度の性知識を持つ人間の指揮の下？　……いや、待てよ、それ以前に


  《ＳＯＸ》がバラまいたエロ本コピーや早さ乙おと女め先輩作の春画のおかげで、この五十人はなにを取り締まるべきか、卑ひ猥わいとはなにか、感覚的にだろうが、すでにあらかた知っているのだ。


  　それが月見草朧という善導課職員によって体系化され、取り締まりに参加してくる。


  　常に現場にいるわけではない先生でなく、僕たちがターゲットとすべき生徒として。


  「いかがでしょう奥間君！　わたくし、お父様に知恵を借りたとはいえ、候補の方々に直接協力を呼びかけて、ここまで人を集めて、かたちにしたんですのよ！」


  　アンナ先輩の笑え顔がおはあまりにも晴れやかで、健けな気げで、自分が正しいということに微み塵じんの疑いもなくて……だからよけいに僕の胸は軋きしんだ。


  　鼓こ修す理りが放つような悪意には全力で抵抗すればいい。けど純粋な善意には、為なす術すべがない。


  「けど、いまさら時とき岡おか学園で卑ひ猥わいなものを取り締まったところで、なにがどうなるわけでも……」


  「甘いわ」


  「うわ！　華か城じよう先輩!?　いつの間に！　てゆーかいままでどこに！」


  　三つ編み眼鏡めがねの華城先輩にぐいと肩をつかまれ、アンナ先輩から引き剥はがされる。


  　昨晩から今朝にかけて散々恋心がどうのと煽られた相手が不意打ちで登場したせいで不整脈みたいな謎なぞの動悸が発生したけど、華城先輩の真剣な表情にすぐさま掻かき消された。


  「昨日きのうの段階で風紀委員のことはわかっていたのだけど、それがアンナにバレて、いまのいままであなたと接触できないよう、淫みだらに身動きを封じられていたの。アンナは自分自身の口でいの一番であなたに伝えたかったみたいだから。ごめんなさい。昨晩は大丈夫だった？」


  「ハハッ、大丈夫でしたよ。ハハッ」


  　華城先輩もかなり大変だったようなので、命の危機に瀕ひんしていたことは伝えないでおく。


  「ところで、眼鏡って擬ぎ人じん化かしたら〝かけて！　ねえかけてよ！〟って懇こん願がんしながら顔にまたがってきそうじゃない？」


  「眼鏡をくいって押し上げながらのドヤ顔がすげえ腹立つ！　いきなりなんなんですか！」


  「あれ、おかしいわね。こんなことを言うつもりじゃなかったのだけどちんこ。軟なん禁きんされてる間下ネタを言えなかったからま●こ、まるで息を吐くように下ネタがセックス。……あらやだ、止まらなイラマチオ」


  「いつもと変わらねえよ。で、ええと、甘いというのは？」


  「ええと、で、甘いというのは？」


  「あなたの考えよ。この展開、とてもマズイわ。精せい液えきみたいに」


  「カブトムシの味がするってのと同じ類たぐいのたとえをどうも！」


  　華城先輩は無能な僕なんかよりよっぽど頭が回る。しかもいまいきなり現実を突きつけられた僕と違って、華城先輩のそれは一晩じっくり考えられた懸け念ねんだ。聞くのが怖い。


  「風紀委員の数、そして質。いまのままじゃあ、まず間違いないなく学校中のエロ本コピーを回収されるわ。そして回収できたという功績が蓄ちく積せきされれば、ほかの学校でも生徒を取り締まりに使おうというこの〝本格的な相互監視システム〟が導どう入にゆうされることになる。ねえ狸たぬ吉きち。いまから二人で、見られて興奮するタイプの変態にジョブチェンジして幸せにならない？」


  「誰がなるか！」


  　大体、僕と華城先輩はすでにそのタイプに片足つっこんでるような気がするし。


  「って、ちょっと待ってくださいよ。生徒に卑猥な知識を授さずけてまで取り締まらせるのは、本ほん末まつ転てん倒とうじゃないんですか。だからこれまで取り締まりは善ぜん導どう課なんかが一任してたわけですし」


  「時とき岡おか学園みたいに性知識が流る布ふされてしまった場所においては、そんなお題だい目もくは消え去るわ。もうすでに性知識が広まってしまったなら、その中から人員を選抜して取り締まらせよう、ってなって当然。時岡学園のほかにはたとえば、総ぞう司しヶが岡おか学園なんかで風紀委員が導どう入にゆうされるかもね」


  「あ……」


  「気づいたわね？　そう。この〝風紀委員システム〟が有用だと時岡学園で証明されてしまえば、私たちがこれから性知識を流布する学校でも、同じようなシステムが導入されるようになる。私たちが性知識を流布すればするほどこのシステムを適用する学校が増えて《ＳＯＸソツクス》でさえも撃げき退たいできる監視システムとしての実績がどんどん蓄ちく積せきされるわ。そうなったら、もう終わりよ。性知識を流布すればするほど、加速度的に規制が強化される負の連鎖に陥おちいってしまう。《群むれた布地》の悪影響を、私こそ甘く見ていたわ。もっと迅じん速そくに対処しておくべきだった」


  「け、けど、僕たちの活動が活発化すればするほど取り締まりが強化されるっていうのは、前提だったんじゃないんですか。《群れた布地》はそこまで関係ないような……」


  「関係大アリよ！　規制強化の口実を体制側に与えたのはもちろん私たちも同罪。けど、私たちの味方だったはずの一般生徒までもが取り締まりに参加するこの大規模寝取られ展開は、いったい誰のせいかしらね？」


  　ゴリ押しで下ネタをねじ込んでくる華か城じよう先輩に憧しよう憬けいさえ抱いだきながら、僕は息を呑のんだ。


  「こんなにも早く、しかも完全に時岡学園のヒワイを取り締まりきれるだろう規模で風紀委員が立ち上がってしまった。それは《群れた布地》による具体的な被害とそれに伴ともなう《ＳＯＸ》への感情的な悪評、そういったものが時岡学園生徒の間に浸透してしまっていたからよ」


  　華城先輩は虚こ空くうを睨にらみつけながら、続ける。


  「狸たぬ吉きち、ここからは生徒会、風紀委員との精せい巣そう……もとい戦争よ。絶対に取り締まりがうまくいったなんて印象を、先生たちや生徒、保護者に植えつけちゃいけないわ。それと同時に、《群れた布地》もどうにかしなくちゃ。いまはまだ性知識のある時岡学園の生徒間でしか《群れた布地》への嫌けん悪おは広がっていないけれど、もし《群れた布地》がもっと大きな事件を引き起こして全国に悪あく名めいを轟とどろかせれば……私たち《ＳＯＸ》もいっしょに潰つぶされることになるわ」


  　悲ひ壮そう感に満ちた華城先輩の声こわ音ねが、事態の緊急性を如によ実じつに伝えてきた。と、


  「……奥おく間ま君？　いったいいつまで、こそこそと仲睦むつまじく話しておられますの……？」


  　お決まりになったアンナ先輩の襲しゆう来らいを察した僕と華城先輩は、互いに素早く距離を置く。


  「それよりも奥間君っ。どうでしょうこの体制！　今後は《ＳＯＸ》の悪徳も、その配下である《群れた布地》の非行も、完かん璧ぺきに滅めつ菌きんすることができますわ！」


  　きらきらと善意を向けてくるアンナ先輩に、僕はぎこちなく「さすがは、アンナ先輩です」と答えることしかできなかった。


  「お取り込み中失礼します」


  　と、それまで気配を殺してじっとしていた月つき見み草ぐささんが、いきなり話しかけてきた。


  「私が仰おおせつかった役目は、この学校からヒワイなモノを排除することです。さっそく、実行してよろしいでしょうか」


  　などといきなりアンナ先輩に確認をとり始めた。アンナ先輩も少々面食らったようで、


  「え、ええ。バシバシやってもらえると、助かりますわ」


  「かしこまりました」


  　月見草さんは微笑を浮かべたまま倉庫から取り出した脚きや立たつと工具を抱えてバスケットゴールの真下にいくと、


  「排除します」


  　バスケットゴールを解体し始めた。ちょっとなにしてんのあの人。


  　ステージ上に屹きつ立りつする風紀委員構成員たち（いつまで棒立ちしてる気だろう、あの人たち）を含め、その場にいる全員がぽかんとなる。


  「月見草さんっ。いきなりどうしたんですのっ」


  　月見草さんについて一番詳しいはずのアンナ先輩が、率そつ先せんして疑問を口にする。


  「？　ご命令どおり、ヒワイの排除をしているのですが。なにか問題がありましたでしょうか？」


  「え？　バスケットゴールが、ヒワイ……？　奥おく間ま君、そうなんですの？」


  　アンナ先輩が僕に話をふってきた。ええええええ。


  　どう答えたものかわからないので、とりあえず脚立にまたがったままの月見草さんに近寄って話を聞くことにした。


  「あの、月見草さん。バスケットゴールが、ヒワイなの？」


  「はい」


  「どうして？」


  「バスケットゴールのこの形状は、避ひ妊にん用のゴム製品を連想させる作りになっているからです」


  　おいこいつ頭大丈夫か？


  　僕が返答に困っていると、華か城じよう先輩が「むむっ、そんな視点が」とか唸うなっていた。いやいや。


  　というか、コンドームはたしかに《公こう序じより良よう俗ぞく健全育成法》の取り締まり対象だけど、薬局でＰピーＭエムの身分証明をすれば、店の裏から取り出してきたものを普通に売ってもらえる。取り締まり対象としての優先度はそこまで高くない。


  「いや、月見草さん。さすがにそれは大丈夫。排除しないでいいよ。ヒワイじゃないから」


  「かしこまりました。バスケットゴールは、ヒワイのカテゴリーから除外しておきます」


  　善ぜん導どう課職員とのことだったのでもっと粘ねばるかと思いきや、月見草さんはあっさりと引き下がった。そして脚立と工具を倉庫に片づけ、こちらに戻ってくる。が、


  「つ、月見草さん？　どうして綱つな引ひき用の縄なわを引っぱり出してきたんですの？」


  　アンナ先輩が困惑した声を出す。


  「？　ご命令どおり、ヒワイの排除を実行中なのですが、なにか問題がありましたでしょうか」


  「え？　綱つな引ひき用の縄なわもヒワイ……？　奥おく間ま君、そうなんですの？」


  　再びお鉢が回ってきた。無限ループって怖くね？


  「月つき見み草ぐささん。どういうこと？」


  「はい。この荒縄は、男性が女性を縛りあげて不健全極まりない倒とう錯さくした衝しよう動どうを晴らすために使われる器具の一種です。速やかに焼却処分する必要があるかと」


  　どんな巨人用のＳＭロープだよ。


  「あの、それもヒワイにカテゴライズしないで大丈夫だから……」


  「かしこまりました。綱引き用の荒縄はヒワイのカテゴリーから除外しておきます」


  　──そしてそれから。


  「おい、そのバトンはなんでヒワイ？」


  「はい。形状が男性の下腹部にぶらさがる物体を連想させるため」


  　円筒形ってとこしか共通点ねえだろうが。


  「ちょっと待って。ピンポン玉はどういうつもり」


  「はい。排はい泄せつ孔こうにねじ込む用途に使われる可能性があるということで、排除を」


  　腸内で破裂するわ。


  「バレーのネット、片づけるの面倒だからそれ以上引っぱりだすなよ！」


  「しかし、女性の脚部に宿るヒワイさを増長する魔具と思おぼしき形状を……」


  　だからどんな巨人用の網あみタイツだよ。


  　──などというやりとりが、講堂内だけで三十分は続いた。月見草朧おぼろ、下へ手たしたら華か城じよう先輩よりも頭の中おかしいぞ。善ぜん導どう課のエリート教育、大間違いだろ。


  「なんだか、問題ないように思えてきましたね、風紀委員」


  「奇き遇ぐうね。私もよ。それにしても、バスケットゴールに、荒あら縄なわ、ビンビン玉にバトンバイブ……世界はまだまだ、素敵なものに満ちているわね！」


  　月見草朧のむちゃくちゃな取り締まり基準は、むしろ華城先輩に活力を与えたようだった。
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  「──というわけで、本日よりこの学園の風紀向上に努めてまいりますので、なにとぞよろしくお願い申し上げます」


  　朝のホームルーム。僕のクラスで転入生として紹介されたのは、時とき岡おか学園の女子制服と善導課制服を足して二で割ったような服装の月見草朧だった。しかも僕の隣の席。勘かん弁べんして。


  　月見草さんは善導課から出向き、しかも新しい取り締まり組織である風紀委員を率ひきいる人間だ。普通なら美人転校生として構われそうなところを、ホームルームが終わってからもクラスメートから遠巻きに観察されるに留とどまっている。みんな月つき見み草ぐささんをちらちら盗み見ながら、


  「おい、なんだよあいつ……。善ぜん導どう課職員に風紀委員五十人って……ヤバくねえか？」


  「いくら《ＳＯＸソツクス》でも、不健全雑誌のコピーをバラまくの、難しくなるんじゃあ……」


  「けどこれで、下着泥棒の連中もようやくおとなしくなるよな。この前はうまく五人捕まえられたけど、最近じゃあ、逃げられてばっかだったし」


  「そりゃあ、毎回毎回部活動を中断して連携なんてとれないもん……かといってこんなに強く取り締まりをされたら……ただでさえ少ない奥おく間ま×轟ごう力りき本が手に入らなくなっちゃう」


  　ひそひそと様々な意見を交わしていた。


  　ここしばらく、アンナ先輩は風紀委員会立ち上げに暗あん躍やく、僕たち《ＳＯＸ》はその暗躍を暴くことや他校に性知識を流る布ふすることに集中していて、下着泥棒対策を不ふ破わさん率ひきいる一般生徒に任せてしまっていたのだ。そして被害はいつの間にか、拡大の一いつ途とをたどっていた。


  　その結果が、風紀委員に対する意見の二に分ぶん。本来なら生徒たちが大きく反発の声を上げるはずなのに、足踏みするような微妙な空気になってしまっている。そんな微妙に居心地の悪い空気の中心で月見草さんはなにが楽しいのか、微笑を湛たたえたままぼけーっと席に座り続けていた。


  　──ガタッ


  　と、そんな空気をものともしない不破さんが席を立ち、月見草さんの前にふらりと現れた。


  「月見草さん。あんたにお聞きしたいことがいろいろとありまして」


  「はい、なんなりとお申しつけください」


  　不破さんはいつもの無表情でポケットからなにかを取り出すと、


  「ここに描えがかれているような情景を女性が求める心理についてなにか心当たりは──」


  「不健全雑誌のコピーですね。没収いたします」


  「堪かん忍にんしてください、勘忍してください」


  　不破さんはポケットから取り出した『僕のバナナまで嫌いにならないでください』にひしっとすがりつく。あいつ、白衣とか着てるけど本当はただのバカなんじゃないかな。


  「ちょっと不破さん、なにしてんの」


  「あ、奥間さん。助けてください。わたしが没収覚悟でこの人にこんな質問をすることになったのも、元はといえばあなたがわたしの研究に協力してくれないからで──」


  「月見草さん。それ、早く没収しちゃって。怪け我がさせない程度に力ずくで」


  「かしこまりました」


  「堪忍してください、堪忍してください。これは、あれです。哲学とか心理学的要素の含まれた教育書で、不健全雑誌のコピーなどではない崇すう高こうな代しろ物ものなのです。没収はやめてください」


  　不破さんはなおも往おう生じよう際ぎわ悪く抵抗する。


  　いけ！　月見草さん！　他人の人権を踏みにじる本物の不健全雑誌を狩り尽くすんだ！


  「かしこまりました。『僕のバナナまで嫌いにならないでください』は不健全雑誌のカテゴリーから除外しておきます」


  　急に『僕のバナナまで嫌いにならないでください』を手放され、不ふ破わさんは「あうっ」と棒読みの悲鳴を上げて転倒する。月つき見み草ぐささんは「申しわけございません。お怪け我がは」とか言いつつ微笑ほほえんでいて、不破さんは「？」と首を傾かしげていた。


  「……え？　月見草さん？　それ、思いっきり不健全雑誌なんだけど。没収しないの？」


  　僕の疑問に、月見草さんは揺ゆるぎない微笑みを浮かべたまま、


  「不健全雑誌ではない、とのことでしたので」


  「いやいやいやいや！　どう考えてもアウトでしょ！　屁へ理り屈くつは放っておいて、早く没収してくれ！」


  「かしこまりました」


  　月見草さんが、不破さんが抱きしめる『僕のバナ（以下略）』に手を伸ばし──、


  「違いますやめてくださいこれは不健全雑誌では決してありません」


  「かしこまりました」


  　──取りやめる。


  　おい、どうなってんだこいつは。


  　バスケットゴールをコンドームに似てるからという理由で撤てつ去きよしようとしたかと思えば、実在の人物がモデルになっているガチＢＬ漫画をクソみたいな理屈を盾たてにされて諦あきらめている。


  　不破さんは「ふむ」と顎あごに手を当て、クマに縁ふち取どられた半開きの瞳ひとみで月見草さんを見つつ、


  「では、これはいかがでしょう」


  　今度は『放課後のリコーダー二重奏』（奥おく間ま×轟ごう力りき、待望のシリーズ九作目！　六十九冊限定配布！　と銘めい打うたれている）を取り出し、月見草さんの眼前でふるふると揺らす。


  「不健全雑誌ですね。没収します」


  「いいえ、これは新あら手てのボディーパーカッションについて書かれた高こう尚しような音楽誌です」


  「かしこまりました。『放課後のリコーダー二重奏』は不健全雑誌のカテゴリーから除外します」


  　クラス全体がそこでようやく、月見草さんのおかしさを理解したようだった。月見草さんから距離を取っていたクラスメートたちが、好奇心に負けたように近づいていく。


  　僕が月見草さんの意味不明な行動に唖あ然ぜんとしていると、不破さんがこちらに顔を向け、


  「奥間さん、素晴らしい転入生がやってきたようですよ」


  　不破さんが笑った!?　けどすっげえ邪悪！　


  「いいからお前は懐ふところの不健全雑誌を僕によこせ！」


  「ええ、構いませんよ。どうやら不健全雑誌から研究せずとも、月見草さんからいろいろと興味深い話が聞けそうですから」


  　不ふ破わさんは多少名な残ごり惜しそうにしながらも、隠し持っていた僕と轟ごう力りき先輩のガチＢＬ漫画シリーズを素直に手渡してきた。


  　そしてクラスメートに囲まれつつある月つき見み草ぐささんに駆かけ寄ると、


  「月見草さん。わたしと一緒に、妊娠とそれに伴ともなう人間の興奮条件についてお話しましょう」


  「申しわけございません。青少年の方々に悪影響を及ぼす情報の流出は風紀委員に教育を施ほどこす場合を除いて禁じられておりますので、そのご指示には従うことができません」


  「……奥おく間まさん。先ほどの不健全雑誌を返していただけると、わたしはとてもうれしいのですが」


  「あっはっは。ざまあみろ」


  　不破さんが僕からガチＢＬ漫画を取り返そうと「うー、うううー」と執しつ拗ようにまとわりついてくる。もさもさした髪や白衣がうっとうしい。


  　僕と不破さんがそんな風に争っている間に、月見草さんはすっかりクラスメートに囲まれてしまっていた。転入生が必ず受ける洗礼、質問攻めタイムが始まる。


  　クラスメートの質問は、最初こそ善ぜん導どう課についてとかどういう経緯で時とき岡おか学園に来ることになったのかという核心部分だったのだけど、そのほとんどが「情報の漏ろう洩えいは禁じられているため、お答えできません」という返事に終わったため、徐々に普通の質問へと変わっていった。


  「好きな食べ物は？」


  「好きな、食べ物、ですか……？」


  「和菓子とか、おいしくない？」


  「はい、和菓子はおいしいと思います」


  「えー、和菓子って、古くさいし。変に甘ったるいときがあって、あんまりおいしくなくない？」


  「はい。和菓子は古くさく、変に甘ったるいところがあり、あまりおいしくはないと思います」


  「……えーと、どっち？」


  「どっち、とはどういう意味でしょうか？」


  「和菓子、好きなの？　嫌いなの？」


  「好きか……嫌いか……？」


  「あー、また微笑ほほえんだまま動かなくなっちゃった！」


  「質問変えようぜ」


  　クラスメートはどうやら月見草さんの遊び方を心得たらしく、面白がっていろいろと試しているようだった。


  「こりゃホントに、風紀委員は敵じゃなさそうだな」


  　没収したガチＢＬ漫画を不破さんから死守しながら、僕は頷うなずくのだった。
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  　──楽観的な憶おく測そくは、放課後にいきなり叩たたき潰つぶされることになった。


  　可能な限り早急に実戦投入が必要との名目により、今日きように限っては部活の遠征と同じ申請要領で一日の授業を免除された風紀委員たちは、その時間のすべてを月つき見み草ぐさ朧おぼろによるセミナーに割り振っていた。そして放課後。僕たち《ＳＯＸソツクス》が振りまいた不健全雑誌によって卑ひ猥わいをおおまかに理解していた五十人の風紀委員たちは、月見草朧の持っていた杓しやく子し定じよう規ぎな、けれど体系化された性知識を得て、卑猥なブツを狩る猟りよう犬けんと化していた。


  「アンナ様。今日の成果でございます」


  　最終下校時刻十分前。


  　生徒会として校内の警備にあたっていた僕と華か城じよう先輩が生徒会室に戻ると、そこには段ボール箱を抱えた月見草さんが立っていて、その隣でアンナ先輩があわあわと困惑していた。


  　床ゆかにはなぜか大量のトイレットペーパーが散乱していて、足の踏み場もない。


  「あ、奥おく間ま君。ちょうどよいところに来てくださいましたわ」


  「え、あ、なんでしょうか」


  　月見草さんが抱えた段ボールに釘くぎづけとなっていた僕は、ワンテンポ遅れて応じる。


  「このトイレットペーパー、月見草さんがヒワイだとみなしたため、風紀委員が学校中のトイレから集めてきてしまったんですの。特に月見草さんは男女問わず、用を足している生徒がいる個室からも無理やり押おう収しゆうしてきたようで……トイレットペーパーはそんなにも危険性の高いヒワイを含んでいるんですの？　生徒から苦情が来ていたので、これがなぜそんなにもヒワイなのか説明を求めたのですが、奥間君にしか説明できないとの一点張りでして……」


  　段ボールを机に下ろした月見草さんを部屋の隅すみに引っぱり、


  「はい、理由をどうぞ」


  「芯しんの部分が、男性の卑猥な欲求の増加及び発散を促うながす器具と形状において酷こく似じしており、さらにその周囲に、発散した物的証しよう拠こを拭ふき取り、流すことで簡単に隠いん滅めつできるトイレットペーパーが巻きつけられていることから、特に男性の卑猥な欲求の暴走を促す危険物として、速やかに排除する必要があると判断し、私が直じき々じきに回収させていただきました」


  　などと意味不明な供述をしており……。つーか風紀委員の連中もこんな判断基準信じるなよ。


  「これ、ヒワイじゃないから。戻してきてくれる？」


  　月見草さんは「かしこまりました」と素直にトイレットペーパーの返却を始めた。と、アンナ先輩が僕の肩をちょいちょいとつついてきて、


  「それでは、あちらの段ボールの中身も、月見草さんたちの勘違いなのでしょうか？」


  「……」


  　むすっとした表情の生徒会モード華か城じよう先輩と一瞬だけ目配せし、緊張しながら段ボールを開ける。そこには、


  「……全部、取り締まるべき物品です」


  　まだ一般生徒に見つかっていなかったのだろう数百枚にのぼる不健全雑誌のコピーが押おう収しゆうされていた。その数は千枚近くに上り、それは僕や華城先輩が数日かけて隠す量に匹ひつ敵てきした。


  　奥おく間ま×轟ごう力りき本も回収されているのはガッツポーズだが、それ以外の損害が大きすぎる。


  「まあっ。安心しましたわっ。風紀委員の皆様方の熱心な働きが、間違いでなくて」


  　先生と同じくらい性知識があり、生徒会以上に取り締まりに専念する自由が認められ、その数はおよそ五十人。それを率ひきいる月つき見み草ぐさ朧おぼろがちょっとアレなので油断していたけど、風紀委員の台たい頭とうは明らかに《ＳＯＸソツクス》の脅きよう威いとなっていた。と、その時だ。


  「そっちだ！　追いつめろ！」


  　廊下から怒ど号ごうと複数の足音が聞こえてきて、次の瞬間、生徒会室に顔をパンツで隠した男が飛び込んできた。《群むれた布地》だ！　男は生徒会室をつっきると、両手に握ったブラジャーを翼のように羽ばたかせ窓からの逃走を試みる。が、


  「あらあら」


  　男はアンナ先輩に顔面を鷲わしづかみにされ、思い切り床ゆかに叩たたきつけられ撃沈。生きてますかー？


  「下着泥棒の方、ですわよね？」


  　連日のように続いた下着泥棒に、さすがのアンナ先輩もそうした判断能力はついたらしかった。若じやつ干かん自信がなさげなのにここまで完かん膚ぷなきまでに叩きのめしたのはちょっと怖いけど。


  「すみません！　怪け我がはありませんか！」


  　下着泥棒と数秒差で生徒会室に駆かけ込んできたのは、数人の風紀委員だった。


  「追跡中、やむをえずこの辺りに追い込むかたちになってしまって……」


  　アンナ先輩を前に緊張しているらしい風紀委員の男子生徒は、深々と頭を下げる。


  「いいえ、よくぞ追い詰めてくださいましたわ。御苦労さま。先生にはこちらから連絡しておきますから、風紀委員の方々はご帰宅してよろしいですわ。今日きようは初の活動でお疲れでしょう」


  「はっ、はい！　ありがとうございます！」


  　アンナ先輩の天使のような笑え顔がおと心からの労ねぎらいに、その男子生徒だけでなく背後の数人も陶とう然ぜんとした表情になっていた。獣けものと化したアンナ先輩に襲おそわれまくって失念しかけていたけど、アンナ先輩は絶世の美少女で、心こころ根ねも基本的には清らかなのだ。風紀委員は取り締まり機関として、数、質、さらにモチベーションまで保証されたことになる。


  　風紀委員が挙げた今日の戦果は《ＳＯＸ》が隠した不健全雑誌のコピーほぼすべての回収と、一人とはいえ下着泥棒の拘こう束そく。トイレットペーパーはまあ、なかったことにしておくとして。


  「初日にこれだけの成果。ふふふっ、やはり風紀委員の設置に尽じん力りよくして正解でしたわ」


  　と、なぜかアンナ先輩が同意を求めるかのようにちらちらとこちらを窺うかがってきたので、僕は「は、はい、そうですねっ」と、引きつりそうになる表情を繕つくろいながら頷うなずいた。


  「……むぅ。それだけですか。奥おく間ま君」


  　焦しよう燥そうが顔に出てしまったのだろうか。アンナ先輩が珍しくむくれたような顔をして、ぷいとそっぽを向いてしまった。けど、仕方ないだろう。風紀委員の厄介さをこれでもかと突きつけられ、動揺するなというほうが無茶だ。こんなの、どうやって立ち向かえばいいんだ。


  　と、そこで僕は背後からゴゴゴゴゴッとあがる気き炎えんに気づいて振り返った。そこには「上等じゃないの。覚悟しておきなさい風紀委員。初夜の花嫁のようにね……っ！」と眼で語る華か城じよう先輩がいて、頼もしいことこの上ない。けれど同時に、やっぱりこんな凄すごい人に追いつくなんて無謀なんじゃないかと考えてしまう自分がいて、僕は一人、うなだれるのだった。
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  「これは性せい戦せんよ！」


  　久々の喫茶店個室。コーヒーを飲みほした華城先輩が叩たたきつけるようにカップを下ろすと、


  「ついに《ＳＯＸソツクス》が大きく動くんっスね！　ゾクゾクしてきたっス！　ハァハァ……」


  　総ぞう司しヶが岡おか学園での阿あ鼻び叫きよう喚かんな人間関係をしっかり清算してきたらしい鼓こ修す理りが息を荒らげ、


  「むぬぅ……わしはさっさと帰って新作の続きを描かきたくて仕方がないんじゃが」


  　鉛筆をがじがじ咥くわえながら落ち着きなくそわそわしている早さ乙おと女め先輩がため息をついた。おい、その新作の内容言ってみろよ。優しく丁てい寧ねいにじっくりねっとり怒ってやるから。


  「生徒会と風紀委員の取り締まりを出し抜いてエロ本のコピーをバラまき、なおかつ《群むれた布地》のメンバーも私たちが《ＳＯＸ》として捕まえる、二穴同時フィストファックレベルのハードな並行作戦を展開するわ！　これに負ければ私たちに未来はない！」


  「それで、一体どんな作戦なんっスか!?　鼓修理もついにテロデビューっスよ！」


  「そこ、ウキウキしない！　精神的に犯すわよ！」


  「ひうっ。ごめんなさいっス！　……け、けど、綾あや女めさんになら、鼓修理は……」


  　しゅーんとうな垂れながら「うへへ」と笑う鼓修理。このひと欠片かけらでいいから僕に可愛げを提供してくれないだろうか。


  「で、具体的にはどうするんですか、華城先輩」


  「えー、ちょっとは自分で考えたほうがいいっスよお兄ちゃ～ん」


  　僕が打った相あい槌づちに、鼓修理がすかさずダメ出しを入れてくる。ぐっ、しっかりしないと。こんな悪女なんかに翻ほん弄ろうされているうちは、華城先輩に追いつくなんて不可能だ。


  「不健全雑誌の隠し場所を、総司ヶ岡学園でそうしているように、時とき岡おか学園の敷地内から敷地周辺に変えるとか、それくらいは想像がつくっスよ。ね～、綾女さんっ」


  「ま、基本的にはそうね。清せい麗れい指定都市内に善ぜん導どう課は増えたけれど、風紀委員を導入したおかげか、時とき岡おか学園の周辺はむしろ以前より手薄になっているから。けど、もちろんそれだけではないわ。外と中、両方にぶちまけてやるのよ！　この四人で二手に分かれて同時責め！」


  　華か城じよう先輩が指を二本立て、重ね、「くぱぁ」と無駄なモーションを入れてから、


  「敷地周辺にエロ本コピーを隠すチーム、これをチーム突起物と呼こ称しようするわ。あら、狸たぬ吉きち？　なにかつっこみたそうね？　我慢しなくていいのよ？」


  「うっ」


  　チーム名どうにかしろよ、とツッコみたいのをなんとか呑のみこんでいたのを見み透すかされた。


  　鼓こ修す理りが机の下で「綾あや女めさんの華麗な下ネタにちゃちゃ入れんじゃねえぞ？」とばかりにつねってくることに加え、僕自身が華城先輩に近づけるようツッコミを自じ重ちようしようとしたのが重なった結果、なんとか我慢できたという次第だった。中と外の同時責め、確かに凄すごい効果だ。


  「なんだか調子くるうわね。仕方ない。チーム名は思い切って〝クリトリス〟にするわ」


  「そのチーム名あんたしか言えねえから！」


  　あ、ツッコんじゃった。


  「お兄ちゃん、少しお疲れなんじゃないっスか？　今夜はアパートでたっぷり看病するっス！」


  　やべーよ。鼓修理のあどけない笑え顔がおから「今夜は両足を掃除させてやるからな、舌で」と読みとれてしまう。こんな形でも以い心しん伝でん心しんって素晴らしいんですか？


  「もう、狸吉はワガママねっ。仕方ないからチーム名は突起物にしておいてあげるわっ。で、突起物の仕事はさっきも言ったとおり、時岡学園の周囲にエロ本コピーを隠すこと。これには鼓修理と早さ乙おと女め先輩を任命するわ」


  「えっ、鼓修理は綾女さんと別行動っスか!?　そんな……鼓修理、綾女さんと別々なんて、心細いっス。善ぜん導どう課のいない学校敷地内がいいっス！　ぱーっと派手にテロりたいっス！」


  「いいこと鼓修理？　ちんことま●こも、普段は別々に暮らしているでしょう？」


  「あんたはいきなりなんの話をしてんだ！」


  「求め合うからこそ、離れている時間が大切なのよ」


  　イイハナシカナー？


  「綾女さんが、そう言うなら……」


  　まあ、いまのむちゃくちゃなたとえ話で鼓修理がおとなしくなったからよしとしよう。


  「にしても、鼓修理と早乙女先輩だけで外っていうのは不安ですね」


  　かたや性しよう悪わるかたやデバカメ、どちらもろくでなしで、身体能力も高くない。


  「いくらなんでもそのときは鼓修理に変装してもらうわ。早乙女先輩と仲のいい姉妹っぽく歩いてもらえば、エロ本コピーをそこかしこに隠してるなんて思われないでしょうし。まあ、短期での作戦なら問題ないでしょう。とまあ、突起物に関してはこのくらいにして、今回の作戦で重要なのは時岡学園敷地内。こっちはチームナカダシと命名するわ！」


  「最初からクライマックス！　だからあんた以外にそのチーム名は言えねえんだって！」


  「えー、ケチね。じゃあ、チームヒダヒダでいいわよ」


  「なにをふてくされてんだ！　しかも妥だ協きように見せかけて妥協してねえし」


  「ヒダヒダは私と狸たぬ吉きちが担当ね。こっちの仕事はさらに分業よ。私は《雪せつ原げんの青あお》として風紀委員と生徒会を引きつけながら、エロ本のコピーをバラまくわ。その間、狸吉は〝華か城じよう綾あや女め〟のアリバイをつくりつつ、下着泥棒の捕ほ縛ばくに集中してほしいの。捕まえるときはもちろん、《ＳＯＸソツクス》のメンバーとして捕まえてもらうわ。風紀委員の手柄を奪いつつ、《ＳＯＸ》が《群むれた布地》を敵視していると知らしめるのよ」


  「えー。なんか、綾女さんだけリスクがでかすぎじゃないっスかー？」


  　チームヒダヒダの作戦概要を聞き終えた鼓こ修す理りが、ばしばしと机を叩たたく。


  　たしかにそうだ。


  　華城先輩がたった一人で、五十人の風紀委員とアンナ先輩から逃げ回ることになる。捕まってしまう可能性はかなり高い。そんなの、華城先輩一人に過剰な負担とリスクを強いるだけだ。


  　……そういう荒波につっこんでいくから、華城先輩はこんなにも強いのだろうか。そう考えた僕は、分不相応であることを自覚しつつ「その役、僕が」と手を挙げようとした。けれど、


  「問題ないわ。私はもう一か月前とは違うもの」


  　華城先輩が両目をギラリと光らせ自信満々に力強く微笑ほほえんだのを見て、手を下げる。


  　なんだ、この自信は。まさか、僕が足踏みをしていたこの一か月でもっと先へ、アンナ先輩からも逃げ切れる身体能力を得たとか？　華城先輩は僕の視線に力強いうなずきで応じ、、


  「私はこの一か月で気づいてしまったわ。そう、使用ずみの下着からは、本能を刺激する芳ほう醇じゆんな匂においがするって、ね」


  「鼓修理、早さ乙おと女め先輩。風紀委員をどうにかするためには別の作戦が必要になったみたいだ。ご乱心のリーダー様は腫はれモノのようにそっと扱うとして、とりあえず会議を続けようか」


  「ちょっと！　違うの！　話を聞きなさい狸吉！　私はただ、狸吉に今日きようから下着の洗濯を一切禁止してもらおうと考えているだけで」


  「華城先輩は追い詰められると輪をかけて支し離り滅めつ裂れつな御冗談を口にするようになりますからね。ええ、僕は華城先輩のことをよくわかってますから。なのでちょっと落ち着きましょうか」


  「落ち着くのはあなたよ！　ほら、大きく息を吸ってー？　吐いてー？　勃ぼつ起きしてー？」


  「いらねえプロセスをぶっこむんじゃねえ！」


  「あら？　勃起っていうのは、男の子の心がリラックスしたときにしか起こらない現象なんじゃないの？　授業中に居眠りしたときにギンギンになるのは、体がリラックスしてるからだって聞いたけれど。逆に勃起すると心が落ち着くからって、私のお父さんは夜寝られないときにわざとエロいことを考えて勃起してから床とこに就つくって、寝物語に聞かせてくれたわよ？」


  「ほんっとにあんたの父親は捕まって当然のあんぽんたんだな！」


  　たしかに、緊張したり恐怖したりすると勃起しないっていうのは認めるけど。


  「くっ、な、なんなんスかこの二人……せっかくお兄ちゃんを牽けん制せいできたと思ったのに、会話に入り込む隙すきがないっス……っ」


  　なにやら鼓こ修す理りが悔くやしそうに歯ぎしりしていたけど、華か城じよう先輩の暴走を止めるのに必死だった僕には、口の中でもごもご呟つぶやかれた言葉の内容までは聞き取れなかった。


  「まあとにかく、本当に大丈夫だから。狸たぬ吉きちはちゃんと、明日あしたから洗ってない下着を学校に持ってくるのよ？　できるだけ匂においを鼓修理につけ……いや擦こすりつけるように！」


  「あっ、綾あや女めさんが鼓修理の名前を呼んでくれたっス！　うれしゲロ吐きそうっス！」


  　お前は本当にそれで幸せなのか？


  「けど、だからって夢む精せいしたパンツはダメよ？　強烈すぎるもの。常識はわきまえてね？」


  「常識？　なあいま常識って言った？」


  「私は、倫りん理り観の塊かたまりよ！」


  「堂々と声のでかいやつが勝つって本当だな。その真っ赤かなウソも一瞬信じかけたわ」


  「まあそれは置いておいて。あなたの使用ずみかつ未洗濯の下着が必要というのは本当よ」


  　華城先輩が急に声のトーンを下げた。え、マジだったの？　てっきり生徒会と風紀委員のタッグに絶望して遠回しに錯さく乱らんしていたのかと。


  「どうしていままで、時とき岡おか学園内で下着泥棒が横おう行こうし続けていたと思う？　学園は下着泥棒を捕まえる人員までは出せないものの、下着を守るために各部活に小さな金庫を提供したりして、きちんと対策はしていたのに」


  「え、なんでってそりゃあ、下着の魅力に気づいて取り憑つかれた内ない通つう者しやがいたからでしょう？」


  「そう。学校の見取り図や警備の隙だけじゃなく、金庫の番号なんかも、どこにいるかわからない内通者によってリークされて役に立たなかった。だから生徒は個人個人で下着を隠したりして対策をとったのよ。けれど、本人以外は知らない場所に隠したはずの下着でさえも看かん破ぱされて盗まれたの。だから被害は一向に減らなかった。それはなぜか」


  　華城先輩は謎なぞを解き明かす名探偵のようにピンと指を立てた。いちいち「むくむくっ、むきむきっ」と効果音を入れるのがマメすぎる。


  「それは、匂いよ」


  「匂い……ですか？」


  「そう。この季節、下着は蒸むれて蒸れて、凄すさまじいまでに臭しゆう素そをためこむことになる。そして夏場の気温は匂いの伝導率を高め、性に関する欲求が異常なレベルにまで達した《中間世代》で構成される《群むれた布地》の敏感になったアソコを刺激する！」


  「アソコってどこだ！　鼻か！　鼻だよな？　鼻って明言しろ！」


  「つまり、匂いの強烈な下着は、下着泥棒たちを捕まえやすい場所におびき出すエサになる！　ふふふ、生徒会や風紀委員なんて正義（笑）の取り締まり団体が倫理観に縛られて不可能な罠わなも、私たちなら仕掛けられるわ」


  「おい、倫りん理り観の塊かたまり」


  「なにかしら？」


  「何食わぬ顔で反応すんな！　嫌みだ嫌み！」


  「というわけで、狸たぬ吉きちには下半身エキスの沁しみ込んだ下着を準備してもらいたいの」


  「安定のスル─スキル！　って、ちょっと待ってくださいよ。その話だと、やっぱり華か城じよう先輩が危険なままじゃないですか」


  「大丈夫大丈夫。狸吉の下着さえあれば、私は安全だから。ま、明日あしたになればわかるわ」


  　まったくもって意味がわからないけれど、華城先輩の笑え顔がおに含まれた謎なぞの自信に、問答無用で納得させられてしまう。


  「むー、チームヒダヒダのほうがやっぱり楽しそうっス……おかしいっスね、本当ならとっくに鼓こ修す理りがお兄ちゃんのポジションに収まってるはずなのに。まだ貢こう献けんが足りないんっスかね」


  　鼓修理がなにやら不ふ穏おんな空気を漂ただよわせていたことが不安だったものの、とりあえずは僕たち《ＳＯＸソツクス》の行動指針は定まった。相変わらず華城先輩におんぶにだっこなのが情けないけど、とりあえずいまは託された役目をこなすだけである。
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  〝野や郎ろうども！　《雪せつ原げんの青あお》から、恵みの夕ゆう勃だちラブジュースよ！　口で受けとめなさい！〟


  　ＰピーＭエムで最大レベルまで拡大された《雪原の青》の声が、時とき岡おか学園内に轟とどろいた。


  　およそ一か月ぶりに時岡学園に降こう臨りんした《雪原の青》の下ネタは、校舎をビリビリと震わせる。するとサッカー部の掛け声も、野球部が白球を打つ小気味いい音も、体育館から響くバッシュの音も、吹すい奏そう楽がく部の演奏も、すべてがストップした。


  　代わりに、それまで部活動に勤いそしんでいた生徒たちの「「「うおおおおおおおおおおおっ！」」」という歓声が《雪原の青》の拡声を覆おおい隠す大きさでもって校舎を揺ゆらす。


  　風紀委員によって校内のエロ本コピーが一いつ掃そうされて丸一日。もはやエロ本コピーを手軽に手に入れることは叶わないのか、という絶望でお通つ夜や状態だった時岡学園に活気が戻った瞬間だった。


  　先生たちがアンナ先輩の主しゆ導どうで持ち物チェックをしていたときのような不健全雑誌没収の権限は、月つき見み草ぐさ朧おぼろを除いて風紀委員たちは有していない。つまり、いま《雪原の青》が校舎を駆かけ巡めぐってバラまいているエロ本コピーを先に拾ってしまえば、風紀委員は手を出せないのだ。


  　学校中の生徒が部活動そっちのけで学校中を走り回る地響きで、体の芯しんまで揺れる。


  　男女問わず、校舎の内外を問わず、生徒たちが敷地内を駆け巡る大混乱が起きていた。


  　下着泥棒集団《群むれた布地》が、この隙すきを見み逃のがすわけがない。いまごろ校内の内ない通つう者しやが、時岡学園周辺で待機しているだろう構成員たちへこの絶好のチャンスを伝えているはずだ。


  　ピピピピッ！


  『奥おく間ま！　いまどこにいる！』


  　ＰピーＭエムから通信が入り、轟ごう力りき先輩の野太い声が鼓こ膜まくを突いた。


  「華か城じよう先輩と一緒に、警備の薄さを懸け念ねんして中等部の校舎でパトロール中です！　この騒ぎ、もしかして《雪せつ原げんの青あお》ですか！」


  　僕は白しら々じらしく受け答え、華城先輩のアリバイ工作と状況把握を開始する。


  『ああそうだ！　やつめ、切せつ羽ぱ詰まったのか直じき々じきに現れた！　いまはどこにおられるかわからんが、アンナ会長と朧おぼろさえ駆かけつけてくれれば、やつが捕まるのも時間の問題。だがいかんせん、バラまかれる不健全雑誌の数が多すぎる！　風紀委員は下着泥棒にも警戒しなければならんし、戻って回収を手伝ってくれ！　このままではほとんど一般生徒に回収されてしまう！』


  「了解しました！　って、あっ、華城先輩!?　すみません轟力先輩！　華城先輩が下着泥棒らしき不審者を発見して、追いかけていきました！　一人では危険なので、僕も追います！」


  『なに!?　くそっ、それなら仕方ないな……っ。こっちはこっちでどうにかする！　そっちも頑張ってくれ！　奥間なら大丈夫だ！』


  　轟力先輩からの通信はそこで慌あわただしく途切れた。


  『翼がもげない限り！　ちんこがもげない限り！　ま●こがある限り心がある限り！　私はどこまでも飛べるわ！　あははははははははっ！』


  《雪原の青》こと華城先輩は、今日きようも絶好調だった。ついこの前、総ぞう司しヶが岡おか学園で暴れ回ったばかりだというのに。一か月もの間、エロ本コピーを隠したり他組織に接触したりの裏うら方かた仕事ばかりで、一回の暴走じゃあ発散しきれないほどたっぷりたまってたみたいだ。


  　そんなふうに楽しみながらも、捕まって社会的に死ぬ危険と隣り合わせの狂乱に華城先輩が身を投じているいまこのとき、僕がなにをしているかといえば。


  「バカみたいだなあ、僕」


  　洗っていない僕のトランクスのにおいがよく拡散するようカーテンに括くくりつけられ風になびく人けのない教室。その後方にあるロッカーに隠れ、下着泥棒を待ちかまえている、というのがいまの僕だった。ここは下着泥棒がよく現れる更こう衣い室しつ棟などとは離れた建物にある特別棟で、それこそにおいにホイホイ釣られるバカな下着泥棒が現れない限り、風紀委員の取り締まり人員もあまり寄りつかないエリアだった。


  「華城先輩の言葉を疑うわけじゃないけど、本当ににおいに釣られたりすんのかなぁ」


  　──ガラッ


  　僕が盛大に溜め息を吐ついた、その時だ。


  　警戒するかのように、おずおずといった調子で教室のドアが開いた。足音は二人分。


  　マジできたよ!?　しかも予想よりずっと早い。半信半疑だったけど、僕の下着も捨てたもんじゃないな、とか胸を張ってみる。寄りついてきたのは変態ですがね……。


  　足音は少しだけ立ち止まると、トランクスの括くくりつけられたカーテンのほうへ移動していく。


  　やがて──。


  「ハァ、ハァ、はむっ、じゅるっ、ムフゥ、ふぅ、はあはあはあはあ……っ！」


  　僕のトランクスを堪たん能のうするような息遣い。これはもう完全に黒だ。


  　二人いるから、先せん手て必ひつ勝しようで片方をまず拘こう束そくするのがベタだろう。そう算段をつけてから、


  「おとなしくしろ！　《群むれた布地》！」


  　相手に身構える時間を与えないよう、速攻で飛び出した。けれど僕の下着を堪能する人物を視認して、僕は動けなくなった。なぜなら、


  「はあはあはあはあ……っ！　むふぅ、なにかいい香りがするかと思って来てみれば、これはまさしく奥おく間ま君の香り……っ。ああ、わたくし、また、おなかから奥間君への愛が溢あふれてきてしまいましたわ……はあ、はあ……これはいいものですわね、心が満たされて……あら？」


  　アンナ先輩が、僕の下半身エキス（汗）の沁しみ込んだトランクスに顔をうずめたまま、こちらを振り返った。なにこれ悪夢？


  「奥間、君……？」


  　アンナ先輩はトランクスで口と鼻を覆おおったまま、感激したように目を潤うるませ、


  「まさか、ああ、ようやく、報むくわれましたわ」


  　片手でトランクス、片手で僕の腕を鷲わしづかみにして、


  「奥間君はようやく、わたくしの正しさを認めてくださったんですわね。それで、こうして、わたくしにしか拾えない信号を使って二人きりになるよう演出して……ああ、やはり奥間君は素敵な殿との方がたですわ」


  　しゅるしゅると制服を脱ぎ始めた！　そして教室の入り口には、こちらをぽけーっと眺めつつ微笑ほほえんだまま動こうともしない月つき見み草ぐささん。


  「ちょ、ちょっと待ってくださいアンナ先輩！　それと月見草さん！　君はなんでノーリアクションなんだ！　善ぜん導どう課だろう!?」


  「アンナ様のご意向を最優先するよう、祠まつ影かげ様より仰おおせつかっておりますので。アンナ様がアンナ様自身を止めろとご命令しない限りは、奥間様のご指示には従えません」


  　なんの罪もないピンポン玉やトイレットペーパーに卑ひ猥わいという罪状を押しつけるくせに、いまのアンナ先輩をスルーっ!?　なんだその都合のいい頭は！


  「ふふふ、そうですわよね。人前は恥ずかしいですわよね、奥間君。月見草さん、付き添いはもうよいですから、取り締まりに参加してもらえます？　わたくしはここで、奥間君と結ばれるので……永遠に」


  　いやあああああああああああっ!?


  「申しわけございませんが、それはできません」


  「「え？」」


  　僕とアンナ先輩が同時に首を傾かしげる。おい、さっきまでアンナ先輩の命令を最優先とか言ってただろうが。


  「アンナ様にはすでにご説明させていただきましたが。アンナ様のご命令を最優先しろという条項は、条項一、二、三、四に抵てい触しよくしない限りにおいてでございます。この場合、条項三〝卑ひ猥わいなテロ行為が勃ぼつ発ぱつした際はアンナ様のそばから離れぬよう〟という条項に抵触します。祠まつ影かげ様は谷や津つヶが森もりの一件以来、アンナ様がむちゃをなさらぬよう危き惧ぐしておられるのです」


  「そ、そんな……なら、またお預けですの……？　もう、とても我慢できませんのに……」


  「だから、ちょっと待ってくださいって！」


  　アンナ先輩の勢いが弱まった隙すきをついて拘こう束そくから逃のがれ、僕は事情説明に走る。


  「これはですね、アンナ先輩云うん々ぬんではなくて、下着泥棒をおびき寄せるための罠わななんですよ！」


  「……え？　それではこの下着は、風紀委員設置をはじめとするわたくしの功こう績せきを評価して、改めて愛してくれるという意思表示、では、なかったんですの？」


  「まったく違いますよ！」


  　まさか、空あき教室のカーテンにエキスたっぷりのトランクスを結びつける行為を愛情表現と解釈される日が来ようとは。


  「……そう、だったんですの」


  　アンナ先輩がしゅんとして縮こまってしまう。うっ、罪悪感が……。


  「と、とにかく。それは下着泥棒を捕まえるためのエサなので、返してください」


  　アンナ先輩が両手できゅっと握っているトランクスに手を伸ばす。──が、


  「嫌ですのっ」


  　アンナ先輩がトランクスをさっと僕の手からすり抜けさせ、また顔をうずめる。予想外の反応に目を丸くする僕を横目で睨にらみながら、アンナ先輩がふくれる。


  「こ、こんなにもわたくしは頑張っているのに……こんなふうに焦じらすいぢわるな奥おく間ま君なんて、もう知りませんわっ。ちょっとくらいご褒ほう美びがあっても、いいじゃありませんのっ」


  「え、ちょ、あの」


  　拗すねてしまったアンナ先輩は、僕のトランクスを手放そうとせず、ずっとくんかくんかしたままうっとりした表情でトリップしていた。


  　取り返そうと手を伸ばしてみるも、アンナ先輩の身体能力にかなうはずがなく、ひらりひらりと難なくかわされてしまう。


  　そして一連の流れになんの反応も示さず、ぼんやりと微笑ほほえんでいる月つき見み草ぐささん。


  　このままじゃあ埒らちが明かない。僕は月見草さんを部屋の隅すみに引きずり、


  「月見草さん！　アレ、どう考えても卑猥な方向に暴走してるでしょ！　止めないのかよ！」


  　二人がかりでなら奪い返せるかもしれないと、月見草さんに持ちかけてみる。


  「先ほども申し上げましたが、アンナ様のご意向を尊重するように、とのことでしたので」


  「あんた一体、どういう行動原理なんだ！」


  　それはなんの思惑もなく反射的に出た非難だったのだけど、


  「それは、私がどのような条項を与えられたか、という質問でしょうか」


  　なにやら重要なことが訊きけそうなルートに入り込んだ。ここまで頑かたくなに命令に忠実な人間だ。祠まつ影かげから命じられたという条項がわかれば、今後の下ネタテロがスムーズにいくかもしれない。


  「うん。ちょっと教えてよ」


  「かしこまりました。条項は、全部で五つです。


  　条項一　青少年に悪影響を与える知識、及び政府組織に関する情報を漏もらさぬこと。ただし風紀委員に取り締まり対象を判別するための知識を与えることは例外とする。　条項二　アンナ様が入室している更こう衣い室しつや浴室など、衣服を脱ぐ場所には立ち入らぬこと。


  　条項三　二に反さない限り、卑ひ猥わいなテロ行為が勃ぼつ発ぱつした際はアンナ様のそばから離れぬよう。


  　条項四　アンナ様を一切の卑猥な事象からお守りすること。


  　条項五　以上の条項一、二、三、四に反しない限り、アンナ様のご意向を最優先すること。


  　──となっております」


  「……ふむふむ」


  　んでもって、その五つに反さない限りは周囲の命令に従いまくり、というわけか。


  　どこのロボット三原則だ。というか祠影、風紀維持のための刺し客かくに私情挟みすぎ。


  「ん？　ちょっと待って。いまのこの状況って、条項四に違反してない？」


  「たしかに私はアンナ様を一切の卑猥な事象からお守りするよう仰おおせつかっておりますが、アンナ様が自みずから卑猥な事象を求めた場合の行動は定められておりませんので、アンナ様のご意向を尊重する運びにあいなります」


  　つまりアンナ先輩が僕のちんこを触っても邪魔はしないが、僕がアンナ先輩のおっぱいを揉もみしだこうとすれば全力で邪魔しにかかるってことか。酷ひどいワンサイドゲームだ。


  　と、僕が月つき見み草ぐささんのあまりに奇妙な言動に気を取られていたその時だ。


  「あははあああ！　こんなとこにも下着があったなんてね！　においをたどって正解だったわ！」


  　パンツをかぶった女性が廊下から飛び込んできて、アンナ先輩の手から不意打ち気味に僕のトランクスをむしり取ると、流れるように窓から飛び降りて退場していった。


  「……あっ。ま、待ちやがれ！」


  　数秒間呆気にとられたあと、僕ははっと我に返って下着泥棒を追いかけた。


  「って、ちょっと待てよ」


  　このまま追いかけても生徒会として捕まえちゃうだけだから逃がしたほうがいいのだろうか、と足が止まる。最初は《ＳＯＸソツクス》の構成員としてじゃなく、生徒会の奥おく間ま狸たぬ吉きちとして隠れておけという華か城じよう先輩からの指示だったから、いまの僕が追いかけていったところで《ＳＯＸ》の手柄にはならない。まあそのおかげでアンナ先輩との遭そう遇ぐうをごまかせたんだけど。


  「あ……。……奥おく間ま君の、下着が……」


  　ふと近くから、小さな小さな、蚊かの鳴くような、静かな絶望に彩いろどられた声がした。


  「奥間君の下着、奥間君の下着が、わたくしの、ご褒ほう美びが……」


  　声は徐々に大きくなり、それに伴ともなってガクガクと足が震えだすような殺さつ気きが教室すべてを満たす勢いで放出される。誰からって？　決まっている。


  「許しませんわ……っ！」


  　アンナ先輩が悪あつ鬼き羅ら刹せつのごとき形ぎよう相そうでその美しい銀髪を逆立たせる。ちなみに羅ら切せつっていうのはちんこ伐ばつ採さいって意味だよっ。いまのアンナ先輩ならやりそうだよっ。怖いよっ。


  「月つき見み草ぐささん！　捕まえますわよ！　わたくしの下着を取り返すんですの！」


  「かしこまりました」


  　月見草さんは頷うなずくと、両りよう袖そでからジャララララララッと鎖を放出する。なにそれ武器？　明らかに体制側の人間が使っていい武器じゃないんだけど。荒あら縄なわがアウトならこっちもアウトだろ。


  　いろいろなツッコミが胸に去きよ来らいしたが、二人は下着泥棒を追ってすぐさま窓から飛び出していってしまい、不発に終わる。


  「ぎゃああああああああああああっ!?　ｆじょあじぇおあｍ……」


  　十数秒後。下着泥棒の断だん末まつ魔まが、遠くから聞こえてきた。


  　僕のトランクスは、ついに返ってこなかった。


  



  
    ●

  


  



  「──という、事の次第でして」


  《雪せつ原げんの青あお》こと華か城じよう先輩はエロ本コピーをバラまききったあと、なんとか戦線を離脱できた。けれど僕が《ＳＯＸソツクス》として《群むれた布地》を捕まえることができなかったため、なんの成果も得られないまま、その日の乱らん痴ち気き騒ぎは幕を閉じた。


  　反省会を兼ねて集まった喫茶店にて言い訳にも似た事情説明をしつつ、僕は頭を下げている。


  「え～？　鼓こ修す理りは〝チーム突起物〟に甘んじて、綾あや女めさんはその身を危険にさらしたのに、お兄ちゃんは下着を奪われて終わりっスか～？」


  　ぶすりと傷口を貫つらぬいてくる鼓修理。責めどきとばかり、鼓修理はさらに続ける。


  「これじゃ、狙ねらいと真逆のことが起こるっスよ。《ＳＯＸ》の起こした騒ぎのせいで、下着泥棒の被害が増えた。やっぱりグルだった、とか。そんな噂うわさが流れてそうっスね～」


  　まさに鼓修理の言うとおりだった。今日きようは確認されているだけで十人もの下着泥棒が校内に侵入し、半分は生徒会と風紀委員が拘こう束そく、残りは取り逃がしてしまって、大量の下着が盗まれたとの報告があった。


  　自分たちも暴走して下着泥棒の隠おん密みつ活動を手助けしてしまった手前、言いづらそうではあったものの、生徒たちの間からはいま鼓こ修す理りが推測したような疑念が、噴出している。


  　おそるおそる、テーブルを挟んで真正面に座る華か城じよう先輩へ顔を上げると、


  「よし、おおかた狙ねらいどおりね。よくやったわ狸たぬ吉きち！　御苦労さま。ご褒ほう美びに早さ乙おと女め先輩の足の裏を、煮るなり焼くなりしゃぶるなり好きにしていいわよ？」


  　予想に反し、華城先輩は僕の頭をわしゃわしゃと撫なでて不敵な笑み。僕だけでなく鼓修理も眼を見開き、早乙女先輩にいたっては大食いに従事していたその小さな手がぴたりと止まった。


  「ぬむっ!?　なぜいきなりわしの名が出てくるんじゃ！」


  「鼓修理からの報告でわかってるのよ、早乙女先輩。今日きようはろくに活動せず、絵ばっかり描かいてたそうね？」


  「み、密告しおったな小娘！　わしの唾だ液えきがたっぷりついた食いさしアイスで手を打ったじゃろうに！　ち、違うんじゃ綾あや女めよ！　新しいステージへの扉とびらが開けたものじゃから、夢中になって……それに、小娘が手際よくほとんど隠しおったから問題は──ぎにゃははははは！」


  「あの、華城先輩。狙いどおりというのは……？」


  　妙に手際のよい喫茶店店主によって椅い子すに括くくりつけられた早乙女先輩の足の裏をくすぐりながら、僕は訊たずねた。


  「これでアンナが、取り締まりよりも狸吉の下着に惹ひきつけられることが証明されたわ」


  「……おい？」


  　僕はさっきまでの殊しゆ勝しような態度から脱皮し、糾きゆう弾だんモードに入る。けれど華城先輩はまったく悪びれず、得意げに続けた。


  「最近のアンナは狸吉への欲求不満が限界だったわ。パンツをちらつかせれば、超人的な感覚で飛びつくと踏んでいたの！　予想通り、狸吉のフェロモン効果は抜群だったみたいね！」


  「僕とアンナ先輩の貞てい操そうを守ってくれるって話はどうしたあああああああああああ!?」


  　捕まらないとやけに自信満々だったのは、その読みがあったからか！


  「え？　あれ？　もしかして狸吉、食われて──」「食われてねえよ！」「なら問題ないじゃないの」「そういう問題じゃねえんだよ！」


  　中出ししたけど妊娠しなかったからセーフだよね、みたいな言いわけが聞きたいんじゃない。


  「アンナの隣には月つき見み草ぐさ朧おぼろがいたでしょう？　ほら、さっき狸吉が伝えてくれたおかげではっきりした月見草朧の五条項、あれ、実は私も見当がついてたのよ！　だから狸吉が襲おそわれることはないだろうな、って確信があってこの作戦を決行したのよ！」


  「でも、作戦の全容を教えてくれなかったのは、僕の敵前逃亡を防ぐためですよね？」


  「テヘ☆ペロペロ☆」


  「マスター、いまからちょっと手が滑って水をまき散らしちゃうので、先に謝っておきますね」


  「狸吉！　落ち着いて！　女の子をびしょびしょにしてやりたいっていう欲求は当然のものだけど、ここは公共の場よ！　よく考えて行動したほうがいいわよ！」


  「そのセリフそのまま返してやるよ！」


  「わあ！　わあああ！　で、綾あや女めさんの素晴らしい作戦の全容は、どんなだったんっスか！　鼓こ修す理り、ずっと外で一いつ生しよう懸けん命めいお仕事してたあげく、歯型だらけのアイスの棒の処理を任されただけなので、すっごく興味あるっスよ！」


  　不毛な争いに突入しかけた僕と華か城じよう先輩の間に無理やり割って入った鼓修理。たまにはいい仕事するじゃないか。


  「──じゃあ、改めて今日きようの成果を並べるわね」


  　華城先輩がコホンと咳せき払ばらいして場を改める。


  「まず、アンナが狸たぬ吉きちのトランクスに誘ゆう引いんされること。これによって取り締まり側の最大戦力を安定して無効化することができるわ。私が安全にエロ本コピーをバラまけるようになるうえに、取り締まり側の下着泥棒検挙率を引き下げることができる！」


  「でも、アンナ先輩がそう何度も僕の下着を求めますかね？　一枚か二枚あれば満足するものじゃありません？」


  「問題なしよ。《群むれた布地》が、盗んだ下着を公共の場に並べて、政府に対する抗議だって嘯うそぶいてるのは知ってるわね？」


  「はあ。ＰピーＭエムニュースでも言ってましたね。検閲かかってるので詳しくはわかりませんが」


  　巨大な下着の形になるように盗まれた下着が敷きつめられたりしていて、近くには必ず《ＳＯＸソツクス》に賛同し社会に反抗するという旨むねの犯行声明が添えられているらしい。政府への抗議の意を示すほか、仲間を増やす広告の役目も果たしているんだとか。


  「あのテロ声明に使われた下着は、盗まれてから数日が経過したものばかりが使用されていたそうよ。まるで用ずみだとばかりにね」


  「まさかやつらは鮮せん度どを重視しているんですか？」


  「そう。下着に沁しみついた匂においや湿度──すなわち付加価値は、時間の経過とともに下がっていく。《群れた布地》は欲望を満たすために常に最高鮮度の下着を求めていて、必要なくなった下着は犯行声明などのオブジェに回されるってわけ。だからいつまで経たっても《群れた布地》の犯行は減らないし、リスクを冒してでも脱ぎ立てほやほやを盗みにくる。それほどまでに、最高鮮度の下着は一部の人間にとって魅力的なの！　そしてそれは、いまのアンナも同じ。最新鮮度の狸吉下着があれば、誘引されてしまうはずだわ。下着泥棒を捕まえるための罠わなという名目で狸吉の下着を学園内の僻へき地ちに隠し、本当の罠であるところの早さ乙おと女め先輩のパンツは《ＳＯＸ》が《群れた布地》を捕まえるのに適した本物の狩り場に仕掛けるわ！」


  「またいきなりわしの名前を出して！　いい加減にあっひゃひゃひゃひゃひゃあああ!?」


  「成果の二つ目は、月つき見み草ぐさ朧おぼろの行動原理を見抜いた点。アンナを無効化すれば、こちらも確実に無効化できることが明らかになったわ。……まあ、あの子の正体は薄々見当がついていたから、確証が増えたってだけなんだけど……」


  　ふと、華か城じよう先輩の顔が暗くなる。どうしたんだろうか。


  「ま、それはいいとして。最後に。あたかも《ＳＯＸソツクス》が《群むれた布地》に協力しているかのような心証を各所に与えることができたというのも大きな成果よ。下着泥棒の現行犯や内ない通つう者しやを通じて、時とき岡おか学園がこれまで以上に下着収集に適した場所だという印象を《群れた布地》構成員に与えることができたはず。鼓こ修す理りを捕まえるために日に日に増えていく善ぜん導どう課職員のおかげで、《群れた布地》はどんどん検挙されているわ。安全かつ安定した狩り場を求めて、明日あしたからどんどん時岡学園に集まってくるはず。ここが死地とも知らないでね！　あははっ、絶頂寸前に地獄へ叩たたき落として、最悪の欲求不満状態に陥おとしいれてやるわ！」


  　準備は整ったと、華城先輩が拳こぶしを振り上げる。


  「オーラルはここまで！　明日からが本番よ！」


  　本格的な変態狩りの開幕である。


  「むー、また鼓修理は外野の〝突起物〟っスか……。なんで綾あや女めさんはこんなクズとばっかり」
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  〝いくわよ野郎ども！　女の子からの出血大サービス！　意味はわかるわね!?〟


  　二日連続で現れた《雪せつ原げんの青あお》に、再び校舎が湧わいた。


  　今日きようの校舎を縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ巡めぐる一般生徒は、昨日きのうの騒ぎを聞きつけて放課後まで居残っていた帰宅部や幽霊部員をメインに形成されている。《雪原の青》のバラまくエロ本コピーをゲットしようと、今日は自じ重ちようして部活動に勤しんでいる部活動組の邪魔になりそうなほどの熱気や狂気が地鳴りとともに伝わってきた。けどまあ、今日は不ふ破わさんが一般生徒の陣じん頭とう指揮にあたっているようなので、統制のとれた暴走になることは間違いなかった。


  　僕はいま、高等部校舎三階の階段脇わきにある空き教室に隠れていた。僕のトランクスのにおいに釣られたアンナ先輩と、それに付き従う月つき見み草ぐささんが僻へき地ちに向かうのを確認し、早さ乙おと女め先輩のパンツをぶら下げて待ち伏せを開始してからすでに二十分。


  「ぐぶふぅ!?　な、お前、我らが同志では、ない、のか……？　まさか《ＳＯＸ》……？」


  「ふう、これで四人目か」


  　僕はかぶっていたパンツをつまんで隙すき間まに風を送りながら一息つき、不意打ちで気絶させた下着泥棒を肩に担いだ。下ネタテロリストの逮捕に協力していた頃に鍛きたえられた腕っ節はまだなまっていないみたいだ。


  　これまでに捕ほ縛ばくした《群れた布地》構成員は全員、屋上の給水塔脇に簀す巻まきで放置してある。いましがた無力化した四人目もそこに運んで、用意しておいたビニール紐ひもでぐるぐる巻きだ。


  「……さすがにそろそろ、吸引力が衰えてきたかなあ」


  　屋上から三階空き教室に戻った僕は、ロッカーに隠れ直しながらぼやいた。


  　人には当然ながら好みがあり、学校には数多あまたの下着が散在している。いくら剥むき出しでぶら下げてあるとはいえ、早さ乙おと女め先輩の下着にまっすぐ誘ゆう引いんされるのは、そのにおいを好むやつだけだ。四人目がここに現れるまでにわりと間があったし、今日きようはこれで打ち止めかもしれない。


  「においの発生源はここか！　ようやく、ようやくたどり着いたぞ！」


  　って、ありゃ。僕の予想に反して、五人目の獲物が教室に飛び込んできた。これまでの反射で、僕は考えるより先に「うおらあ！」と不意打ち鉄てつ拳けんを振るう。


  「ぐぼはっ!?　な、ぜ、貴き様さま同志では……？」


  　よし、五人目確保っ。僕はこれまでと同じように下着泥棒を担いで屋上に向か──


  「んっ!?　な、なんだこれ、同志討ちか？」


  　──おうとしたところ、教室に二人の風紀委員が飛び込んできた。しまった、この《群むれた布地》メンバー、風紀委員に追われてたのか！


  　僕は五人目の獲物となるはずだった下着泥棒を放棄し、教室を飛び出した。背後で、風紀委員二人が僕を追うより気絶した下着泥棒を拘こう束そくするほうを優先する気配。


  　獲物を奪われた！　と内心で舌打ちしつつ走った。後こう悔かいしている場合じゃない。こうしている間にも、ほかの《群れた布地》が風紀委員たちに捕まっているかもしれないのだ。


  　待ち伏せ型の狩りは終わり。ここからは僕のほうから積極的に動く追跡型の狩りの時間だ。


  「おっ、さっそくだな」


  　廊下の窓から、校舎裏うらでこそこそとしているパンツオンヘッドの怪しい人影が目に入る。


  　急いで校舎から飛び出して駆かけ寄り、


  「うわびっくりした！　同志じゃないか！　首しゆ尾びはどうだ！　こっちは大漁だぞぐぶはぁ！」


  　ブラジャーとトランクス、それから靴くつ下した数セットを両手に息を荒らげていたその男を出会い頭がしらに殴り飛ばす。用意していおいた油性ペンで男の顔面に《ＳＯＸソツクス》と書き入れ肩に担いだ。


  〝あーはっはっは！　私の吐く言葉が下ネタとなり、私のまく恵みこそが猥わい褻せつ物ぶつとなるのよ！〟


  　えーと、あっちから華か城じよう先輩のアホな雄お叫たけびが聞こえるから、その反対側で一番の近場は……サッカー部のいる第一グラウンドか。


  　僕は男を担かついだままサッカー部が練習するグラウンドに駆け込んだ。すると、


  「「「きゃああああああああっ！」」」


  　まあ当然の反応として、数人の女子マネージャーから全力の悲鳴をプレゼントされた。


  　さらに、女子マネージャーの悲鳴に反応したサッカー部男子から、強烈なシュート攻撃による弾だん幕まくが張られる。不ふ破わさんの指揮下にいたせいか、練習を真ま面じ目めにやっていた成果か、大量のサッカーボールは正確無む比ひに僕を狙ねらってきた。だが、


  「《ＳＯＸ》より不届き者のプレゼントだ！」


  　僕は、担いでいた《群れた布地》メンバーの男を放り出しながら盾たてにして弾幕を避けると、その場から離脱した。サッカー部員たちの「なんだったんだ、あれ？」という雰囲気が痛い。


  　けど、いまはこれでいい。


  　とにかく大事なのは、僕たち《ＳＯＸソツクス》が下着泥棒を捕まえたという事実。それから、その記録が生徒たちに伝わることだ。そうすることで《ＳＯＸ》への悪感情を払ふつ拭しよくする。


  　パンツをエサにした待ち伏せトラップは、毎日最低限の下着泥棒を捕まえられるし、のちのアピールのために屋上へ犯人を運びこむ時間も生み出せる。


  　けれど《群むれた布地》の趣味嗜し好こうが一枚岩ではない以上、捕まえられる人数は限られる。その数が風紀委員よりも少なければ、あまり強いアピールにはならないのだ。なので待ち伏せによって最低限の数を捕まえたあとは、こちらから動いて下着泥棒を捕まえ始める必要があった。


  　けれどただ無力化するだけじゃ《ＳＯＸ》が捕まえたと生徒に伝わらず、さっきのように風紀委員に手柄を横取りされてしまう。そこで、犯人を捕ほ縛ばくしたら肌はだに油性ペンで《ＳＯＸ》とマーキングし、近場の部活動場所に放り込むという無茶な方策が考案された。その日《ＳＯＸ》がどれだけ下着泥棒を捕まえたのか、生徒たちに直接証人になってもらおうという魂こん胆たんだ。


  《群れた布地》が犯行に及ぶタイミング、つまり捕まえるチャンスとなるのは、華か城じよう先輩が風紀委員を引きつけ学校全体が大混乱に陥っているこのわずかな期間。その間にできるだけ多くの《群れた布地》を捕まえることこそ、僕に課せられた使命だった。


  「よっしゃあ五人目！　次々行くぞ！」


  　仕上げの屋上スピーチで合計何人捕まえたかちゃんと発表する必要があるため、僕は忘れないように人数を律儀に叫びつつ、次の獲物を探して走り出した。華城先輩の強さに近づくため、役に立つため、とただそれだけをがむしゃらに念じながら。


  　夏場にパンツをかぶるとかなり蒸むれるが、いまはそれさえ心地よい……っ！
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  「妙ですね」


  《雪せつ原げんの青あお》がバラまく不健全雑誌のコピーを効率よく、なおかつこれ以上《ＳＯＸ》の評判が下落しないよう上品に回収させるため、高等部校舎二階にある化学室の窓から眼下を見渡し時とき岡おか学園生徒たちの指揮を執っていた不ふ破わ氷ひよう菓かは、風紀委員に非論理的な動きを見いだした。


  《雪原の青》の捕縛および彼女のバラまくコピーを回収する人員が、この数分で著いちじるしく減っていたのだ。双眼鏡で数えた限り、《雪原の青》に割さかれている風紀委員は二十名ほど、全体の半分以下である。


  「《群れた布地》の跋ばつ扈こは、むしろ風紀委員にとって都合がいいはずです。時岡学園の英雄である《ＳＯＸ》の名を汚けがす下着泥棒は、風紀委員の学園内での地位を相対的に底上げしますからね。下着泥棒対策に最低限の人手を割くのは当然ですが、過半数を回すとなると……ふむ、なにか想定外の事態が起きているようですね。ネットワークで呼びかけて、情報を収集せねば」


  　氷ひよう菓かがＰピーＭエムの画面を虚空に展開させ、生徒たちに伝令を回そうとした、その時だ。


  「さっすが。谷や津つヶが森もりへの突撃作戦を指揮した名士なだけあるっスね。これだけ全身がゾクゾクして、いてもたってもいられなくなる熱いあつぅい空間で、そんなに冷静な分析ができるなんて、素敵っスよ」


  　突とつ如じよ背後に現れたその気配に、氷菓は振り返ることなく応じた。


  「……なんの話をしているのかよくわかりませんね。わたしはいまバード・ドッキング・ウォッチをしている最中なので。どなたか知りませんが、お引き取り願います」


  　口ではそう言いながら、氷菓は何食わぬ顔でＰＭを操作し、生徒たちに指示を出していく。


  「またまた～。中等部の人から、たっくさん話は聞いたっスよ。と、いまはこんな話をしている場合じゃないっス。お姉さんがいま《ＳＯＸソツクス》に一番貢こう献けんできる方法を、お教えしようと思ってやってきたんっスけど、一口乗ってみないっスか？」


  「……」


  　氷菓が振り返ると、そこには時とき岡おか学園中等部の制服に身を包んだショートカットの女の子が立っていた。《群むれた布地》のメンバーがよく着用している偽にせ物ものの制服と違い、本物らしい。パンツで顔を隠しながら、可愛らしく首を傾けてみせるその女の子を、不ふ破わはじっと観察した。


  「……首を傾けるのと連動して口こう角かくを緩ゆるやかに持ち上げるタイミング、手の組み方、声の出し方に抑揚、それから話を切り出すタイミング。加えて笑え顔がおを作る際は左右の目の閉じ具合を微妙に変えていますね。自みずからを客観的に捉とらえどうすれば魅力的になるのかの方策が、どれをとっても極めて理論的に構築されています。しかもそれを正確に、しかも並行して運用するとは。あなたはとても頭のいい人なのでしょうね」


  「……ちっ。想像以上に切れる人っスね。接触は失敗だったっス。まさかそこまで分析されるなんて。あんたほど理詰めで冷静な女とは、相性が悪いみたいっス」


  　氷菓が指摘した途端、女の子はかぶっていた猫を脱ぎ捨て、露骨に態度を変えた。なんだか悪いことをした、と氷菓は無表情で合わせた両手を頬ほおに添え、


  「……わー。なんと素敵で天然自然な笑顔でしょう。可愛らしいです、むねきゅん」


  「白々しいっスよ！　って、ああ、こんなコントをやってる場合じゃなかったっス。で、繰り返しなんっスけど、《ＳＯＸ》を手助けするって話、乗ってくれるっスよね？」


  「……ところであなた、所属は？　わたしに直接接触するなど、《ＳＯＸ》のやり口とは傾向が大きく異なる気がするのですが」


  「正しよう真しん正しよう銘めい《ＳＯＸ》の新メンバーっスよ？　さ、この胸むな糞くそ悪い社会にスカっとする一撃をぶちかますために、手早い決断をお願いするっスよ」


  「……ふむ」


  　この子は危険だ。関わるべきではない。氷菓は直感的にそう結論づけた。だが、


  「話を聞きましょう」


  「そうこなくっちゃっス。にひひっ」


  　自分より一回りは幼おさない、けれどいままで出会ったことのないほど賢い不敵な人間に対する好奇心が、氷ひよう菓かを突き動かしていた。


  



  
    ●

  


  



  「おっしゃあ、これで合計八人目ぇ！」


  　卓球部が練習している体育館に新たな獲物を放り込み、殺さつ気きのこもったピンポン球を尻しりにペチペチ食らいながら、風紀委員の追っ手を逃のがれて駆かけ抜ける。


  　そこで僕はようやく違和感に気づいた。なんだか、うまくいきすぎじゃないか？


  　追跡型の狩りに切り替えてからたった二十分ほどの間に、四人もの《群むれた布地》を《ＳＯＸソツクス》の手柄にすることができたのだ。


  《群れた布地》とのエンカウント率の高さは、華か城じよう先輩が予言したとおり、大量の《群れた布地》構成員が校内に侵入していることに加え、僕のビジュアルが相手の油断を誘うからだろう。けど、風紀委員に追いかけられながらという非情に不利な状況下、短時間で四人も捕まえられたのはいくらなんでもできすぎだ。


  《群れた布地》メンバーは都合よく部活動の行おこなわれている界かい隈わいをうろちょろしていたり、一般生徒に退路を断たれて僕のほうへ吸い込まれるように突っ込んできたりするのである。


  「なんか、怖いなぁ」


  　漏もらしながら、僕は風紀委員をまくために目先の男子更こう衣い室しつへ駆け込んだ。


  　風紀委員が通りすぎたことを確認してから、ＰピーＭエムで時刻をチェックする。《雪せつ原げんの青あお》が暴あばれ始めてから一時間近い。そろそろアンナ先輩のくんかくんかタイムが終了する頃合だ。それに、さっき遠くで火災報知機の音が鳴っていた。この混乱で誰かが誤って押してしまったのかもしれない。すぐに消防車が来てしまいそうだし、いずれにしてもタイムアップが近いことになる。そろそろ屋上に走るのが賢明だろう。


  「廊下は人が多いから、窓から中庭を経由して──っ！」


  　窓のサッシに足をかけたのと同時、更衣室の出入り口にいきなり人の気配が出現して、僕のすぐ後ろに肉薄してきた！　いっきに全身の毛穴が開き、たぶん陰いん毛もうが二、三本抜けた。そして背後に迫る何者かが僕の頭に触れる感触──盗とられる！　パンツを！


  「くっ！」


  　咄とつ嗟さの判断で頭を逸そらす。頭のパンツを脱がされ素顔がバレる事態はなんとか避けたものの、


  「前が、前が見えねえ！」


  　パンツのかぶり方が最悪な形に歪ゆがみ、視界がゼロになってしまった。


  　そしてなおも迫ってくる気配は、なぜか執しつ拗ように頭のパンツを狙ねらってきた。


  　風紀委員や生徒会、教師など取り締まり側の人間なら、わざわざ視界を塞ふさいでいるパンツを奪ってまで素顔を確認しようとはしない。拘こう束そくしてしまったほうがてっとり早い。


  　なのにパンツを狙ねらってくるということは、こいつ《群むれた布地》か！


  　景気よく下着泥棒を捕まえまくったせいか、予定よりも早く反撃を食らってしまったらしい。


  　上等だ！　どうせならキリよく十人目として捕まえてやる！


  　執しつ拗ようにパンツを狙ってくる目の前の気配。その攻撃を避けるため、思い切りしゃがむ。


  「おりゃああああ！」


  　そして相手の片足を両手でつかんで思い切り跳ね上げた。


  　ズッダアアアアン！　と派手な音を立てて相手が背中から床ゆかに叩たたきつけられる。


  　片方の足をがっちりつかんだままなので、相手がいくら暴あばれようとも起き上がることはできない。うっとうしいので、バタバタと振りまわしていたもう片方の足もつかんでしまう。


  「くそっ、もう観念しろ……っ」


  　下着泥棒は人が寄ってくるのを避けるためか、一言も叫んだりしない。その反面、なおも上半身をバタバタやったり体全体で跳ねたりと派手に抵抗してくる。


  　片方の手を離したらすぐさま逃げられてしまいそうな暴れ具合に、パンツの位置を直すこともままならない。どうにか両手を使わずにこいつをおとなしくさせる方法はないものか。


  「……あ、そうだ」


  　そこでふと、父さんから教わった秘ひ儀ぎを思い出した。


  「恨むなら、往おう生じよう際ぎわの悪い自分を恨むんだな」


  　僕は無理やり下着泥棒の足を開き、右足をねじ込ませる。


  「食らえ、父さん直じき伝でんの必殺奥おう義ぎ！」


  　あとにして思えば、このとき──


  「電気（アンマアアアアアア！）」（自主規制。だって捕まっちゃうもの☆）


  　──僕のテンションは常じよう軌きを逸いつしていたんだろう。


  「──っ!?　──っ!?　──っ！　──っ！」


  　ドガガガガガガガガガガガガガガガガガ！


  　足の裏に触れるぐにゃっとしたヤシの木一本実が二つの感触を逃のがさないようにしつつ、容よう赦しやなく振動を叩きこむ！


  「──くはっ！　──か、かはっ！　──っ！」


  　下着泥棒は声にならないのかまだ声を出すのを堪こらえているのか、時折息を漏もらしながら、さっきまでの激しい抵抗とはまるで違う不ふ随ずい意い的な痙けい攣れんを繰り返した。やがて、


  「……」


  　全身の力を使いきったか。抵抗の意思はないとばかりに小刻みに痙攣するのみになった。


  「ふっ、この僕を追い詰めたのが運の尽きだったな」


  　下着泥棒の片足だけ解放して、パンツの位置を直す。ふう、ようやく視界が元に戻る。


  　──バンッ！


  　と、いきなり更こう衣い室しつの扉とびらが開いた。


  「うわっ！　……って、あ、なんだ」


  　扉を開いて現れたのは、幸いなことに華か城じよう先輩だった。更衣室の窓から抜けて追っ手をまくつもりだったのだろう。背後から風紀委員のものらしき足音が何重にもなって聞こえる。


  　──ぱたん。


  「あ、あれ!?《雪せつ原げんの青あお》!?」


  　なぜか華城先輩はパンツの奥の瞳ひとみを白黒させたまましばし放心したあと、そっと扉を閉めて廊下に戻ってしまった。なにゆえ!?　廊下にはまだ追っ手がたくさんいるだろうに！


  「──はっ、まさか」


  　男子更衣室で僕が男に電気アンマを仕掛けていたから、腐れＢＬボーイズラブ脳が再燃したのでは。


  「せっかく払ふつ拭しよくできたと思ってたのに！　……まあいまはそんなことより、この下着泥棒をどこに放り捨てるか、だけ、ど……？」


  　改めて下着泥棒に目をやって、僕は固まった。


  「……（ぐったり）」


  　僕に片足をつかまれ、股こ間かんを足の裏でがっつり押さえられ、小刻みに痙けい攣れんしている人物が、


  　──なぜか全身びしょ濡ぬれの、月つき見み草ぐさ朧おぼろその人だったからだ。
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  　しばし、僕の中の時間が止まった。


  　状況を整理しよう。いまこの情景は、第三者の目にどう映るのか。


  　僕は頭にパンツをかぶっている。対して月見草さんは僕に片足をつかまれ、股こ間かんに足を添えられ、小刻みに痙けい攣れんしながらも普段どおりの微笑を湛たたえ、けれど顔は真っ赤かに上気しており、締まりのなくなった口元から涎よだれが垂れている。加えて全身ぐっしょりで、湿しめった黒髪は色っぽく顔に張りついている。


  　有り体ていに表現しよう。完全に事後である。


  　そしてなにより僕の脳みそが処理落ちを起こした事実は、足の裏の感触だった。


  　月見草朧、完全についている。


  　処理落ちのせいで常識のなくなった僕は、足の裏でぐにぐにとソレをつまんだりつついたりしてみる。そのたびに月見草朧が小さく痙攣した。


  　どう考えても、アレがついている。いやもうはっきり言うわ。こいつチンコ生えてる。


  　けれどこの情景は完全に、頭にパンツをかぶった変態が、美少女を足で犯した図である。


  　少なくともさっきそっと扉とびらを閉めて帰っていった華か城じよう先輩は、そう捉とらえたはずだ。


  　ははっ、エロスワロス。


  「おい！　おいお前！　どういうことだ！」


  　僕はぼけーっとしたままの月見草さん──いや月見草に詰め寄った。


  「なにが、でしょうか……？」


  　脱力したまま、けれど普段のように微笑ほほえみを絶やさない喋しやべり方。


  「性別だ！　お前、これ、女子の制服で、美少女みたいな外見で、その、体は男じゃねえか！」


  「はい。そのとおりです」


  「どっちなんだよ！　男か、女か」


  「？　どちら、と言われましても」


  　月見草が示したその反応は、クラスメートに好き嫌いを訊きかれてフリーズしたときと酷こく似じしていた。ここで初めて、僕は月見草の浮かべる微笑にうすら寒いものを感じる。いつなんどきも変わらない、電気アンマを食らっても絶えないその微笑みに。


  「じゃあ、お前、なんで女の格好で学校に？」


  「祠まつ影かげ様のご命令です。女として入学したほうが、ヒワイを取り締まる場合において、女性と男性両方のエリアに入りやすいから、と。それから私が女性として振る舞うことで、アンナ様への危険性も減るとお考えになったのでしょう」


  「生徒会長への、危険？」


  「はい。女であれと命じられれば、私は女性にヒワイな感情を抱くことはありませんから」


  　なんだよ、それ……。意味がわからない。金玉ついてるだろ？　ほら、ぐにぐにー。こ、これはまだパニくってるだけで、男のアソコを足で弄もてあそびたいわけじゃないんだからね！


  「そんなの、まるで、自じ我ががないみたいじゃねえか」


  「自我なら、ありますよ」


  　月つき見み草ぐさの微笑ほほえみは変わらない。


  「祠まつ影かげ様が男と命じれば男に、女と命じれば女に。アンナ様がピーマンを美お味いしいとおっしゃれば私もピーマンが美味しく、アンナ様がプリンをマズイとおっしゃれば私もプリンがマズイ。これが自我です。だから私には自我があります。──と、祠影様がおっしゃっておりました」


  　あらゆる矛む盾じゆんを内包して、さっきまで黒だったものを白と教えられてなんの疑いも抱いだかず、ただ受け入れる。それが人間だと、月見草は語った。──他人の言葉で。


  　華か城じよう先輩の言っていた月見草朧おぼろの正体とは、これのことなのだろうか。


  　──こんこん。


  「月見草さん？　着替えは終わりましたの？」


  　と、茫ぼう然ぜんとしていた僕の耳に、信じがたい声が飛び込んできた。


  　これまでのやり取りが頭から吹き飛び、僕は最初に抱くべきだった疑念を月見草にぶつけた。


  「そういえばあんた、なんでここに？」


  　下ネタテロが起きている間はアンナ先輩のそばを離れないはずの月見草が、どうしてここに一人でいたんだ？　アンナ先輩はまだ、くんくんタイムのはずだ。


  「アンナ様が奥おく間ま様の下着を堪たん能のうしている最中、急にスプリンクラーが作動しまして。びしょ濡ぬれになってしまい『下着の香りが堪能できませんの』と落ち込んでしまわれたアンナ様と共に着替えるため、一番近くにあったこの更こう衣い室しつにやってきたのです」


  「なんで俺おれの頭の下着を狙ねらったんだ？」


  「アンナ様が特別になにか命じない限り、目についた時とき岡おか学園内のヒワイを排除するのが私の役目ですので」


  　あーはい、そういうことですか。


  「月見草さん？　いるんですの？　入ってもよろしいですか？」


  「問題ありません、アンナ様」


  「……っ！」


  　僕は月見草の足を放し、脱だつ兎とのごとく窓へ走った。


  「遅かったですわね月見草さん、大丈──なにがあったんですの！　あっ、あなたは、奥間君の偽にせ物ものの……っ！」


  　ジャージ姿のアンナ先輩の目が殺人鬼のそれに変わる。普段の奥間狸たぬ吉きちはアンナ先輩から貞てい操そうを狙われているが、テロリストとしての奥間狸吉はアンナ先輩から命を狙われているのだ。


  「今日きようこそ……今日こそこの世から消してさしあげますわ」


  　足にカタパルトついてんの？　とばかりに距離を詰めてくるアンナ先輩。


  　そう何度も使える手じゃないから、もっと後にまでとっておきたかったのだけど、仕方ない。


  「！　！　っ!?」


  　僕はその場で、ばっ！　とズボンを脱ぎ、ばばばっ！　トランクスを脱ぎ、脱ぎたてほやほやのトランクスをアンナ先輩の目の前に放った。


  「さ、さきほど一瞬だけ荒ぶっていた突起物はいったい……あ、いや、そうではなく、お、お待ちなさい……あ、ですが、ああ、この、においが……くっ」


  　アンナ先輩がパニックを起こしている間にズボンを穿き、僕は今度こそ脱だつ兎との勢いで逃げた。


  



  
    ●

  


  



  　拝啓


  　　奥おく間ま狸たぬ吉きち　殿


  



  　お楽しみのところ大変申し訳ありませんが、時間も差し迫っており、そろそろ屋上に集合していただけますと、ありがたく存じます。ご多忙の折、不ぶ躾しつけで恐縮ですが、何卒よろしくお願い申し上げます。


  
    華か城じよう綾あや女め　

  


  



  「それ以上近づいたら舌を噛かんで飛び降りますよ？」


  「かじょ……《雪せつ原げんの青あお》！　話を聞いてください！」


  「そういうの間に合ってますから。あ、しかしですね、いちおう《ＳＯＸソツクス》の一員としてここには並んでもらいますから……ただし半径三メートル以内に近寄らないでくださいね」


  「月つき見み草ぐさは、男だったんですよ！」


  　屋上には華城先輩がすでに到着していて、僕が拘こう束そくした《群むれた布地》の構成員四人をフェンス際に運んでいた。華城先輩との距離感が壊かい滅めつしていることを示すメールが届いていることにも気付かず、手伝いがてら近づいたとたんに汚物を見るような目で睨にらみつけられいまに至る。


  「月見草が、男の娘ですって？　ま、またそんな、私の腐りかけた心につけこんでごまかそうとしたってそうはいかないわ！　この変質者！　淫いん乱らん巨きよ根こん！　妖怪電気アンマ！　あなたは上半身と下半身が断だん裂れつしたら、きっと下半身だけで動きだす新あら手てのテケテケになるのでしょうね！」


  　ぼろっカスに貶けなしてくださる。なんだか常になく頑かたくなな様子だし、これはいま口で説明してもダメかもしれない。女性を襲おそったなんて誤解を、よりにもよって華城先輩に抱いだかれたままなんて不本意極まりないけど……。あ、いや別に、恋愛対象だからとかそういうんじゃなくてね！


  「あとで確認してもらえばわかりますから！　さっさとやるべきことやっちゃいましょう！　消防車が来ますし、いま高等部校舎内にはアンナ先輩もうろついてます！」


  　想定外の事態がいくつも重なって、時間がないのだ。いつここにアンナ先輩が突入してくるかもしれない。誤解を解くのはあとにして、いまはやるべきことをやってしまおう。


  「なんですって？　アンナが？　どういうこと。アンナはいま頃、狸たぬ吉きちのパンツに涎よだれを垂らしてむしゃぶりついているはずよ」


  「この騒ぎで、誰かが誤って消しよう火か栓せんのスイッチを押してしまったらしくて。スプリンクラーが作動してアンナ先輩と月つき見み草ぐさ、それから僕の下着がびしょ濡ぬれになってしまったんです」


  「そういえば、月見草がこの騒ぎの中でアンナから離れてるなんておかしいものね。そういうことだったの。……ん？　ちょっと待って。狸吉の下着は、この騒ぎから離れたエリアに設置したわよね？　エロ本コピーを回収しようとする一般生徒も風紀委員も近寄らないはずだわ。スプリンクラーの誤作動なんて、ありうるのかしら？」


  「あっ、ちょうどおそろいっスね！」


  　と、そのときだ。


  　かぶったパンツの奥で喜色満面の鼓こ修す理りが、校舎内と屋上を繋ぐ扉から顔をのぞかせた。


  「……鼓修理？　あなた、ここでなにをしているの？　その格好は、どういうこと？」


  　詰きつ問もんと表現してさしつかえない緊きん迫ぱく感をもって、華か城じよう先輩が鼓修理に訊たずねた。当然だ。事前の打ち合わせに従うなら、〝チーム突起物〟の鼓修理は敷地外にいなければならない。


  「あ、この制服っスか？　ふふふっ、鼓修理はこの数日で時とき岡おか学園中等部にたくさんのオトモダチを確保したっスから。そのうちの一人から貸してもらったんっス。それより、聞いてくださいっス！　鼓修理は今日きよう、《ＳＯＸソツクス》の活動にたーっくさん貢こう献けんしたんっスよ！」


  　鼓修理の表情には、見覚えがあった。風紀委員を設置した功こう績せきを、褒ほめて褒めてとばかりににじり寄ってきたときの、アンナ先輩の笑え顔がおだ。


  　自分のやったことが正しいとしか思っていない、自信に満ちた善意の笑顔。


  「一般生徒の指揮をやってた不ふ破わっていう人をつきとめて、お兄ちゃんのサポートをするよう仕向けたんっス！　ねっ、お兄ちゃん、《群むれた布地》の人たち、いい感じに捕まえやすくなってたっスよね？」


  「たしかに、そうだけどさ」


  　あの違和感はそういうことだったのか。けど、それはマズイ。


  　華城先輩も当然そう感じているようで、パンツ越しに眉まゆ根ねを寄せているのがありありとわかる。けれど鼓修理は僕たちのリアクションがふるわないことが不思議らしく、さらに続ける。


  「本当は一般生徒を使って、風紀委員の妨害もするように不破お姉ちゃんに頼んだんっスけど、あのつまらない人、どうしてもそれだけは聞いてくれなかったんっス。なので鼓修理は直じき々じきに動いて、こーんなつまらない世界の構築に加担する生徒会の長と風紀委員の長に、一発ぶちかましてやったんっスよ！」


  　おいこいつ、もしかして。


  「スプリンクラーでぶしゅううっと、びしょ濡ぬれに！　もう気分爽そう快かいだったっスよ！」


  「お前かああああアアアアアアアアアaaaaaarrrrr！」


  「きゃああああ!?」


  　僕はいきり立ち、鼓こ修す理りの華きや奢しやな両肩をガクガクと揺ゆさぶる。


  「お前の、お前のせいでなぁ、僕は華か城じよう先輩からあらぬ誤解を」


  「い、いきなりなにをするっスか無能お兄ちゃん！　ち、近いっス！　気き色しよく悪い顔が近いっスよ！　誤解ってなんっスか！」


  「僕が、女性を、襲おそったって、誤解だよ！」


  「いままさに襲ってるじゃないっスか！」


  　なんだってこう反証しづらいシチュエーションにばかり放り込まれるんだろうね？


  「ふ、ふふんっ。どうせ鼓修理がお兄ちゃんなんかよりもずっと《ＳＯＸソツクス》に貢こう献けんしてるから、嫉しつ妬として変な言いがかりをつけてるんっスよね？　ふひひっ、まあ当然の反応っスね。どうしてか綾あや女めさんは鼓修理よりもお兄ちゃんを優ゆう遇ぐうしてるっスけど、それも今日きようまでっスから」


  「貢献って、お前な……」


  「なんっスか？　鼓修理になにか意見があるなら、それ相応の成果を出してからにしてほしいっス。お兄ちゃんの今日の活躍も、鼓修理のサポートあってこそなんっスよ？」


  　言いたいことは山ほどあった。


  　鼓修理が不ふ破わさんに接触したことで、一般生徒たちはテロリストに通じているという〝事実〟ができてしまった。不破さんならきっと放っておいても僕らのサポートに乗り出しただろうに。それに、スプリンクラー。これも確実にマイナスだ。体制側に直接攻撃を仕掛けたところで、こちらにプラスになることなどなにもない。心象的なふりを各地にバラまくだけだ。不破さんもその腹いせがマイナスにしかならないと知っているから、風紀委員に攻撃を仕掛けるような指示は出さなかった。けど鼓修理は、それらのことを一切考慮していない。


  　ただ暴あばれたかっただけ、ただ華城先輩に認めてもらいたかっただけだ。


  　華城先輩もこの辺りは察しがついているようで、鼓修理を苦い顔で見つめている。


  　教育係として、ここは僕ががっつり叱しかっておくべきなんだろう。──けど。


  「鼓修理は綾女さんに褒ほめてもらうんっス！　無能の嫉妬は静かにしててくださいっス！」


  　鼓修理のその自信満々の笑みに、優秀さに、華城先輩という理想から程遠い情けない僕は押しつぶされて、なにも喋しやべれなかった。


  「──うっ、こ、ここは……？　あ、貴き様さまら！」


  　と、フェンス際に縛っていた四人の《群むれた布地》のうち一人が目覚め、喚わめき始めた。


  「その風ふう貌ぼう、貴様ら《ＳＯＸ》だな！　なぜこんな真ま似ねを!?　我々は貴様らの志こころざしに賛同し、世界を変革しようとしているのに！　この騒ぎ、我々のために起こしたのではなかったのか！」


  「女の感じる演技を自分の技量だと誤認する短小男並みの勘違いね。身の程を知りなさい」


  　華か城じよう先輩が男をもう一度気絶させようと拳こぶしを振り上げる、が、


  「綾あや女めさんっ、待ってくださいっス！」


  　鼓こ修す理りがそれを止めた。


  「この人たち、やっぱり《ＳＯＸソツクス》の味方っスよ！　世界を変えようとしてるのはたしかっスし、捨て身で胸むな糞くそ悪い取り締まり側と闘って、漢おとこっス！　ここ数日の下着ドロもスカッと決めてくれて、抗議活動としては有効っス！　せっかくこの人たちの抵抗運動が大きな流れになってるんっスから、《ＳＯＸ》はむしろ協力すべきじゃないっスか？」


  「……鼓修理。狸たぬ吉きちから説明は受けなかった？　《群むれた布地》が好き勝手ヤって性病をまき散らすような真ま似ねをすると、私たちに害しかないのよ？」


  　華城先輩の不機嫌そうな声に、鼓修理が面食らいながらも続ける。


  「説明は、されたっスけど。けど、なんか違うなっ、て。近くで実際に下着泥棒を見ていて、《群れた布地》はやっぱり、体制に立ち向かう正義のレジスタンスだって思えたんっス！　この人たちを善ぜん導どう課に引き渡すのは、やめてあげましょうっス。ね？」


  「話にならないわ。賢者モードになってもう一度冷静に考えてみなさい。はい、オナニー開始」


  　ばっさり切り捨てられ、鼓修理が「……え？」とたじろぐ。


  「《群れた布地》は、自分たちの欲望を満たしたいがために下ネタテロの大たい義ぎを隠れ蓑みのに暴あばれ回っているだけよ。同情の余地はないわ」


  「なにを言っているんだ《雪せつ原げんの青あお》！　そっちの中学生のほうがよほど真理を得ている！　私たちは貴き様さまらと同じ、この世界に反はん旗きを翻ひるがえし者！　本来手を取り合うべき我らを善導課に引き渡そうなど、貴様らこそ自分勝手に暴れ回る大義なき無法者ではなぐぶうっ!?」


  「まったく。金玉で思考するやつとは会話が成立しなくて困るわ」


  　騒いでいた《群れた布地》構成員を沈黙させてから、華城先輩は改めて鼓修理に向き直る。


  「鼓修理。あなたは私たちの話も指示も聞かず、勝手に行動しすぎよ。今回の件でも、下ネタテロにどれだけの支障が出たと思っているの」


  　そこでようやく、鼓修理は自分が責められていると悟ったらしい。


  「で、でも、鼓修理は、鼓修理は、ただ《ＳＯＸ》の一員として、敵をやっつけてやろうと」


  「敵をやっつけるのが、私たちの目的だったかしら？　私たちがやるべきことは、善導課を叩たたき潰つぶすこと？　風紀委員に怪け我がをさせること？　生徒会長を濡ぬれ濡れのヌルヌルにすること？　下着を盗んで民衆の反感を買いながら、それを正義の抗議活動と銘めい打うつこと？」


  　鼓修理のひたむきな貢こう献けんを、褒ほめられると信じて疑わなかったのだろう功こう績せきを、華城先輩は容よう赦しやなく全否定する。その言葉に、鼓修理から向けられた善意を斟しん酌しやくしようなどという温情は微み塵じんも感じられない。僕がアンナ先輩の善意に臆してしまったのとは、まるで違う姿勢だった。


  「《群れた布地》は全員引き渡すわ。鼓修理、あなたは明日あしたからちゃんと、打ち合わせで決めた役目を果たしてちょうだい。それで十分、《ＳＯＸ》のためになっているわ」


  　押し黙ってしまった鼓こ修す理りに背を向け、華か城じよう先輩が今度はこちらにやってきた。


  「あまり比べるものではないけれど、狸たぬ吉きちのほうはよくやってくれたわね。合計八人、風紀委員より五人も多く捕まえているわ。この調子で明日あしたからも頼むわよっ」


  　鼓修理の所業にあきれ果てていたのとは違い、華城先輩はいつもの不敵な笑みで僕の背中を軽く叩たたく。自業自得ながら鼓修理が落ち込んでいる手前、ちょっと気が引けるけど、褒ほめられたことは素直に嬉しかった。鼓修理にへし折られていた自信が、少しだけ回復する。


  「けれど、あなたに鼓修理の教育係はちょっと違ったみたいね。私がやったほうがマシかしら」


  　華城先輩が顎あごに手を添えながら不意に放った言葉で、僕の心臓が不愉快に跳ねた。


  「うん、明日から鼓修理は、私が面倒を見るわ。あ、けれどアンナとかに怪しまれてもあれだから、とりあえず宿は狸吉のアパートのままね。ま、詳しくは後で話すとして、とりあえずは今日きようの仕上げといきましょうか。さあ、風紀委員がどんなアヘ顔するか楽しみね！」


  　教育係の解消。それはつまり、華城先輩が僕を一人前だと改めて認めてくれた証が正式に消え去るということで……ただでさえ理想から程遠いと鼓修理や早さ乙おと女め先輩に指摘され、自分でも思い悩んでいた事実が、ほかならぬ華城先輩の言葉で決定的なものとなった。


  　いつの間にかフェンスの向こうに移動していた華城先輩が「どうしたの狸吉？　あなたも並ぶのよ、ほらほら」と僕を手招きする。僕はなんとも言えない気分のままそれに従った。


  　やがて、《雪せつ原げんの青あお》はその威厳に満ちた声をＰピーＭエムで増幅させ、


  〝私たち《ＳＯＸソツクス》は今日、八人の《群むれた布地》を捕まえたわ！〟


  　これまでの悪評を払ふつ拭しよくすべく、堂々と朗ろう々ろうと、演説を開始するのだった。


  「……なんなんっスか。御ご託たくを並べて、体制側に媚こびるような真ま似ねをして、格好悪い……《ＳＯＸ》様ならと期待したのに、これじゃあ、腰抜けパパと同じじゃないっスか……」


  　フェンスの内側で待機させていた鼓修理がなにかを恨み言のように呟つぶやいていたけれど、華城先輩の張りのある声にかき消されて、あるいは理想から程遠いことを突きつけられて沈む僕が聞きとることを拒否していたために、その内容はまったく頭に入らなかった。
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  　その日から鼓修理は家の中でも現場でもすっかりおとなしくなってしまい、急に張り合いがなくなってしまった。女王様然として僕に無理難題を押し付けたり、足を舐なめさせたりするようなこともなく、しゅんとしてしまった姿は、いままで散々な目に遭あわされた僕でさえ同情してしまった。けれど僕は、それに構っている余裕はなかった。少しでも華城先輩に近づくため、日に日に激化する《群れた布地》狩りに全身全霊を注いでいたからだ。特にアンナ先輩が僕のトランクスをアパートから盗み初めたために、くんかくんかより《ＳＯＸ》の追跡を優先し始めた辺りなんかは地獄で──いや忘れよう。


  　とまあ、そんなこんなで数日が過ぎ、《ＳＯＸソツクス》と生徒会、風紀委員が時とき岡おか学園内で捕まえた《群むれた布地》の人数が百人という大台を超えた頃。


  《群れた布地》はぱったりと時岡学園に現れなくなった。


  　うん、まあ、それだけ乱獲すれば当たり前だよね。
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  「あっはっはっは！　うまくいったわね！　ここ数日は清せい麗れい指定都市全域でも下着泥棒のニュースはないし、もしかして乱獲しすぎて組織そのものを潰つぶしちゃったかしら？　弾たま切ぎれならぬ種切れ！　すっからかんね！　へっ、だらしねえ精せい巣そう組織だぜ！」


  　風紀委員と《群れた布地》に対抗するための作戦が無事終了し、七月も終わりに差しかかった放課後。いつものとおり喫茶店での祝勝会が開かれていた。


  「不ふ破わさんにさりげなく訊きいたんですけど、学園内での《ＳＯＸ》の評判もそこそこ回復してるみたいですね。風紀委員からは数人の脱退者が出てますし、効果は上々かと」


  「もう少し脱退者が出るかと予想してたけど、そこはアンナの求心力よねえ。ま、十分か。早さ乙おと女め先輩と鼓こ修す理りも、よくやってくれたわ！　生徒会や風紀委員は敷地内のごたごたに精いっぱいで、敷地外のエロ本コピーは一般生徒にしっかり分配されてるみたいだしね！」


  「ありがとうございますっス！　お役に立てて光栄っスよ！」


  　オレンジジュースをちびりとやりながら、鼓修理は快活に笑った。華か城じよう先輩にしっかり叩たたき直されたらしく、もうすっかり《ＳＯＸ》の一員だ。鼓修理がまともになってくれたのは喜ばしいけど、僕と華城先輩との差を見せつけられるようで、勝手に凹む僕がいたりする。


  「まあ、敷地外にエロ本のコピーを隠してくれたのは、ほとんど鼓修理の功績みたいだけれど」


  　この喫茶店における場違いな名物、巨大ハンバーグセットをズゴゴゴゴッと口に運んでいた早さ乙おと女め先輩がぎくっ！　体を揺ゆらした。


  「またエロ本コピーの流る布ふをサボって、絵を描かいてたみたいね？」


  「なぜバレたっ。毎日ちょろっとじゃが手伝ったから、鼓修理も密告はせぬと誓っ……はっ」


  　語るに落ちるとはまさにこのこと。


  「それについては貴重な視し姦かん情報があってね？」


  　華城先輩がにっこりと笑い、僕があとを引き継いだ。


  「スプリンクラーが作動したあの日、びしょ濡ぬれの早乙女先輩が校内で目撃されています」


  　一般生徒のネットワークを統とう括かつする不破さんからのありがたい情報である。


  「つまり早乙女先輩はここ数日、僕らに内緒で、アンナ先輩が僕の下着を捕食するシーンを描えがき続けていた、ということになります」


  　これまでのデバカメに対しての復ふく讐しゆうの意味もあるので、僕は容よう赦しやなく糾きゆう弾だんする。


  「じゃ、じゃがな！　それ以外の時間はしっかり手伝ったぞ！」


  「一日五分くらいっスけどね～」


  　鼓こ修す理りがにっこりと笑いながら漏もらす。


  「あっ、チクりおったな！　いや、しかしな、鼓修理が真ま面じ目めに活動してくれたおかげでノルマは隠しきって……おい店主よ！　なぜ縛る！　客を縛るな！　ハ、ハンバーグセットがまだ食い切れておらんぞ！　あ、綾あや女めよ、そもそもな《ＳＯＸソツクス》におけるわしの役目は、オリジナルの不健全雑誌を作製することじゃろう？　て、適材適所という言葉があってじゃな、じゃからこんな、おあずけは酷が過ぎるじゃろう？　な？」


  「ええ、もちろん人にはそれぞれ最適な立ち位置があるわ。私はチンコを振るって可愛い女の子を凌りよう辱じよくすることはできないし、狸たぬ吉きちが轟ごう力りき先輩から子こ種だねをぶちまけられて妊娠することも、現実では不可能よ。人にはそれぞれ、できることとできないことがあるもの」


  「まるでフィクションではあったかのような言い方やめて！　想像しちゃうだろうが！」


  　僕は懸命に主張するも、まあ当たり前のようにスルーされた。


  「けれど今回は鼓修理と早さ乙おと女め先輩を組ませることで善ぜん導どう課に目を付けられる可能性を引き下げる狙ねらいもあったし、勝手な行動をした鼓修理を手厳しく叱しかっちゃってるもの。早乙女先輩の常じよう軌きを逸いつした創作意欲は大好きだけれど、ほら、けじめって必要じゃない？」


  「ぬ、ぐぐぐっ」


  　早乙女先輩は涎よだれをダラダラ垂らしたままハンバーグを凝ぎよう視しし、甘んじて罰を受けることに決めたようだった。


  「にしても、本当に大量でしたね、《群むれた布地》。あれだけ乱らん獲かくしてたのに、懲こりずに毎日たくさんやってきて」


  　そのおかげで長期にわたって《ＳＯＸ》の立場を表明できたから都合はよかったけど。


  「乱獲したっていっても、毎日数人は取りこぼしてたからね。あの混乱だから、その数人はかなりの数の下着を手にして帰還したはず。清せい麗れい指定都市中の警戒が強まって下着の入手が困難になったところにあんな狩り場が残っていたから、捕まるリスクを考えてでも飛びついたのでしょうね。欲望を最優先する連中だもの。やりやすくて仕方ないわ」


  　だからこそ、いきなり襲しゆう来らいがやんだことが怖かったりするのだけど。やっぱり華か城じよう先輩の推測するとおり、組織がまるごと潰つぶれてしまったのだろうか。


  　……《群れた布地》の頭を務めるというあの全身真っ白の怪人《頂いただきの白しろ》とやらが、このくらいで折れるとはどうしても思えないんだけどなぁ。


  「風紀委員の有用性もうやむやにすることができたでしょうし、これからはまたいつもどおり、性知識の流る布ふに専念できるわね。ふふふ、なにも知らない無む垢くな子たちに、たっぷりがっつり濃厚な遺伝子情報を注ぎこむあの快感をもう一度……ん？　どうしたのマスター」


  　と、最低な感じに意気込んでいた華城先輩に、早乙女先輩を縛り終えて席から離れていた店主がくしゃくしゃに丸められた紙を手渡した。気のせいか、その額ひたいには汗が垂れている。


  「いましがた、店に投げ込まれたものです」


  「なによこの、ガッチガチのティッシュみたいなやつは。え、やだこれ、イカ臭くさいわ」


  「本当にそうなら大問題ですね！」


  　わざわざ鼻をすんすんとさせてからのリアクション。この人は本当に下ネタを吐きだすためだけに頭を働かせているようなものだ。


  　華か城じよう先輩は「やだ、クリの花の匂においがするわ」などと性しよう懲こりもなく繰り返しながら、紙の塊かたまりを広げて伸ばした。


  「……マスター。悪いけれど、頼んでおいたケーキ、取り下げてもらえる？」


  「かしこまりました」


  　店主は手紙を先に読んでいたのか、華城先輩の言葉を予想していたかのようにすぐさま応じた。もしかしてこの人、いちいち紙をくしゃくしゃにし直していたのだろうか？　華城先輩のツボを心得てらっしゃる。変な方向に空気読むのはうまいのな。


  「なっ、お、お主ぬし、ハンバーグセットだけでなく、わしからケーキまで取りあげる気か！　鬼じゃ、鬼がおるぞ！　せっかくオリジナルの、男同士の友情をこじらせた傑作ができあがったというのに、もうお主には見せてやらんからな！」


  　さらなるおあずけに涎よだれをまき散らして抗議する早さ乙おと女め先輩の口にハンバーグセットを放り込んで黙らせると、華城先輩が沈痛な面おも持もちで口を開いた。


  「祝勝会は中止よ。こんなものが届いたんじゃあね」


  　華城先輩がシワだらけのそれを机に広げる。そこには、こう書かれていた。


  



  



  《ＳＯＸソツクス》の諸君、よくもまあ吾わが輩はいの同志を次々と監獄送りにしてくれたものだ。直じき々じきに話したいことがある。今日きようの夜〇時、総ぞう司しヶが岡おか公園で待っている。


  　この手紙を貴き殿でんらが読んでいるということは、貴殿らの正体に通じる情報源をこちらが握っているということだ。来なければどうなるかわかるな？


  　それでは今晩、下着のよく湿しめる曇天の夏夜の下でお会いしよう


  
    《頂いただきの白しろ》

  


  



  第三章　自慰級クエスト


  



  「華か城じよう先輩、鼓こ修す理りも連れてきてしまって、よかったんですか？」


  　深夜０時まであと少し。


  　僕と華城先輩、それから鼓修理の三人は正体がバレないよう頭にパンツを装着し、手紙の指示どおりに総ぞう司しヶが岡おか公園へやってきていた。早さ乙おと女め先輩はおあずけの反動で、ただいま暴飲暴食中だ。


  「ええ。むしろ鼓修理はいてくれなくちゃ。夜の公園で、調教の仕上げよ！」


  「なにするつもりだ！」


  　というか、鼓修理はもうちゃんとした《ＳＯＸソツクス》の一員をやってるぞ？　それともやっぱり華城先輩から見ると足りない部分があったりするのだろうか。……僕みたいに。


  「訊きこう、貴き殿でんらが《ＳＯＸ》か？」


  　と、灯りの少ない総司ヶ岡公園に男の低い声が響き、闇やみから真っ白な人影がぬっと現れた。


  　あの日、校舎の壁に大きく写し出されたままの姿、全身を白パンツで覆った最悪の変態だ。


  「来たわね。私たちが《ＳＯＸ》よ。私はリーダー《雪せつ原げんの青あお》！　幼よう女じよのお尻しりに咲く、一輪の蒙古斑のような女よ！」


  　華か城じよう先輩が、キリッと表情を引き締めて応じる。


  「よくぞ来てくれたな。吾わが輩はいは《群むれた布地》頭とう目もく、《頂いただきの白しろ》だ。今こ宵よいは互いにとって有益な交渉の場となることを祈っているぞ」


  　……あれ？　よく見るとこの男、パンツの下は全ぜん裸らだと!?　いや、自分でも日本語おかしいとは思ってますよ。けど事実だ。この男、パンツを繋ぎ合わせて着こなしているが、その下は全裸らしく、なんでわかるかっていうと股こ間かんのパンツのつなぎ目からちらちらとチンコがコンニチハしてんだよ！　パンツはけよ！


  「《雪せつ原げんの青あお》、こんな全身恥ち部ぶの男、交渉の余地はありません！　ぶっ潰つぶしてやりましょう！」


  《頂の白》のあまりにもあんまりな変態具合に、僕の下ネタツッコミが暴走していた。


  「心外だな。これはただのファッションだというのに。わずかばかり個性的な」


  「言うに事欠いて、ファッションだあ!?」


  《頂の白》が発した異次元の言い逃のがれに、もう率そつ先せんして噛みついてしまう。くそおおぉぉぉ、ツッコミなんてしたくないのに、こんなやつ相手じゃあ余計に歯止めが利かん……っ。


  「うむ。吾輩らが生まれる以前、吾輩や貴き殿でんらが望む自由な世界では、ファッションと呼こ称しようすればすべてが許される風潮があったという」


  「てめえはどの時空でも許されねえよ！」


  「貴殿らはご存じかな？　かつてこの国では、著いちじるしい肌はだの露出もファッションとして容認されていたそうだ。女性が自みずからの四し肢しや腹、果ては魅惑の鎖さ骨こつ周辺まで曝さらけ出し、常に男の目を困らせていたと伝えられている。そして男がいくら目のやり場に困るからと説いても〝暑いから〟〝ゆったりしてないと息苦しいから〟総じて、〝ファッションだから〟という理屈で封じられたそうだ。露出された部分に目のいく男が悪い、とな」


  「だから!?」


  「つまり、だ。吾輩ら男も、ファッションの名の下もとに好きな格好をしてよいということだ！」


  　がっ、と拳こぶしを振り上げる《頂の白》。〝見ちゃうほうが悪いんだよ？〟とばかりに股間のパンツのつなぎ目からチンコのシルエットがぶるん！　と揺ゆれる。おいぶった切るぞ。


  「しかし貴殿らのファッションには少々がっかりした」


  《頂の白》がいきなりいちゃもんをつけてきた。まあ、こっちも三人が三人パンツマスクだから反論なんてしないけど、こいつにだけは言われたくない。


  「頭に装着したその下着、洗濯してあるではないか！　無む臭しゆうだぞ！」


  「当たり前だボケえ！」


  　やべえ、キレちまったぜ、本格的によ……。


  「ボケは貴殿らだ。他者の使用ずみ下着にこそ価値があるというのに。《群れた布地》のメンバーは誰一人、新品の下着などかぶっていないぞ」


  　わかっていないな、とばかりに首を横に振る《頂の白》。うわっ、ムカツク。


  「おっと、しばし待たれよ」


  　と、《頂いただきの白しろ》がどこからか霧吹きを取り出し、全身のパンツに噴ふん霧むし始めた。


  「ふおおおおおっ、よい！　よいよいよいよい！　よいぞ～っ！　やはり湿しめった女性用下半身白下着だけが、窮きゆう屈くつな世界で干ひからびていた吾わが輩はいの心と体を潤うるおしてくれる！」


  「《雪せつ原げんの青あお》。男は拳こぶしで語り合える生き物です。交渉は僕に任せてください」


  　僕の使う拳はそこら辺に転がってる岩とかだけどね。


  「まあ待ちなさい狸たぬ吉きち。その滾たぎったオトコを収めて。ここは私の役目よ」


  　華か城じよう先輩が「任せろ」とばかり、パンツ越しににやりと力強く笑う。そしてツッコミのために前へ出ていた僕のさらに前へ歩み出て、《頂の白》に対たい峙じした。


  「《群むれた布地》頭とう目もく。あなたはそのパンツで、本当に満たされているの？」


  「……」


  　荒ぶっていた《頂の白》が、ぴたりと静止した。


  「そのパンツの鮮せん度どは、いかほどかしら？」


  「……ふっ、見抜かれているようだな。そうだ、吾輩の乾きは、このところ増すばかり！」


  　《頂の白》が腰辺りにあるパンツを一枚剥はぎ取り掲かかげてみせる。


  「これなどは一か月前に獲得した下着なのだが」


  　きったねえ！


  「沁しみついていたエキスは、たび重なる霧吹き噴霧によって薄まり、芳ほう醇じゆんな香りは悪臭へと変異しつつある。常に新しん鮮せんな下着が必要なのだ。常に、常に常に！　吾輩の乾燥肌はだと疲れ切った心を潤す下着が必要なのだ！　だからこそ吾輩はこの世界に異いを唱となえた！　貴き殿でんら《ＳＯＸソツクス》の活躍を知り、この世界には抗あらがう余地があるのだと知ったからだ！　常に新鮮な下着が手に入る自由な世界を目指すために、吾輩らと同じようにこの世界で受け入れられぬ欲求を持つものを救うため、吾輩らは《群れた布地》を立ち上げ、貴殿らの示してくれた希望の光をさらに大きくしようと試みたのだ！」


  「ふん。なにを日本製コンドームのように薄っぺらい大たい義ぎ名めい分ぶんを唱えているのかしら。あなたたちはただ、自分たちの欲求を満たしたいがために、下ネタテロを隠れ蓑みのに泥棒をやっているだけよ！　仲間内で下着のシェアでもして満足していればよかったものを」


  「ふ、それが吾輩ら《群れた布地》をおびき寄せ、時とき岡おか学園内で乱らん獲かくした理由か？」


  「欲望のために突き進むあなたたちのせいで、下ネタテロに従事するすべての人にあらぬ風評被害が出るのよ。性に自由な世界を目指すですって？　善ぜん導どう課はおろか民衆まで敵に回すあなたたちのやり方はむしろのその世界を遠ざけるだけだと、言ってわかるチンコはお持ちかしら」


  　なんでこの人はチンコに思考能力があるとお考えなのか。


  「欲望のため、か。確かに吾輩たちは常に新鮮な下着を欲している。しかしそれはあくまで抗議活動における副産物だ。吾わが輩はいたちは鮮せん度どの落ちた下着をアートにリサイクルし、抗議テロを起こしている。いやむしろ、その抗議アート作成の過程にある新しん鮮せんな下着を有効利用しているにすぎん。そして吾輩たちのやり方によって、構成員は一時期三百人を超えた。貴き殿でんらの名を借りたとはいえ、一か月にも満たない間で、だ。革命を起こすには人員の確保が必要不可欠であろう？　吾輩らの崇すう高こうな目的を理解せず、かといってこの世界に反抗もしない、この体制に飼い慣らされた民衆など、善ぜん導どう課と同じよ。考こう慮りよする価値もない」


  「はっ。枕まくら営業ばっかりやってる寄せ集めのアイドル集団みたいな理論ね」


  　穴だらけってか。


  「あなたたちは、欲望を満たしたいだけ。けどそれだけじゃあ大たい義ぎに欠けるから、それっぽい理屈で武装し、《ＳＯＸソツクス》という借り物の御み旗はたを掲かかげて信しん憑ぴよう性せいを増すのに利用している、それだけよ。あなたたちの本質は、独りよがりのオナニー集団でしかないわ！」


  「体制に媚こび始めた過去の英雄が、吼ほえるではないか」


  　と、《頂いただきの白しろ》の雰ふん囲い気きが変わる。ここからが本題か。


  「貴殿らが吾輩らを捕まえだしたのは、つまりはそういうことだろう？　善導課の増加に風紀委員とやらの設置。貴殿らにはつらい状況だ。そこに折よく現れた吾輩らを捕まえることで、多少のお目こぼしを狙ねらっているのだ。もしくは民衆の支持とやらを得たいと。保身に走り同志を売るような真ま似ねをして、薄っぺらい大義を振りまわしているのはどちらかな？」


  「そっちよ。そもそも私たちに大義なんて立派なものはないわ。私は下ネタが大好きで、エロ本を読み漁あさりたくて、自分を変えることはできないから世界を変えようとする、自分勝手で間違いだらけの下ネタテロリストだもの。邪魔するやつは、善導課だろうが風紀委員だろうが、下ネタテロリストを名乗るオナニー集団だろうが、ひっくるめて私の敵よ」


  　かたや頭にパンツの女、かたや全身パンツの男が、夜の公園で激しく睨にらみあう。まさに悪夢。


  「……ふ、少し挑ちよう発はつが過ぎてしまったな。つまり互いに相あい容いれない組織ということでいいのかな？　貴殿らは吾輩たち《群むれた布地》狩りをやめるつもりはないと」


  「もちろんよ。わざわざ接触してきたってことは、残りの人数もかなり少ないのね？　オナニーのしすぎで勢いも濃さも足りなくなってきたと。悲しいわね」


  「まあそんなところだ。そこで、吾輩から一つ提案がある」


  「なあに？　おとなしく捕まってくれでもするの？」


  「バカな。なに簡単なことだ。定期的に、貴殿らに吾輩らの同志を引き渡そう」


  「は？」


  　いきなりなにを言いだすんだこの男は。僕だけでなく、華か城じよう先輩も意味がわからないと声を漏もらす。


  「その代わり、貴殿らには時とき岡おか学園から下着を提供してもらいたい。あの風紀優良校で自由に動き回れる貴殿らだ。そのくらい容易であろう？　悪い話ではないはずだ。互いに善導課や風紀委員に捕まる心配なく、こちらは下着を、貴き殿でんらは《群むれた布地》を捕まえたというパフォーマンスを獲得することができる」


  　こいつ、さっきは同志を売るのがうんたらとか言っておいて……。


  「……本気かしら？」


  「無論だ。吾わが輩はいらとしても同志を引き渡すのは忍びないが、このところ新しん鮮せんな下着が手に入らず、抗議活動を起こせないことで構成員のフラストレーションがたまっていてな。なにか打開策を設けなければ、組織が崩ほう壊かいしてしまうのだ。苦く肉にくの策だよ」


  「バカね。気に食わない組織の立て直しに誰が協力するものですか。勝手に萎しぼんでなさい」


  　華か城じよう先輩は一も二もなくつっぱねた。


  「……ならば仕方ない。貴殿らの協力を得られないとなれば、もはやこれまで」


  　《頂いただきの白しろ》が観念したかのようにうな垂れる。そして


  　──ぐりん。


  　パンツに包まれたその双そう眸ぼうに、狂気が宿った。まあいまさらだけど。


  「最後に捨て身で世界に訴えるとしよう。この世界はくるっている、壊れるべきだとな。大量の蒸むれた布地に溺おぼれながら！」


  「っ！　あなたまさか！」


  　華城先輩が《頂の白》の危険な眼めに気づき、拘こう束そくしようと地面を蹴けった。しかし、


  「おっと、それ以上近づかないでもらおうか！」


  　《頂の白》が自みずからの腹を叩たたくと、湿しめったパンツからベチョォ！　と音が鳴る。するといつから潜ひそんでいたのか。周囲の闇やみから多種多様な下着で顔を隠した男女が数十人現れ、《頂の白》を守るように並んだ。


  　なあ、さっきのベチョォ！　ってまさか合図？　指鳴らしとかそういう発想はないんですか。


  「このままではいずれ、貴殿らの妨害によって潰つぶされる組織。ならばいっそのこと、最後に華々しく散ろうではないか。新鮮な下着のように、淡く儚はかなくしかし強烈な輝かがやきを持ってな！」


  「やめなさい！　そんなことをしたら、この世界は本当に、下ネタと言う概念が存在しない退屈な世界に突き進んでいくことになるわよ！」


  　華城先輩が殺気さえ立ち上がらせながら凄すごむ。けれど、《頂の白》はまるで聞く耳を持たず、


  「もう遅い。先ほどのやり取りで、貴殿らと思想が共有できないことは明白だ。いまさらそちらの話に耳を傾けろというのは無理な話。それとも、力ずくでとめてみるかね？　この人数を」


  　とりわけ武器を持っているわけではなさそうだが、相手は大学生らしき体格の人間がおよそ四十人。いくらなんでも多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいだ。


  「いまの《群れた布地》はこれで全員でね。こちらとしてももう人数は減らしたくない。ここは互いに引こうではないか。……どうせ貴殿らに、吾輩たちのテロは止められんよ。ふふ、ふははははははははははははっ！」


  　そして、《頂いただきの白しろ》を中心とした《群むれた布地》構成員たちは闇やみに溶け込み消えていった。


  　なんという負のカリスマ性。一時期構成員が三百人いたというのは伊達だてではない。


  「くそっ、見誤ったわ！　あそこまでの色ぐるいだったなんて！」


  「華か城じよう先輩。あいつらまさか……」


  「ええ、そのまさかよ」


  　華城先輩は、《群れた布地》たちが消えていった闇を強く睨にらんだ。


  「あいつら、なにかとんでもない事件を起こすつもりよ！　ただの下着泥棒じゃあすまない、頭のおかしいテロを！　絶対に阻そ止ししなくちゃ！」


  　それは以前から、華城先輩が最も懸け念ねんしていたことだ。


  　下着泥棒とはまた別の、世間を大騒ぎさせるはた迷惑な事件を起こして《群れた布地》の悪あく名めいが全国に広がり、そこに《ＳＯＸソツクス》まで名を連ねれば──。


  　もはや性知識の流る布ふは絶望的になり、《ＳＯＸ》の存在意義はなくなる。


  「わかったでしょう鼓こ修す理り。これが《群れた布地》の正体なのよ」


  「……はいっス。とんでもない組織だったっスね……」


  　僕たちのやり取りをじっと聞くに徹していた鼓修理の頭に、華城先輩がぽんと手を乗せる。


  　調教の仕上げっていうのは、そういう意味だったのか。


  「とんでもなく厄介なことになってしまったわ……狸たぬ吉きち、一緒にオナホごっこしない？」


  「あっ、ちょっ、綾女さんっ、駄目っスよ、こんなところで、あっ！」


  　切せつ羽ぱ詰まった華城先輩が鼓修理のサイドテールの付け根、ヘアゴムでまとめられた部分に指をずぶずぶつっこんで「いい締めつけね。髪がきめ細かいから滑りもなかなか」とかいきなりやり始めたのを見て、僕は事態がいかに切迫しているかを痛感した。


  



  
    ●

  


  



  「それじゃあお兄ちゃん、行ってらっしゃいっス！」


  　翌朝。僕は鼓修理に慌ただしく送りだされ、時とき岡おか学園行きバスへと走っていた。朝とはいえ夏の日差しが強く、すぐに汗が噴き出す。なんとかバスに駆け込んで席を確保したころには、もう全身がぐっしょり湿しめっていた。


  「むっ、奥おく間まじゃないか。お前も電車が動かなくなったというニュースを見て慌てた口か？」


  　ようやく汗が引いたころ、むわっ、とした圧力を感じて見上げてみれば、そこには全身汗だくの轟ごう力りき先輩が立っていた。形容しがたい男臭さをまき散らしながら僕の隣に腰を下ろす。


  「そうなんですよ。朝ご飯を食べてる最中にＰピーＭエムニュースが流れまして」


  　しかもその朝ご飯というのが、華城先輩に教育係が移ってからすっかり角の取れてしまった鼓修理が毎日作ってくれるようになったもので、これがまた格別に美お味いしい。バスに乗り遅れるのも覚悟の上で完食してから家を飛び出し、この有様というわけだ。


  「急に電車が使えなくなったせいでバスの利用者が増えて敵わんが、そのおかげで久々に奥おく間まとゆっくり話ができそうだ。最近は下着泥棒やらなんやらで時間がとれなかったからな。……ん？　ところで奥間、なんだか元気がないな。悩み事か？」


  「あー、別に大したことじゃないんです。また時とき岡おか学園でテロが起きたらどう対処しようかなー、とか。そんな無体なことを考えていただけで」


  　それは半分嘘うそで半分本当だった。


  　昨晩、《頂いただきの白しろ》との嵐のような邂逅のあと、僕らは結局なんの対抗策も考えられないまま解散となっていた。そもそも相手がどんな騒ぎを起こすつもりか見当もつかないので対策もクソもないだけど、《ＳＯＸソツクス》の今後に大きく関わる案件なだけに、頭から離れなかったのだ。


  「む、下着泥棒の件がやっと落ち着いたばかりなのに、熱心だな奥間は。……ああ、そういえば。今朝電車が動かなくなったのはなんでも、小さな置き石が大量に見つかったのが原因らしいぞ。まさかこれも、なんらかのテロの一環だったりしてな」


  「……え？」


  　冗談めかした轟ごう力りき先輩の言葉に、僕は凍りついた。……まさか。


  「轟力先輩、その、置き石の話、どこで聞いたんですか!?」


  「ど、どうした急に。落ち着け奥間、普通にＰピーＭエムニュースで放送されていた情報だぞ？」


  　僕はすぐさまＰＭを展開させる。……本当だ、確かに放送されている。きっと、電車が動かなくなったという第一報だけを聞いて慌てて飛び出したから、続報の置き石を見逃したんだ。


  　と、僕のＰＭに華か城じよう先輩からの着信が入った。轟力先輩を気にしつつ、すぐに出る。


  『狸たぬ吉きち、いまどこ!?　まさかもうバスに乗ってたりしないわよね!?』


  　その時だ。


  　最前列に座っていた大学生らしき男が急に立ち上がり、パンツをかぶって怒声を上げた


  「全員動くな！」


  　手には銃らしき黒い塊かたまりが握られていて、運転手の頭にぴたりと押しつけられている。


  「このバスは《群むれた布地》がジャックした！　おとなしく要求を飲めば危害は加えず、すぐに解放してやると約束しよう。まあ、それは善ぜん導どう課の心がけにもよるがな。おい運転手、こちらから指示がない限り、バスを走らせ続けろ。勝手に停車すれば、どうなるかわかるな？」


  「は、はいっ」


  　バスは時岡学園を通り過ぎ、めちゃくちゃな進路を走りだした。


  「あの、華城先輩。バスジャックに巻き込まれたので、切りますね……」


  　こうして、僕たちの長い一日が幕を開けた。
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  　そのとき、第一清せい麗れい指定都市に住む人々のＰピーＭエムが鳴り響き、緊急事態の発生を知らせた。


  　ある者はすぐさまＰＭを展開させ虚こ空くうにニュース映像を映し出し、ある者は音声だけ再生し、手の空あかない者はいったん緊急アラートを止める。


  　騒然とした雰ふん囲い気きが、通勤通学ラッシュの第一清麗指定都市を満たしていた。


  



  〝緊急ニュースです。現在第一清麗指定都市内を走るバス四十二台が、一斉にジャックされたとの情報が入りました。ここ最近、卑ひ劣れつなテロにより第一清麗指定都市を混乱に陥おとしいれていた犯罪者集団《群むれた布地》が犯行声明を出しており、善ぜん導どう課が対策に当たる模様です。四十二台のバスは目的地もなく都市内を走行させられており、警察からは外出を控えるようにとの指示が出ています。すでに出勤、登校をしている方は、その場から動かず一か所に集まり安全を確保してください。また、バスの走行可能な大通りに居住している方は最寄りの避難所へ避難してください。犯人グループはどうやって都市内に持ち込んだのか大量の拳けん銃じゆうを所持しており、人質の安否が懸け念ねんされます。情報が更新され次第、追って配信いたします。繰り返しますが、市民の皆様方は危険ですので外出を控えてください〟
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  　──午前七時四十五分、時とき岡おか学園方面行き路線バス、西にし区く第一路線。


  　車内では、乗客たちが装着するＰＭのブレスレット部分が一斉に点滅していた。緊急ニュースを伝える合図で、バスに乗る際のＰＭの電子マネー支払いによりバスに乗っていることが判明している装着者のＰＭには、アラートではなくこちらが配信されるようになっていた。無論、ＰＭを展開して自分たちが置かれている状況をニュースで確認しようなどという者はおらず、黒い塊かたまりを握る犯人を恐れてバス内部の空気はぴくりとも動かない。


  　──はずであった。


  「ふむ。そういうことでしたか。なかなかやりますねえ《群れた布地》も。それにしても、妊娠に直接関係ないにもかかわらず人の心をここまでかき乱すとは……下着といい男性同士の突き抜けた友情といい、考察は尽きませんね。興味深い」


  「ちょっとあなた、なにをしているの!?」


  　まさかこの状況でＰＭを展開させる阿あ呆ほうがいるとは想定外だったのか、次の動きに移ろうとしていた《群れた布地》構成員の女がうわずった声を上げてその女子生徒に近づいた。


  「ニュースを観みているのです」


  「そうじゃなくて！　これが目に入らないの！　おとなしくこっちの指示に従ってれば危害は加えないって言ったでしょう！　こっちはねえ、あなたたちの下着にしか興味がないの！　本体を見せしめにするくらい、どうってことないのよ！」


  　地味な色の下着で顔を隠した《群むれた布地》構成員の女がヒステリックに喚わめきながら、女子生徒の眉み間けんに銃を突きつけた。その様子を窺うかがっていた乗客が怯おびえたように声を漏もらす。


  「それにしてもすごい執念ですね。あなた方とは下着泥棒の最中にしか対たい峙じしたことがありませんでしたから、このようにゆっくりお話ができる機会に恵まれて、わたしはうれしいです」


  「おとなしくしなさいって、言ってるでしょお！　ほ、本当に撃つわよ！」


  「構いませんが？」


  「っ？　え、えぇ？」


  　表情一つ変えずに断言する女子生徒に、パンツ女は戸惑った。この女子生徒、声も震えていなければ眉まゆ一つ動かさない。少しも怯えていない。はったりじゃない。


  「その偽にせ物ものの銃で撃てるのなら、ですが」


  「なっ！」


  　そんなバカな、とパンツ女は一瞬だけ怯んだ。《頂いただきの白しろ》がスポンサーとやらから入手したおよそ四十丁のモデルガン。殺傷性こそありはしないが、外見は本物と並べられても判別に困る出来だ。それをこの、緊きん迫ぱくした状況下で偽物と看かん破ぱできるわけがない。パンツ女はそう結論づけ、


  「そんな証しよう拠こどこにあるの！　本物に決まっているでしょ！」


  「そうですね。たとえ本物の銃の重量とあなたの腕の筋肉量を考こう慮りよした結果、あなたの手の動きが明らかに軽くとも、銃口から覗のぞく内部機構の稚ち拙せつさが顕けん著ちよでも、先ほどわずかに銃を背もたれにぶつけた際の音が軽くとも、それがわたしの勘違いで、その銃が本物だという可能性は残りますし、エアガンだったとしてもわたしは失明などの大おお怪け我がを負うでしょう」


  「っ!?　!?」


  「しかしそれがなんだというのでしょう。好奇心は猫をも殺すといいますが、好奇心に殺されるなら、科学者の端はしくれとして、わたしは本ほん望もうですから」


  「う、あ……」


  「それでは質問をさせていただきます。あなた方はなぜ、そんなにもただの衣類である下着に執着し、不健全雑誌に類する興奮を覚えるのか、わたしにわかりやすく説明していただけますか？」


  「あ、あなたはなにもわかってないわ！　下着がただの衣類だなんて！　いい？　下着っていうのはね──」


  　パンツ女は、完全に女子生徒の雰ふん囲い気きに呑のまれたあとに聞き捨てならない質問をぶつけられ、反射的に食いついてしまっていた。パンツ女の説明を、女子生徒はふむふむと無表情ながら、それでもわかるほどの探究心を持って聞き入っている。それがパンツ女の口をさらに軽くし下着トークに熱中させた。


  「──というわけなの！　そのなかでも特にあたしは四十代後半の女性の下半身下着の匂においが好きで──はっ」


  　パンツ女がしまった、と口をつぐんだときにはもう遅かった。


  「四十代の女性、ですか。これはまた面めん妖ようですね。妊娠に直接関係のない下着という物質であることに加え、妊娠のパートナーとならない同性のものに興奮を覚えるとは、二重の矛む盾じゆんです」


  「なっ、し、仕方ないじゃない！　お母さんに包まれてる気がして、なんだか自分でもよくわからないけど、安心しきって興奮しちゃうんだから！　あ、あなたもバカにするの！　いいわよどうせ！　《群むれた布地》の仲間内でもちょっと眉まゆをひそめられてるくらいなんだから！」


  「バカに？　なぜです」


  「……え？」


  「わたしはただ純粋に、興味深いだけです。データに貴き賎せんなどありません。わたしはあなたのことが、あなたの趣味嗜し好こうのことがもっと知りたい。続けていただけますか？」


  「……う、生まれて初めて、あたしの趣味が認めてもらえた……ええ、ぞんぶんに語り合いましょう！　四十代女性の下半身下着がいかに素晴らしいか、たっぷり教えてあげ──きゃあ!?」


  　パンツ女が女子生徒の手を握にぎったそのとき、数人のサラリーマンがその体に飛びかかった。


  「よし、取り押さえたぞ！」


  「げっ！　これ本当に偽にせ物ものじゃねえか！　精せい巧こうすぎだろ……」


  　男たちがパンツ女を厳重に取り押さえる。


  「は、放して！　あたしは、あたしはようやく理解者に巡めぐり合えたの！　放してええ！」


  「あの、みなさん。わたしはこの人とゆっくりお話をしたく……」


  　盛り上がるバス内の乗客たちに女子生徒が待ったをかけるが、誰も耳を傾かたむけてはくれず、


  「君、よくやってくれたな！　銃を偽物と見抜いて、犯人の気まで逸そらして！　表ひよう彰しようものだ！」


  「おい、誰か善ぜん導どう課に連絡してくれ！　こいつの身柄を引き渡すぞ！」


  「運転手さん、このまま善導課に向かってくれるか？　この女の身柄を引き渡す」


  「あの、みなさん……わたしの話を……」


  　こうして、とある女子生徒の活躍により、ジャックされたバスの一台は解放された。


  　──残り、四十一台。
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  　──午前八時五分、時とき岡おか学園方面行き路線バス、東ひがし区く第三路線。


  「月つき見み草ぐささん。あれは確かにヒワイのようですが、危険ですからおとなしくしておくんですのよ」


  「かしこまりました。ところで大丈夫ですか、アンナ様。先ほどから震えが激しいようですが」


  「え、ええ。別に怖いわけではないのですが、その、ちょっと事情がありまして」


  　乗り合わせたバスで《群むれた布地》のバスジャックに巻き込まれたアンナ・錦にしきノの宮みやと月つき見み草ぐさ朧おぼろは、ひそひそと言葉を交わしていた。


  「その、最近、奥おく間ま君の下着が入手できていないんですの。奥間君ったら、《群れた布地》対策だとかで、常に自分の下着を持ち歩くようになってしまって、アパートに行っても、下着が、ないんですの……。もう一週間近く堪たん能のうしていなくて、昨日きのうから、震えが止まらず……以前拝はい借しやくした下着はもう満足するほどの匂においが出なくて……」


  「そうでしたか」


  　禁きん断だん症状であった。


  「おいそこ！　なにを話している！」


  　と、前方でなにやら袋を広げたりメモの準備をしていた《群れた布地》構成員の下着男がアンナたちに銃を向ける。


  　アンナと月見草はぴたりと話すのをやめるが、アンナの手の震えは止まらない。


  「いまからお前らには、この袋に下着を入れてもらう！　シャツ、上半身下着、下半身下着、靴くつ下したなどだ！　出し惜しみするなよ。安心しろ。代えの下着はこちらで用意してあるし、　おとなしく要求に従えば害は加えない。善ぜん導どう課の出方によってはすぐに解放することも約束しよう」


  　下着男は銃をかざしながら「それでは、脱げ！」と叫ぶ。


  　乗客のうち、数人だけいるサラリーマンやＯＬは脱ぐことに躊ちゆう躇ちよしているようだったが、乗客の多くを占める中学生や高校生は「そんなことでいいなら」といそいそと下着を脱ぎ始めた。もちろんその中身が周囲に晒さらされないよう慎重にではあったが、そこに羞しゆう恥ち心しんは皆かい無むである。


  「ふむ。『十代／男／筋肉質』。そしてこっちは……『二十代／女／女王様系』と。よしよし」


  　下着男は回収した下着を持ち主ごとに小分けし、その特徴を大ざっぱに記録したメモと共に大きな袋に放り込んでいく。そして引き換えに代わりの下着を乗客に手渡すと、また次の乗客に同じ作業を繰り返す。時折「こ、これは……っ」と立ち止まって、回収した下着をかぶっている下着と口元の間に放り込んで鼻息を荒くするなど、奇妙な行動もとっていた。


  「はあ……はあ……どうして奥間君は、わたくしにこんないぢわるをしますの……」


  　ぶつぶつと呟つぶやきながら手の震えを抑えようとするアンナ。下着男の話などろくに聞いておらず、下着を脱ごうとする素振りすらない。月見草はすでにすべての下着を脱ぎ終え、膝ひざの上には女性用下半身下着と女性用上半身下着、それからストッキングが無む造ぞう作さに並べられている。


  「よしよし。順調だ。あとは善導課がお前らと入れ替わりになる人質をちゃんと準備できていれば、すぐにでも解放だぞ」


  　下着男は上機嫌に下着を回収していき、アンナに到達するまであと数席。


  「もう……もう我慢が……奥おく間ま君は、どうして……こんなにもお慕したい申し上げてますのに……」


  「おおおおっ。これは純白の女性用下半身下着……《頂いただきの白しろ》様がお喜びになる」


  　あと一席。


  「……ああ。簡単なことですわね。わたくしにまだ〝正しさ〟が足りないから、愛してもらえないんですわ……」


  「うぬむ。こ、この席は非常にレベルが高いな。簡易なメモしか取れないのが残念だ。……おいお前、下着の準備はできてないのか。時間はたっぷりあっただろう。おい？」


  「そうですわ、そうですわよね。こんなにも頑張っているのに、とふて腐れていたこともありましたが、あ、愛は地球を救うとも言われていますし、それほど素晴らしいものを得ることが、こ、こんなに簡単なわけがなかったのですわ……もっと、もっと正しくないと、誰かに愛される資格はないんですわ」


  「おい！　お前！　聞いているのか！」


  「……あら、ちょうどよいところに、ヒワイを為なす悪がおりますのねえ」


  「ひっ!?」


  　下着男は目の前にいる絶世の美少女の様子がおかしいことに、ようやく気づいた。なんのためらいもなく席から立ったアンナに、下着男は「か、勝手に動くんじゃねえ！」と銃を構える。


  「本物だぞ！　う、撃つぞ！　って、あれ？」


  　バキャアアン！


  　気づけば下着男の手から銃は消え、破は砕さい音おんがするほうに目をやればバスの窓ガラスが割れて風が轟ごう々ごうと吹き込んでいた。


  　眼めにも止まらぬ速さで拳こぶしを振り抜き銃を吹き飛ばしたらしいアンナの銀髪が、風に吹かれてさらりと揺ゆれる。


  「……覚悟は、よろしいですの？」


  「ひ、ひいいいいいいいっ!?」


  　丸腰になった下着男は、銀髪の間から覗のぞく妖あやしい眼光に射抜かれ、その場にへたり込んだ。


  　そして、


  「ぎゃああああああああああああああああああああああっ！」


  　バスの内部に、下着男の断だん末まつ魔まが響き渡った。


  「お見事です、アンナ様」


  「ふふふふっ、これで、奥間君は以前のように、わたくしの愛を受け入れてくれるはずですわ」


  　バスジャックから解放されたというのに、バスの中はしばらく静まり返ったままだった。


  　──残り、四十台。
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  　──午前八時半、時とき岡おか学園方面行き路線バス、北きた区く第四路線。


  　おいおいおいおい……っ！


  　これはかなり、ヤバいんじゃないのか。


  　バスがジャックされてから少し時間が経たち、冷静に状況を把握できるようになった僕の心臓は、あまりの事態に破裂しそうな勢いで拍はく動どうしていた。このままじゃ全身勃ぼつ起きしちまう、とかわけのわからないことを考えてしまうくらい焦あせっている。


  「よーし、お前ら全員、下着を脱げ！」


  　こいつらがこんなバカな騒ぎを引き起こしたのは、まず間違いなく脱ぎ立てほやほやの下着を獲得するためだ。しかも状況からして、同時多発的にバスをジャックしているらしい。


  「おとなしくしてれば、害は加えないからな」


  　このバスをジャックした《群むれた布地》構成員をどうにかしようにも、どこから入手したのか、銃なんて持っている。十じつ中ちゆう八はつ九く偽にせ物ものだろうけど、あの外見は本物にしか見えないし、万が一本物だったときは僕だけじゃなく周囲にも被害が及ぶ。うかつには動けない。


  「くそっ、とんでもないことをしでかしてくれたな、あのテロリストども」


  　轟ごう力りき先輩が歯ぎしりしながら悔くやしげに顔を歪ゆがませる。犯人を刺激しないように下着を脱ごうとしているけど、おとなしく言いなりになるのが悔しいのか、ずいぶんと躊ちゆう躇ちよしていた。


  　と、《群れた布地》のパンツ男が僕と轟力先輩の席までやってくる。前の席の人たちの下着類と各持ち主の端たん的てきなプロフィールが書かれたメモの放り込まれた大きな袋をサンタクロースみたいに背負っている。本当にこいつら変態だな。


  「おいそこのデカブツ！　さっさと下着を脱げ！」


  「ぬ、むぅ」


  「轟力先輩、従っておきましょうって」


  「ぐ、ぬぬ。仕方がないな……。妹に、叱しかられてしまうが……」


  　なんでここで妹の話が？　と疑問が湧いたけれど、なんとかおとなしく脱ぎ始めたのでよしとした。轟力先輩が脱いでいる間に、僕から先にトランクスとシャツ、それから靴くつ下したを手渡す。


  「それじゃあ代えの下着を……ん？　お前、まだ下着を持ってるんじゃないのか？」


  　僕に下着を手渡す直前、パンツ男が鼻をすんすんさせながら僕を睨にらむ。


  「えっ、いや、そんなわけないですって！」


  　ドキッ！　と肩が跳ねてしまったからだろう。パンツ男は「ウソをつけ！」と確信を持って僕の周囲の匂においを嗅かぐ。


  「……？　妙だな。お前の匂いが、鞄かばんの中から……？」


  　こいつなんで先入観に捉とらわれずそんな正確に匂においの判別ができるんだよ。


  「ふふっ。驚いたか？　俺おれは《群むれた布地》の中でもとりわけ鼻が利いてな。好みでない下着の匂いも判別できるのさ」


  　パンツ男はクソどうでもいい自慢を繰り広げた後「さあよこせ！」と僕の鞄かばんの中からビニール袋を引き抜いた。


  「あっ！」


  　抵抗するも、銃を突きつけられてはどうしようもない。


  　そして晒さらされた、僕の使用ずみトランクス、靴くつ下した、シャツの詰め込まれた暗黒のオーラを放つビニール袋。何重にもビニールで包んでなお漏もれる匂いは兵器に近い。


  「……おいお前、これはなんだ？」


  「下着、です」


  「誰のだ？」


  　ここで他人のなんて答えた暁あかつきには監獄送りだ。それに、たぶん匂いで嘘うそだってバレるし。


  「……僕の、です」


  「なぜ自分の下着を、登校途中に持ち運んでいるんだ？　こんな大量に」


  　なぜ僕は下着のためにバスジャックまで起こすやつからこんな詰きつ問もんを受けているんですか？


  　え、これなんて答えよう。学校で下着泥棒をおびき寄せるため、なんて言ったら、僕が《ＳＯＸソツクス》だとパンツ男にバレてしまう。正直に盗まれるのを防ぐためと答えたところで、〝戸締まりをしっかりすれば問題ないだろう〟で論ろん破ぱされてしまう。その犯人がアンナ先輩だから施せ錠じようしても意味ないんだよ、なんて轟ごう力りき先輩の前で答えるわけにはいかないし……。


  「……ん？　お前、それは時とき岡おか学園の制服……。そういえば以前の報告に、罠わながどうのと──」


  「あ、あははははははは！　これはですねえ！　僕の精神安定のためなんですよ！　自分の匂いって、すっごく落ち着きますよね！　お昼休憩とか、トイレに籠こもって、全身に自分の下着を乗せて瞑めい想そうするとすっごく気分がよくなるんですよ！　これなんてほら、二週間前のやつだから匂いに色がついてるんじゃないかってくらい芳ほう醇じゆんで！　これで顔を覆おおって横になると、強烈に気分が爽そう快かいになりますよ！　お試しあれ！」


  「……」


  　パンツ男が、パンツ越しでもわかるくらいに口をぽかんと開けていた。そして、


  「……お前、そうか。頭がおかしいんだな。うちの頭とう目もく、《頂いただきの白しろ》と肩を並べるほどに」


  　いやだあああああああ！　あんなやつと一緒にされるなんて！　けど言い逃のがれは不可能！　はいはい僕なんて死ねばいいんでしょ！　


  「お前、我ら《群れた布地》の仲間になる気は──」


  「なるかあ！　僕は他人に迷惑かけず地産地消の自給自足でやってけるんだよ！」


  　もうヤケクソである。


  「……そうか。ふむ。やはりこんな歪ゆがんだ社会は変えるべきだな。過か剰じような抑よく圧あつが、このような変人を生みだすのだ。……すまんがこれも使命でな。お前の精神安定剤、もらいうけるぞ」


  　下着男は自分たちのテロにさらなる正統性を見いだしつつ、心底僕の将来を憂うれうように呟つぶやき僕の下着を奪っていった。身勝手な連中め！


  「……変わった趣味を持っているんだな、奥おく間まは」


  　轟ごう力りき先輩から気遣うように優しい言葉を投げかけられる。やめて、いま優しくされたら死ぬ。


  「いや、だがな、うん。自分を労ねぎらう方法がわかっているというのは、立派だと思うぞ？」


  　やめて。


  「俺おれは受け入れるからな。誰にも喋しやべらないし、な！」


  　なんで僕は生きているんだろう。


  「……そういえばあの男、俺の下着を奪うのを忘れているな。せっかく脱いだというのに。まあこれで妹に叱しかられないですむが」


  　露骨に話を逸そらされた。


  「いやー轟力先輩。ここは自己申告しておいたほうが無難ですよ。あとで難なん癖くせつけられたらアレですしごぶふぁけぽけぽけぽ」


  　僕は吐いた。


  　いまのいままで、自分のことに精いっぱいで気づかなかったけど、轟力先輩のビジュアルがとんでもないことになっていたのだ。


  「おいどうした奥間!!　車酔いか!?　ほら、袋だ！」


  　う、おおおおおっ、袋はありがたいけど近寄るなあああ。


  「誰か酔いどめを持っていないか！　連れが体調を崩した！」


  　轟力先輩がその格好のまま立ち上がる。おいバカやめろ！


  「騒がしいぞ貴き様さまら！　体調を崩したなら静かに申告しろ！」


  　パンツ男がこちらを振り返りながら怒鳴り、乗客の視線が立ちあがった轟力先輩に集まる。


  「や、やめろみんな、見る、な……げほっ、ごほっ」


  　湧わきあがる吐き気に口を塞ふさがれ、僕の言葉はみんなに届かない。


  　やめろみんなあああああ！　見たら死ぬぞおおおお！


  「「「「げぼろろrrr」」」」


  　遅かったか……。


  　ブラジャーを装着した状態で筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうな上半身を曝さらけ出していた、轟力先輩の姿を目撃したパンツ男と数人の社会人らしき乗客が、吐と瀉しや物ぶつをまき散らして倒れた。びくんびくんと痙けい攣れんするその姿は、返事のできないただの屍しかばねのようだ。


  　ほかの乗客である学生たちは、生物兵器と見み紛まがうばかりに禍まが々まがしい轟力先輩の外見に疑問を抱いだいていないようで「なんか知らないけど助かった……？」。ぽかんと平和ボケした表情を晒さらしていた。羨うらやましい限りですな。


  「な、なんだ？　テロリストが勝手に気絶したぞ？」


  　轟ごう力りき先輩も困惑しているようで、その姿のまま僕に近寄ってきた。窓際に座っている僕に逃げ場はない。加速する吐き気、遠のく意識、停とまるバス。


  　一刻も早く華か城じよう先輩と連絡をとらなければならないのに、そのおぞましい姿のまま僕を気遣ってくれる轟力先輩に張りつかれていたせいで、回復にずいぶんと時間を食った。
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  　──午前十時。


  「よく脱出できたわね狸たぬ吉きち。相手は股こ間かんの銃じゃなくて本物の銃を持ってるって報道だったけれど。むちゃしてないでしょうね？」


  「はい、僕はなにも……。生物兵器が同乗していたので」


  　もうあいつ一人でいいんじゃないかな。


  「……そう。頑張ったわね。エロいエロい」


  　すべてを察してくれた華城先輩が「えらいえらい」と頭をわしゃわしゃしてくる。


  　バスから脱出したあと、体調不良を理由に善ぜん導どう課の事情聴ちよう取しゆから逃のがれ、僕はすぐさま華城先輩と合流した。外出を控えるよう通達が出ているため、集合場所は鼓こ修す理りが待機していた僕のアパート。鼓修理はなんだか落ち着かない様子でそわそわしており、けれど口数は少ない。さすがの鼓修理もこの緊急事態には動どう揺ようを隠せないみたいだ。この場にいない早さ乙おと女め先輩とは連絡がつかなかったが、先刻のニュースでバスジャックに巻き込まれていることが正式に発表されている。
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  　ちなみに、《群むれた布地》に奪われた僕の下着たちは、ほかの乗客のそれと一緒に証しよう拠こ品として押おう収しゆうされてしまった。申告すれば取り返せたのだけど、ほとんどの乗客は厄介事から早く解放されたいのか申告していなかったし、そもそも僕の場合は「なんでこんなに大量の下着を？」とか目をつけられてしまうに違いなかったので諦あきらめるしかなかった。替えの下着を受け取るのも忘れていたので、いまの僕はノーパン生靴ぐつスタイルだ。僕にはもう下着も希望もない。


  「事態は一刻を争うわ。全校集会で座っている最中に居眠りからのバッキ勃ぼつ起き状態で、『それでは起立』で眼めを覚ました男子高校生くらいに一刻を争うわ！」


  「華か城じよう先輩。それは世間一般で〝終わった〟と表現するんですよ」


  「いえ、ポケットに手を突っ込んで、お腹とベルトの間にチンコがくるようさりげなく調節すれば、テントを張らずにすむの。覚えておくといいわ」


  「やけに詳しいな!?」


  「お父さんから教えられた〝緊急回避四し十じゆう八はつ手て〟のうちの一つよ」


  「またろくでもないことを引き継いでますね……」


  「つまりまだ諦めるような時間じゃないってこと」


  　自みずからの抱いだく不安を跳ねのけるように、そしてなにより僕たちの不安を払ふつ拭しよくするように、華城先輩は力強く笑った。


  「そしてマ●コを締めるような時間でもないわ」


  「真っ昼間ですからね！　いちいちくっだらねえこと言わねえと話を進められねえのか！」


  「字じ面づらが似てたから、つい」


  「はいはいわかりましたわかりました！　さっさと指示をください！」


  　ああ、クソ。また手厳しいツッコミを連続で……。


  「じゃあ、まずは絶対目標を示すわね」


  　華城先輩はけろっとした調子で「ビキビキビキッ」と謎なぞの擬ぎ音おんを発しつつ人さし指を立てる。


  「《群れた布地》頭とう目もく《頂いただきの白しろ》を、私たち《ＳＯＸソツクス》の手でお縄なわにするわ！」


  「それはつまり、時とき岡おか学園での《群れた布地》狩りの延長、ってことですか？」


  「ええ。今回は善ぜん導どう課を出し抜いて、《頂の白》を捕まえる。きっとまともな報道はされないけれど、《ＳＯＸ》が捕まえたって事実を残せればいいの。できるだけ一般人の目に触れるかたちで捕まえてやるつもりだけれどね。あのふざけた変態パンツを引っぺがして、中身を大衆に晒さらしてくれるわ！　まさに外げ道どう！　これを〝鬼き畜ちく青あお姦かん作戦〟と命名するわ！」


  「漢字使えば格好よくなると思うなよ！　てゆーかこの狩しゆ猟りよう作戦、尋じん常じようじゃない難易度だと思われるのですが……」


  「ええ。はっきり言って、所しよ詮せん無力な子供でしかない私たちには不可能に近いわ。けど、どちらにせよこれで《群むれた布地》が全員善ぜん導どう課に逮たい捕ほされれば、同時に《ＳＯＸソツクス》の未来も途絶える。風紀委員が全国に設置される流れになって、私たち以外の組織が行おこなう下ネタテロにも致ち命めい的な打撃を与えるでしょうね。だから、覚悟を決めるしかないの。……まあ、希望がないわけではないわ。策はある。次に現状を整理しましょう。狸たぬ吉きちと連絡がとれない間、配信されるニュースや喫茶店のマスターたちが集めた情報を統合して、まとめてあるの」


  　華か城じよう先輩は下腹部をつんつんと指さす。そこは頭をつつくとこだろ、どこにまとめてんだ。


  　と、そのときだ。


  　外からＰピーＭエムで最大限に拡大された声が近づいてきて、そこに何台もの車の排気音が混じり始める。って、おい、この声……。


  「《頂いただきの白しろ》ね。ジャックされた各バスの乗員のＰＭを介して演説を放送させているわ。ご丁てい寧ねいに《ＳＯＸ》の名前まで出してくれちゃって、昨晩の薄っぺらい大たい義ぎ名めい分ぶんをつらつらとね」


  「そんなことしたら身元が……」


  「ええ。もうニュースにもなっていたわ。東とう都と大学四年生、一いち之の瀬せ琢たく磨ま。それが彼の正体よ」


  「身元割れしてるなら、善導課が速攻でＰＭの居場所を突きとめて逮捕しちゃいますよ」


  「いえ。一之瀬琢磨はいずれかのバスに乗り込んで、直じき々じきにジャックを決行しているらしいわ。それが一番安全だと踏んでのことよ。そういえばここも大通りに面してたわね。あ、ちょうど覗のぞけるじゃないの。どれどれ、うへへ」


  　華城先輩はわざわざ窃せつ視しするかのような怪しい動きで窓に向かう。とりあえずそれは無視し、僕と鼓こ修す理りも窓から顔を出して、ほかのマンションの隙すき間まからチラリと覗く大通りを窺うかがった。


  「うわ……」


  　大通りでは、ジャックされたらしいバスがのろのろと走っていた。少しだけ開けられたバスの窓から乗客の一人が片手を突き出し、そのＰＭのブレスレット部分から一之瀬琢磨の演説が放送されている。バスの周囲は善導課の数十台の白い車両によって何重にも取り囲まれていた。


  「ジャックされているバスは全部ああなってるんですか!?」


  「一之瀬の乗っているバスはさらに厳重でしょうね」


  「あれを突破して一之瀬琢磨を確保するとか、無理ですよ！」


  「しかもいま、善導課は凶悪下ネタテロ事件として、犯人鎮ちん圧あつ用のスタン弾だんやスタンガンなんかの武器使用も許可されてるからね。無策にパンツかぶって近づこうものなら、よってたかってビリビリビクンビクンあへぇあへぇってされちゃうわ。やだ怖い、開発されちゃう！」


  「シャレにならねえ！　ど、どうするんですか！　あ、それに、僕たちのバスが解放されたことで銃が偽にせ物ものってわかったから、善導課がすぐにでも突入を開始するんじゃあ……いやほかにも問題は盛りだくさんですよ！」


  「はいはい。落ち着きなさい狸たぬ吉きち。教えたでしょ？　吸ってー？　吐いてー？　勃ぼつ起きしてー？」


  「またいらねえプロセスを！」


  「それじゃあ、現状の説明と、それを打破する作戦の説明、イクわよ」


  　華か城じよう先輩の目が激しいエネルギーを感じさせる光を宿し、戦闘モードに入る。


  「まず、ジャックされているバスは現在三十九台よ。狸吉が乗っていたバスを含めて、乗客の抵抗によって解放されたバスは三台。それ以外は善ぜん導どう課も手が出せず、絶賛走行中ね」


  「僕たち以外に二台も解放されたんですか？　あの銃、偽にせ物ものとはいってもかなり精せい巧こうな外見でしたし、抵抗できる人がいるとは。まさかほかにも生物兵器が……？」


  「まだ不確かな情報なのだけど、解放された二台のバスにはそれぞれ、銀髪の美少女と眼めの下にクマのある無表情な少女が乗っていたそうよ……」


  　なにそのホントにあった怖い話みたいなオチ。


  「で、さっき狸吉が指摘した点だけど、計三台のバスが解放されたことで、三丁の偽銃が押おう収しゆうされているわ。けれどそれとほぼ同時に一いち之の瀬せ琢たく磨まの放送が始まってね。入手した四十二丁の銃のうち、本物は一丁だけだって宣言しやがったのよ。十じつ中ちゆう八はつ九くすべて偽物でしょうけど、外からも中からもどれが本物か判別できない以上、万が一のために身動きが取れないってわけ。私たちとしては時間が稼かせげて都合がいいけれど」


  「善導課にすぐに先を越されることはないと……。しかしどうやって一之瀬琢磨の乗っているバスに襲しゆう撃げきをかけるんですか？　一之瀬のバスは善導課の包囲がより厳重だろうという目印はあっても確証はないですし、かといってあれだけの包囲網、そう何度も突破できるものじゃありませんから、手当たりしだい突入するわけにもいきません」


  　というか、一度突破するのだって不可能に近い。


  「一之瀬の乗っているバスの特定、それから突入。その二つの問題を一挙に解決する手段が、一つだけあるのよ」


  　華城先輩が凶悪に笑った。ああ、この笑え顔がお、時とき岡おか学園生徒八百人での谷や津つヶが森もり突入を提案したときの、ろくでもないことを考えている顔だ。


  「蒸むれ蒸れの純白下着を餌えさにして、一之瀬琢磨のバスを細い道に誘ゆう導どうするわ！　善導課の包囲網は薄くならざるを得ないから、突破する隙が生まれるはずよ。その隙を突いてジャックされたバスに乗り込み一之瀬を確保する。そしてそのバスを今度は私たちが乗っ取って、避難所になっている学校あたりに突入。《ＳＯＸソツクス》が一之瀬を捕まえたとアピールしてから、人質になっている乗客や避難所の人に紛れて姿をくらますの。かなりやっつけだけどそれしかないわ！」


  「いやいやいやいやいやいや！　下着を餌にって、正気ですか！」


  　時岡学園内で有効だった手だが、いまは事情が違う。一之瀬はバスの中だし、周りは善導課に囲まれているのだ。


  「ええ。やつは必ず食いつくわ。昨晩の接触で、一いち之の瀬せの〝蒸むれた白パン〟に対する常じよう軌きを逸いつした渇かつ望ぼうは看かん破ぱしている！」


  　華か城じよう先輩がびしりと格好つける。おいおい、この人ひっそり錯さく乱らんしてんじゃねえだろうな？


  「一之瀬は全身に蒸れたパンツを装着しておきたい変態よ。それもとびきり新しん鮮せんなやつをね。けれど一之瀬は、あれだけ巨大なパンツ泥棒集団を率ひきいる男でありながらそれに飢えていた。一か月前のパンツをやむなく装着するほどにね。なぜなら、そう、彼は白パンツにしか興奮できないこだわりの変態だったの！　ほかの下着で妥だ協きようすることができないほどに熱烈な！」


  「な、なんだってー」


  「一点突破を極めたがために高められた変態度と欲求不満。それにあの嗅きゆう覚かく。新鮮な白パンを掲けい示じされれば、やつは飛びつかざるをえない、絶対によ！」


  　うん、まあ、どうせ正攻法でどうにかできる状況じゃないんだから、乗りますけども。


  「さしあたって、大量の新鮮な白パンツが必要になるのだけれど……鼓こ修す理り」


  　と、それまでおとなしく華城先輩の作戦に聞き入っていた鼓修理が、華城先輩に呼ばれて「はいっス！」と元気に返事する。


  「あなた、時とき岡おか学園の中等部にたくさんのセフレがいるって言ってたわね？」


  「その言い方は冗談に聞こえないからやめろボケ！」


  「そうっスね……ざっと三百人くらいのオトモダチがいるっスよ」


  　中学生くらいなら朝飯前ということか。この短期間で……。丸くなったとはいえ、尋じん常じようではない人じん心しん掌しよう握あく術じゆつは健在らしい。


  「その人たちの中から、いままさに白パンをはいている人に、ゆずってくれるよう話をつけてくれないかしら？　この情勢で怪しまれないように交渉するのは難しいかもしれないけれど」


  　むちゃぶりもいいところだ。だって開かい口こう一いち番ばん「はあ……はあ……ねえ、パンツ何色？」って確認してからじゃねえと話始まらないんだぞ？


  「えーと……」


  　さすがの鼓修理も困惑だ。いかに人の心を弄もてあそび口くち八はつ丁ちよう手て八はつ丁ちようで言いくるめる鼓修理でもこれは難易度が高すぎる。当然の反応だろう。


  「もし難しいって言ったら、どうするっスか？」


  「そうねえ。とりあえず私が昨日きのうからはいて熟成させておいた白パンツ一枚と。時間はかかるけれど、いまから私の後見人とか清せい麗れい指定都市内の支援者に頼んで白パンツを熟成してもらって、なんとか数を確保する、ってところかしら」


  「そうっスか」


  　鼓修理はしばらく考え込んだ後、


  「わかったっス！　鼓修理がこの手で、純白のソレを集めてくるっすよ！　せっかくこんな派手なことに参加できるんっス！　鼓修理にできることで協力するっスよ！」


  　満面の笑みで応じた。これから何百人もの女子中学生に「パンツくれ」と電凸する子とは思えないほど溌はつ剌らつとした笑え顔がおだ。


  「よし、なら話は早いぞわ！　鼓こ修す理りはさっそくブツの確保に！　私と狸たぬ吉きちは更新される情報に気をつけながら、一いち之の瀬せバスを誘ゆう導どうするルートの候補を挙げていくわよ！」


  　そして僕たちはそれぞれの仕事に奔ほん走そうし始めた。
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  〝こんにちは。お昼のＰピーＭエムニュースです。今け朝さ方がた発生したバスジャック事件についての続報が入りました。現在もなお、三十九台のバスがジャックされたまま、善ぜん導どう課の車両が周囲を固めて街中を走行するという緊きん迫ぱくした状況が続いています。犯人たちは定期的に人質の交代と新品の下着を求めてきており、あまりに滞とどこおるようであれば人質の安全は保障できないとしています。また、交代させる人質には十八歳以下の学生を指定してきており、不健全極まりない犯人と若者の接触を避けたい善導課では人員の確保に苦く慮りよしているとのことです。バスに設置されているＰＭ対応の自動改札にはＰＭ装着者の氏名、年齢を表示する機能が備わっており、犯人はそれを利用して人質が条件に合っているかチェックすると宣言。人質の安全を確保しつつ、いかに鎮ちん圧あつするか、善導課では対策会議が続けられています。主犯格とみられる一之瀬琢たく磨ま二十二歳は乗客のＰＭで撮影した映像を介して意味不明な主張を繰り返しており、同時にネット回線を通じてその主張を発信し続けているとのことです。逮たい捕ほ状の出た人物のＰＭは一部機能をダウンさせることが可能ですが、人質をとられている状態では犯人がなにをするかわからず、善導課の対応は映像の配信されているサイトにアクセスしないよう呼びかけるに留とどまっています。


  　これまでに、清せい麗れい指定都市内では、学校に残ったままとなっている生徒を迎えにいこうとした保護者の車とバスを取り囲む善導課車両が鉢合わせして、乱れた陣じん形けいに過か剰じよう反応した犯人がバスを暴走させるなどの混乱が起きています。危険ですので、善導課からの指示があるまで、外出はできるだけ避けてください〟
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  　──午後六時十五分。


  　同時多発バスジャックが発生してから十時間近くが経たち、、すでに夏空が夕暮れを迎えるような時間帯となっていた。


  『一之瀬の乗っているバスを特定したわ！　有効範囲は五百メートル！　この地点から十一枚の白パンツで誘導できるルートはどこか算出してちょうだい！　うわっ、と！』


  　華か城じよう先輩のそれと常時つなぎっぱなしだった僕のＰピーＭエムから、叩たたきつけるように指示が飛んだ。僕は待機していた細い路地で周囲に善ぜん導どう課がいないか気を張ったまま、ＰＭを展開させて清せい麗れい指定都市の地図を虚こ空くうに表示する。


  　華城先輩はいま、鼓こ修す理りがなんとか集めてくれたパンツを握り締め、当たりをつけたバスの周囲を《雪せつ原げんの青あお》としてうろつき反応を確かめるという危険極まりない動きをとっていた。


  　最初に目をつけた、通常のバスより二倍は多い善導課車両に包囲されたバスが幸いにも一いち之の瀬せ琢たく磨まの乗っているものだったけど、一般人が一人も出歩いていない街中でパンツをかぶりパンツを握ってバスに近づいた華城先輩は当たり前のように善導課に発見されたらしく、ＰＭを介して善導課職員の怒号が渦巻き、発はつ砲ぽう音や華城先輩の荒い息まで聞こえてくる。


  「クッソ……っ！」


  　いくら必要な役割分担とはいえ、こんな安全な場所でちまちま地図なんてチェックしている自分が情けない！　鼓修理と出会ってから何度となく心の中で唱となえてきた自分に対する罵ば倒とうだが、いま胸の中で渦巻くそれはこれまでで一番強い。


  　いまは自宅に待機しているものの、短時間のうちに十二枚もの白パンツを集めた鼓修理のほうがやはり役に立っている。華城先輩のようになりたいだなんて、僕には夢のまた夢だ。


  　事前にチェックしておいた誘いこみルートには赤線が引いてある。一之瀬琢磨のバスがいまこの辺りを走行中だから──、


  「出ました！　そこから四キロ先〝森林ふれあい広場〟を横断する山道です！」


  『了解ちんこ！』


  「真ま面じ目めにやれえ！」


  〝森林ふれあい公園〟は丘に近いなだらかな山林を切り開いて造られた公園だ。清麗指定都市の中心部と、以前華城先輩がエロ本の原本を隠していた田園地帯をつなぐ林道が中心部を貫つらぬく、家族連れに人気のスポット。その林道は本来バスなどが通行できるものではなく、おびき出すことができれば善導課の車両はバスの前後を挟むだけとなり、左右はがら空あきにできる。


  「いまそっちに向かいます！　無理はしないでくださいよ！」


  　僕は細い路地から細い路地に移動を繰り返し、次のフェイズに移るための行動を開始した。
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  「《雪原の青》だと!?　……ぐ、あ、こんなときにあんなやつの相手までしてられるか！」


  　第一清麗指定都市を管かん轄かつする善導課本部の会議室へ持ち込まれた情報に、支局長は音ねを上げそうになった。同席していた幹部たちも一斉に荒い息を漏もらす。


  　事件発生からおよそ十時間。日も暮れようとしているのに事態は一向に改善されていない。犯人グループを刺激しないように交渉を続けながら、有志で集めた交換用の人質を慎重に慎重に放出している状態が続いている。主犯である一いち之の瀬せ琢たく磨まが乗ったバスの人質を優先して交換することでなんとか全体のお茶を濁にごしているが、人質に立候補しようなどという少年少女は皆かい無むであるため、ジリ貧になるのは目に見えていた。


  「しかし、《雪せつ原げんの青あお》はなにやら下着を餌えさに一之瀬琢磨をどこかへ誘ゆう導どうしているらしく、早急な対策が望まれます！　下着を押おう収しゆうしようにも、一之瀬琢磨が手を出すなと」


  「こちらも下着で釣ればいいだろう！」


  「一之瀬琢磨をはじめとした《群むれた布地》が未使用の下着に見向きもしないのは午前中の段階で確定ずみです。また、すでに現場の者が先走り、『女性職員の中で白い下着を着用している者は提供願う』旨むねの連絡を回したところ、大ブーイングが巻き起こっただけではなく、騒ぎを知った大だい本ほん営えいの奥おく間ま主任より『そっちの男ども全員殺すぞ？』との通達が入っております」


  「誰だあの女に密告したやつは！」


  「そもそもうちの女性職員で白の下着を着用している者はいないらしく、一之瀬琢磨を誘導するための下着を入手するのは元々不可能であるかと」


  「……そうか。うちの女性職員に希望はなかったか……市民から募つのるわけにもいかんしな……」


  「つまるところ、《雪原の青》を取り押さえるための人員を割さいていただきたく。いまならば鎮ちん圧あつ用武器の使用も許可されていますし、不健全雑誌に釣られた一般人による妨害もありません」


  「……たしかにそうだが、人手が足らん。いっぱいいっぱいだ。善ぜん導どう課だけでなく、一般警察の手も借りて、だぞ？」


  　学校へ子供を迎えにいきたい親や帰宅したい会社員などへの対応、それに伴ともなう交通整理、三十九台ものバスの監視や火事場泥棒への警戒、その他目に見えない場所への人員手配が相次ぎ、これ以上余計な人員を確保するのは至し難なんの業わざだ。


  「それより、《群れた布地》が所持する銃についてはなにかわかったのか？　あれがすべて偽にせ物ものだと判明すれば、突入の判断も容易になるというのに」


  「……それについては、よい知らせと悪い知らせが」


  　支局長はさっきまで席を立っていた幹部の前置きに「言ってみろ」と微妙な表情を返す。


  「まず悪い知らせ。《群れた布地》に接触していたのは、どうやら《震しん激げきの尻いさらい》のようです」


  「鬼おに頭がしら慶けい介すけから支援されている団体かっ！　くそっ、どおりであそこまで出来のいい模造品が……。あの男が関わっているのなら、本物の銃の一丁くらい、融ゆう通ずうした可能性がある」


  　実際はあの慎重な鬼頭慶介のことだ。証しよう拠この残りやすい拳けん銃じゆうなど流してはいないだろう。だが、あの男ならもしかすると、という懸け念ねんはあくまで警察組織である善導課の腰を重くする。


  「次によい知らせですが……現在、時とき岡おか学園に所属する女子生徒の協力により、三十二台のバスにおいて所持する銃が偽物と判明しています」


  「信しん憑ぴよう性せいは？　子供の判断などに頼って死傷者を出したとなれば、大問題だぞ」


  「かなり高いかと。人質にされ眉み間けんに銃を突きつけられてなお、それを偽にせ物ものと看かん破ぱしたそうですから」


  「なら、事件は解決寸前じゃあないか」


  「いえ、それが……」


  　支局長の考えなしな安あん堵どはすぐさま払ふつ拭しよくされる。


  「一いち之の瀬せ琢たく磨まはほかの《群むれた布地》構成員と違い、銃を構えることがないのです。乗客の脅おどしはその異様な風ふう体ていと話術に頼っているため、銃をちらつかせる必要がほとんどないものと思われます。そのため、件くだんの女子生徒も目もく視しによる判別ができず、別のバスに本物がないか巡めぐっている最中とのことで。本物の一丁を所持している可能性の最も高い主犯格の銃が偽物であると判別できない以上、結局は突入できません。日没まで時間がありませんし、少なくとも無事一夜を明かせるくらいには人質を募つのっておくべきかと」


  「ほとんどの銃が偽物と判明したと喧けん伝でんすれば少しは集まりもよくなるかもしれんが……」


  　身の安全を保障したところで、《公こう序じより良よう俗ぞく健全育成法》に抵てい触しよくした人間と子供を接触させたくない保護者がほとんどである以上、人質は増やせそうにない。人質に立候補した生徒に対する保障や進学の優ゆう遇ぐうなどをちらつかせても増えないものを、これ以上どうしろというんだ。


  「それに関しては、複数の市民、特に中年の男性から同様の意見が届きまして……匿とく名めいで人質に立候補できるようにしてみてはどうか、と」


  「匿名だと？」


  「はい。それなら子供たちが親の目を盗んで人質になれるから、と。人質募集の際の身元確認などをパスしてもらえれば完璧とのことです」


  「バカな。そんなことをして子供たちになんのメリットが……」


  「……おそらく、《公序良俗健全育成法》に抵触した犯人たちそのものに興味のある学生が集まる、ということでしょう」


  「……不穏分子の種だと自己申告するようなものじゃないか。本当に集まるのか？」


  　支局長はそう言いつつ、ものは試しと、事前事後の身分確認を求めない人質募集に許可を出す。


  「わかっているとは思うが、匿名募集に釣られてやってきた連中は、事件が解決したのちにしっかりマークしておけよ。バスの改札は現在ネットワークと遮しや断だんされているが、データそのものは残っているだろうからな」


  　指示を受けた幹部が、さっそく広報と受け入れ態勢を整えに会議室を飛び出した。


  「あと読めないのは……《雪せつ原げんの青あお》か。くそ、いったい何を企たくらんでいる、忌いま々いましい……」


  　支局長の呻うめきは、重苦しい雰ふん囲い気きの会議室によくなじんでとけていった。
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  「華か城じよう先輩！　大丈夫ですか!?」


  「ええ、なんとかね。それより狸たぬ吉きち、パンツの設置はＯＫ？」


  「ばっちりです！　入り口から四百メートル地点、両サイドとも夏の勢いに任せていろいろ生おい茂っていて、身を隠すにはもってこいです！」


  「こっちもなんとかバスをおびき寄せられたわ！　あとは打ち合わせどおりね」


  　僕と華城先輩は途中で合流し、一度人質の交換を行おこなったバスを〝森林ふれあい広場〟にまで誘ゆう導どうすることに成功していた。


  　ここにたどり着く直前までは善ぜん導どう課が撃ちこんでくるスタン弾だんの狙ねらいが僕と華城先輩に分散していたけど、パンツ設置で僕が離脱したため、狙いが一時的に華城先輩に集中してしまったらしい。黒ジャージが数か所破れ、被ひ弾だんしたことを示している。


  「こらっ。不景気な顔しないの。これくらいの怪け我が、慣れっこよ」


  　顔に出ていたのか、華城先輩におでこをぺちっと叩たたかれる。


  「もう。いよいよ突入だっていうのに。じゃあここで一発」


  　と、華城先輩がこほんと喉のどを鳴らす。一いち之の瀬せ琢たく磨まを乗せたバスとそれを取り囲む善導課の車両はすぐそこまで迫っているのに、なんて余裕だ。


  「喫煙所を示すＳＭＯＫＩＮＧスモーキングってあるじゃない？　あれ昔、ＳＭがＯＫの現在進行形だと勘違いしてて、喫煙所を発見するたびに『ヤッてるの!?』って中を覗のぞきこんでしまっていたわ」


  「ＳＭＯＫＩＮＧがわからねえのに現在進行形がわかるなんておかしいだろうが！」


  「というわけで、次はバスの中で会いましょう。健けん闘とうを祈るわ！」


  「ちょっと先輩！　激げき励れいの言葉がそれって！」


  　華城先輩は親指を人さし指と中指の間に挟んでくにくにやると、バスを誘いこむ林道の右側に突っ込んでいった。まあブレてねえからいいけどもさ。自じ己こ嫌けん悪おも、うん、少しは晴れたし。


  「よっし、行くか！」


  　僕は華城先輩と反対側、左側の林に足を踏み入れた。
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  　──午後七時十分、日没直前。


  「……来たっ」


  　逢おう魔まヶが時ときの薄うす闇やみに包まれつつある林にパンツをかぶって身を潜ひそめていると、縦一列に並んだ善導課の車両がやってきた。その後ろにはバスが控え、左右の枝や下草を蹴け散ちらしながら強引に走行している。


  　と、善ぜん導どう課の車両が地面に落ちたパンツの直前でストップする。計算どおり、パンツから数十メートル後方でバスが停まり、僕の潜んでいる辺りにバスの乗り降り口がきた。


  　ぷしゅー、とバスの後方ドアが開き、中から中学生らしき少年が降りてきた。これまで路上でパンツを回収したときと同じように、人質にパンツ回収を任せているらしい。


  　──いまだ。


  「うおらあああああああああっ！」


  　草陰から飛び出し、僕はバスの内部へと突っ込んだ。


  　バス内の乗客から、周囲の善導課車両から、ぎょっとしたようなざわめきが巻き起こる。


  「やはり来たな」


  　運転手のそばに控えていた一いち之の瀬せ琢たく磨まが、全身にあしらわれたパンツとは対照的な黒い塊かたまりをこちらに向ける。中学生や高校生の人質たちが息を殺し、身をかがめた。


  　善導課の職員が車両からようやっと飛び出してくるが、


  「おい！《ＳＯＸソツクス》がバスの中に……っ！　こちらも突入しろ！　急げ！」


  「しかし、犯人の銃がまだ偽にせ物ものだとわかったわけでは！」


  　判断に困って烏う合ごうの衆と化していた。


  　その隙に僕は運転手さんへ「扉閉めて！　早く！」ともっともらしい声で指示を飛ばした。


  　善導課でも突入してきたと思い込んでいるのだろう。混乱しきっている運転手は僕の指示どおり後方ドアを閉ざし、善導課の侵入を防いでくれた。


  　バスの通路で、パンツをかぶった僕と全身パンツの一之瀬琢磨が対たい峙じする。


  「ふはっ。よくもまあこの短時間で吾わが輩はいの好みの下着を準備してくれた。罠わなだということは明白だったが、誘われざるをえなかったぞ。……もっとも、下着の回収にむざむざドアを開けるなどというこちらの罠にかかったのはそちらも同じようだが」


  「言ってろよ。もう観念しろ一之瀬琢磨。最初から破は滅めつしてるんだよ、お前は」


  「はははっ。そんなことはわかっているよ。こんなおかしな時代に生まれた時点で、吾輩は終わっていたのだ。この世界は間違っている。欲望を抱いだき、それを満たさんとする吾輩たちこそが正しいに決まっているのだ。ならば世界に喧けん嘩かを売るしかなかろうよ。最後の最後まであがき、抵抗の意思を示そう。吾輩たちはこのあと一か所に集まり、収集した下着に埋もれ、善導課どもに捕まる最後の一瞬まで下着を堪たん能のうする至し福ふくをもってこの世界への異議となす！　そして願わくは──」


  　一之瀬琢磨が、湿しめったパンツの隙すき間まに見える瞳ひとみから獰どう猛もうな光を放つ。


  「──吾輩の野望を打ち砕いた、体制に媚こびる情けないテロ組織を道連れにしてくれよう」


  「ごめんだな。果てるのはお前らだけだ」


  「この銃が偽物だと高たかを括くくっているのかな？　なにやらほかのバスの乗客に目利きが乗りこんでいたようで、ほかの銃はすべて偽にせ物ものだと看かん破ぱされたようだが……頭とう目もくである吾わが輩はいが持つこれこそ本物の一丁であるという可能性は考えないのかね？」


  「その可能性も、当然考こう慮りよしてるさ。けど、お前はそれを撃てない」


  　なぜなら、


  「僕のかぶっているパンツは、正しよう真しん正しよう銘めい、女子中学生の蒸むれた白下着だからだ！」


  　銃を構える一いち之の瀬せ琢たく磨まに、僕は猛もう進しんした。


  　僕たちがこのバスの誘ゆう導どうに使用した蒸れパンツは十一枚。残りの一枚は、一之瀬琢磨の銃が万が一にも本物だったときのため、こちらの身を守るために残しておいたのだ。このパンツを盾たてとしてこちらが装着している限り、一之瀬は発はつ砲ぽうできない！


  「ふっ、匂においで気づいていたさ。貴き殿でんのかぶる下着が、至宝であるということくらいな！」


  　と、銃を懐ふところに収めた一之瀬もまた僕に向かって突進してきた。


  　全身を白に染めた変態の放つ圧倒的迫力！


  「「……っ！」」


  　通路の中央で、僕と一之瀬が激しくぶつかり合う。……なんだこの怪力は！


  「見誤ったな？　貴殿らの用意してくれた下着によって心身の潤うるおった吾輩の、この力を！」


  「ぐっ！」


  　押し負ける!?　く、そ、こんなところでやられるわけにはいかないのに。


  「貴殿が盾としたその下着！　それを獲得するためなら、吾輩はどこまでも強くなれる！」


  「ぐふああ！」


  　一之瀬琢磨の拳こぶしがボディーに叩たたきこまれる。咄とつ嗟さのガードも貫つらぬき、衝しよう撃げきが全身に響く。


  「吾輩の下着に対する執着を！　情熱を！　貴殿らは侮あなどっていたのだ。それが、体制に媚こびるような姿勢を見せる貴殿らの限界よ。しかし、残念だ」


  　ふらつく僕を、一之瀬が憐あわれむように見下ろしてくる。


  「てっきり、突入にはリーダーである《雪せつ原げんの青あお》がくると思っていたのだがな。罠わなに乗りつつおびき寄せ《雪原の青》を善ぜん導どう課に引き渡してやるつもりだったが……所しよ詮せんあの女こそが、保身のために仲間を売るゲスだったということか。堕おちたものだ」


  「……おい、もう一回ほざいてみろよ」


  「なんだ？　まだやる気があるのか。ふっ、よかろう。その下着をもらいうけ、ひと思いにその正体を晒さらしてくれようではないか」


  　自分のことを棚に上げて偉そうに語る一之瀬に、僕は再び一度拳を振りかぶった。


  　──ヒュンッ。


  　一之瀬琢磨の向こう、バスの巨大なフロントガラスに、善導課の車両を踏み台にして宙を舞う影が映る。くそ、やっぱり僕じゃあ力不足だった。


  「《雪原の青》は、てめえみたいなアホとは違うんだよ！」


  　僕が一いち之の瀬せ琢たく磨まに二度目の突進を仕掛けると同時、フロントガラスが激しい音を立ててぶち破られた。柄えの長いハンマーを構えた華か城じよう先輩が、バスの前方通路に華麗に着地する。


  「不意を突いたつもりか？　ふっ、それも読んでいたさ！　もちろんな！」


  　一之瀬琢磨が僕の拳こぶしをはじき、懐から銃を取り出す。


  「不意打ちなら紛まがいモノでも盾になると思ったか？　舐なめるなよ《雪せつ原げんの青あお》！」


  「貴殿の纏まとう白下着の気配は一、そして貴殿から他者のにおいはしない！　つまり貴殿が頭にかぶったその白下着は洗濯済みだ！　たとえ白下着とはいえ、それが蒸むれていないのなら、吾わが輩はいは撃つのに躊ちゆう躇ちよせんぞ！」


  　一之瀬は振り返って華城先輩へ銃を向けた。だが、


  「なん……だと……っ!?」


  　一之瀬琢磨は華城先輩のかぶった白パンツを凝ぎよう視しして絶句していた。


  「まさか貴き様さまがかぶっているそれは……」


  「ええ。私が一晩熟成させた白パンツよ！　自分の股こ間かんの匂においって、意外といいものね！」


  「ありえん！　自分の匂いの沁しみついた下着をかぶるなど……いったいなにを考えている！」


  「うおらああ！」


  「ぐはっ！」


  　華城先輩の奇行に完全に気を取られていた一之瀬琢磨の背中に僕はタックルをかまし、通路に押し倒す。仰あお向むけ状態で押さえ込んでしまえば、いかな怪力でも身動きは取れまい。


  　一之瀬琢磨の手から銃が抜け落ち、床ゆかを滑って華城先輩の足下で止まった。


  「やっぱり偽にせ物ものじゃないの。大したはったりね。世が世ならＳＭのご主人様として名を馳はせていたでしょうに。一之瀬琢磨、あなたの敗因はなにかわかるかしら？」


  「……後学のために聞いておこうか」


  　後があってたまるか。


  　夕日をバックにした華城先輩の問いに、負けを認めたのか一之瀬琢磨が素直に応じる。


  「他人の蒸れた白パンツを好むその性せい癖へきこそがすべてと思い込み、自分の下着をかぶるという行為を許容する気持ちがまるでなかったこと。つまり自分の欲望にしか頭が回っていなかったことが、あなたの敗因よ。いまの不意打ちだけでなく、生き方すべてにおいてね」


  「はっ。相あい容いれんな」


  　一之瀬は吐き捨て、がくりとうな垂れた。


  「すみません。《雪原の青》。結局手を煩わずらわせてしまって」


  「気にしないの。最初からそういう計画だったでしょう？　それより、ここからが正しよう念ねん場ばよ」


  　華城先輩は催さい涙るい弾だんを放り込まれないように、自分が突入してきたフロントガラスの穴をガムテープで目張りしながら、外の善ぜん導どう課職員に呼びかける。


  「こちらは下ネタテロ組織《ＳＯＸソツクス》！　いま《群むれた布地》頭とう目もく、一之瀬琢磨の身柄を拘こう束そくした！　引き渡しのため、この場を移動したい！　ただちに車両を発進させ、バスに道をゆずりなさい！」


  　しばしの間があったあと、善ぜん導どう課の車両がしぶしぶと動き出した。まだこちらに銃が残っていることを懸け念ねんしているのか、向こうでどのような判断がなされたのかは不明だ。


  「よし、あとは避難所になってる最寄りの学校の校庭にこの太くて長いバスをねじ込んで、この阿あ呆ほうを晒さらし首にすれば任務完了よ！」


  　華か城じよう先輩がフロントガラスに向けてガッツポーズを決めた、そのときだ。


  　ぷしゅー、と。突とつ如じよバスの前方ドアが開いた。


  「──えっ」


  「先輩!?」


  　あまりの事態に《雪せつ原げんの青あお》と呼ぶことも忘れて叫んでしまう。


  　華城先輩は何者かにつき飛ばされ、偽にせの銃じゅうと一緒に開いたドアから放り出されてしまったのだ。


  　僕は一いち之の瀬せを拘こう束そくしていることも忘れて跳び上がり、人質を押しのけ窓に張りついた。バスから転げ落ちた華城先輩が、善導課の放つスタン弾だんから逃のがれるために林の奥へ奥へと逃げていくのが見える。バスの速度が遅かったおかげで怪け我がはないみたいだけれど……。


  　なんで、誰がこんなバカげた真ま似ねを……っ！　まさか乗客が？


  「にひひっ」


  　不意に。華城先輩を突き飛ばした人影が、沈みかけた夕陽をバックに無邪気な笑い声を上げた。……おい……この声……。


  「ほんっと、《ＳＯＸソツクス》は情けないっスねえ。やっぱり《群むれた布地》様のほうが、真剣にこの世界に喧けん嘩かを売ってるっスよ。ゾクゾクするっス」


  「……お前、鼓こ修す理りか……っ!?」


  　ふっ、と夕日が沈み、急に辺りが暗くなった。地味な私服に身を包んだ鼓修理が、ウィッグで装よそおっていたのだろう長髪を揺らし、口元のマスクをずらしながら一之瀬に歩み寄る。


  「ええと、一之瀬琢たく磨まさん、でしたっけ？　鼓修理はぜひ《群れた布地》様のお仲間にしてほしいっス。いろいろ面白いことができるように、下準備も万全っスよ？　どうっスかね？」


  「おい鼓修理！　お前どういうつもりだ！　こんなことして、どれだけマズいことになると！」


  「うるっさいっスねぇ」


  　鼓修理が懐ふところからエアガンを取り出し、僕の眉み間けんに照準を合わせる。


  「マズいこと？　それってあんたたち腰抜け《ＳＯＸ》にとって都合が悪いってだけっスよね？　保身に走るようなビビりは、黙っておいてほしいっス。鼓修理はいま、この格好いいお兄さんと大切な話があるんっス」


  　このクソガキ……まさか。


  　鼓こ修す理りのこれまでの言げん動どうが蘇よみがえる。


  　善ぜん導どう課からエロ本を守るためにあえて腰を低くしていた父親を、腰抜けと呼び捨て家出をし……派手なテロがしたいと駄々をこね……《ＳＯＸソツクス》が不利になることを考こう慮りよせず時とき岡おか学園で好き勝手やらかした……。そうか、こいつは。


  　演技とか腹黒とか人じん心しん掌しよう握あくなんかじゃない、鼓修理の本ほん性しように、やっとたどり着いた。


  　こいつは、ただの幼おさない反抗心で世間に牙きばを剥むきたいだけの、〝頭のいいバカ〟だ。


  　屋上で華か城じよう先輩に叱しつ咤たされて以来の可愛らしい態度は、全部演技だったのだ。


  　いまにして思えば、白パンツを集めるために奔ほん走そうしてくれたのは、いずれにしろ僕たちが《群むれた布地》を妨害するなら献身的に協力して油断を誘っておこうと、そういう魂胆だったのだ。一いち之の瀬せから届いたあの手紙も、鼓修理が仲介したのかもしれない。


  　いまこの状況を打破するには、鼓修理をどうにか説得するしかない。お前のやっていることは破は滅めつに繋がると。《群れた布地》は危険で身勝手な、大たい義ぎもなにもない組織だと。


  　けど、僕にはそんなこと不可能だ。父さんがかつて、珍しく落胆するように漏もらしていた。〝頭のいいバカ〟に、言葉は届かないと。


  《群れた布地》こそが世界に反抗する〝格好いいテロリスト〟。そういう結論が先にあるのだ。鼓修理は自分の中で都合のよい情報だけを組み合わせて、あらかじめ準備しておいたその結論に整合性を付与している。僕なんかよりよっぽど知性の高い鼓修理が頭の中で作り上げたその整合性は、僕なんかが即興で論ろん破ぱできるものではないだろう。


  [image: ]


  　自分より頭のいいバカには、手の施ほどこしようがない。知性のない獣に話し合いは通用しないというが、なんのことはない、知性の高すぎる相手にだって、話は通じないのだ。


  「さて、あんたはもう用済みっス。さっさと下車してくれると嬉しいっスね？」


  　一いち之の瀬せと手を組むことになったらしい鼓こ修す理りが、嘲あざけるように笑いながらこちらに迫ってくる。


  「鼓修理のことを自供されたらたまらないっスからねえ。あんたにもあの女にも善ぜん導どう課には捕まってほしくないっスよ。だから自主的にバスを降りて、逃げ切ってほしいっス。まあ、抵抗されたらされたで放り出す方法なんていくらでもあるんっスけどね」


  　心なしか、乗客の様子がおかしい気がした。そのほとんどが中学生高校生だというのは人質募集の報道からして自然だけど、この落ち着き具合。もしかしてこいつら、鼓修理の粉がかかってるんじゃあ……。周囲の状況に気づいた僕に、鼓修理が「どうせ無駄なんだから早く自分から尻尾を振って逃げろと」見下すような視線で語る。


  　なんで、気づかなかった。仮にも一緒に暮らしていて、こいつの本ほん性しように、ここ数日虎こ視し眈たん々たんと企たくらんでいたことに、なぜ気づけなかった。


  　……最初から鼓修理に疑念を抱いだいていた華か城じよう先輩なら、きっと気づけただろうに。


  「さあ、さっさと降りるっス」


  「ただし、貴き殿でんのその白き下着だけは、残していってもらおう」


  　僕は走行中のバスの後方ドアにまで追い詰められた。背後に一之瀬琢たく磨まと鬼おに頭がしら鼓修理の嫌な気配が屹立し、早く飛べと圧力をかけてくる。


  　ここで飛び降りてしまえば、自分の無能を、理想から程遠い弱さを、それこそ完かん膚ぷなきまでに認めさせられてしまうことになりそうで──


  「ぐっ、くそおおおおおっ！」


  　頭のパンツを剥はぎ取られた僕は、手で顔を隠しながら一も二もなくバスから飛び降りた。善導課の放つスタン弾だんから逃のがれるため、日がくれて手先もまともに視認できなくなった山道を遁走する。夜闇は、確実にその濃さを増していった。


  



  
    ●

  


  



  〝緊急ニュースです！〟


  



  　夏の長い日がようやく沈み、多くの人々が自宅で一日の疲れを癒いやしているときのことだった。全国民のＰピーＭエムが一斉に緊急アラートを鳴り響かせ、その凶悪事件の発生を瞬またたく間に日本全国へと広めた。冷静さを欠いたアナウンサーの常ならぬ口調が、全国に異様な緊張感を伝でん播ぱさせる。


  〝先ほど、第一清せい麗れい指定都市内にある風紀優良度ランキング十八位、総ぞう司しヶが岡おか学園にて、五百人もの生徒を人質にとった前ぜん代だい未み聞もんの立てこもり事件が発生しました！　第一清麗指定都市では今け朝さ方がたから同時多発バスジャック事件が発生しており、その主犯であるテロ組織《群むれた布地》が切せつ羽ぱ詰まり、避難所に指定されていた総司ヶ岡学園に三十九台のバスで同時に突入したものとみられています！　犯人グループのリーダーである一いち之の瀬せ琢たく磨まは人質のための食料と飲料、それから新品の下着を大量に送りこむように要求してきており、善ぜん導どう課では対応に追われています。一之瀬琢磨は要求が受け入れられない場合、もしくは善導課の突入が確認され次第、頭に下着をかぶせた人質の映像をＰピーＭエムネットワークに流出させるなどと意味不明な脅きよう迫はくをしてきており、保護者からは子供たちの将来を懸け念ねんする声が上がっています！　


  　一之瀬琢磨はこの立てこもりを『現体制に異議を唱となえるための正当な抗議活動である』との声明を出しており、また、二か月ほど前に《エイチ禁止法》賛成署名運動を凶悪な手口で妨害した反社会テロ組織《ＳＯＸソツクス》に賛同し触しよく発はつされたものであるとも宣言しています！　善導課の上層部では現在、これ以上騒ぎが拡大しないよう緊急の増援を決定し、ほかのテロ組織の合流を食いとめるため、第一清麗指定都市への出入りを厳重に監視するなどの対応が──〟


  



  


  第四章　テクノブレイク


  



  「くくくっ、ふははっ」


  　その凶悪事件の発生を部下から知らされ、祠まつ影かげは自宅のリビングで必死に声を殺しながら笑った。いまこの家には、一か月と少し前に《ＳＯＸソツクス》から辱はずかしめを受けたショックで療りよう養よう中の妻がいる。ただでさえ第一清せい麗れい指定都市で頻ひん発ぱつする凶悪事件を受けて『アンナに悪影響が！』と心配している彼女にこの状況を喜んでいるような素そ振ぶりを知られれば、いつものように感情に任せたプロレス技をお見舞いされるのがオチだ。


  「まさかここまで暴走してくれるとは。泳がせてやっている身としては、うれしい誤算だったな」


  　立てこもり現場である総ぞう司しヶが岡おか学園の映像を眺めながら祠影は呟つぶやく。


  《ＳＯＸ》にしろ《群むれた布地》にしろ、性表現規制に対して性で抵抗しようなど、バカ正直もいいところだ。君たちはそれが正しいと、それが君たちの望むように世界を変える手段だと、本気で思っているのだろう？　それは大きな間違いだよ。


  　きっと彼らはソフィアと同様、国を挙げて性表現を排除する一連の政策がなんのために行おこなわれているのか、知りもしないのだろう。健全教育のためという建て前を、無む邪じや気きにも信じている。


  　性表現を廃絶するのは、健全な人間をつくるためでは断じてない。そもそも性表現規制によって健全な人間をつくれるわけがないと祠まつ影かげは信じている。アンナの場合はうまくいったのかもしれないが、日本全国の子供にその教育方針を適用すれば、多大な歪ゆがみが発生することなど自明の理だ。ならばなぜ、そんなリスクがあることを知りながら性表現規制など推進するのか。


  　それは、軍事力に並んで一国の為い政せい者しやたちが手中に収めておかねばならない力、すなわち〝情報力〟を維持するためだ。


  　情報というのは、手にする人間によってその価値を黄金から毒液まで多彩に変化させる。頭のよい人間が得ればそれは人の心さえ操あやつる力となりうるが、頭の悪い人間が得れば誤った判断の材料にして周囲もろともその身を滅ほろぼしてしまう。


  　その昔、日本がテレビや新聞などのメディアに情報力を奪われていた頃は、まるで実力のない人間が偉大だと崇あがめられ、国民のことなどなに一つ考えない政党が政権を握っていたという。それは戦後からインターネット普及に至るまでの期間、表現の自由などという凶悪な概念が跋ばつ扈こし、国民へ情報が無む節せつ操そうに垂れ流され続けた結果であった。残念ながら、自由に得ることのできる情報を精査せず判断を下し、周囲もろともその身を滅ぼす愚おろかな国民がほとんどだったのだ。その僅わずかな期間にどれだけの国益が損なわれたことか、祠影は祖父からその嘆きを何度も聞かされていた。


  　私たちのような、本当に国を思う優秀な人間にこそ判断の材料となる情報が集積され、それをもとに下された決定や計画に国民が従うよう言論統制がされなければならない。政治家一族である祠影の生せい家かでは、その思想が当たり前のように受け継がれていた。


  　そしてそのためにはまず、絶対的な正義と称される表現の自由を破壊する必要があった。


  　その最良の手段こそが、性表現規制なのだ。人々が無条件で悪とみなし、倫りん理りや理論を超えた場所で規制すべきと叫ぶ性表現こそ、表現の自由を突き崩す鍵かぎとなりえた。


  　性表現を規制するという名目で言論統制の下地をつくりあげ、国の情報力を復古させる。それこそが《公こう序じより良よう俗ぞく健全育成法》をはじめとした一連の政策──通称《ＰピーＭエム計画》の目的だ。


  　情報を得たとしてもろくに使いこなせず腐らせる国民から国を守り平和をつくりだすため、我々は性表現を規制するのだ。ソフィアをはじめとした健全育成論者など、その世論を形成するための手て駒ごまにすぎない。


  「まあ最も、子供に悪影響が出るからと性知識をシャットアウトするソフィアも、国民が情報をろくに使いこなせないからと言論統制を行おこなおうとする私も、根は似ているのかもしれんな」


  　くつくつと笑いながら、祠影は慈いつくしむように立てこもり状態の続く総ぞう司しヶが岡おか学園を見上げる。


  「君たちが〝性〟を武器にする限り、あがけばあがくほどどうしたって〝悪〟が際立ち、《ＰＭ計画》は進めやすくなるのだよ。さあ、もっともがいて《ＰＭ計画》に貢こう献けんするがいい。十年前、奥おく間ま善ぜん十じゆう郎ろう率ひきいるレジスタンスたちがそうしたようにな」


  　そして祠まつ影かげは、勝利の美酒に酔ったように続けるのだ。


  「君たちは自らを救国のレジスタンスだとでも思っているのかもしれないが、それは違う。革命家は、私だよ。真に国を憂うれいながら、間違ったやり方だと認識しつつ必要悪となってでも国を変えようと尽くす、私こそが革命家だ」


  　この凶悪事件が巻き起こす世論を利用して、また明日あしたから忙しくなる。祠影は祖父の代から受け継いできた《ＰピーＭエム計画》の完かん遂すいを間近に感じながら、満足げに微笑ほほえんだ。


  



  
    ●

  


  



  『まずはお互いに、一刻も早くこの林を抜けだすことを最優先にしましょう。いつもの喫茶店で合流して、体勢を立て直すわ！　泣き言はそのとき聞いてあげるから、しっかりしなさい！』


  　善ぜん導どう課がバラまくスタン弾の射程から逃のがれるため、真っ暗な林の深くにまで踏み込んでしまった僕は、華か城じよう先輩のその力強くシンプルな電話に従ってがむしゃらに走り続け、ようやく〝森林ふれあい広場〟の出入り口にまでたどり着いていた。


  　ＰＭのＧＰＳ機能をフルに使ったものの、夜の山道を移動するというのは想像以上に困難で、時刻はすでに二十時半を過ぎてしまっている。


  　華城先輩は僕なんかよりよっぽど早く林を脱出していて、二十分ほど前、先に喫茶店に向かっておくとの連絡があった。僕からも一度連絡を入れたほうがいいかな、とＰＭを展開させようとした、その時である。


  「ふむ。やはりまだこの辺りにいましたか」


  「うわっ!?」


  〝森林ふれあい広場〟の出入り口に設置されている案内板の陰から、ぬっと誰かが現れた。


  「……って、不ふ破わさん？」


  「こんばんは。奇遇ですね奥おく間まさん。飲みますか？」


  　山道を長時間にわたり移動し続けたせいで不自然にボロボロの僕に淡々と声をかけてきたのは、両手に持った缶コーヒーをぷらぷらと揺ゆらした不破氷ひよう菓かその人だった。


  「なんでこんなとこにいるんだ！　外出を控えるよう通達が出てたでしょ！」


  「わたしは先ほどまで、この辺りで善導課のお手伝いをしていたのですよ。バスジャック犯の所持する銃が偽にせ物ものかどうか判別しろ、と頼まれましてね」


  「不破さんが善導課の手伝い？　なんでまた」


  「……いらぬ功こう績せきを打ち立て目をつけられてしまいましてね。この情勢で善導課に背そむくのはリスクが大きかったので、やむなく協力することになってしまいました」


  　まあ確かに、これだけの非常事態に協力したくないとか言ったら、医療機関のブラックリストに名を連ねてたりする不ふ破わさんじゃなくたって怪け訝げんに思われる。


  「それに、協力すればバスジャック犯と面会させてもらえるというお話でしたし」


  「結局自分の利益優先!?」


  「いえいえ、どうせ逃のがれられないなら、得られるモノは得たほうがいいと考えたまでです。で、最後の一丁が《雪せつ原げんの青あお》とともにバスから放り出されて偽にせ物ものと判明したところでわたしはお役やく御ご免めんとなったわけです」


  　不破さん、あの場にいたのか！


  「本当は早く家に帰るべきなのですが、わたしがやった善ぜん導どう課への手助けがこんな事態を招いたのではと思うとじっとしていられず、夜の散歩にしけこんでいたという次第なのです」


  「……こんな、事態？」


  　不破さんの物言いに、とてつもなく不吉なものを感じて訊たずねた。


  「その様子だと、やはりまだニュースを見ていないんですね？」


  　不破さんは「大変なことになっているんですよ」と無表情に言って、自身のＰピーＭエムを展開する。


  「一時間ほど前に配信されたニュースです」


  　不破さんはニュース映像を再生した。


  　大量のバスと善導課車両に囲まれ、その昔は城が建っていたという小高い山を背後に異様な雰ふん囲い気きを放ちながらライトアップされる総ぞう司しヶが岡おか学園の映像が映し出される。


  



  〝こんばんは。夜のＰＭニュースの時間です。先ほどの緊急ニュースでもお伝えしました総司ヶ岡学園での凶悪な立てこもり事件は膠こう着ちやく状態に陥おちいり、いまだ進展は見られておりません〟


  



  「なんだよ、これ……」


  　あまりの事態に、信じられない展開に、頭が真っ白になった。そういえば林の中を彷徨さまよっていたとき、ＰＭが緊急配信ニュースの受信を知らせていたと、いまさら思い至る。


  「すべての銃が偽物だと看かん破ぱされたせいか。バスジャック犯たちが一斉に善導課車両を振り切り、総司ヶ岡学園に集結したのです」


  　不破さんは淡々と答えるが、僕は内心で〝違う！〟と叫んでいた。


  　銃を偽物だと見抜かれたからじゃない。こんなバカげたことを示し唆さした女子中学生が、一いち之の瀬せ琢たく磨まの隣にいるのだ。不破さんのせいじゃない。僕が、気づかなかったせいで。


  　唖あ然ぜんとする僕の前で、ニュースは続く。


  



  〝犯人たちはあまりにも鮮あざやかな動きを見せ、バスの中にいた人質の一部と総司ヶ岡学園で待機していた中学生、合計五百人を人質に立てこもりを開始しました。


  　犯人グループのリーダーである一之瀬琢磨は『善導課の突入が開始され次第、頭に下着をかぶった子供たちの映像を複数のＰピーＭエムを介して全国配信する。その他こちらの要求が満たされず不ふ穏おんな動きが確認された場合も、見せしめとして映像を配信する』などと脅きよう迫はくしてきています。犯人の要求はいまのところ、解放された三台のバスにて押おう収しゆうされた下着を引き渡すこと、人質たちのための食料と飲料、それから新品の下着を大量に送りこむこと、となっています〟


  



  「な、バカかよ、本物のバカかよあいつら……。こんなことしたって、人質は脅おどされてやったって明白なんだから、脅しになんかなるもんか」


  「それがそうでもないんですよ。困ったことに」


  　不ふ破わさんが「これがつい先ほどのニュース配信です」と別の動画を再生した。


  　そこには、総ぞう司しヶが岡おか学園の敷地を取り囲む善ぜん導どう課に猛然とぶつかっていくたくさんの大人たちの姿が映っていた。その数は軽く五百人を超え、映像の途中にもどんどん数がふくれ上がっていく。なんだこれは……どうして保護者が善導課の邪魔をしてるんだ？


  「人質五百人と聞いて、奥おく間まさんはなにか違和感を持ちませんでしたか？」


  「え、そりゃあ、多いなって」


  「そうです。多すぎるのです。バスが集結してきた時点で、銃がすべて偽にせ物ものであるという報道はなされていました。にもかかわらず、これだけの人数が大した抵抗もせずに人質となっているのです。世間の人々が、人質となった中学生たちについてどういう認識を持つか」


  「……自分から、人質になった？」


  　ふと、時とき岡おか学園中等部の生徒を三百人ほど支配下に置いていた鼓こ修す理りのことが思い浮かぶ。あいつまさか、こっそり総司ヶ岡学園でも下げ僕ぼくを量産してたのか？


  「そうです。爆ばく竹ちくなどを使って銃が本物だと錯さつ覚かくさせた、などの可能性もありますが、そのような報道はありませんし、なにより世の人々は自分から人質になったものだと断定するでしょう。そして自宅に子供が帰ってこない保護者たちは考えます。このまま善導課が突入して下着をかぶった映像が配信されでもしたら、身元がバレて、子供の将来は終わる、と。なぜなら彼ら自身こそが、そういう中学生たちを差別してきた、風紀優良校の保護者だからです」


  「それでこんな、善導課を邪魔するような真ま似ねをしてるっていうのか？」


  「建て前は〝犯人の武器が偽物だという報道は信しん憑ぴよう性せいに欠ける。早期解決したいがために善導課は人質の命を軽かろんじている〟という涙ちょちょ切れる主張の下もと、総司ヶ岡学園の保護者が一体となってこの騒ぎを起こしています。また、バスの人質が匿とく名めいで募集された際、かなりの数の時岡学園生徒が潜もぐり込んだようで。先の不健全雑誌奪だつ取しゆ騒ぎから、学校の評判を落とすまいとする裏工作に、一いち日じつの長ちようがある時岡学園保護者までもがあの騒ぎに合流しています。いまはまだあの規模で、物理的に善導課の邪魔をするだけですんでいますが、すぐにエリートな保護者様方が持てる力のすべてを駆く使しして、中にいる人間の身元がわからないよう、あらゆる裏工作を始めあらゆる方面に圧力をかけるのでしょうね。あの抗議活動は、そのための時間稼かせぎともいえるでしょう。どさくさに紛まぎれてバスの自動改札も破壊したいところでしょうし。あ、ほら、ニュース映像を観みてください。乗り捨てられたバスが不自然に暴動に巻き込まれましたよ」


  たった一時間と少しの間に、なんてことに……。


  「不ふ破わさん！　ごめん、僕もういかなきゃ！」


  　こんな緊急事態、少しでも早く華か城じよう先輩と合流して対策に当たらなければ。


  　僕は不破さんへの挨拶もそこそこに走りだし、ＰピーＭエムを起動させて華城先輩に電話をかけた。


  「華城先輩！　ニュース、見ましたか!?」


  『……ええ、もちろんよ。その調子だと、あなたもニュースを見たようね。現状把握はどのくらいしてある？』


  「ニュースで得られる範囲での状況なら、把握してます」


  『そう。手間が省けたわ。ははっ、ちょっと、ね。いま、あまり長々と現状の説明をしていると、崩れそうになるから……よかったわ』


  「……先輩？」


  　バスから投げ出された直後、僕を力強く叱しつ咤たしてくれたのと同一人物と思えないほど弱った声に、僕はぎょっとして足を止めた。


  『よく聞いて、狸たぬ吉きち。私たちが林の中を彷徨さまよっている間に、事態は最悪のものになってしまったわ。この立てこもりは、数日中に終了する。保護者の裏工作が終わり次第、善ぜん導どう課が突入してね。あっさりと。けどその数日の間に、この立てこもり事件は全国で注目されるはずよ。遥はるか昔に日本で起きた立てこもり事件──浅あさ間ま山荘事件って知ってるかしら？　あの事件の生中継最高視聴率が九十八パーセント。今回の事件は国が《公こう序じより良よう俗ぞく健全育成法》体制強化の口実とするために、ある程度情報を削そぎ落としつつも執しつ拗ように報道するでしょうから、似たような率で注目されるわ。そしてその注目された凶悪犯罪が《ＳＯＸソツクス》の影響で、下ネタテロリストのエロ本バラまき行為のせいで発生したと報じられるのよ。……いや、もう報道されているわ』


  　バスジャックよりもさらに凶悪に、さらに注目を高められて、《ＳＯＸ》の名が、そして下ネタテロのマイナスイメージが全国各地に散布される。実態とはかけ離れたイメージだけで。


  『それだけじゃ、ないわ。いま総ぞう司しヶが岡おか学園の中に、鼓こ修す理りがいるのは明白。そうでしょう？』


  　その名前に、僕は心臓がぎゅっと鷲わしづかみにされる感触を我慢しながら、ぐっと頷うなずく。


  『あ、ははっ。見誤ったわ。私もかつては、ああいう幼よう稚ちな反はん骨こつ心しんを持っていたから……。あの子はただのバカだったみたい。すっかり騙だまされて、ホント、失敗したわ』


  「違います！　そうじゃありません！」


  　僕は叫んでいた。


  「あれは、僕の。教育係を任されて、一緒に暮らしてまで気づけなかった、僕の責任なんです！　僕がしっかりしてれば。そもそも最初に鼓こ修す理りを助けなければ、こんなことには……っ」


  『それを言うならここ数日の教育係は私が……いや、押し問答になりそうね。やめましょう』


  　華か城じよう先輩の常ならない優しい声に、むしろ痛めつけられた。


  『人質の数が異様に多いことからも、鼓修理があの中で《群むれた布地》に協力していることは明白。善ぜん導どう課が踏み込めば、いかに鼓修理といえども捕まるわ。そうなったら、鬼おに頭がしら慶けい介すけも失しつ脚きやくし、彼がまとめる多くの下ネタテロ組織も壊かい滅めつする』


  　鬼頭慶介は過半数の下ネタテロ組織を支援している。そこが崩れれば、《公こう序じより良よう俗ぞく健全育成法》に抵抗する勢力が全滅にも等しい憂うき目に遭あう。


  『そして世間は、この十年間で最も凶悪になってしまったこの事件を見て思うの。ああ、やっぱり《エイチ禁止法》は必要だ、風紀委員の全国配置もやむをえない、まだまだ締め付けが足りなかった……』


  　そして、華城先輩の声が聞こえなくなり、静かな息遣いが漏もれるだけの時間が過ぎた。


  「なにか手が！」


  　華城先輩が黙ったままであるという受け入れ難い現実を否定するために僕は叫んでいた。


  「なにか、手があるはずです！　きっと、まだなにか！　華城先輩ならいつもみたいに、なにか頭のおかしい策を考えてくれて、それで僕にツッコミを強要するんです！」


  「……」


  　と、僕の言葉を聞いた華城先輩が、ＰピーＭエムの向こうでさらにその沈黙を濃くした。やがて、


  『……あなたが無策ということは、もう本当に腹を括るしかないかもしれないわね』


  「……え？」


  　なんだ、その、僕を頼りにしていたかのような発言は。僕が華城先輩の発言の真意を吟味する間もなく、華城先輩は続ける。


  『策を弄ろうするなら狙ねらいはやっぱりいままでどおり、私たち《ＳＯＸソツクス》が《群れた布地》を討ち取る。これに限るわ。いま、総ぞう司しヶが岡おか学園の様子は、常時生中継されている。そこに私たちが亀きつ甲こう縛りにした一いち之の瀬せ琢たく磨まを突き出して自じ浄じよう効果を示した後、混乱のうちに鼓修理をさらえば、問題は解決よ。総司ヶ岡学園には裏山があるから、そこを突入と脱出の要かなめにすれば、なんとか……』


  「……なら、いますぐにでも、突入すれば！」


  『戦力が足りないわ。圧倒的に』


  　華城先輩がばっさりと斬きって捨てる。


  『相手は三十九人。しかも鼓修理の提供でおそらくスタンガンやエアガンを複数所持している。そして最悪の場合、鼓修理の指示で人質さえも敵になる可能性がある。私と狸たぬ吉きちだけじゃあ、いかに奇き策さくを弄しても、パンツで連中の気を逸そらそうと、多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいもいいところなの』


  「じゃあ誰かに応援を頼めば──」


  『誰に？　当たり前のことだけれど、喫茶店のマスターたち支援者には家庭がある、生活がある、しがらみがある。だからこそあくまでサポート要員として、ひっそり私たちに協力してくれているにすぎないの。時とき岡おか学園の生徒でもそそのかしてみる？　あんな大それた事件現場に、後々必ず追及されるだろう罰則を恐れずつっこんでいく子が何人いるかしら。それも、こんな凶悪犯罪の引き金になったとされる《ＳＯＸソツクス》を助けるようなかたちで。ほかの下ネタテロ組織にでも私たちの尻しりぬぐいを要請してみようかしら？　交渉しているうちに、保護者の裏工作が終わりそうね。それに下ネタテロの基本は、勝つための闘いじゃあなく負けない闘い。きっと彼らはこの十年を繰り返すように、自分たちの組織にダメージがこないよう頑張っているはずよ。谷や津つヶが森もりのとき、私たちしか動かなかったようにね。そもそも、この立てこもり騒ぎに便びん乗じようするテロ組織がいないか、善ぜん導どう課は第一清せい麗れい指定都市外周の警備を極端に強めている。外部のテロ組織はいま、侵入できないの。一番頼りにできるはずの鬼おに頭がしら家けも、いまはこの街に手出しできない』


  　畳みかけられる仮定と否定に、二の句を継ぐ間もなく圧殺された。


  　そして、気づいてしまった。華か城じよう先輩の心がもう、ほとんど折れていることに。


  　憧あこがれの人が、目指すべき人物が匙さじを投げたこの状況……僕の心も、自然と萎しぼんでいく。打ちのめされた心に浮かびあがってくるのは、一いち之の瀬せ琢たく磨まやそれに引き寄せられたクソガキ鼓こ修す理り、それからこの世界を作り上げたソフィア・錦にしきノの宮みややその夫……いずれも胸むな糞くそ悪い、けれどとても大きな力をもって僕たちを追い詰める連中だ。


  「──やっぱり、正しいっぽいことを声高に叫ぶ〝頭のいいバカに〟には、勝てないのか」


  　口をついて出てしまった言葉は敗北宣言そのもので、僕たちを打ちのめしてきたやつらに膝ひざをつくような、そんな最低のものだった。
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  　立てこもり完了から数時間。日中の暑さの名な残ごりは霧む散さんし、すっかり夜も更けていた。


  「やっぱりすごいっスねえ！　こんな素敵なシチュエーションをつくり上げるなんて！」


  「なにを言う。これだけの人間を従わせる貴き殿でんのその妖よう術じゆつがあってこそだ」


  　総ぞう司しヶが岡おか学園中等部校舎、職員室。


  　鬼おに頭がしら鼓修理は、パンツをまといし男、下ネタテロ組織《群むれた布地》を率ひきいる《頂の白》こと一之瀬琢磨のつくり上げた構図に、激烈な興奮を感じていた。


  　鼓修理が掌しよう握あくした総司ヶ岡学園の中学生や時とき岡おか学園の生徒を、まさにヒワイな脅おどしをもって人質にすることで、ムカつく善ぜん導どう課や大人たちを潰つぶし合わせている。そしてそれらを盾たてに、一之瀬はＰピーＭエムを介してパンツの利いた──もといパンチの利いた異い装そうと〝下着を自由に堪たん能のうできないこの世界は間違っている！　いまこそ立ち上がるべきだ！〟という趣しゆ旨しのスカッとする演説を全国に配信し続けている。パパなんかはもとより、《ＳＯＸソツクス》のテロさえ足下に及ばない、この高こう揚よう感。この人の画かく策さくする下ネタテロこそ正義だと、鼓こ修す理りは確信していた。


  　この立てこもり状態はもって数日だろうが、これだけの人質を盾たてにすれば、国外への脱出も可能だろう。第二次鎖さ国こく体制と揶や揄ゆされる現日本を非難する動きは、海外の民間レベルで根強い支持があると、鼓修理は父親から聞いている。その辺りの団体と接触できれば、自分と一いち之の瀬せ琢たく磨まを中心に、海外からこの胸むな糞くそ悪い日本を攻められる。なんて壮大な展望だろう。考えただけでワクワクする。鼓修理はその昂たかぶりのままに、一之瀬の背中に飛びつこうとしてやめた。むんむんと白い下着が蒸じよう気きを放っていたのだ。一之瀬は興奮している。


  「《頂の白》さん！　それじゃあ次は、今後のことについて計画しましょうっス！」


  「……今後？」


  　無む邪じや気きな子猫のような仕草と声で一之瀬にすり寄った鼓修理は、蒸むれた下着の蒸気の向こうから覗のぞく一之瀬の表情に一瞬凍りついた。すぐさま取り繕つくろうが、一之瀬から漂ただよう異様な気配に動どう揺ようを隠しきれない。


  「え、だから、その、この立てこもりを計画するときに、ちょろっとお話ししたっすよね？　人質を盾に、この国を脱出して、そこからこのふざけた日本を変える、って」


  「貴き殿でんは本気で、そのようなことができると考えているのか？」


  「……え？」


  　──コン、コン


  　鼓修理が一之瀬の返答に困惑していると、一箱のダンボールを乗せた荷台を押す《群むれた布地》の構成員が、厳おごそかなノックとともに入室してきた。


  「《頂の白》様。二回目の、白き供く物もつにございます」


  「おおおっ、今回も素晴らしい仕上がり！」


  　一之瀬が段ボールを開くと、湿しめった甘酸っぱい香りが職員室全体にいっきに広がる。一之瀬は自みずからの体を覆おおう白パンツをすべて剥はぎ取ると、段ボールいっぱいに詰まった白パンツに頭からつっこみ「んほおおおっ！」と奇声を上げながら糸で縫ぬいつけ全身にまとっていく。


  　総ぞう司しヶが岡おか学園中等部校舎には、およそ五百人の人質が軟なん禁きんされていた。最低限の冷房しか稼か働どうさせていない各教室におよそ三十人ずつ、計十七クラス。それぞれに二人の《群れた布地》が見張りにつき、善ぜん導どう課から支給された食料と大量の飲料を与えている。そしてなにより大事なのが、同じく善導課から支給された各種下着を人質に装着させ、蒸れた布地を作成することであった。


  　なかでも頭とう目もくである一之瀬琢磨のために白パンツは大量に運びこまれており、一之瀬のもとには一時間ごとにこうして蒸れた白パンツが、毎回違う女子中学生の匂においを楽しめるかたちで提供されている。その様相はまさに白パンツブロイラー。蒸れ蒸れ下着牧場である。


  「あ、の、《頂の白》……さん？」


  　鼓こ修す理りがおそるおそる、下着を全身にまとい終えた一いち之の瀬せに声をかける。息を荒らげながら湯気を放つ一之瀬は陶とう然ぜんとした表情で虚こ空くうを見つめたまま、鼓修理に応じた。


  「なぜ、この楽園から脱出する必要がある」


  「え、いや、だって、このままじゃあ数日中に、善ぜん導どう課が踏み込んでくるっスよ!?」


  　事前の打ち合わせと違う一之瀬の主張に、鼓修理は目を剥むいた。


  「そうだな。だからこそ、延々と新しん鮮せんな下着を搾さく取しゆできるこの楽園を最後の一枚まで堪たん能のうしなければ。おい、人質の体調管理は万全か？　体調を崩した人間の匂においは、あまり好きではない」


  「革命は！　革命はどうするんっスか！　このふざけた世界に抵抗するって主張は！」


  「詭き弁べんだよ、そんなものは」


  「っ!?」


  「この国が、本当に変わると思うかね？　吾わが輩はいのような人間しか抵抗しない、強大な正義が跋ばつ扈こするこの国が。海外に逃亡？　ゲリラ攻撃？　そんな労を費ついやしたところで、変わるものか。夢物語も甚はなはだしい」


  「な、にを……騙だましたっスね！」


  　この組織は、ただ下着を味わいたかっただけなのだ。《ＳＯＸソツクス》を、構成員を募集する大たい義ぎ名めい分ぶんに利用し、体制に反はん旗きを翻ひるがえす正義の集団を装よそおって、ただただ自分たちの欲望を満たしていたのだ。最初から、国にまともに抵抗する気など、なかったのだ。


  「──あっ」


  　鼓修理は声を漏もらした。鼓修理がようやく悟った《群むれた布地》の正体は、わずか数日前まで鼓修理が心底憧あこがれていた女性が、口を酸っぱくして口にしていたものだったのだ。


  「くっ！」


  　こんな連中に付き合っていられない！　裏山からなら、一人でどうにか脱出できるはず！


  　鼓修理は職員室を飛び出そうとその未成熟な体を疾しつ駆くさせる。だが、


  「騙していたのは、貴き殿でんも同じであろう？」


  　ベチョォッ！　と一之瀬琢たく磨まがまとった白パンツを叩たたく。それを合図に、ずっと待機していたのだろう《群れた布地》構成員が二人、陰から飛び出し、鼓修理に襲おそいかかった。


  「邪魔すると、痛いっスよ！」


  　鼓修理は懐ふところからスタンガンとエアガンを抜き、遠距離、近距離どちらにも対応できるよう両手に構える。と、背後から熱の塊かたまりが近づいてきた。


  「そんなものまで隠し持っていたか」


  　蒸じよう気きを上げて迫りくる一之瀬に、鼓修理は改造エアガンを容よう赦しやなく撃ちこむ。だが、


  「なんで、効かないっスか！」


  　湿しめったパンツに衝しよう撃げきを吸収され、改造エアガンのダメージは一之瀬に通らない。


  「なら、これで！」


  　出力最大のスタンガンを押しつけた。しかしそれさえ──、


  「うぐっ!?」


  「残念だったな。電撃は物体の表面が濡ぬれていると、外側にしか流れないのだ。塩分が混じり、電気伝導率が上がった水分をまとっていればなおさら、な」


  　肉体はあくまで女子中学生でしかない鼓こ修す理りは所持する武器を無効化され、あっけなく組み伏せられた。


  「このはねっかえりを縛っておけ。それと、隠し持っている武器はすべて取りあげ、構成員たちに配布しろ。この小娘を慕したっていた中学生どもには、体調がすぐれないようだとか説明してごまかしておけ」


  　一いち之の瀬せは指示を出し、再び椅い子すに座って全身を満たす白パンツの感触に浸ひたり始めた。


  「そう睨にらむな。貴き殿でんには最初から、そうやっておとなしくしてもらう予定だったのだからな」


  「どういう、ことっスか」


  「貴殿の名字、鬼おに頭がしらというそうだな」


  「……それが、どうしたっスか？」


  　一切の動どう揺ようを表情に出さず、鼓修理は唸うなるように声を上げた。


  「貴殿がバスに乗ったときから気にはなっていたのだよ。しかしまさかあの大だい財ざい閥ばつの関係者がこんなところにいるわけがないと放っておいた。だが、自動改札をこっそり破壊する隠いん蔽ぺい工作や人じん心しんを掌しよう握あくするその抜きんでたスペック。間違いないと確信した。そして貴殿を人質として使えば、この楽園をもっと長続きさせられると考えたのだ」


  「な、そんなことをしたら……パパや、パパの支援する別のテロ組織が……」


  「知ったことではない。貴殿も不満を漏もらしていただろう。あんな腰抜けどもは役に立たんと」


  　たしかに言った。心の底からそう思っていたから。


  　けれどいまならわかる。わかった。パパも、それに連なるテロ組織も、《ＳＯＸソツクス》も、あれは腰抜けだったわけではなかったのだ。鼓修理のような幼よう稚ちな反はん骨こつ心しんなんかじゃあなく、本気でなにかを変えようと、あがいていた結果だったのだ。


  　それを粉々に打ち砕こうとしているのは、ほかでもない、自分こそ正しいと勘違いした鼓修理の独りよがりな暴走だった。


  「それに、貴殿は遠からず吾わが輩はいらと意見が乖かい離りすると踏んでいたからな。《ＳＯＸ》には世話になった様子だったが、あんなにもあっさり裏切るような、しかも人心を操あやつる危険な力を持った女とまともに手など組むわけがなかろう。これだけの人質を用意するという貴殿の役目はもう終わった。あとはこの楽園が終結するまで、おとなしくしておいてもらおう」


  「く、そっ」


  　だが、まだチャンスはある。いつものやり方で組織を破壊し乗っ取ることができれば、まだ逃げるチャンスはある。鼓修理は諦あきらめたような様子を演じながら、虎こ視し眈たん々たんの姿勢で臨のぞむ。


  「頭とう目もく！　頭目！」


  　ちょうどそのとき。職員室に数人の《群むれた布地》が飛び込んできた。


  「なんだ、騒々しい」


  「もう、限界です！」


  　一人が代表するかのように口を開いた。


  「バスジャックの折からいままで、若い男女の下着ばかりで、熟年モノを愛好する我らは満たされず、もう限界なのです！　いまなら善ぜん導どう課を通じて、そういった下着も搬はん入にゆうできるはず！　ぜひご検討を！」


  「……余計な手間だな。善導課が、市民から、しかもヒワイの知識を持つ世代から下着を徴ちよう収しゆうするなど、体たい面めんを重視してやりたがらないだろう。あまりむちゃな要求を繰り返しては、踏み込むのもやむなしという善導課の強行姿勢を助長することになる。現状の要求で満足し、この楽園を維持することこそが大事なのでは？」


  「そこをなんとか！」


  　鼓こ修す理りはそのやり取りをつぶさに観察し、シメた、と頭の中で舌なめずりをした。一いち之の瀬せに直じか談だん判ぱんにきたこのメンバーは、鼓修理がこれまでに観察した限り、ほかの構成員にほのかな恋心を隠し持っている連中だ。しかも組織に大いに不満がたまっている様子。あの辺りを起点に《群れた布地》を内部から崩ほう壊かいさせ、一之瀬のポジションに自分がくるよう再構成すれば……鼓修理はパチパチパチッ、と脳内であっという間に一通りの計算を終えると、


  「──あの」


  　聞く者の関心を引くタイミングと、声こわ音ねで口を開いた。だが、


  「まったく。面倒くさい」


  　一之瀬がベショォッ！　と合図をする。と、鼓修理を縛りあげた二人のほかに数人が職員室に飛び込んできて、直談判しにきたメンバーを取り押さえた。


  「えっ、頭目!?」


  「便所にでも放り込んでおけ。この楽園の破は滅めつを望む、異い端たん者しやだ」


  　直談判を試みた構成員は、一も二もなく縛られ猿ぐつわをされ、引きずられていった。その一いち部ぶ始し終じゆうを茫ぼう然ぜんと眺めつつ、鼓修理は悟った。


  　この組織を乗っ取るのは、不可能だ。


  　──だって最初から、壊れているのだから。


  　なんで、気づかなかった。何度も何度も、綾あや女めさんが、警告していたのに。自分の幼おさない反はん骨こつ心しんばかりを優先させて、都合の悪い話は全部シャットアウトして、このざまだ。


  　この劣れつ勢せいは、もう《ＳＯＸソツクス》にも崩せない。そうなるように、鼓修理が仕込んだ。


  　数日後に鼓修理は逮たい捕ほされるだろう。一之瀬がこの楽園を維持するために鬼おに頭がしら家けの名前を晒さらし、言い逃のがれの余地のない状況がつくられたあとで。そうなれば《ＳＯＸ》をはじめとした下ネタテロ組織の大半が壊かい滅めつし、この事件を皮切りに取り締まり体制強化の風潮が日本を席せつ巻けんする。そして、日本はいまよりさらに締めつけられた、反抗する意思さえ刈り取られるような完全な管理社会に近づいていくだろう。


  　──鼓こ修す理りのせいで。


  「……ご、ごめんなさいっス……ごめんなさいっス……ごめんなさい……」


  「貴き殿でんが誰に詫わびているのか知らんが」


  　その達たつ者しやな口くち車ぐるまで余計なことをされてはかなわないと、鼓修理の口にも猿ぐつわがはめられる。


  「もう誰にも届かぬよ」


  　たとえ猿ぐつわがなくとも、ここから脱出できたとしても、きっとこの謝罪は誰の心にも届かない。過ちの大きさに沈みながら、それでもなお鼓修理は心の中で誰にともなく謝り続けた。


  　その謝罪さえも、ただの独りよがりにすぎないのだと自じ嘲ちようしながら。
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  「──やっぱり、正しいっぽいことを声高に叫ぶ〝頭のいいバカに〟には、勝てないのか」


  『それは違うわ！』


  「いえ、それは違いますよ」


  　口をついて出てしまった僕のその言葉は、次の瞬間、二つの声によって即座に否定された。


  　片方はＰピーＭエムの向こう側でいきなり大声を張り上げた華か城じよう先輩。そしてもう片方は、


  「うわあああ!?　不ふ破わさん!?　い、いつから後ろに!?」


  　ＰＭの向こうでは華城先輩がなにやら下ネタ混じりに力説していたけれど、不破さんに僕と華城先輩の《ＳＯＸソツクス》としてのやり取りを聞かれたかもしれないという焦燥でそれどころじゃあなかった。


  「少し前からですよ。勢いよく走りだした人がすぐに立ち止まって、遠目でわかるほど感情豊かに叫んでいれば、わたしでなくとも好奇心を刺激されてしまいます。ところで、先ほどの奥おく間まさんの発言についてですが」


  　不破さんは僕の焦あせりとか驚きとかをまるで斟しん酌しやくしていないかのような無表情で、


  「やはり違うと断言できますよ。なぜなら、その〝正しさ〟とやらに呑のまれておかしくなってしまった人を一人、わたしは知っています」


  「またいきなりだね……誰だよ、それ」


  「アンナ・錦にしきノの宮みやですよ」


  「え？　アンナ先輩？」


  　いやまあ、おかしいのは全面的に賛成だけれど。


  「谷や津つヶが森もりの一件が起こる直前に少々お話をしましてね。まだ考察が十分でないのですが……」


  　不ふ破わさんはわずかに逡しゆん巡じゆんし、けれどなにかを確信したようにはっきりと語り始めた。


  「アンナ・錦にしきノの宮みやは、正しければなにをやってもよいと考えているようなのです」


  「……なんだよ、それ」


  　けれどその一見して意味不明な言葉は、アンナ先輩の言げん動どうにぴたりと一致した。


  「きっと彼女は、正義のためなら人さえ殺しますよ。なんの疑問も抱いだかず、笑え顔がおで、彼女の優秀な頭脳が見み逃のがすはずのない理論的矛む盾じゆんをすべて無視して。そんな人に、勝利などというものが訪れるはずがありあません。いつか必ず破は綻たんします」


  　不破さんは淡々と、不思議な説得力をもって語った。


  「……待てよ？」


  　そのときだ。


  　僕の中で、化学反応のような思考の爆発が起きた。


  　不破さんから得た情報と、これまでの情報が組み合わされ、ある一つの道筋が現れる。それはとびっきり危険で、華か城じよう先輩が提案するようなそれとはかけ離れた、下ネタテロリストとしてのプライドもなにもない窮きゆう策さく。けれどこの絶望的な状況を打破する可能性のある一手だった。


  　人によっては、それを汚い手段だと罵ののしり忌いみ嫌うだろう。


  　だってその策を思いついた僕自身が、それを汚い策だと感じるのだ。


  「……不破さん」


  　だから僕は隣でじっとしていた不破さんに呼びかけ、


  「僕いまから、汚よごれてくるから」


  　免めん罪ざい符ふを受けるために宣言した。


  　しかし、不破さんはゆっくりと首を傾げる。


  「奥おく間まさんの〝ヒクヒク穴〟はすでに、わたしたちの脳内で取り返しがつかないほど汚されていますが？」


  「いまその話を持ち出すなあ！　次その固有名詞使ったらクマに木工用ボンド塗るからな！」


  「基本は攻めの奥間さんだからといって、〝汁しる壺つぼ〟が汚れないとは限らないのです」


  「あのさ、いまさ、大事な話をしてたんだよ」


  「奥間さんがいったいなんの話をしているのかわたしには皆かい目もく見当つきませんが──」


  「奇遇だね、僕も不破さんの話が意味不明だったとこなんだ」


  「──もしなにか見いだせたのなら、すぐ行動に移すべきです」


  　不破さんは無表情に呟つぶやくと「見送りは結構ですので」と夜道へ消えていった。


  　僕はその後ろ姿に「ありがとう」と頭を下げつつ、まだなにやらＰピーＭエムの向こうで力説し続けている華か城じよう先輩にストップをかけ、


  「華城先輩。一つ、提案があります」


  　起死回生の悪手について、話を始めた。


  



  「やれやれ。いつもなら静観なのですが、事態が事態ですし、今回は目の前で作戦の失敗を見てしまいましたからね。ついつい接触を図ってしまいました。特に意図したわけでもない流れのままの発言だったのですが、結果的にはお役に立てたようでなによりです」


  　どこか満足げな不破氷ひよう菓かの独り言が、誰にも聞かれることなく凶悪事件に揺ゆれる清せい麗れい指定都市の夜風に流れていった。
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  『……狸たぬ吉きち、それは、本気で言っているの？』


  「はい。テロリストとして間違っているとは重々承知してますけど、僕にはこれくらいしか、思いつけないので……」


  『いえ、そうじゃなくて？　心配なのよ。そんな交渉して、狸吉あなた、問もん答どう無む用ようで捕まる可能性だってあるのよ？』


  「……心配はありがたく頂ちよう戴だいしますが、そのくらいのリスクは承知のうえですよ。僕がやります。どんなに危険で間違っていて情けなくても、僕にはこれくらいしかできないんですから」


  『……』


  　ＰピーＭエムの向こうで、華城先輩が息を呑のんだように沈黙した。……やっぱり、僕なんかが考えた無ぶ様ざまな策じゃあ、ダメだっただろうか。


  『く、くくくっ』


  　と、いきなり。小さな笑い声が断続的に聞こえてきて、


  『くく、はは、はははははははははははははは！　あーっはっはっはっはっはっはっは！』


  　華城先輩の心底楽しげな高笑いが始まった。


  『あはははははっ！　そ、そうね。狸吉。それはあなたにしか、できないことだわ。そして』


  　ひきつけを起こしながら、華城先輩は笑っている。さっきまで死にそうな声を出していた女性と同一人物とは思えない変わりようだ。


  『そして、あなたにしか考えつかないことよ』


  　僕の勘違いかもしれない。けれど確かにそのとき華城先輩は、慈いつくしむように囁ささやいた。


  『いやー、さすが狸吉ね！　私正直、さっきまで「これ以上政府からの締めつけが厳しくなってテロもまともに起こせなくなるなら、私死ぬしかないじゃない」って思い詰めてたもの！』


  「ちょっ!?」


  　あぶねえ！　華か城じよう先輩ならマジで下ネタテロ起こせなくなったら死にかねん！


  『あははっ、冗談じゃないわよ』


  「そこは冗談でもいいから〝冗談よ〟って断言してほしかったです！」


  　おいおい。僕が憧あこがれてる人って、下ネタ言えなくなったら死ぬの？　マジで？　儚はかなさでセミに勝てるぞ。


  『うん。じゃあ、その交渉は狸たぬ吉きちに任せたわ。けど最後に一つ、確認しておきたいの』


  「なんですか？」


  『狸吉あなた、下ネタは好き？』


  「クソ食らえですね！」


  　ああ、またやっちまった……。マジで成長しねえな、僕。てゆーか質問が唐突過ぎる。


  『ふふふっ。そう。相変わらず、上の口は素直じゃないのね』


  　けど華城先輩は心底うれしそうに笑って、


  『じゃあ、イってきなさい！　いつでも突撃できるよう、こっちも準備しておくわ！』


  　予想外に嬉しげな声で華城先輩は僕を送りだしてくれた。けれどそれはきっとこの状況をどうにかするため、藁わらにもすがる思いだっただけで……僕はやっぱりこの作戦に気が乗らないままだった。それでもいまはこれしか手がないし、僕はこういう汚い形でしか下ネタテロに貢こう献けんできないんだと、半ばヤケクソの気持ちのまま、僕は作戦の準備のために夜や闇あんを走り始めた。
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  　──意味のない謝罪をどれだけ重ねただろうか。いつの間にか夜が明け、朝日がカーテンの隙すき間まから差しこんできていた。猿ぐつわをかまされ床ゆかに転がされていた鼓こ修す理りはその光に顔をしかめながら、ふと微かすかな震動が階下から響いてくることに気づいた。たくさんの人間の悲鳴と怒ど号ごう。まるで大勢の人間が突入してきたかのような、そんな気配だ。


  「おい、なんだこの騒ぎは！　まさかもう善ぜん導どう課が突入してきたのか!?」


  　それまで、収穫した白パンツを全身にまといながら絶頂の白目を剥むいていた一いち之の瀬せ琢たく磨まが慌あわてた様子で部下に状況確認を命じるも、怒号は加速度的に激しさを増し、すぐそこにまで迫ってきた。──ああ、もう善導課が来たんだ……。予想より遥はるかに早く訪れた終しゆう焉えん。鼓修理は諦あきらめきった心のままに朝日から顔を背そむけ、そっと目を閉じた。だが、


  　──ガシャアアアアアアアンッ！


  　諦てい観かんによって閉じられた鼓修理の両目は、職員室の扉とびらが吹き飛ぶ爆音によってこじ開けられ、飛び込んできた二つの人影に釘くぎ付けとなった。


  「気分はいかが？　チンカス野や郎ろう！　あなたの金玉やぼうを潰つぶしにきたわ！」


  　ジャージをまといし黒髪の少女が、夜明けの日差しを背負って一歩踏み出し、かぶったパンツを振るわせ叫ぶ。背後に控える、パンツをかぶったガーターベルト一丁の少年が「その痛い表現はよせ！」とツッコむのを聞きながら、鼓こ修す理りは絶句した。なんで、この人たちが……。


  「な……っ!?　《ＳＯＸソツクス》だと!?　ありえん！」


  　一いち之の瀬せ琢たく磨まが死人にでも遭そう遇ぐうしたかのように絶叫した。そしてそれは鼓修理も同じ気持ちだった。鼓修理を除いて構成員わずか三名であるはずの《ＳＯＸ》が、どうしてこんな喊かん声せいを上げ、四十名近くに及ぶ《群むれた布地》が立てこもる総ぞう司しヶが岡おか学園校舎を攻略している!?


  　鼓修理は混乱しながらもその優秀な頭脳をフル回転させ、ある結論に達した。まさかこの人たち、ヤケクソの自じ暴ぼう自じ棄きになったんじゃあないっスか!?　だって、そうとしか考えられない。この状況を打破するために《ＳＯＸ》が動員できる人材は、《ＳＯＸ》を間接的に援助する第一清せい麗れい指定都市の大人たちか、時とき岡おか学園の一般生徒くらいだ。そんな人たちを使って善ぜん導どう課の包囲する立てこもり現場に突撃するなんて、必ずあとで捜査の手が《ＳＯＸ》にまで及ぶ。この場で《群れた布地》を粛しゆく清せいできたとしても、すぐに《ＳＯＸ》は破は滅めつを迎えるだろう。


  　鼓修理にはもはや、《雪せつ原げんの青あお》の浮かべる不敵な笑え顔がおに頼もしさでなくヤケクソ臭しか見いだせなかった。それは一之瀬琢磨も同様らしく、


  「負け犬どもがふざけたあがきを！　この楽園は一刻でも長く存続させる！　邪魔はさせん！」


  　ベチョオッ！　全身にまとった蒸むれし白パンツを一之瀬がはたいて合図する。すると、鼓修理から奪った武器を所持した《群れた布地》構成員が五人、一之瀬の周囲に現れた。


  「二人だけで現れたのは失敗だったな！　貴き殿でんらさえ倒れれば、階下の騒ぎも鎮ちん圧あつできよう！」


  　側近のうち三人が《ＳＯＸ》に改造エアガンを構え、引き金に指をかける。


  「──あら嫌ですわ。こんな危ないものがあるなんて、聞いてませんわよ」


  　エアガンを構えた側近の背後に、突とつ如じよ白銀が煌きらめいた。──次の瞬間。


  　三丁のエアガンは壁に叩たたきつけられ粉々となり、三人の側近は竜巻のごとき回し蹴げりを食らって瞬またたく間に無力化された。あまりに圧倒的な戦闘力をまざまざと見せつけられた残り二人の側近が、慌あわててスタンガンをその白影に突き立てようとするも──、


  「「あばばばばばっ!?」


  　死角から飛来した鎖に両手を固定され、引き寄せられ、互いに互いを感電させて床に崩れた。


  「ありがとうございます、月つき見み草ぐささん。けれどこれくらい、簡単に対処できましたのに」


  「アンナ様の身に万が一があってはいけませんので」


  　鎖を飛ばした張本人らしき女が、倒れた側近を鎖で拘こう束そくしながら怪物に恭うやうやしく頭を下げた。


  　一瞬の出来事になんの反応も示せない一之瀬琢磨を尻しり目めに、《雪原の青》が堂々と、


  「ふふふっ。助かったわ、アンナ会長。もう少しで体に余計な穴が増えるところだった」


  「勘違いしないでくださいまし、《雪原の青》。あなたたちが倒れては、善導課の目を盗んで奥おく間ま君の下着をこの場から持ち出す人材がいなくなる、ただそれだけのことですわ。……まあもっとも、あなたたちの手を借りるとはいえ、《ＳＯＸ》をも超える悪をこれだけ大量に殲せん滅めつできたなら、わざわざここまでして下着を持ちだす必要もなくなるのでしょうが……ふふふひっ」


  「バ、バカな……っ！　時とき岡おか学園の生徒会と《ＳＯＸソツクス》が、なぜ協力し合っている!?」


  　一いち之の瀬せが混乱の極みといった表情で喚わめいた。


  「失礼ですわね、そんなわけありませんの。わたくしたちはただ、《ＳＯＸ》を追う過程でいつの間にかここまで踏み込んでしまっただけですわ」


  「そんな屁へ理り屈くつが通用すると思っているのか!?　吾わが輩はいを愚ぐ弄ろうしおって！」


  　鼓こ修す理りもようやく、目の前の信じがたい光景を理解した。どういう交渉が行おこなわれたかは不明だが、とにかく、時岡学園の生徒会と《ＳＯＸ》が手を組んでいるのだ。ということはおそらく、階下の鎮ちん圧あつには風紀委員およそ四十名が動員されているに違いない。


  「や、やはりそうか……やはり取り締まり側とグルだったのだな、《ＳＯＸ》！　自分たちの保身のためにほかのテロリストを売る、最低のクズだ、貴き殿でんらは！」


  　あまりの事態に余裕を失い取り乱す一之瀬に、《雪せつ原げんの青あお》が嘲ちよう笑しようを浴びせた。


  「はんっ。発想が相変わらずねえ。これだから性しよう根ねの腐ったチンカスは嫌いなの。……ねえ。性根ってもしかしてチンコのことじゃあ──」


  「決めるとこはしっかり決めろや《雪原の青》！」


  「えー、だってあなたの手柄を横取りするみたいで興きようが乗らないんだもの。ま、リーダーはリーダーらしく、根こん拠きよなく自信ビンビンにしてればいいのかしらね。じゃ、改めまして」


  　ガーターベルトの男に叱しかられた《雪原の青》が、歯ぎしりする一之瀬を再び睨にらみつける。


  「グルとか媚こびるとか、そんなのじゃあないわ。あんたたちは下ネタテロ組織も一般人も、そして当然ながら取り締まり機関も敵に回した。ただそれだけのことよ。さあお縄なわにつきなさい！　性病にかかってグズグズに腐ったあんたのサガ、パンツ引っぺがして大衆に晒さらしてくれるわ！」


  　清せい濁だく混こん成せい部隊に取り囲まれた一之瀬琢たく磨まは「ぐ、ぐうぅ」と呻うめきながら力なく崩れ落ちた。
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  　──僕が考えた捨て身の窮きゆう策さく。それはこの突入作戦に生徒会と風紀委員、二つの取り締まり機関の協力を仰あおぐという、反社会組織にあるまじき情けないものだった。《ＳＯＸ》の構成員として交渉に挑いどんだ僕は、アンナ先輩の手によって殺されそうになったりしながら、〝狸たぬ吉きちのパンツ〟と〝正しい行おこない〟を餌えさにしてなんとか説得に成功、いまの協力態勢に漕こぎつけていた。結果的にうまく転んで華か城じよう先輩も喜んでいたけれど、僕の気分は晴れないままだった。一之瀬が糾きゆう弾だんしたように、この策は体制に媚こびるような、下ネタテロ組織として間違った策なのだから。


  「くそっ、くそおおおおおおっ！」


  　と、僕が一人で場違いに沈んでいると、一いち之の瀬せ琢たく磨まが咆ほう哮こうし、立ち上がった。


  「欲望に身を任せることのなにが悪い！　歪ゆがんでいるのはこの世界だ！　社会だ！　吾わが輩はいは間違っていない！　正しい！　この欲望は、欲望を満たすことは、正しいはずだ！　健全なはずだ！　なぜ、同じくこの世界に不満を持つはずの貴き殿でんらが、その邪魔をするのだ！」


  　追い詰められてすべてをかなぐり捨てた一之瀬が、全身から蒸じよう気きを噴き出してこちらに突っ込んでくる。あ、おい、むちゃだって。


  「うるさいですわよ」


  「あんたを邪魔する理由は、あとでしっかり体に教えてあげるわ」


  　アンナ先輩と華か城じよう先輩のハイキックをまともに食らい、憐あわれ一之瀬は瞬しゆん殺さつされた。


  　──ピピピピッ。


  　月つき見み草ぐさのＰピーＭエムが鳴り響き「風紀委員と轟ごう力りき殿どのから連絡がありました。《群むれた布地》を全員制圧し、人質のいる教室はすべて解放したとのことです」と階下での順調な仕上げも報告される。


  「奥おく間ま君の下着……奥間君の下着……奥間君の下着……。いったいどこですの……匂においはするのですが……こうなったら、《群れた布地》メンバー全員の身ぐるみを剥はいで……」


  「さてと。アンナ会長が私し利り私し欲よくに走っている間に、こっちはこっちでやるべきことをしようかしらね。あなたはそのチビマ●コをお願い」


  [image: ]


  　華か城じよう先輩は言うと、縛られた一いち之の瀬せ琢たく磨まを引きずって屋上へ向かった。案の定裏切られて酷ひどい目に遭あっていたのだろう鼓こ修す理りを担かついで、僕もそれに続く。


  　鼓修理はなにやら僕たちが突入したときからぐすぐすとベソをかいていた。なんとなく心情は察せたので、猿ぐつわを解いたあとも特にこちらからは話しかけない。


  　屋上へと続く扉とびらの陰に縛られたままの鼓修理を落ち着かせ、僕と華城先輩は屋上へ躍おどり出た。


  　比較的涼しい夏の朝の空気と朝日が、パンツをかぶった僕と華城先輩を包み込む。空には何機ものヘリが飛び、石垣とお堀ほりの向こうに善ぜん導どう課職員と保護者たちが人垣をつくって僕たちを見上げていた。湧わきあがる悲鳴と怒ど号ごうが、渦を巻いて大きくなっていく。


  「さて、始めるとしましょうか。未成年のエッチな主張の時間よ」


  　華城先輩がＰピーＭエムの拡声機能を最大にし、一之瀬琢磨の首根っこをつかんで掲かかげる。


  　ここからは、《雪せつ原げんの青あお》の独どく壇だん場じようだ。


  　爽さわやかな風が一陣、僕と華城先輩を撫なで、そして演説が始まった。


  〝私たち《ＳＯＸソツクス》はいま、主犯である一之瀬琢磨をはじめ、《群むれた布地》のすべてを鎮ちん圧あつした！〟


  　一之瀬の顔を覆おおい隠すパンツを剥はぎ取った華城先輩の凜りんとした声が、辺り一帯に響き渡る。


  　総ぞう司しヶが岡おか学園の周辺を取り囲む無数の善導課職員と、そこに押し寄せる千数百人の保護者たち、それからその様子を専用の機材で撮影するテレビ配信局スタッフの意識が、屋上に堂々と屹きつ立りつするパンツをかぶった一人の少女──《雪原の青》一人に注がれる。


  〝こいつらは私たちの名を騙かたり、その欲望を満たしていた！　二度とこんな胸むな糞くそ悪い騒ぎが起きないよう、ここに《ＳＯＸ》の主張を明確に宣言しておくことにする！〟


  《雪原の青》の出現を受けて、眼下の大人たちから凄まじいまでの怒号や悲鳴が湧きあがる。自らを非難し否定する巨大な悪意の塊かたまりをぶつけられてなお、華城先輩はブレることなく自らの主張を、信念を、なんのためらいもなく言い放った。


  〝──私は、下ネタになりたい〟


  　……僕、この人に憧あこがれてるんだよなあ……。


  



  
    ●

  


  



  　その頃、眠気と疲れがピークに達していた善導課の会議室ではパニックが起きていた。


  「どういうことだこれは！　なぜ《ＳＯＸ》が《群れた布地》を制圧している!?　現場はなにをしていたんだ！」


  「それが、どうやら裏山から侵入をしていたようで、いま善導課職員が内部の《群れた布地》と連絡をとろうと試みていますが、誰一人として応答せず……」


  「突入だ！　突入させろ！　善導課の面めん目ぼくを潰つぶされたまま、黙っていられるか！」


  「いまだに抵抗する保護者がおり、突入は困難かと……」


  「ここまできて人質の命に危険などあるわけがない！　強引にでも突入させろ！　……いや、それより先にテレビ配信をストップさせろ！　明け方とはいえ、何人の国民がライブ映像を目撃しているか見当もつかん！　《雪せつ原げんの青あお》が危険思想をバラまく前に、早く切るんだ！」


  「配信映像サイトのアクセス数がうなぎ登りだ！　国民がＰピーＭエムで連絡し合っている！　急げ！」


  「いま通達していますが《ＳＯＸソツクス》の演説が終わるまでにすべての局が配信を切れるかどうか……それに、ある一局が担当者がいないとか機材の不調だとかでまともに応じないそうですっ」


  「はあ!?　どこの局だ！　しょっぴかれたいのか!?」


  「それが……鬼おに頭がしら系列の局らしく……」


  「鬼頭系列!?　あの男、いままでこんな危険を冒すようなことはなかったというのに……っ。ここにきてどういうつもりだ！　ええい、強制的にすべての回線を断ち切れ！　いますぐだ！」


  　そうこうしているうちに《雪原の青》の表明は、着々と全国のＰＭへと配信されていった。


  



  
    ●

  


  



  〝──私は下ネタになりたい。その存在そのものが間違っていて、歪ゆがんでいて、悪とされる、けどそれゆえに存在価値があり人々から求められる下ネタそのものに〟


  「……え？」


  　異次元の方向転換でまとも路線を進み始めた華か城じよう先輩の主張に、声が漏もれた。


  〝そう。私たち下ネタテロ組織は、あくまで間違った存在でなければならないわ。自分たちを正しいと思い込んだまま突き進んだんじゃあ、下ネタという概念の存在しない退屈な世界こそが〝理想〟の……正しい世界だと妄信して作り上げてきた人たちと、同じになってしまうもの。自分たちが正しいと盲もう信しんして突き進んだ《群むれた布地》は、そしてこれから現れるかもしれないそういう輩やからはつまり、善ぜん導どう課やこの国と同じ、私たちの敵。反体制組織だろうが下ネタ好き集団だろうが、全力で排除させてもらうわ！〟


  　ドドドッ！　下を見やれば、早くも善導課職員が突入を開始していた。その人波には大量の保護者も混じっていて、突入速度は鈍にぶい。けどもうあまり時間はないだろう。華城先輩は短い時間に思いの丈たけをぶつけるように続ける。


  〝そもそも下ネタもエロも、間違っていなければ意味がないもの。間違っているから魅力的で、隠さなければならないものだから興奮が増して、悪であるからこそ輝かがやいて、歪ゆがんでいるからこそ引きつけられる！　間違いを際立たせるために正しさは必要だけれど、だからといって私たちが正しくあってはならないわ！　だから私は下ネタという概念が存在しない退屈なこの世界を壊すために、絶対悪として闘うことをここに表明する！〟


  　そして華城先輩は懐ふところから取り出したエロ本のコピーをばらまき、屋上の縁から撤てつ退たいした。


  「……華か城じよう先輩、まともなこと喋しやべれるんですね」


  　すっきりした表情でこちらに戻ってきた華城先輩に、僕はぽつりと漏もらす。


  「なによ。人がいっつもいっつもくだらない下ネタしか言わないかのような目で」


  「何食わぬ顔！」


  「さーてそれじゃあ、あのおチビさんにトドメを刺しにいこうかしらね」


  「スルーした！　完全に分ぶが悪いからって聞こえないふりした！」


  「だって時間がないんだもの」


  　華城先輩はひらひらとごまかしながら、縛られたままでうつむく鼓こ修す理りに歩み寄った。


  「いまの私の話、聞いてたわね？　あなたは、私たちの敵よ」


  「……」


  　びくりと、鼓修理の体が揺ゆれる。


  「私も昔、あなたみたいに幼よう稚ちな反抗心を持っていたわ。だからあなたの本ほん性しように気づきながらも、まだ矯きよう正せいできるんじゃないかと期待して、狸たぬ吉きちに任せたの。けれどあなたがまさか、ここまで腐れマ●コな子だとは想定外だったわ。……まあ、ギリギリで事態は収拾できたし、今回だけは見み逃のがすわ。けど、次はないわよ」


  　辛しん辣らつな華城先輩の言葉にしかし、顔を上げた鼓修理は真っ赤かな眼を生意気にすがめる。


  「いいんっスか？　そんな宣戦布告してから鼓修理を見み逃のがして。パパの配下にいるたくさんの下ネタテロ組織を敵に回すことになるんっスよ？　……いや、さっきの演説でもうすでに──」


  　鼓修理が挑ちよう発はつするように、掠かすれた声を出す。なんだ？　反省してたように見えたんだが、やっぱりなにも変わってないのだろうか。


  　そんなふうに面食らう僕とは違い、華城先輩は鼓修理の言葉にきょとんとした表情で、


  「は？　なにを言っているのよ。私たちは最初っから、国なんてものを相手に闘っているのよ？　大だい財ざい閥ばつだろうが弱小下ネタテロ組織の束だろうが、いまさら敵に回すのがなんだっていうのよ」


  「……」


  　華城先輩の勇ゆう猛もうに過ぎる言葉を受けて、鼓修理は黙り込みうな垂れた。


  　と、華城先輩が急ににやりと笑う。


  「けどまあ、見逃すとは言っても、なんの罰もないのは、やっぱり拍ひよう子し抜けよね」


  　そのときちょうど階下から「ああああああああっ！　これも、これも、これもですわ！　せっかくの奥おく間ま君の下着に、ほかの女の匂においが染みついて……こんなもの！」と悲痛な叫びが聞こえてきて、ちょうどここから見下ろせる踊り場に大量のトランクスが投げつけられていた。


  「あ、ちょうどいいわね」


  　華城先輩がそれを拾いあげ「うわっ、くさっ」と鼻をつまみながら戻ってくる。おい、それ僕のなんだけど。


  「さて、大人の罰ゲームタイムよ」


  　華か城じよう先輩が僕のトランクスを構えて、鼓こ修す理りに迫る。


  「え、え、え？　ま、まさか……」


  　鼓修理が泣き張らしたような両目を見開き、縛られた状態ながらも必死に後ずさる。


  「いまからあなたに、狸たぬ吉きちのエキスがたっぷり沁しみこんだ強烈パンツをかぶせるわね？」


  「いやああああああああああ！　やめるっス！　やめるっス！」


  「え？　スメル？　やだ、あなたも好きね。罰にならないじゃないの。このドＭ」


  「違うっス！　ああああああっ！　やめてやめてやめてやめろおおおおおお！　うっ!?」


  「はい、お仕置き完了ね」


  　僕のトランクスを頭からかぶせられた鼓修理は、びくんびくんとしばらく体を痙けい攣れんさせ、最終的にはピクリとも動かなくなった。おい、傷つくんだけど。


  「これにて一件落着！　ってところかしらね」


  　鼓修理を見下ろして、華城先輩は快活に笑った。


  　……ああ、やっぱり凄いな、華城先輩は。いろいろと問題はあるものの、一いち之の瀬せと対峙したときの勇ゆう猛もうな態度、さっきの屋上での演説や鼓修理に対する啖たん呵か、とてもじゃないけど敵う気がしない。


  　いちおう今回は僕も《ＳＯＸソツクス》の一員として役には立てたけれど、それはあくまで生徒会と手を組むなんていう邪道においてだ。


  　これからはきっちり精進して、華城先輩みたいな強い人として活躍できるように頑張ろ──


  「それにしても、狸吉が私みたいに頑かたくなな人間じゃなくて、本当に助かったわ！」


  　それは完全に不意打ちだった。


  　華城先輩が急に、パンツ越しに弾はじけるような笑みを浮かべ、なにやら飛び抜けたようなテンションできゅっっと両手を握ってきたのだ。そのままぶんぶんと振り回し、


  「以前、《エイチ禁止法》署名運動の成果発表記者会見を潰つぶしたときもそうだったけれど、ホント、狸吉が狸吉でよかった！　狸吉でなかったら考えつかない作戦で、何度救われたか」


  「え？　え？」


  　なんだ、それ？


  　僕は僕が嫌で仕方なくて、華城先輩みたいになりたくて仕方なくて、ぐじぐじ、しつこく悩み続けたというのに。華城先輩は、僕が僕であることを、こんなにも綺き麗れいな笑え顔がおで認めてくれている。


  　それじゃあ、この二か月近く、僕が必死に華城先輩みたいになりたいとあがいてきたのが、なんていうか、すっごく独りよがりっていうか、オナニーでしかなかったみたいじゃないか。


  　全力で困惑する僕のことなど半ば置いてけぼりのまま、華城先輩はパンツの奥から心底嬉しそうな笑顔を僕に向けて、


  「狸たぬ吉きちのありのまま──本来の姿、すっぽんぽん？　歪ゆがんでいて間違っていて、私すっごく大好きだわ！」


  「っ!?!?!?!?!?」


  「下ネタと同じくらいに！」


  　などと、何食わぬ顔でのたまってくださるのだ。一気に思考がしっちゃかめっちゃかになる。


  　僕は首筋まで顔を真っ赤かにしながら心の中で「なんだよそれ！」と何度も叫び、華か城じよう先輩が大好きだと言ってくれた〝本来の奥おく間ま狸吉〟とやらを同定しようと試みる。


  　だけどそんな曖昧なもの、見つかりやしない。華城先輩が大好きだと言ってくれた〝本来の奥間狸吉〟がどんなものなのかしっかり把握して、そこからブレないように維持していかないと、意味がないというのに！


  　華城先輩が「さてと、じゃあそろそろ撤収しようかしらね」と僕からぱっと手を離す。いまのテンションや流れを逃のがせばもう言及するチャンスはないだろうと、僕は華城先輩を捕まえ、


  「あの、華城先輩！」


  「え？　なあに？」


  「本来の僕って、いったい、どんななんですか？」


  「……」


  　すると華城先輩はついさっきの晴れやかな笑え顔がおが嘘うそのようなジト目で僕を見上げ、


  「それは！　他人の口から！　聞くようなものじゃなくて！　あなたがあなた自身の手で！　決定していくものでしょうに！」


  　言葉の区切りにドスドスドスッ！　合計五回、人差し指でおでこを貫かれた。


  「ふふんっ、あなたのおでこがマ●コで私の指がチンコなら、あなたはもう五回は昇天していたわ！　エロ同人みたいに！　エロ同人みたいに！」


  「華城先輩は相変わらず、あらゆる雰ふん囲い気きをぶっ壊す天才ですね！」


  「まあね！　っと、そろそろ本当に限界ね。脱出するわよ狸吉！　鼓こ修す理りの運搬は任せたわ」


  　言われてみれば、階下の足音や怒ど号ごうがどんどん近づいてきていた。


  　僕は鼓修理を担かつぎあげ、華城先輩の後ろについて総ぞう司しヶが岡おか学園から脱出する。


  　……それにしても、〝本来の自分〟なんてもの、どうやってつかめばいいのか見当がつかない。僕が華城先輩に憧あこがれていて、あんな風に強くなりたいと願っているという事実はそう簡単には変わらない。〝僕自身〟なんて曖昧なものを見つけ出すより、しっかりと像の固まったそちらを目指そうと自然に傾いていってしまうだろう。


  　けれどあるいは、華城先輩がそうしてくれたように、自分の言げん動どうの一つ一つを僕自身の手によって肯こう定ていしていこうと試みれば、見えてくるものなのだろうか。


  「ねえ狸吉。私、さっき廊下に張り出してあった〝倍率〟を〝パイズリ〟って読んじゃったのだけれど」


  「末期ですよ末期！　無事逃げ切れたら、本格的に治療を開始したほうがいいですよ！」


  　そういう心構えを持つと、手厳しいツッコミを放ってしまう自分を目の前にしても、以前ほど嫌な感じを抱くことはなかった。僕の言げん動どうの一つ一つのどこかに、華か城じよう先輩が大好きだと言ってくれた部分が存在するはずなのだ。


  　そう考えるとなんだか以前よりずっと気分が軽くて、善ぜん導どう課に追われて分け入る山道ですら、軽かろやかに走っていけるような気がした。


  「──ふ。ふへへ。この人っス。この人が鼓こ修す理りの、一生のご主人様っスよ……」


  　トランクスに頭からつっこまれたままの鼓修理がなにやらもにょもにょと喋しやべっていたけど、なんだか舞い上がってしまっていた僕は、それを上う手まく聞きとることができなかった。


  



  


  エンディング　《ＳＯＸ》依存症


  



  「まーくん！　アンナが立てこもり現場にいたというのは本当ですか！」


  　祠まつ影かげの書斎に寝ね巻まき姿で飛びこんできたのは、疲つかれきった顔に焦しよう燥そうを浮かべたソフィアだった。


  「ああ。だが心配しなくていい。あくまで《ＳＯＸソツクス》を追っていたゆえの行動ということで、お咎とがめはなしだ。それどころかあの籠ろう城じようを、人質に怪け我がなく崩したとして、善ぜん導どう課からは感謝されているよ。保身に走った保護者たちにずいぶんと邪魔されていたらしいからな」


  　一いつ気き呵か成せいでの規制強化を目もく論ろんでいた私たちとしては不都合だったが、という言葉を祠影は呑のみこむ。自みずからが送りこんだ風紀委員と一人娘が凶悪な下ネタテロ事件を解決したのだ。褒ほめこそすれ罰則を与えては示しがつかない。


  「やっぱりあの月つき見み草ぐさ朧おぼろがいけないんです！　以前から言っていたでしょう！　あんな気持ち悪いロボットみたいなものが近くにいては、アンナに悪影響を及ぼすと！」


  「それについてはさんざん説明しただろう。性知識が広まってしまった以上、子供たちを不健全から守るには前々から準備していた彼らを導入するのが一番なんだよ」


  「まー君はいつもそうやって、私を言いくるめようとするんです！」


  　君を無事に言いくるめられたためしはないんだがな……祠影は口くち応ごたえしようとしてやめた。


  「大体、アレがいけないというのなら、君が以前入学を許可したあの男の息子はどうなる？　あちらのほうがよほど危険だという私の忠告を無視したのは、君ではないか」


  　この春、希き代たいの怪物・奥おく間ま善ぜん十じゅう郎ろうの息子を時とき岡おか学園に入学させるという暴挙を許可したのは、ほかならぬソフィアだ。しかもその男はいま生徒会に所属している。祠まつ影かげとしては愛まな娘むすめの近くにそのような輩やからがいることのほうがよほど不安だった。


  「彼は、信頼できる私の親友がしっかり教育し直した、卑ひ猥わいな知識を持ったまま卑猥を嫌う子。だからこそ入学を許可したんです！　得え体たいのしれないあなたの人形とは違うんです！」


  　またそうやって感情論を振りまわす……祠影はうんざりしながらソフィアとの対話を諦あきらめた。そもそもソフィアとは性表現規制に関してのビジョンの次元が違う。話しても意味はない。


  　そんなことより、と祠影はＰピーＭエムを展開させ、部下に改めて集めさせた《ＳＯＸソツクス》のデータを熟読し始めた。同時に祠影の脳内では、明け方の総ぞう司しヶが岡おか学園でなされた《雪せつ原げんの青あお》の青くさい主張が再生されている。


  　──この世界を壊すために、私たちは絶対悪として闘う！


  　あの若いテロリストは、確かにそう主張していた。祠影の心意気にも通じる主張だ。


  「なかなか骨のあるやつが生き残っていたようじゃないか」


  　谷や津つヶが森もりの不健全雑誌を四大テロ組織に分配して全体の士気を高めるだけでは飽き足らず、規制強化の口実にもってこいな《群むれた布地》の粛しゆく清せいまで行おこなっている、敵ながら天あつ晴ぱれな組織だ。


  　もしこの組織を中心に人々が団結すれば、厄やつ介かいなことになるだろう……まあ、そんなことはありえないが。祠影は自身で生み出した懸け念ねんを自みずから捻ひねり潰つぶした。


  　人は、誰が自分たちを統治してはならないかを決定し、見切りをつけることは得意だが、誰が自分たちを統治すべきなのかを決定することは苦手だ。えてしてろくでもない指導者にたどり着き、破は滅めつを繰り返す。それは政治でも日常生活でも変わらない。


  　こんな、自分たちの主張に沿わない組織はすべて潰すというような青くさい主張をしているようでは、たとえそのあり方が望ましくとも、人は寄りつかないだろう。オブラートに包んだ一見、正しいっぽい主張でもしていれば、少しは違っただろうに。やはり、まだ青い。


  　だがそれでも警戒を強めておくに越したことはない。《群れた布地》に代わり、いつか彼らのことも利用できるだろうと祠影は予感していた。祠影は《ＳＯＸ》についてまとめられたデータを熟読しながらさらに思案を──。


  「まーくん、聞いてるんですか！」


  「ぐおあああっ!?」


  　祠影の思考は、ソフィアのパイルドライバーによっていともたやすく爆ばく散さんした。


  　祠影はつくづく思う。一人でもこんなに厄やつ介かいなのに、世の男どもはよくもまあ複数の女に情を移せるものだ、と。
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  「……で？　なんでまだあなたがここにいるのかしら？」


  「はいっス！　なんだかいろいろと工作をやってたせいでパパの立場がヤバいことになっていて、いまのままじゃあ鼓こ修す理りはお家に帰れないんっス！」


  「なんでまた《ＳＯＸソツクス》で世話しなくちゃいけないのって訊きいてるのよ？」


  「あああっ、そんなゴミムシをひねり潰つぶす直前のような目で綾あや女め様から睨にらまれると、鼓修理は、鼓修理はっ……うへへへっ」


  「ちょっ、この、こんなところでくっつくんじゃないのっ、こらっ、うわっ、気持ち悪いっ」


  「なにしてるんですか……」


  　時とき岡おか学園の生徒会室。三つ編み眼鏡めがねでぶすっとしている華か城じよう先輩の足に、中等部の制服を着た鼓修理が張りつき、陶とう酔すいしたような笑みを浮かべて頬ほおずりしていた。涎よだれふけよ。


  「ちょっと狸たぬ吉きち。助けてちょうだい。この子おかしいわ」


  「そんなのいまさらでしょうに。てゆーか実家に帰ったんじゃなかったんですか、こいつ」


  　背中から近づいて鼓修理をひっぺがそうと手を伸ばす。


  「あ？　愚ぐ民みんが汚けがらわしい手で鼓修理に触んじゃねーっスよ、ゴミムシ以下のカス野郎」


  　鼓修理がエアガンで僕の眉み間けんを狙ねらいつつすごんできた。涙ふくよ。


  　華城先輩がバシッ！　と鼓修理の頭をはたく。


  「こら。あなたをあの場から救出できたのは、狸吉のおかげだと教えたでしょう」


  「はああぁ～。申しわけないっす綾女様。鼓修理のご主人様は綾女様だけっスから、ついつい乱暴に。罰としてこの愚おろかな豚をもっとぶってくださいっス！　ま、まだ左右の頬が、空あいてるっスよ？」


  「……華城先輩、いつから鼓修理のご主人様に？」


  　僕は一歩引きながら愛あい想そ笑いとともに訊たずねる。


  「違うの！　話を聞きなさい狸吉！　さっきこの子が急に現れて、すり寄って離れないだけなの！　ちょっと鼓修理、いい加減に事情を説明しなさい！　なんであなたが、時岡学園の中等部に転校してきてるのよ！」


  「はいっス！　なんだか《群むれた布地》の騒ぎが原因で、この界かい隈わいに隙すきが生まれてたらしいんっス。パパがいろいろやらかしたおかげで、善ぜん導どう課は鼓修理にこだわる必要もなくなったみたいで、その隙を利用して灯台もと暗し的に鼓修理をここに送りこめたみたいっスね。それに鼓修理の通う学校は、パパが経営に深く絡からんでる風紀優良度全国ランキング十位以内の学校だったっスし、書類もいじれたっスから、転入はそう怪あやしまれなかったっスよ？　あとはこれまでどおり、カス野郎の妹だって周囲にちらっと説明しておけば、問題なしっス」


  「……なによそれ、むちゃくちゃじゃないの。じゃあもう別に《ＳＯＸ》で匿かくまう必要もないのよね？　どっか行っててもらえる？」


  「そ、そんなつれないことをおっしゃらずに！　鼓こ修す理りをそばに置いておいてくださいっス！　な、なんでもするっスから！」


  「ん？　いまなんでもするって言ったわね？」


  「はいっス！」


  「じゃあ、私とじゃんけんしてあなたが勝ったら《ＳＯＸソツクス》に入れてあげるわ。けどあなたが負けたら新メンバーの件は諦あきらめて。もしくは公開オナニーよ」


  「リスク高っ！」


  「えええ～っ、そ、そんなー」


  　僕のツッコミをよそに、鼓修理は歓声を上げて華か城じよう先輩のむちゃぶりに応じた。


  　おいこれマズイ流れじゃないか？


  「「最初はぐーっ！　じゃん、けん、ぽんっ！」」


  　結果は華城先輩がグー（のような手の形をしたなにか）で、鼓修理がチョキだった。


  「ふっ。じゃあ選びなさい。公開オナニーか、諦めるか！」


  「あ、綾あや女め様の命令なら、仕方ないっスね～」


  「え……？」


  　服を脱ぎ始めた鼓修理にまさか本当にやり始めるとは思っていなかったのだろう華城先輩がフリーズ処理落ちを起こす。おいおいおいおい！


  「ちょっと鼓修理！　ストップストップ！　華城先輩が固まってるから！」


  「うおおおっ、綾女様からの甘美なご命令を、邪魔するなっス～」


  　おいもうなんだよこいつ。ドＭとかじゃねえよ。ほとんど自じ爆ばくテロじゃねーか。


  「わかった！　わかったわ！　とりあえず鬼おに頭がしら慶けい介すけの近辺が落ち着くまで、うちにいなさい！」


  「えっ、ホントっスか！　鼓修理は感激っス！」


  　鼓修理の度を越した暴挙に、華城先輩がため息をつきながらやむなく新メンバー入りを許可する運びとなった。


  　ピピピピッ。


  　と、鼓修理のＰピーＭエムが着信音を鳴らす。けれど鼓修理は即座にＰＭを操作して着信を拒絶した。


  「ちっ、うるっさいジジイっスね。こっちで暮らすっつってんのがわかんないんっスか」


  「ちょっと鼓修理！　いまの慶介でしょ！　あなたまさか本当は帰れるのに、また周辺の人間を騙だまくらかして無理やり引っ越してきたんじゃないでしょうね！　さっさと帰りなさい！」


  「え、そんな、綾女様はさっき、鼓修理を正式に新メンバーにしてくれたじゃないっスか……」


  　鼓修理が再び華城先輩の足にすがりつく。


  「慶介のとこに帰れるまでは、って条件をつけたでしょうに！」


  「ダメっス、ダメなんっス～。鼓こ修す理りはもう、綾あや女め様からのご褒ほう美びがないと生きていけない奴ど隷れい体質になってしまったんっスよ～」


  「……もう、好きにすればいいわ」


  　華か城じよう先輩はぐったりと席にもたれて諦てい観かんしきった顔になった。あれも一種の賢者モードか。


  「モテモテですね、華城先輩」


  「うれしくないわよ。いる？」


  　華城先輩が鼓修理を張りつけたまますっと足を伸ばしてきた。鼓修理が牙きばを剥むいてくる。超いらない。


  「……なんだか相変わらず、お二人の空気は違うんっスよねぇ……なんとか綾女様の気を、鼓修理にだけ向けさせられないっスかね……こういうとき少女漫画とかだと……あっ、そうだ」


  　鼓修理が急に華城先輩の足から離れ、ちょいちょいと僕を手招きする。


  「おい、早く腰をかがめるっスよ」


  　蹴け飛とばしてやろうか。


  「はいはい。なに？　──っ!?」


  「なっ！」


  　気づけば、僕の頬ほおに鼓修理の唇くちびるが押しつけられていた。飛びのいてから慌あわてて拭ぬぐうも、その柔らかい感触も、頬にとはいえ、キスされたという事実も消えやしない。


  「……」


  「あ、あの、華城先輩っ！　いまの、違いますよ！　わかりますよね!?」


  　夜や叉しやもかくやというオーラを放つ華城先輩に、そんな筋合いもないはずなのに僕は謝り倒した。隣で鼓修理が「ふへへっ、ああ、鼓修理は嫉しつ妬とされてるっス！　あの視線、たまらないっス！　それに、綾女様の気を引くためにこんな格下の男に唇くちびるを接触させなくちゃいけない屈くつ辱じよく感……一いつ石せき二に鳥ちようっス！」と悶もだえているが、こいつはホントになにがしたいんだ、はっ倒すぞ！


  　──キィ。


  　と、背後から異様な気配がして、振り返る。


  　……アンナ様が見てる。超見てる。


  「ひうっ!?　あ、あれは、いつぞやの化け物女……っ」


  「奥おく間ま君……？　その方、確か、妹さん、でしたわよね？」


  「は、はいそうですアンナ先輩！　いまのはちょっと、事故で、事故で！」


  　口がうまく回らない。


  《群むれた布地》立てこもり事件以降、アンナ先輩の暴走は蒸むれたトランクスの献けん上じようでなんとかしのいでいるのだけれど、さすがにもうごまかしが効かなくなってきている。いまのアンナ先輩は、ちょっとの刺激で人も殺せる。


  　やっぱり《ＳＯＸソツクス》と生徒会が手を組んでいたわずかな期間、僕が《ＳＯＸ》としてまともにアンナ先輩とコミュニケーションがとれた無二の機会に、交渉決裂＆奥おく間ま狸たぬ吉きち逮たい捕ほの覚悟でアンナ先輩に卑ひ猥わいを教えるべきだったんじゃないか。僕はどうしようもない後こう悔かいに襲おそわれていたりする。最近、アンナ先輩に対する罪悪感でどうにかなりそうなんだよね……。


  「鼓こ修す理りちゃん。ちょっとこちらでわたくしとお話をいたしませんか？」


  「え、あの、あっ、助けて！　助けてっス！」


  　あまりに自じ業ごう自じ得とくの展開に、僕も華か城じよう先輩も指先一つ動かさない。


  　やがて、鼓修理は廊下へと引きずられていき、


  「なっ、この距離でエアガンを避けて!?　や、いや、いぎゃああああああああああっ！」


  　悲痛な断だん末まつ魔まが響き渡った。


  　やがてアンナ先輩が指先だけドアに引っかけ、


  「奥間君。ちょっとわたくし、飛び散ったものを洗い落としてきますので、それが終わったら、少しお話が……」


  　返り血ですね？　わかります。


  「ふ、ふふふっ。これも、綾あや女め様の寵ちよう愛あいを受けるための……愛の試練っス……」


  　まだ息のあったらしい鼓修理の朦もう朧ろうとした呟つぶやきが聞こえるが、僕を巻き込むのはやめろ。


  「ほ、ほら華城先輩。鼓修理のわけのわからない暴走だったみたいです。ホントあいつには困ったものですね。改心したんだかしてないんだか」


  「なにを焦あせっているの狸吉？　わかっているわよそれくらい。狸吉が女子中学生から本気でアプローチされるはずがないもの」


  「そうですよ。あれは鼓修理の意味不明な暴走であって、なんの意味もないんです」


  「ええ。だって狸吉の人生のピークは、胎たい児じ期だものね」


  「え？」


  「だってそうでしょう？　四し六ろく時じ中ちゆう体が子し宮きゆうの中にいて、常時ボディーファック状態。まさにチンコの乾く暇ひまがないぜ！　って絶好調だったのでしょう？　まさか産み落とされると同時にこんなみじめなことになるなんて、あのときの狸吉は思ってもいなかったのでした」


  「いろんな人に謝れ！」


  「……まあ、鼓修理の意味不明なドＭ精神はおいおい調教し直せばいいわね。ちゃんとこっちの指示を聞くなら、鼓修理の能力なりなんなりは下ネタテロに有効だもの」


  「まあ確かに……。《群むれた布地》の騒ぎも一段落しましたし、また明日あしたから通常のテロですね」


  「なに言ってるの狸吉。それは無理よ」


  　華城先輩がにっかりと笑う。


  「だって、来週から夏休みだもの。生徒が一か所に集まらないんじゃあ、下ネタテロをやっても効率が悪いわ」


  「あー、そういえば」


  　いろいろありすぎて忘れていた。もう、そんな時期なのだ。


  「けれど夏休みは夏休みで、いろいろできることはあるの。鼓こ修す理りの扱いも含めて、生徒会業務が終わった後、またいつもの喫茶店で打ち合わせね」


  「はい、了解です」


  「その前に狸たぬ吉きちあなた、アンナに殺されないようにね？」


  「……はい、りょ、了解です」


  



  　──こうして。無事に、なんてとても言えない、けれどズタボロになっただけ前進できただろう激動の一学期は、慌あわただしく幕を閉じた。


  　その〝前進〟とやらがそもそもどの方向へ踏み出したものなのかさえ僕にはまだわからないけれど──とりあえずそれを気長に模も索さくすることが、今年の夏の目標になりそうだった。


  　あとがき


  



  　こんにちは、赤あか城ぎ大ひろ空たかです。


  『下ネタ』の１巻発売から、はや四か月。本当にいろいろなことがありました。


  　ガガガ文庫新刊を毎月しっかり入荷するくせに、『下ネタ』だけは頑かたくなに店頭に並べようとしない大学生せい協きよう。「入荷してください」と直じか談だん判ぱんする僕の友人たち。本当に入荷したとは思わず書籍コーナーをうろうろしていた赤城は、『下ネタ』を手にとる後輩女子と遭そう遇ぐうする。


  　後輩女子「これ、先輩が書いた本ですよね（笑）」


  　おかしい、この子には受賞うんぬんの話はしていないはずなのに……。


  　うん、まあ、なんといいますか、言論統制に失敗しましてね？　いろいろな方面の人が生の感想を届けてくれる地獄のような四か月間だったわけです。いくつか例を挙げますと、


  　友人Ａ「いま○○ページまで読んだ。赤城のメルアドを消そうか悩む。これが友人の書いたものだと思いたくない」


  　　赤城「ハハッ、冗じよう談だんキツいぜブラザー」


  　そして数日後。


  　友人Ａ「全部読んだ。お前さ、俺のためだけにオリジナル短編集書いてくれない？　不ふ破わさんのクマに精液がぶっかけられてコントラストになる感じのやつ」


  　これはあれですね。類るいは友を呼ぶってやつです。


  



  　友人Ｂ「赤あか城ぎは普段から真ま面じ目めでおとなしい人だったのに。まさか、こんな……」


  　これはワイドショーとかでみかけるアレですかね？　凶悪事件の容疑者の同級生にインタビューして『青少年の心の闇！』とか銘めい打うたれる、的な。


  



  　そして、親のスネをかじりながら遠方の大学に通う赤城の〝作品〟を身内がチェックしていないはずもなく……電話で感想を語られる日々が続きます。


  　母『いま七十三ページまで読んだよ～。ところで就活どうするの？』


  　赤城『え、あの、ちょ……あははっ』


  　母（後日）『いま二百三十四ページまで読んだよ～。ところで就活どうすんの？』


  　赤城『あの、母上、その、あははっ、ちょっとタンマ』


  　母（さらに後日）『全部読んだよ～。絵師がよかったな。ところで就活は──』


  　新手のメリーさんかああああ！　心配してくれてどうも！ たしかに霜しも月つき様は神だけどさ！


  　しかし精神攻撃はそこで終わらず、なんだかにやにやした感じの声をした父から電話があり、


  　父『あの本、親しん戚せき中に回し読みさせたんだけどな──』


  　赤城『……は？』


  　父『──「あいつはどこを目指してるんだ」ってみんな心配してたぞ』


  　いやああああああ！　もうお家うち帰れないいいやあああああ！


  　……はい。というわけでですね。数々の試練を乗り越え２巻を書き上げました。


  　ついでに赤城は、鋼はがねの心を手に入れた！　……ははっ。


  



  　以下、謝しや辞じです。


  　担当の具ぐ志し堅けん様。相も変わらず改稿作業などでご迷惑をおかけします。今巻なんて修正作業が地じ獄ごくでしたからね。最初に書き上げたものから文庫換算で四十ページは削けずり、それでもなお校こう閲えつ様から『これ二冊分くらい話が詰まってない？』と評された原稿をなんとか形に……。じ、次巻からは反省をいかして頑がん張ばりますので！


  　イラストを担当してくださった霜月えいと様。今巻も、一いち之の瀬せ琢たく磨まなどという悪ふざけ百パーセントの無理難題を形にしてくださったうえ、表紙の超可愛いアンナ！　僕は決めましたよ。霜月様のイラストを拝おがむためなら、周囲の冷ややかな目なんて気にせずはっちゃけまくってやる！　それから、いろいろと問題の多い『下ネタ』の出版に関わってくださっているすべての方々へ。申し訳なさと、それを上回る感謝でいっぱいです。皆様のおかげで無事出版となった『下ネタ』を糧かてに精進していきますので、これからもよろしくお願いします。


  　それでは紙幅も尽きそうなので、今回はこの辺で。


  赤城大空


  Hirotaka Akagi


  



  プ○キュアを視聴している大学生。正しさの塊であるＴＶ報道いわく僕のような人間は周辺の幼女を手当たり次第手に掛けるそうです。自分がそんなおぞましい人間だったなんて！　国は早急に赤城を隔離すべきでしょう。そしたら就職活動せずとも安定した暮らしが手に入るのに。


  小学館ｅＢｏｏｋｓ


  下ネタという概念が存在しない退屈な世界２
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